FaStePr 


" 馬 


げん じ あ きら 


目次 
ジャ カル ター 羽田 50 分 


1 7 8 キロ の 速球 を 投げ る 
湯 花 邪 無 

PP 

スパ イス 湯 花 


教授 を 引き 受け て くれ 
スパ イス yuhana 


3 


ピン 
先 里 風 香 の 別 の 顔 


タ ベ ッ ト の スバ イス 工房 


7 月 の ジャ カル タ の 誕生 会 


yuhana の 殺 
を 
yuhana の 殺 
上 海 


ペデ プア の カカ レー 
料理 学校 へ 入学 


明日 は 水曜 日 だ か ら 料理 学校 と 新宿 


ソト アヤ ム と サテ 


室 イ 時 


戦車 も 動かせ た アー スバ ッ テ リ ー 


アメ リカ に 電話 し た 

バン コク に 行っ て きま す 
走っ て 車 で 北 千住 へ 
四面 林 歌 

アー ス 戦 車 の すっ ぱ 抜 き 
釣 の よう に 走っ た 

サケ の 揚げ 物 ジ ャ ワカ レー 
0 時 30 分 に 上 海 に 出る 


3 回 目 の 出 国 ト ライ 
先 里 風 香 


プッ 
アー スラ イ テ ィ ング 3 0 0 0 万 記念 式典 


湯 花 わ さび の 森 
わさび の た た き 


わさび の た た き と ア ジ の た た き 


わさび と 鶏 と 米 の スー プ 

わさび の た た き と カ ツ オ の 刺身 
アー スバ ッ テ リ ー で 動く 機械 
華美 美 負 が スパ イス を 買い に 来 た 
ソト アヤ ム わ さび 仕立 て 


わさび スラ イス 機 
拉致 


ムン バイ で 拉致 され る 
新潟 室 港 か ら ロ シア 経由 
華美 美鈴 を 逃亡 させ た 男 
プラ ィ ベ バート ジョット ド 


モス クワ は 大 丈夫 か 
サブ プラ ンカ 


あな た の た め に な ら な い 
逮捕 する の か 

スパ イス 湯 花 誕生 会 
ジャ カル タ の 誕生 会 
ミナ と の 食事 


サラ ラッ リカ 
奥付 


ジャ カル ター 羽田 50 分 


1 7 8 キロ の 速球 を 投げ る 


2114 年 7 月 11 日 だ っ た 。 金 曜日 で ある 。 ニ ュー ヨー ク ゴ ジラ と 東京 ライ 
オン の 試合 が 行わ れ て いる 。 東 京 で 今晩 ある 。 

プロ 野球 は 、 ア メリ カ 球 界 の 日 本 興行 が 行わ れる よう に な っ て 、 球 団 が ゴ 
チチ ヤセ チ ヤ に な つた 。 

も う 日 本 人 の 球団 と か アメ リカ 人 の 球団 と か 吉 え な く な っ た 。 

来年 か ら は 中 国 の 球団 が 日 本 興行 を 行う こと で モメ て いる 。 

こん な こと に な っ た 最大 の 理由 は 、 飛 行 機 の 高速 化 に ある 。 

先月 、 羽 田 一 北京 を 47 分 と いう 新 記録 が 生ま れ た 。 羽 田口 ス は 2 時 間 20 
分 で ある 。 

こう な っ て くる と 、 ボ ー ダ レス どこ ろ で は な い 。 儲け の エク スタ シー は 勝手 
に 動き は じ め る 。 

ニュ ー ヨ ー ク ゴジ ラ の エー ス な ど は 、 1 7 8 キロ の 速球 を 投げ る 。 

1 0 0 年 前 に は 20 オ の 若者 が 1 6 0 キロ の 速球 を 投げ て みん な が 驚い た 。 
今 で は 、 1 6 0 キロ の 速球 な ど は フツ ウ の 速球 で ある 。 

1 7 8 キロ の 速球 を 投げ る ニュ ー ヨ ー ク ゴジ ラ の エー ス は 、 身 長 が 2 メー ト 
ル 31 セ ンチ で ある 。 プ ロ 野 球 の 選手 と し て は 大 きい 方 だ が 、 バ スケ の 選手 に 
は 、 2 メー トル 88 セ ンチ の 選手 が いる 。 

現在 の 世界 で 最も 身長 の 高い 和 人 は 、 3 メー トル 2 セン チ ら し い 。 プ ロ の バス 
ケ や バレ ー ボ ー ル の 選手 に は 、 2 メー トル 50 セ ンチ の 人 が チー ム に 1 人 は い 
る 。 


湯 化 邪 無 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー の スイ ッ チ を 切っ て 、 マ ンション 地下 の ガレ ー ジ か 


ら エ レベ ー タ ー に 乗っ た 。 ジ ャ カル タ を 出 た の が 18 時 だ っ た 。 日 本 時 間 だ 。 
羽田 に 18 時 50 分 、 北 千住 の マン ショ ン に 19 時 50 分 だ 。 相 変わ ら ず 、 車 の 方 


が 時 間 が か か る 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ に 通勤 し て いる わけ で は な い 。 た だ 5 0 0 ドル 10 枚 
綴り の チケ ッ ト を 買っ て いる 。 日 本 で は タク シー の 方 が 高い 。 1 ドル 1 0 0 
円 で ある 。 も う 100 年 1 ドル 1 0 0 円 が 続い て いる 。 ジ ャ カル タ の ルピア 
は 1 円 50 ル ピア に な っ て いる 。 1 0 0 年 で 2 倍 ほ ど ル ピア の 価値 が 上 が っ 
大 。 

な ん た っ て 3 億 3 千 万 人 の 人 が 住ん で いる の だ 。 

1 人 あたり の 収入 は 多く な く て 、 決 し て 豊か で は な い の だ が 、 国 家 和 経済 は 人 
口 で ある 。 も うす ぐ ア メリ カ を 抜い て 世界 3 位 の 人 口 に な る 。 経済 だ っ て イ 
ンド 、 中 国 、 ア メリ カ 、 イ ンド ネシア に な っ て いる 。 日 本 は 40 年 前 に イン ド 
ネシア に 抜か れ た 。 

ちな み に 、 日 本 の 人 口 は 8 4 0 0 万 人 で ある 。 も う 小 国 に な りつ つ あ る 。 
ジャ カル タ の カレ ッ ト 駅 に スパ イス の お 店 を 持っ て いる 。 工 房 が タ ベ ッ ト に 
あり 、45 種 類 の スパ イス を 生産 し て いる 。 工 場 で は な い 。 工 房 で ある 。 
日 本 で は 、 新 宿 南 日 に 大 き な シ ョ ッ プ を 持っ て いる 。 こ こ か ら 全 国 に ネッ ト 
通販 を や っ て いる 。 店 舗 は 1 つ だ け だ 。 

「 お か えり な さい 」 

「 来 て た の か ,」 

「 電話 すれ ば よかっ た ? 」 

「 カ ギ 預 け て る ん だ か ら 自 由 に し て くだ さい 」 

「 奥さん で も な いん だ けど 」 

沢 風 ゆ り で ある 。 

北 千住 の スポ ー ツ ジム で イン スト ラク ター を や っ て いる 。 

湯 花 邪 無 が 会 員 に な っ て いる 。 帰 り に 高級 焼き 島 の お 店 で 飲ん で 、 湯 花 邪 無 
の マン ショ ン に な っ た 。 2 1 1 3 年 11 月 だ っ た 。 

3 回 目 に 鍵 を 預け た 。 時 々 掃除 を し て くれ て 料理 も し て くれ て いる 。 

「 シ ャ ワー で すか ? ご は ん で すか ? それ と も ? 」 

「 そ れ と も が いい で す 」 

「 喜 わな きゃ や ゃ よかった.」 

「 危な いん で すか ? 」 

「 う ん 」 


沢 風 ゆり は 、 拒 否 し な が ら も ベッ ドル ー ム へ 脱ぎ な が ら 向 か っ た 。 
長 且 で スラ リ と し た 沢 風 ゆり の 歩き は 速い 。 

「 ガ ス 見 て くる 」 

「 後 で いい で す 」 

沢 風 ゆ り は 、 湯 花 邪 無 に 任せ る の だ が 、 す ぐに 湯 花 邪 無 を 見 下る ろ る し て し ま 
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沢 風 ゆ り の あえ ぎ は 、 ス ポー ツジ ム で ダン ス を し て いる 時 の 息づかい に 似 て 
くる 。 ドシドシ 激しく な っ て で くる 。 

「 先 に ジャ ワー じ て で 」 

「 ジ ャ ガイ モ サ ラダ や っ ちゃ わな いと お いし く な く な る か ら 」 

「 冷蔵 庫 の 金庫 の お 金 使っ た か ら 」 

0 

湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り が お 金 に 還 ら な いよ うに 、 冷蔵 庫 に 革 付 き の コ ッ プ を 
置い て いる 。 お 札 と コイ ン が 常時 入っ て いる 。10 万 円 くら い だ 。 

「 帰る の で すか ? 」 

「 用 事 ある 」 

「 どう も あり が と う 」 

「 バ イ バ イ 」 

「 掃除 も し て くれ た ん だ 」 

「 バ イ バ イ 」 
湯 花 邪 無 は 、 決 し て 沢 風 ゆり を 引き 止め た り し な い 。 湯 花 邪 無 と 一 緒 に 住み 
た いと は 吉 わ な い 。 何 か ある の だ 。 そ れ を 間 き 出 そ う と は 思わ な い 。 
結婚 し た いと 吉 っ た ら 、 来 な く な る 気 が し て いる 。 


アー ズ カ ー 


湯 花 邪 無 は 、7 時 に は 起き て シャ ワー を し た 。 

沢 風 ゆ り が パン を 買っ て お いて くれ て いる 。 ぶ どう パン だ 。 

7 時 30 分 に は 着替え て 出かけ る 。 新宿 南口 に ある スパ イス 専門 店 の スパ イス 
湯 花 に 向かう 。 


アー スカ ー で 向かう 。 

アー スカ ー が 開発 され た の は 、 2 1 0 0 年 だ っ た 。 前兆 が 何 も な か っ た 。 い ! 
き な り 、 日 本 人 の 先 里 風 香 に よっ て 開発 され た 。 動 力 で ある 。 

車 は も ちろ ん の こと 、 ス マ ホ な どの 電池 を 使う 電化 製品 が アー スバ ッ テ リ ー 
に ドン ドン 変わ っ た 。 2 1 1 4 年 に は 、 ア ー ス カー と 同じ よう に 50% が アー 
スバ ッ テ リ ー に な っ て いる 。 

先 里 風 香 は 、 世 界 特 許 を 持っ て いる の だ が 、 無 償 で 公開 し て いる 。 誰が 生産 
を は じ め て も か まわ な い )。 

2 1 0 2 年 に 日 本 の バッ テリ ー の 大 手 の 会 社 が 、 発 火 に より 全面 回 収 し て 、 
先 里 風 香 は 、 アース バッ テリ ー の マー ク を 発行 する こと に し た 。 販 売価 格 の 
0 ・5% を アー スバ パ バッテリ ー の マー ク の 使用 料 と し て 納め る 。 

も ちろ ん 、 特 許 を 無償 公開 し て いる の で 、 ア ー ス バッ テリ ー を 生産 する こと 
は 自由 な の だ が 、 生 活 者 は 、 ア ー ス バッ テリ ー の マー ク の な い ア ー ス バッ テ 
リー を 信用 し な い 。 

先 里 風 香 が どこ に いる の が 座 も 知ら な い 。 フ ロリ ダ の ワー ルド バッ テリ ー に 
いる と いう うわ さ が あ る が 、 誰 も 見 た こと が な いり 。 

世界 的 な 発明 賞 を 何 度 も も ら っ て いる が 、 常 に 、 華 美美 鈴 が 代理 で 出席 し て 
いる 。 

アー スバ ッ テ リ ー の 世界 シェ アー の 32% を 持っ て いる フロ リ ダ の ワー ルド 
バッ テリ ー は 、 誰 も 手 を 出さ な か っ た 先 里 風 香 の 全 面 協力 を し た と いわ れ て 
いる 。 先 里 風 香 も を フロ リ ダ に いる らし い の だ が 、 誰 も 知ら な い )。 

華美 美 負 は 、 ワ ー ル ド バ ッ テリ ー の 社員 らし い が 、 や っ て いる こと は 、 ア ー 
スバ パ バッテリー の マー ク の 管理 で ある 。 そ れ と 、 先 里 風 香 の 広報 で ある 。 
ワー ルド バッ テリ ー の フロ リ ダ 工 場 の 周辺 に は 、 世 界 か ら ア ー ス バッ テリ ー 
の 工場 が 集まっ て いる 。 自由 に 生産 で きる の だ が 、 ち ょ っ と し た こと が で き 
な いこ と が 多い 。 そ れ が ノウ ハウ と いう も の だ 。 

どう いつ うつわ け だ か 、 ア ー ス カー は 80 キ ロ し か 出 な い 。 ガ ソリ ン や 電気 や 水素 
に 比べ て 、 ス テー ショ ン も 要ら な いし コス ト も ゼロ な の だ が 、 ま だ 世界 シェ 
アー が 50% に し か な ら な い の は 、 ス ピー ド の せい だ 。 

湯 花 邪 無 も 、 時 々 イラ イラ する 。 こ ん な すご いい 高速 道路 が ある の に 、80 キ ロ 
し か 出せ な い の は お か し い 。 


それ で も 湯 花 邪 無 は 、 コ ン バ パク ト な アー スカ ー に 乗っ て いる 。 ス パイ ス は 、 
自然 の 食べ 物 の よう に し て いな いと いけ な い 。 イ ライ ラ す る が ガマ ン し て い 
る 。 

先 里 風 香 に し か わか ら な い 。 ど うし て 80 キ ロ し か 出 な い ほ どの パワ ー し か な 
い の か 。 工 場 の 電源 に は 使え な い 。 最 近 は パソ コン すべ て が アー スバ ッ テ 

リー に な っ て いる 。 工 場 の 機械 は 動か せな い 。 

機械 が ドン ドン 省エネ に な っ て いる 。 小 さく な っ て いる 。 


スパ イス 湯 花 


「 お は よう ご ざい ます 」 

「 お は よう 」 

新宿 南 唱 の スパ イス 湯 花 は 、 水 野 ま さ み に お 願い し て いる 。 多 分 45 歳 くら い 
だ 。 湯 花 邪 無 が 新宿 南 唱 に スパ イス 湯 花 を 開い た 時 か ら 店 長 を や っ て も ら っ 
て いる 。 2 1 0 9 年 だ っ た 。 

「 昨 日 夜 ? 」 

「 え え 」 

「 ジ ャ ム さ ん お 電話 で す 」 

湯 花 邪 無 は ジャ ム さ ん か ミス ター ジャ ム と 呼ば れ て いる 。 こ こ で は だ れ も 社 
長 と は 喜 わ な い 。 そ れ が 湯 花 邪 無 の 考え で ある 。 

28 歳 で ジャ カル タ の カレ ッ ト に スパ イス yuhana を 開い て 、 タ ベッ ト に 
スパ イス 工房 も 開い た 。29 歳 で 新宿 南口 に スパ イス 湯 花 を 開い た 。 

通信 販売 の オペ レー ター が 25 人 いる 。 

「 も し も し 湯 花 で す 」 

「 ニ ュー ヨー ク ゴ ジラ と 東京 ライ オン の 試合 で すか ? 」 

「 今日 は ちょ っ と 約束 が あり ます ,」 

「 こ ちら か ら 電 話し ます の で 」 

「 よろしく お 願い し ます 」 

上 海 ド ラゴン 主催 の チケ ッ ト も 売り 出さ れ て いる 。 ま だ 太平 洋 リ ー グ に 入っ 
て いな い の だ が 、 オ ー プ ン 戦 を 行っ て いる 。 リ ー エ ンジ ン と いう 2 メー トル 


41 セ ンチ の ピッ チャ ー が いて 、 1 7 5 キロ の 速球 を 投げ る 。 上海 ド ラゴン の 
売り で ある 。 

も う 、 日 本 も アメ リカ も 中 国 も 、 人 口 減少 が 著しく て 、 み ん な で 協力 し な い 
と 、 プ ロリ ー グ を 維持 で き な い 。 

日 本 な ど 、 野 球 部 の な い 高 校 が 多く て 、 甲 子 園 で の 全国 大 会 が 、 ど こま で 維 
持 で きる か と 喜 わ れ て いる 。 

日 本 の 高校 野球 の 団体 は 、 ア メリ カ と 中 国 と 韓国 と オー スト ラリ ア と 台湾 に 
呼び か け て いる 。 

夏 の 甲子 園 大 会 を 、 太 平 洋 大 会 に し た が っ て いる 。 

「 今 日 は 7 月 の 誕生 日 会 だ けど 」 

「 承知 し て いま す 」 

「 断 っ た の ? 」 

「 え え 」 

水野 まさ み は 母 親 か 姉 の よう に 湯 花 邪 無 に 吉 つ 。 

水野 まさ み が い な か っ た ら 、 新 宿 南 日 の 44 名 の 全員 を 集め て 食事 会 な ど で き 
な い 。 

今日 は 、 ス パイ ス 湯 花 の スパ イス を 使っ て の ベト ナム 料理 で ある 。 も ちろ 
ん 、 7 月 誕生 の 社員 の 誕生 会 で ある 。 

ベト ナム 料理 の レス トラ ン か ら 出 誠 料 理 を し て も ら う 。 

ホテ ル の パー ティ 会 場 を 借り 切っ て いる 。 そ ん な に 大 き な 会 場 で は な い 。 
スパ イス 湯 花 に は 会 議 と いう も の が な い 。 販売 目標 が な いか ら だ 。 計 画 も な 
い 。 今年 の 販売 目標 な ど 誰 も 知ら な い 。 ス パイ ス 湯 花 の スパ イス は 、 高 品質 
低 価 格 で ある 。 テ レビ も 雑誌 も 宣伝 な ど し な い 。 し か し 、 2 1 0 9 年 以来 、 
毎年 50% 増 し に 売上 げ と 利益 が 増え て いる 。 

「 使 っ て いた だ いた ら わ か る 」 


サン プル 作戦 な の だ 。 
新宿 の 駅 で サン プル を 配っ て いな い 日 が な い 。 渋谷 で も や っ て いる 。 池袋 で 
も や っ て いる 。 


10 人 で 梅田 で 大 量 に サン プル を 配っ た こと も ある 。 
湯 花 邪 無 は 、 和 経営 者 と し て 成功 し て 有名 に な り た いわ け で は な い 。 ス パイ ス 
1 つ で こん な に も 食事 が 豊か に な る こと を わか っ て ほし い の だ 。 


12 時 に な っ た 。 

12 時 に な っ た ら 、 リ ビン グ で みん な で 食事 を する 。 電話 の コー ル も イン ター 
ネッ ト だ け に する 。12 時 か ら 13 時 まで だ 。 

交代 で 何 か を つく る 。 

「 今 日 は な ん で すか ? 」 

「 ナ ポリ タン と ジャ ワ ス ー プ 」 

湯 花 邪 無 も 自分 で 持っ て き て みん な と 一 緒 に 食べ る 。 
女性 社員 が 35 人 で ある 。 オ トコ は 9 名 し か いな い 。 

オン ナ 中 心 に 会 社 を や る と いう 考え は 、 湯 花 邪 無 の 考え で ある 。 ス パイ ス を 
買う の は オン ナ だ か ら だ 。 

多く の 食品 会 社 か ら 業 務 用 の スパ イス の 依頼 が ある が 、 す べ て 断っ て いる 。 
スパ イス が 物資 に な っ て し まう か ら だ 。 売 上 だ けが 増え る こと に な っ て つま 
ら な い 。 

だ か ら 、 湯 花 邪 無 は 、 営 業 に 出向 く こ と も な いし 接待 で 銀座 に 出向 く こ と も 
な い 。 

も う 1 0 0 年 前 の 大 企業 は 、 ほ と ん ど 分 社 に な っ て いる 。 戦 艦 の よう な 会 社 
は 少な く な っ て いる 。 日 本 の 人 口 も 8 4 0 0 万 人 に な っ て いる の だ 。 売 上げ 
を 増やす 時 代 で は な い 。 

1 週間 前 に カサ プラ ンカ に 行っ て きた 。 来 年 に な る か も し れ な い が 、 ス パイ 
ス yuhana カ サブ プラン カ を つく る 予定 で ある 。 
次 の 1 0 0 年 は H、 ナイ ロビ や カサ プラ ンカ や アビ シャ ン や カイ ロ や ヨハ ネス 
ブル グ な どの アフ リカ の 都市 が 世界 経済 を 引っ 張る の だ と 思っ て いる 。 
多分 、 世 界 人 口 の 半分 が アフ リカ 大 陸 に いる こと に な る だ ろう と 思っ て い 
る 。 
た だ 、 湯 花 邪 無 は 日 本 人 で ある 。 新宿 南口 の お 店 が 欠か せな い 。 

し か し 、 な ん と いっ て も 、 今 は ジャ カル タ の お 店 が 主力 で ある 。 経済 も ジャ 
カル タ が すご い 。 


教授 を 引き 受け て くれ 


2 1 1 4 年 7 月 13 日 だ っ た 。 
留学 し て いた ジャ カル タ の 大 学 か ら 呼 び 出 し が あっ た 。 
「 今 日 の 9 時 に 来 て くれ な いか 」 
教授 を 引き 受け て くれ だ と 思う 。 
断っ て いる の に 何 度 も 誘わ れる 。 独身 だ し 33 歳 で ある 。 教授 の イス に 座っ て 
は いら れ な い 。 
「 ち ょ っ と ジャ カル タ に 行き ます 」 
「 お 帰り は ?」 
「 ジ ャ カル タ の お 店 の 誕生 会 に 出 ます 」 
「 出 な いつ も り だ っ た の で すか ? 」 
「 1 回 け て も いい か と 思っ て 」 
「 ダ メ で す よ ? オン ナ が 多い ん で すか ら 」 
「 ダ メ で す 」 
「 今晩 帰れ な いか も し れ な い 」 
「 わ かり まし た ,」 
水野 まさ み に は いつ も 怒ら れる 。 
7 時 30 分 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 
羽田 - ジ ャ カル タ 便 は 、20 分 に 1 本 で ある 。 山 手 線 の よう に 本 数 が ある 。 
北 千 住 一 羽田 の 方 が 時 間 が か か る 。 
や は り 、 教 授 を 引き 受け て くれ だ っ た 。 
年 間 12 回 の 特別 講義 だ け を 引き 受け た 。 9 月 か ら 1 年 だ 。 


スパ イス yuhana 
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ジン 
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NN 


「 どう し た ん で す ? 」 

「 大学 の 教授 を 引き 受け て くれ 」 

「 忙 し い の に ,」 

「 年 に 12 回 の 特別 講義 で いい らし い 」 

「 そ れ だ っ た らい いか ,」 

「 今 日 は ? 」 

「 ジ ャ カル タ に いま す ,」 

「 わ た し が ご は ん つく る ? 」 

「 お 願い し ます , 

「 わ た し 今日 出かけ る か ら 」 

わか り ま し た 。 

ジン は 2 1 0 8 年 に スパ イス yuhana を つく っ た 時 の 最初 の 社員 で あ 
る 。 
個人 的 な 関係 も 4 年 続い て いる 。 
スパ イス yuhana は カレ ッ ト 駅 に ある 。 ジ ャ カル タ の お 店 は 1 軒 だ け で 
ある 。 イ ンド ネシア と マレ ー シ ア と シン ガ ポ ー ル に 通信 販売 で 販売 し て い 
る 。 新宿 南口 の 売上 げ の 2 倍 あ る 。 本 社 も スパ イス yuhana に ある 。 
ジン は 、 誕 生 会 の 準備 で 出かけ た の だ と 思っ た 。 ホ テル の パー ティ 会 場 を 借 
けり て いる の だ ろ っ つ 。 

「 ミスター ジャ ム し ょ うし ゃ か ら 電 話 だ けど 」 
スパ イス yuhana の 社員 た ち は 、 湯 花 邪 無 を 、 ミ スタ ー ジ ャ ム と 呼ぶ 。 
ジン が そう 呼ん で いる か ら だ 。 
そう いう こと で は な く て 、 ジ ン が 湯 花 邪 無 に 対し て 従う 人 に な っ て は いけ な 
いと 思っ て 、 ジ ン だ け に は 、 ミ スタ ー ジ ャ ム と 呼ぶ よう に 話し た 。 
ジン は 、 イ スラ ム の 国 の 女性 に は 珍し く 、 動 か す 人 に な っ た 。 
と ころ が 、 社 員 全 員 が 、 湯 花 邪 無 の こと を 、 ミ スタ ー ジ ャ ム と 呼ぶ よう に 


な つた 。 

スパ イス y uhana に は 、 湯 花 邪 無 の 部 屋 は な い 。 店長 で ある ジン の 部 屋 
の 応接 セッ ト か 打ち 合わ せ テ ー ブ ル に 座っ て いる 。 

ジン が 仕切 る ん だ と いう 湯 花 邪 無 の 考え を 表現 し て いる 。 

ジン は 、 フ ツウ は 、 人 邊 高々 に な る の だ が 、 よ ろ い を 着 て し まっ た ふう は な 
い 。 今日 で も 自分 が 誕生 会 の セッ ト に 行っ て いる 。 

社員 は 78 名 で 通信 販売 の オペ レー ター が 48 名 いる 。 女 性 が 67 名 で 男性 が 11 
名 だ 。 

「 も し も し 」 

「 湯 花 邪 無 に 売上 げ 1 億 円 の 仕事 を お 持ち し よう と 思い まし て 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

「 日 本 の メー カー と 伺い ます の で ,」 

「 食品 の 会 社 で すか ? 」 

「 え え 」 

「 今日 で すか ? 」 

「12 時 に 伺い ます 」 

「 13 時 30 分 に お 願い し ます 」 

業務 用 の スパ イス を 提供 し て くれ で ある 。 断 る つも り で ある 。 お 昼 も 用 意 し 
て 、 歓 待 し て くれ な の だ が 、 そ れ も 断 っ た 。 売 上 げ は 上 が る が 利益 は ほとん 
ど ゼ ロ に 近い 額 に な る 。 し ょ うし ゃ の 吉 う こと を 聞い て いた ら ま ずい 。 
毎日 こん な 話 ば か り で イヤ に な る 。 日 本 の 商売 の や り 方 は 昔 と 変わ ら な い 。 
集団 で 何で も や り た が る 。 集団 が 持っ て いる 情報 や 権力 や ノウ ハウ で 商売 を 
し た が る 。 接待 が 横行 する こと も 昔 と 変わ ら な い 。 

湯 花 邪 無 の 夜 は 、 ほ と ん ど 空 いて いる 。 ジ ン と 湯 花 邪 無 の タ ベ ッ ト 駅 の マン 
ショ ン に いる こと が 多 し いい 。 

「 ジ ン に 頼ま れ ま し た ,」 

ジン の 秘書 を や っ て いる リ ニ が カレ ー ラ イス を テイ クア ウト し て きた 。 

「 リ ニ は 元気 な の か 」 

「 今 日 は お 店 で 店 員 や っ て る 」 

「 お 客 さ ん は どう だ ? 」 

「 半 分 は ジャ カル タ の 人 じゃ な い 」 


「 観光 宮 が 買う の か 」 

「 観光 客 で も な い 」 

「 オー スト ラリ ア の 人 も 多い の か ,」 

「 ス パイ ス yuhana は 有名 だ か ら 」 

「 み ん な と リビン グ で 食べ れ な い の か ,」 

「 今 日 は 誕生 パー ティ が ある か ら サ ンド イッ チ し か お 昼 は な い 」 

「 今晩 の 誕生 パー ティ ー に 来る の か 」 

「 そ の つも り だ 」 
湯 花 邪 無 に は 秘書 は いな い が 、 ジ ン に は 秘書 が いる 。 ジ ン は まだ 28 歳 で 78 
人 の トッ プ を や っ て いる 。 湯 花 邪 無 は リ 二 を ジン の 秘書 に つけ た 。22 歳 だ 。 

「 ミス ター ジャ ム に お 客 さ まで す ,」 

「 応接 に お 願い し ます ,」 
お 店 で は 冷た い お 茶 の サー ビス を し て いる 。 

リ ニ が 日 本 の し ょ うし ゃ の お 客 さ ん を 連れ て きた 。 冷た い お 共 を 持っ て き 
炉 。 
湯 花 邪 無 に お 客 さ ん は 珍し い 。 湯 花 邪 無 は 、 ほ と ん ど 、 自 分 で 相手 の ひ オ フィ 
ス や 工場 に 出かけ る 。 

日 本 の し ょ うし ゃ や 大 き な 会 社 の 人 は 難し い 。 仕 事 を 持っ て き て や る と いう 
態度 だ か ら だ 。 

「 ベト ナム で 焼き 鳥 を 生産 し て いる 会 社 で す 」 

「 全量 日 本 へ 輸出 し ます 」 

「 スパ イス を も っ と 工夫 し た いと 思い まし て 」 

「 ベ トナ ム に も スパ イス の 会 社 が あり ます けど 」 

「 価格 が 成立 し ませ ん 」 

「 湯 花 の 方 が も っ と 成立 し ませ ん 」 

「 湯 花 さ ん は ベト ナム で 売れ ず に 撤退 し た と 聞き まし た 」 

「 私 た ち が ベ トナ ム 引 き 受 け ま す 」 

「 私 は これ か ら ス パイ ス 工 房 に 出かけ ます の で 、 こ れ く らい で いい いで し ょ う 
か 」 

「 どう いう こと で すか ? 」 

「 湯 花 は ベト ナム で 販売 を し た こと が あり ませ ん 」 


「 湯 花 は 50% 増 収 増益 で す 」 

「 出かけ ます の で 失礼 し ます 」 

日 本 の し ょ うし ゃ は 多く の メー カ を 連れ て くる の だ が 、 い つも こう な る 。 
湯 花 邪 無 が 日 本 人 だ か ら 日 本 の 会 社 の 応援 を し ろ と いう 態度 で ある 。 
湯 花 邪 無 に は 、 そ うい う 考 え は 全く な い 。 

日 本 の 人 は 変わ ら な いと は 思う 。 3 枚 の 名 刺 も 全く 変わ ら な い 。 会 社 が 仕事 
を し て いる の か 個人 が 仕事 を し て いる の か わか ら な いり 。 
湯 花 邪 無 は 、 湯 花 邪 無 が 仕事 を し て いる 。 た また ま 、 ス パイ ス yuhana 
の 代表 で ある 。 日 本 の 人 は 、 昔 か ら ア イデ ン テ ィ テ ィ が お か し いと 、 湯 花 邪 
無 は 感じ る 。 
ジン だ っ て 、 ジ ン で す と 喜 う 、 ス パイ ス yuhana の ジン で す と は 吉 わ な 
L 1。 


先 里 風 理 の 別 の 顔 


「 リ ニス パイ ス 工 房 に 行き ます 」 

「 ホ テル を ご 存 知 で すか ? 」 

「 スパ イス 工房 の みん な と 一 緒 に 行き ます 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー を 運転 し な が ら 、 日 本 は 辛い と 思っ て し まう の だ 。 

人 口 も 8 4 0 0 万 人 で ある 。 人口 は 増え る 見 込み は な い 。 

ー 時 東南 アジ ア か ら 移 民 を 受け 入れ た の だ が 、 み ん な 帰っ て いっ た 。 備 見 の 
ある 日 本 に 住み 着く メリ ッ ト が な い 。 東 南ア ジア の どの 国 も 経済 成長 し た 。 

人 手 不足 な の だ 。 

日 本 は 移民 を 受け 入れ る べき か どう か ずっ と 議論 を し て いた 。 根 底 に ある の 
は 、 日 本 人 は 優秀 で 品格 が ある と いう 考え で ある 。 だ か ら 受 け 入れ る と 吉 

う 。 湯 花 邪 無 か ら みる と 、 バ カバ カ し い 。 上 か ら 目 線 な の だ 。 人 間 に 優劣 の 
差 な ど な い 。 

先 里 風 香 は アー スバ ッ テ リ ー や アー スカ ー で 著名 で ある が 、 誰 も 顔 を 見 た こ 
と が な い 。 

華美 美 納 し か 見 た こと が な い 。 


湯 花 邪 無 は 、 先 里 風 香 の 別 の 顔 を 知っ て いる 。 ほ と ん ど 知 られ て いな い が 、 
電子 書籍 で 多く の 書 を 出版 し て いる 香 風 里 先 で ある 。 多 分 誰 も 気がつい て い 
な い 。 

『 よ ろ い っ て な ん だ 。』 を 最初 に 読ん だ 。 ま だ ジャ カル タ の 大 学 の 大 学生 だ っ 
た 。 な ん で も ふさ わし くし よう と する よろ い の 考 え が 醒 悪 だ と いつ 香 風 里 先 
の 考え に 共感 し た 。 

「 人 に 優 浮 な ど な い 」 

「 差異 が ある の は よろ い の 厚 さ で ある 

湯 花 邪 無 は 、 少 し の 成功 者 な の だ が 、「 少 し 成功 する と よろ い が 厚 く な っ て 
自ら 壊れ る 」 と 吉 っ て いる 湯 花 邪 無 の 考え を 守っ て いる 。 

スパ イス yuhana の オー ナー 社長 な の だ が 、 社 長 室 も 自分 の 机 す ら な 

い 。 よ ろ い を 脱ぐ こと は 、 極 め て 難し いと 思う 。 世 間 の 人 は 、 よ ろ い を 見 て 
人 を 痢 断 す る 。 中 身 な ど 見 えな い 。 人 は 、 立 派 な よろ い が 欲 し く て ガン バッ 
て いる よう な も の だ 。 

湯 花 邪 無 は 、「 何で も 捨て て し まう こと 」 だ と いう 吉 葉 に も 共感 し て いる 。 
書籍 も 持た な いこ と に し た 。 す べ て 電子 書籍 で ある 。 PC も プリ ンタ ー が な 
い 。 ベ ペー パー レス で ある 。 

湯 花 邪 無 だ け で は な い 。 み ん な ペー パー レス だ 。 

よろ い が 人 を 壊す と いう 香 風 里 先 の 考え に 共感 し て いる 。 日 本 も よろ い の 厚 
い 国 だ と 思う 。 ドン ドン 崩れ て き て いる 。 も うろ 大国 な ど で は な い の に 、 膨 大 
な 借金 の 決着 が つか な い 。 

消費 税 も 28% に な っ た し 税金 大 国 な の だ が 、 国 の 借金 は 1 8 0 0 兆 円 に な っ 
た 。 日 本 の 国民 の 財産 も ドン ドン 目減り し て いる 。 イ ンド ネシア が 国債 を 大 
量 に 買っ て くれ な か っ た ら 、 日 本 の 国債 は 暴落 する 。 ア メリ カ は ゴメ ン な さ 
い を し て いる 。 中国 も 自国 の こと で 精 一 杯 な の だ 。 


タ ベ ッ ト の スパ イス 工房 


「 こ ん に ち わ ー」 
「 ラ ニ こ ん に ち わ 」 


「 い らっし ゃ る と 思い ませ ん で し た 」 

「 変わ っ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 で す 」 

ラニ は 22 歳 で エミ ル の 秘書 を し て いる 。 用 事 の な い 時 は 、 工 房 の リビン グ で 
昼食 の 世話 を し て いる 。 

「 お昼 は すま せ て きた の で すか ? 」 

「 ス パイ シー の カレ ー で す 」 

「 今 日 は パン だ と 聞き まし た ,」 

「 物 足り な いと 思っ た の か リ ニ が テイ クア ウト し て きた ,」 

「 グ ゲッ ド ね ,」 

「 エ ミル を 呼び ます か ? 」 

「 何 を し て いる ん の で すか ? 」 

「 研 究 室 に いま す 」 

「 私 が 行き ます 」 

「 お 茸 は ? 」 

F あ だ で 。 

この タ ベ ッ ト の スパ イス 工房 は 、 2 1 0 8 年 に に 、 ウ ル サ ム の スパ イス を 売る 
た め に 、 カ レッ ト に お 店 を 持っ た の だ が 、 思 1 いも か けず た くさ ん 売れ て 、 ウ 
ル サ ム の タタ ベット の 工房 を 買っ た 。 奈 件 は 、 娘 の エミ ル に 工房 を 任せ る こと 
守 S だ 。 

エミ ル は 、 湯 花 邪 無 と 同じ 大 学 の 後 間 で ある 。 ス パイ ス 学 を 学ん だ 。 ま だ 25 
歳 で ある 。 

95 名 が 働い て いて 、 女 性 が 82 名 で 男性 が 13 名 で ある 。 生産 に 72 名 、 品 質 保 
証 に 8 名 、 研 究 室 に 7 名 、 事 務 職 に 8 名 で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 エ ミル 研究 室 の 隣 に ある ジャ ム 研 究 室 に 行っ た 。 湯 花 邪 無 は 、 
この 部 屋 が 1 番 落 ち 着 く 。 

エミ ル に は 、 工 房 長 の 別 の 部 屋 も ある の だ が 、 湯 花 邪 無 に は 、 こ の 部 屋 し か 
な い 。 1 週間 に 1 日 は 、 こ の 部 屋 で 実験 を 行っ て いる 。 新 し い ス パイ ス の 開 
発 で ある 。 

最近 は 、 モ ロッ コ に 何 度 も 出かけ て いる 。 

研究 室 は 、 す べ て ガラ ス で 仕切 られ て いる の で 、 座 が 研究 室 に いる の か すぐ 


に わか る よう に な っ て いる 。 エ ミル と 湯 花 邪 無 の 他 に 5 名 いる 。 中 国 に 飛ん 
で いた り 日 本 に 行っ た り し て いる 。 

最近 は メキ シコ も 多い 。 

「 い らっし ゃ い 」 

「 大 学 の 教授 も 引き 受け た ん で すっ て ?」 

「 父 か ら 聞 きま し た 」 

「 年 間 12 回 の 特別 講義 で いい らし いか ら 」 

「 忙 し ! の に 」 

「 今日 の 誕生 会 だ けど 」 

「 ジ ン が 1 人 で や っ て ます 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム が ジャ カル タ に いる の に 出席 し な か っ た ら み ん な が っ か り 
し ます 」 

「 エ ミル と 一 緒 に 行き ます 」 

「17 3 人 だ か ら 大 パー ティ ー に な る .」 

「 今 日 は お いし い ベ トナ ム 料 理 が 食べ られ る か ら み ん な 楽し み に し て る ,」 
op | の が (P 

「 ベ トナ ム 料 理 は 野菜 が 中 心 で 健康 的 で お いし い 」 

「 イ ンド ネシア の 料理 も お いし いけ ど , 

「 来 月 は お すし や っ て くれ る と いい な ー」 

エミ ル は 、 ま だ 25 歳 な の に 、95 名 の スパ イス 工房 を 任 さ れ て いる の だ が 、 
プレ ッ シ ャ ー に は な っ て いな いよ うだ 。 


7 月 の ジャ カル タ の 誕生 会 


ジン は 、16 時 に な っ た ら 仕 事 を 切り 上 げ て 、 バ ス に 乗る よう に 指示 を し て い 
た 。 全 員 バ ス で ある 。 ジ ャ カル タ は お 洒 は な い 。 

最近 は お 酒 を 飲め る お 店 も ある の だ が 、 ジ ン は お 漂 を 出す こと は な い 。 お い 
し い 料 理 を 食べ る の だ 。 テ イク アウ ト も 家族 の た め に 用 意 し て いる 。 誕生 会 
の メン バー の 自己 紹介 が ある 。 記念 品 が 送ら れる 。 旅行 券 だ と ジン が 吉 
いた 。17 時 に 始ま っ て 19 時 30 分 に は 終わ る 。 


司会 は 、 リ ニ と ラニ が や っ て いる 。 
今日 は ベト ナム 料理 で ある 。 ベ トナ ム の 踊り が ある 。 音 楽 が ある 。 そ し て バ 
ス で カレ ッ ト 駅 の お 店 と タ ベ ッ ト の 工房 に 帰る 。 
湯 花 邪 無 や ジン や エミ ル は た だ の 出席 者 の 1 人 で ある 。 

「 楽 し か っ た じゃ な い 」 

「 これから も いつ も 出 な いと ダメ だ よ 」 

「 誰 も あな た 見 て な いよ うだ けど 見 て る か ら 」 

「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 タ ベッ ト の マン ショ ン に 住ん で いる 。 2 1 0 9 年 に タ ベ ッ ト の 
工房 を 買い 取っ た 時 に 引っ 越し た 。 

ジン は カギ を 持っ て いる 。 
も う 4 年 に な る 。 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン が どこ に 住ん で いる の か わか ら な い 。 聞 か な いこ と に し て 
いる 。 恋 人 が いる の か どう か も わか ら な い 。 家族 も わか ら な い )。 
た だ 舘 用 で きる 。 値 用 し な いと いけ な いか ら 付 用 し て いる の で は な い 。 人 が 
動く 押し ボタ ン が 動く 。 ジ ン の た め に 失っ た も の が どれ ほど 大 きく て も 、 ジ 
ン を 失う より 小さ いと 思っ て いる 。 

5 0 0 0 年 くら いか も し れ な い が 、 世 界 は オト コ 社 会 だ っ た 。 
それ は 仕方 が な か っ た か も し れ な い 。 
人 が 他 の 生き 物 と 地球 の 罰 者 を 争っ た か ら だ 。 大 昔 だ 。 身 体 が 強く な か っ た 
ら 狼 に は 勝て な い 。 強い 者 が ボス に な っ た 。 為 政 者 に な っ た 。 為政者 を 守る 
者 も 強い 者 だ っ た 。 ず っ と オト コ に な る 。 

2 1 0 0 年 に な っ て 、 も う 人 に は 強 さ は 必要 な く な っ た 。 パ ワー シャ ベル 
だ っ て ロボ ッ ト で ある 。 オ ン ナ が 操る 。 な ん と いう こと も な い 。 

アー スバ ッ テ リ ー が ドン ドン 普及 し て いる 。 

アメ リカ の 大 統領 も オン ナ で ある 。 中 国 と 日 本 だ けが まだ 女性 が 政治 の トッ 
プ に な っ た こと が な いり 。 

イン ド は ずっ と 女性 で ある 。 イ ンド ネシア も 女性 で ある 。 

オン ナ の 時 代 な の だ 。 

湯 花 邪 無 は それ で いい と 思っ て いる 。 ス パイ ス yuhana だ っ て 、 湯 花 邪 
無 が オー ナー な の だ が 、 仕 切っ て いる の は ジン で ある 。 タ ベッ ト の 工房 だ っ 


て エミ ル が 仕切 っ て いる 。 新宿 南口 の スパ イス 湯 花 も 水野 まさ み が 仕切 っ て 
いる 。 

何 が オン ナ の 時 代 に し て し まっ た の か 、 は っ きり し て いる 。 

母親 は 子ども を 裏切ら な いか ら だ 。 何 が あっ て も あな た の 味方 を する 。 自 分 
の 利益 の た め に 裏切る 雰囲気 が あっ た ら 、 誰 も つい て こない 。 

明らか に 、 湯 花 邪 無 よ り も ジン や エミ ル や 水野 まさ み の 方 が 、 お 母さん に 思 
える 。 裏切ら な い 確 信 が ある よう に 見 える 。 

湯 花 邪 無 は 後に 隠れ る し か な い の だ 。 

後に 隠れ る こと が 残念 な の で は な い 。 み ん な を 束ね る の は 、 オ ン ナ が 向い て 
いる 。 

オト コ は 、 す ぐに 、 獲 っ た 鹿 の 重 さ で チャ ン ピオ ン を 争っ て 目標 を 決め た が 
る 。 

そん な プレ ッ シ ャ ー は 崩壊 し て し まっ た 。 東 京 の 会 社 の 経営 トッ プ の 72% が 
まだ オト コ ら し い 。 東京 は 、 時 代 に 遅れ た 感 が 強い 。 

オン ナ が 仕切 っ て いる と モメ 事 が 少な い 。 平 和 を 求め る 。 

オト コ が 仕切 る と 、 わ け も な く 戦 いた が る 。 企業 戦争 に な る 。 

香 風 里 先 に よる と 、 オ トコ に は 競争 の エク スタ シー が 染み 込ん で いる と 吉 
つ 。 

湯 花 邪 無 も 東京 に いる より も ジャ カル タ に いる 方 が 気分 が ラク で ある 。 

「 今 日 は グッ ド だ っ た 」 

「 あ り が と う 」 

「 今 日 は いく ら 使 っ た か 聞か な く て いい の ? 」 

「 後 で 報告 見 る か ら 」 

「 あな た に は 予算 の 考え は な い の ? 」 

「 え え 」 

「 日 本 の 会 社 は 販売 目標 と か ウル サイ らし いけ ど 」 

「 ス パイ ス yuhana は 日 本 の 会 社 で は な い 」 

「 し LU の ? 」 

「 自由 に し て 」 

「 も う ダ メ だ ー そ の こと ば 聞く と ベッ ド 行 きた く な っ ちゃ う 」 

ジグ セー まる 」 


yuhana の 森 


MS 


スパ イス yuhana も スパ イス 湯 花 も 3 6 5 日 無休 で ある 。 シ フト で 週 に 
35 時 間 働く 。 湯 花 邪 無 が 、 生 活 者 に サー ビス を 提供 する 考え に 徹し て いる か 
ら だ 。 

現実 的 に 、 土 日 の ネッ ト 販 売 が 圧倒 的 に 多い 。 湯 花 邪 無 も 、 休 お と いう 考え 
が な い 。 用事 が あれ ば 仕事 を する 。 モ ロッ コ を 旅行 し た りす る 。 仕事 の つい 
で で ある 。 

ジン の シフ ト を 聞い た こと が な い 。 

ジン は 、 湯 花 邪 無 が ジャ カル タ に は いな いも の と し て 、 頼 ら な いで スパ イス 
yuhana を 仕切 っ て いる 。 

メン ドー な こと は 起き な い 。 商品 が 素晴らし いか ら だ 。 お 店 で の 販売 価格 で 
モメ る こと も な い 。 卸 の 口 銭 で モメ る こと も な い 。 全部 、 ス パイ ス yuha 
na で 販売 し て いる の だ 。 プ ライ ス ダ ウ ン な ど な い 。 

7 月 14 日 月 曜日 で ある 。 ジ ン は 、 朝 早く に 出かけ た 。 

「 卵 は ? 」 

「 自分 で や る か ら 」 

「 今 日 は 東京 ? 」 

「 上海 

「 今晩 は ? 」 

「 電話 し ます 」 

「 わ た し 来 な いか も し れ な い 」 

「 い いで す 」 
ジン は 、 オ レン ジ の アー スカ ー に 乗っ て いる 。 ジ ャ カル タ は 車 が 混む 。 ず っ 
と 変わ ら な い 。 だ か ら ジ ン は 早く 出る 。 

「 今 日 上 海 に 行く ん だ けど 」 

「 リ ー マ イ の 話 と 森 を 見 て お きた いん だ けど 」 

「 わ た し は 自宅 に いて 行け な いけ ど 」 


「 リ ー マ イ は どう な ん だ ろう か 」 
「 リ ー マ イ の 仕事 だ か ら 優 先 する 
「 20 分 で 行く か ら 」 
エミ ル は 今日 は 休み らし い 。 湯 花 邪 無 は 、 エ ミル の シフ ト も 知ら な い 。 
「 ラ ニ お は よう ,」 
「 昨 日 は ご ち そ うさ まで し た 」 
「 口 に 合っ た ん だ ろう か 」 
「 ベト ナム 料理 は ヘル シー だ か らい いで す ,」 
「 リ ー マ イ と 相談 が ある ん だ けど 」 
「 エ ミル の 部 屋 で 待っ て ます ,」 
「 あり が と う 」 
リー マイ は 、 エ ミル の お 父さん の 紹介 で スパ イス 工房 に 参加 する よう に な っ 
た 。 北 京 の 大 学 で スパ イス 学 を 学ん だ 。27 歳 で 結婚 し て いる 。 中国 料理 の ス 
バイ ス を 研究 し て いる 。 
「 リー マイ お は よう 」 
「 上 海 に 行く の で すか ? 」 
「 中国 スパ イス を は じ め る の で すか ? 」 
「 そ の と き は リー マイ と 一 緒 に 行き ます 」 
「 な ん で すか ?」 
「 私 の 研究 の 中 に 体温 を 上 げ る スパ イス が ある ん だ けど ,」 
「 トウ ガラ シ ね ,」 
「 1 0 0 名 の モニ ター 研究 を し て いる 教授 が いて 、 そ の 話 を 聞き に 行く ん だ 
友 っ 
「 興味 ある な ー」 
「 リー マイ の 中 国 ス パイ ス を 間 か せ て お いて ほし い 」 
「 時 間 は ? 
「30 分 」 
「yuhana の 森 に も 行く の ?」 
「 中 国 ス パイ ス が どう な っ て いる か 見 せ て ほし い 」 


yuhana の 森 


yuhana の 森 は 、 タ ベッ ト の 更に 郊外 に あっ て 、 サ ッ カ ー 場 5 0 0 の 大 
き さ が ある 。 2 1 1 0 年 に 湯 花 邪 無 が 購入 し た 。 こ こ で スパ イス の 原料 で あ 
る 草花 を 栽培 し て いる 。 栽 培 を し て いる が 、 事 実 上 は 、 ほ と ん ど 森 で ある 。 
湯 花 邪 無 は 、 飲 み 屋 で 知り あっ た ステ ファ ノ に 森 の 管理 を 頼ん だ 。 湯 花 邪 無 
の 大 学 の 先輩 で ある 。 植物 学 を 専攻 し て いた 。 

yuhana の 森 は 社員 が 12 名 で ある 。 全員 農 夫 で ある が 、 ガ ダラ だ けが 総 
務 和 経理 を や っ て いる 。36 歳 で 6 歳 の 息子 が いる 。 シ ング ル マ ザ ー で ある 。 
12 名 の 社員 で 女性 が 8 名 で 男性 が 4 名 で ある 。 

スパ イス yuhana の 8 割 の 植物 を この yuhana の 和 森 で 栽培 し て い 
る 。 サ フラ ン は イラ ン の ステ ファ ノ の 友達 か ら 入 れ て も ら っ て いる 。 

社長 は 湯 花 邪 無 で 森 の 長 は ステ ファ ノ な の だ が 、 事 実 上 は 仕切 っ て いる の 
は 、 ガ ダラ で ある 。 

「 ス テ フ ァ ノ お は よう 」 

「 お 昼 用 意 は じ め る けど 一 緒 に 食べ る で し ょ ? 」 

ガ ダ ラ が 奥 か ら 声 を 上 げた 。 

「 お 願い し ます 

「 昨 日 の ベト ナム 料理 は お いし か っ た で し ょ う ね 」 

湯 花 邪 無 と リー マイ は 顔 を 見 合わ せ た 。 

「 8 月 の 誕生 会 に は 一 緒 に 参加 で きる よう に ジン に 話し て お きま す ,」 

「 今 電話 し て くだ さい 」 

5 お あり 

「 上海? 」 

「yuhana の 森 に いる 」 

「 な ん で ?」 

「 リ ー マ イ と 一 緒 に 中 国 ス パイ ス を 勉強 し に きた 」 

「 そ ん で な に ,」 

「 8 月 の 誕生 会 か ら yuhana の 森 も 加え て くだ さい ,」 

「 ガ ダラ に 代わ っ て 」 


だ が けど 。 

「 も し も し ーー ガ ダ ラ ? 」 

「 ミス ター ジャ ム に お 願い し た ん だ けど 」 

「 ワ ルイ ー8 月 の 誕生 会 か ら 一 緒 に お 願い 」 

「 何 人 ?」 

「12 人 」 

「 わ か っ た っ て ミス ター ジャ ム に 伝え て 」 

「 あり が と う 」 

ステ ファ ノ は 、 唐 辛子 の 畑 に 湯 花 邪 無 と リー マイ を 案内 し た 。 


上 海 


14 時 38 分 の ジャ カル タ 発 上 海 行き に 乗っ た 。15 時 30 分 に は 上 海 の ホ テル に 
向かっ て いた 。 

チョ ウシ ハン は 、 生 理学 者 で ある 。 人 が 環境 温度 を 感じ 取る 仕組 み の 研究 を 
し て いる 。 

人 だ け で は な く て 、 生 き 物 は 、 ミ トコ ンド リア と 共存 し て いる 。 ミ トコ ンド 
リア は 、 地 球 の 環境 温度 より も か な り 高 い 温度 で 生き て いる 。 人間 の ミト コ 
ンド リア は 3 6 ・9 度 くら い の 温 度 を 必要 と する 。 ミ トコ ンド リア が 生き る 
温度 だ 。 人間 は も っ と 幅 が 大 きい の だ が 、 共 存 し て いる か ら 仕 方 が な い 。 ミ 
トコ ンド リア が 死ん だ ら 人 間 も 死 ぬこ と に な る 。 

ミト コン ドリ ア は 、 し か も 、 恒温 で し か 生き られ な い 。 3 6 ・9 度 の プラ ス 
マイ ナス 5 度 く らい だ 。 42 度 を 越え る と ミト コン ドリ ア が 死ん で し まう 。 
32 度 くら いで も ミト コン ドリ ア が 騰 っ て し まう 。 

ミト コン ドリ ア は 、 ウ イル ス で ある 。 酸 素 が な けれ ば 生き られ な い ウ イル ス 
で ある 。 

地球 に は 酸素 が 多く 、 生 き 物 の 毒 で ある 酸素 を 、 ミ トコ ンド リア が 必要 と す 
る の で 、 生 き 物 は 、 自 分 が 生き 延び る た め に 、 ミ トコ ンド リア と 共存 し た 。 
人 間 が 息 を し て いる の は 、 自 分 の た めで は な い 。 共存 し て いる ミト コン ドリ 
ア の た めで ある 。 


人 間 の 60 兆 個 の 細胞 の すべ て に ミト コン ドリ ア が 、10 匹 か ら 2 万 匹 く らい 
いる 。 し か が っ て 、 人 間 の 身体 に は 、 数 百 兆 匹 の ミト コン ドリ ア が いる こと 
に な る 。 

ミト コン ドリ ア は 、 人 の 白色 脂肪 細胞 を エサ に 呼吸 を する の だ が 、 そ の 呼吸 
熱 が 、 人 間 の 唯一 の 発熱 機能 に な る 。 

地球 の 環境 温度 より も 高い 体温 を 維持 し な けれ ば な ら な い の で 、 ミ トコ ンド 
リア は 、 た くさ ん の 呼吸 を し て 、 発 震 す る こと に な る 。 

重要 な こと は 、 人 の 環境 温度 の 感知 機能 で ある 。 

も し 0 度 く らい の 雪 の 中 に いる の だ っ た ら 、 間 違い な く 0 度 を 感知 し な いと 
いけ な い 。 間 違え た ら 、 そ こ で 死ん で し まう 。 0 度 な の に 40 度 だ と 感知 し た 
ら 、 人 は 裸 に な っ て し まう っ う 。 

この 人 の 温度 感知 機能 を 研究 し て いる の が 、 チ ョ ウシ ハン で ある 。 
唐辛子 の カプ サイ シン と 人 の 温度 感知 に つい て 、 1 0 0 名 の モニ ター を 行っ 
て いる 。 

ロビ ー の カフ ェ で 待っ た 。 

「 ミスター 湯 花 お 待た せ し ま し た , 

チョ ウシ ハン も モ 、 湯 花 邪 無 と 同じ よう に 2 メー トル 近い 身長 で ある 。 し か し 
大 男 と いう 印象 で は な い 。 最 近 の 上 海 で は 、 2 メー トル 30 セ ンチ の 人 も いれ 
ば 1 メー トル 60 セ ンチ の 人 も いて 、 身 長 が バラ バラ に な っ て いる 。 2 0 0 年 
くら い 前 に は 、 1 メー トル 55 セ ンチ くら い の 人 が 多かっ た の だ ろう が 。 
最近 上 海 に で きる マン ショ ン や ホテ ル で は 、 2 メー トル 20 セ ンチ の 人 を 対象 
に し て いる よう だ 。 

「 最近 の 上 海 の 人 は 大 きい の だ が 、 ど こま で 大 きく な る と 思い ます か ? 」 
カプ サイ シン の 話 で は な い の だ が 、 生 理学 者 に 聞い て みた い )。 

「 自分 に も わか ら な い 」 

「 豊か に な っ て 栄養 が 行き 届い た か ら だ ろう か が 」 

「 そ うい うこ と で は な いと 思う 」 

「 大 きく な っ て 強く な り た いと いう の は 人 の 基本 的 な ニー ズ だ か ら 」 

「 な ぜ で すか ? 」 

「 地 球 の チャ ン ピ ビオ ン に な り た いか ら 」 

「 人間 は 食物 連鎖 の 頂点 に いる けど 」 


昔 の 捕食 され る 生き 物 だ っ た 時 代 の エク スタ シー だ と 思う 
「 大 きく て 強く な ら な いと いけ な U1 ? 」 
全う です 
「 それで は 恐竜 と 同じ で は な いで すか 」 
「 同 じ で す 」 
「 も う 人 間 工 うつ 生 き 物 は いま せん 」 
「 人 間 が いま す ,」 
「 数 が 多い の も 同じ で すか ? 」 
の つき すず 
「 多 い 方 が チャ ン ピ オ ン ? 」 
「 人 間 は 1 0 0 万 人 し か いな か っ た の に 1 万 年 で 1 0 0 億 人 に な り ま し た 」 
「 数 は ブ プレー キ が か か っ て いま すけ ど ,」 
「 2 2 1 4 年 に は 70 億 人 に 戻る で し ょ う 」 
「 理由 は ? 
「 人 間 ら し く 暮 らし た いか ら 」 
「 生き 物 で は な く て 」 
「 人 間 ら し く は な ん で すか ? 」 
「 優秀 な 頭脳 で す 」 
「 コンセプト は わか ら な いこ と を 明らか に する こと で す ,」 
「 チ ョ ウシ ハン の 吉 っ て いる こと は 、 香 風 里 先 の 吉 っ て いる こと と 似 て る け 
ど 」 
「 香 風 里 先 が 吉 っ て いる こと を 話し て いる 」 
湯 花 邪 無 は 荻 い て し まっ た 。 
「 私 は 現実 的 な 臨床 研究 者 だ 」 
「 あな た の 質問 は 香 風 里 先 が 答え る こと が 適当 だ 」 
「 香 風 里 先 を 知っ て いる の だ っ た ら 香 風 里 先 を 読ん で くだ さい 」 
「 了解 で す 」 
「 それ で 提供 し た 唐辛子 は 足り て いま すか ? 」 
湯 花 邪 無 は 、 チ ョ ウシ ハン に y u h a n a の 森 で 栽培 し た 7 種類 の 唐辛子 を 
提供 し た 。 
「 フ ツウ は 、 食 べ 物 を 食べ る と 副交感 神経 に な る ん だ けど 」 


「 唐辛子 に 多く 含ま れる カプ サイ シン を 食べ る と 、 そ の 情報 が 脳 内 の 自律 神 
経 に 伝わり 、 副 交感 神経 に な る と ころ を 、 交 感 神経 に し ます 」 

「 チ ョ ウシ ハン が は じ め て 実験 し た の で すか ? 」 

「 以前 か ら 何 人 も 実験 を し て いま す 」 

「 食べ 物 で も 特異 な も の で す ,」 

「 寒さ で 危険 な 時 に 、 カ プ サ イ シン を 食べ る と 交感 神経 に な っ て 体温 も 高く 
て 血 流 も 速く な る ん だ 」 

SS 

「 ホ ント は まず いん じゃ な いで すか ? 」 

「 食べ 物 を 食べ た ら 副 交感 神経 に な る の で いい ん じゃ な いで すか ? 」 

「 眠 っ て し まい ます けど 」 

「 特殊 な 地方 の 話 で す 」 

「 寒い 地方 で すか ? 」 

「 暑い 地方 は た と えば カレ ー の カプ サイ シン と か で す 」 

「 ジ ャ カル タ で も た くさ ん 辛い 食品 が あり ます 」 

「 緒 いか ら で す か ? 」 

「 交感 神経 優位 に し て お か な いと 危な い 」 

「 な る ほど 」 


ステ ファ ノ の カレ ー 


「 晩 ご は ん は な ん で すか ? 」 

「 ま だ 考え て な いけ ど ,」 

「 カ レー は 食べ ます か ? 」 

「 2 日 に 1 日 は ジャ カル タカ レー で す 」 

「 一 緒 に 食べ させ て くれ な いか 」 
9 

「 今 か ら 上 海 を 出る か ら 」 

「 19 時 に 来 て くだ さい 」 

「 ス テ フ ァ ノ の アパ ー ト を 知ら な いけ ど 」 


「 住所 を メー ル す る か ら 誰 に も 知ら せな いで 」 

「 空港 か ら タ クシ ー で ,」 

「 マ イカ ー で ナビ で 行き ます ,」 

「 わ か り ま し た が ーー 1 人 で すか ? 」 

「 ステファノ は ?」 

「 1 人 で す 」 

「 上 海 で お も し ろ い こと を 聞い た か ら 」 

「 な ん で すか ?」 

「 暑い 地域 で な ぜ カ レー が 多い か 」 

「 な ん で す ? 」 

「 カ プ サ イ シン 」 

「 な ん で す ? 」 

「 食べ る と 副交感 神経 に な る ん だ けど 暑く て 危な いか ら 食べ て も 交感 神経 に 
な る よう に 」 

湯 花 邪 無 は 、 上 海 の 空港 で コー ヒー を 飲ん で 、17 時 40 分 の ジャ カル タ 行 き 
に 乗っ た 。 

つく る と ころ を 見 せ て くれ と 吉 っ て お いた 。 

ジン も 、 ジ ャ カル タ 料 理 を た くさ ん つく っ て いる が 、 見 た こと が な い 。 沢 風 
ゆり は 日 本 食し か つく ら な い 。 ス パイ ス 湯 花 の スパ イス は 、 全 部 揃っ て いる 
の だ が 、 沢 風 ゆ り は 使わ な い 。 

アー スカ ー は 、 ナ ビ に 任せ て いた ら 、 自 分 で 目的 地 ま で 行く の だ ろう と 思 
う 。 し か し 、 湯 花 邪 無 は 心配 だ か ら 自 分 で 運転 する 。 

ステ ファ ノ は 、 ス パイ ス yuhana の 7 つの スパ イス を 使っ て カレ ー を つ 
くる 。 

ジャ ガイ モ と トリ 肉 の カレ ー で ある 。 

に 選 う ぞ 」 

「 ジ ャ カル タ の ビー ル が 似合う 」 

「 運転 し な いと いけ な い 」 

「 ノン アル コー ル だ ,」 

「 あり が と う 」 

さす が に 畑 の 人 だ と 湯 花 邪 無 は 思っ た 。 どの スパ イス が どう 作用 する か 、 よ 


くわ か っ て いる の だ と 思っ た 。 
ステ ファ ノ の カレ ー は か な り 辛 い 。 

「 カ レー は 日 本 人 が 吉 っ て いる だ け で 、 イ ンド ネシア 人 は 、 日 本 の 人 か ら 見 
た ら 、 カ レー ば か り 食 べ て いる の か も し れ な い 」 
ステ ファ ノ が 吉 っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス の 研究 者 な の だ が 、 料 理 を し た こと が な い の は お か し 
し 1。 

「 ミスター ジャ ム も 料理 を 研究 し な いと いけ な い 」 
ステ ファ ノ が 吉 っ た 。 
確か に 、 ス パイ ス yuhana の スパ イス は 、 す ご く た く さ ん の 生活 者 に 
使っ て いた だ いて いる の だ が 、 商 品 が 間違っ て いな いこ と は わか る の だ が 、 
湯 花 邪 無 が これ で は 、 間 違っ た 時 に 修正 が きか な い 。 


料理 学校 へ 入学 


明日 は 水曜 日 だ か ら 料 理学 校 と 新宿 


7 月 15 日 火曜 日 で ある 。 
か ら 料 理学 校 に 入学 する 」 

「 え ?」 

朝 1 番 に 湯 花 邪 無 は ジン に 吉 っ た 。 

「 ス パイ ス の 研究 者 な の だ が 料理 が で き な い 研究 者 は お か し い ,」 

「 よろい に 過ぎ な い 」 

「 電話 は 繋が る の で すか ? 」 

リ ニ も 心配 そつ に 聞い て いる 。 
湯 花 邪 無 が いな く て も 平気 な の だ が 、 い ざい な いこ と に な る と 、 不 安 に な っ 
で くる 。 

「 な に を し た い の で すか ? 」 

「 スパ イス を キチ ン と 研究 し た い 」 

「 わ た し た ちの こと は ? 」 

「 1 番 大 事 だ か ら 料 理学 校 に 行く 」 
わた し の 料理 を 4 年 も 食べ て きた の に と 喜 い た が っ て いる ジン を 見 て いた 。 
リ ニ が いる か ら 不 満 そ うに 聞い て いる し か な い 。 

「 ジ ン が や っ て いる 料理 の 会 が 会 社 に も ある けど 」 

リ ニ が 吉 っ た 。 
そう いう こと も 知ら な か っ た の だ 。 

「 私 より ジン の 方 が 生活 に 密着 し て いる 」 

「 わ た し た ち は ミ スタ ー ジ ャ ム が いな いと 安心 し て 仕事 が で き な い 」 
「 何 か あ っ た ら す ぐに 来る か ら 」 

「 毎 日 いな い の か ?」 

「 月 曜日 と 水曜 日 と 金曜 日 が 料理 学校 だ 」 

「 少 し は 安心 し た 」 

「 み ん な 一 生 懸 命 や っ て いる の に 私 だ けが ぼん や り し て いた 」 


「 そん な こと は な い 」 

「 日 本 の お 店 は どう する ん だ ,」 

「 料理 学校 は 早く 終わ る か ら 新 宿 に 行く 」 

「 月 曜 と 水曜 と 金曜 は 料理 学校 と 新宿 な の か 」 
「 そ の つも り だ ,」 

「 火 曜 と 木曜 と 土曜 が ジャ カル タ な の か 」 

「 基本 的 に は そう だ ,」 

「 今 日 は 火曜 日 だ けど 」 

「 今 日 は 包丁 の 使い 方 を 学ぶ だ け だ 」 

「 ジ ャ カル タ に いる の か 」 

「 明 日 は 料理 学校 で 新宿 だ 」 

「 包丁 も 使っ た こと が な い の か 」 

「 ス パイ ス 学 の 教授 だ けど い ば っ て られ な い 」 


ジ ト ドア ヤム と サ デ 


「 包丁 使え る よう に な っ た の ? 」 

「 ナ イフ は 幼い 頃 か ら 使 っ て た か ら 」 

「 不良 だ っ た の か ,」 

「 そ うじ ゃ な く て 工作 し た 」 

「 手 に いく つも 切り 傷め ある けど そう な の か ,」 
"だ うつ だ 」 

「 魚 は どう する ん だ 」 

「 わからない 」 

「 な ん と か な ら な か っ た ら 和 傍 め た 方 が いい 」 
「 な ん と か し な いと いけ な い 」 

「 い た だ きま す 」 

「 これ は な ん で すか ? 」 

ドジ ドア ゼム, 

「 チ キン スー プ 」 


「 何 度 も 出し て る けど 」 

「 料理 の 名 前 を 聞い た こと が な い 」 

「 ソ ト ア ヤム ,」 

「 ミ ネ ラ ルウ オー ター で いい の か 」 

「 ビ ー ル も 売っ て は いる 」 

: ウ オー ター で じ U1』 

「 こ れ は な ん だ 」 

「 何 度 も 出し て る 」 

「 サ デュ 

「 牛 の 肉 を 串 に 刺し て 焼い た も の だ 」 

「 ス パイ ス yuhana の スパ イス が な か っ た ら お いし く な い 」 
キッ チン に は 、40 種 類 く らい の スパ イス や ハー ブ が 並ん で いる 。 
どれ を どう 使っ た らい い の か さっ ぱり わか ら な い 。 

これ で スパ イス 学 の 教授 だ か ら よ くわ か ら な い 話 で ある 。 よ く ス パイ ス の ビ 
ジネス で 成功 し た と 思う 。 ま だ 成功 し た と は 吉 え な い が 。 
すべ て 、 ジ ン や エミ ル や ガ ダ ラ や 水野 まさ み の お か げ で ある 。 
湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス の 科学 は わか る 。 ス パイ ス の 科学 と 料理 は 異な る 。 

7 の 

「 ソ ト ア ヤム が お いし い 」 

「 サ テ は ? 」 

「 お いし い 」 

「 ご は ん が 食べ た いと 吉 わ な いけ ど 」 

「 イ ンド ネシア 料理 を 食べ る 」 

「 ご は ん も ある けど 」 

「 ジ ン が 出し た も の を 食べ る 」 

「 わ か っ た 」 
いつ も の よう に テー ブル に は た くさ ん の 小皿 の 料理 が 並ん で いる 。 
湯 花 邪 無 は 、 ほ と ん ど 手 を つけ な い 。 ソ ト ア ヤム と サテ だ け を 食べ る 。 

「 今度 は 違う 料理 に する 」 

「 今 日 は ソト アヤ ム と サテ だ け 覚 えて 」 

「 名 前 が わか ら な いと し よう が な い 」 


「 も う 何 年 も ジャ カル タ で 暮らし て いる の に 」 

ジン に 吉 わ れる と 確か に お か し い 。 

料理 の 名 前 を 何 も 知 ら な い 。 覚 えな く て も いい と 思っ て いた 。 

何 が 得意 か 聞い て それ を 頼む お 。 レ スト ラン で は そう する 。 最初 に 7 種類 くら 
い お か ず が 出る 。 


マイ 包丁 


「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は な に を し て いる の で すか ? 」 

「 料 理学 校 の 先生 の ミナ は な に か と 湯 花 邪 無 の こと を 聞き た が る 」 
「 失業 中 で 主夫 で も で きる よう に 料理 を 習 ! は じ め た 」 

「 タ クシ ー の 運転 手 だ っ た ら 友 達 が いる か ら 紹 介する けど 」 

「 し ば らく 主夫 の 修行 する か らい いで す 」 

「 イ ケ メ ン だ し も っ た いな い 」 

「 と ころ で 包丁 が た くさ ん ある けど 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は この ナイ フ が 使え れ ば いい の で は な いで すか ? 」 
「 こ っ ち は 中 華 色 丁 で すけ ど 中 華 料 理 も 学び ます か ? 」 

「 と りあ え ず は イン ド ネ シア 料理 で す 」 

「 そ し た ら こ の ナイ フ を 使え ば いい で す 」 

「 肉 も タマ ネギ も ジャ ガイ モ も 何で も 切れ ます 」 

お か し な も の で 、 包 丁 と 思っ た ら 何 も で き な い が 、 ナ イフ と 思っ た ら な ん で 
も で きる 気 が す る 。 

みん な 料理 を や っ て る の に も 自分 だ けが 包丁 を 教わっ て いる 。 

「 こ の 包丁 を 買い た いけ どど こ に 行け ば いい の か 」 

「 終 わっ た ら 一 緒 に 行く 」 

「 終わ っ た ら 日 本 に 行く か ら 時 間 が な い 」 

仕方 な さそ うに 包丁 売場 の 地図 を 書い た 。 日 本 の 浅草 田原 町 の よう な と ころ 
が ある 。 ス マ ホ で 撮影 し て 買い 物 に 行っ た 。 

「 も し も し 」 

らち じじ た だ の すっ 


「 マ イ 包 丁 と いう か ナイ フ を 買っ て ジン の 包丁 の 箱 の 横 に 置い て ある か ら 」 
「 使わ な いで くれ ? 」 

「 よろ し く ,」 

「 わ か っ た 」 

「 これ か ら 新 宿 に 行く か ら 」 

「 もう 料 理学 校 は 終わ っ た の か 」 

「 包丁 の 使い 方 が わか っ た か ら 」 


戦車 も 動か せ た ア ー ス バッ テリ ー 


7 月 16 日 水曜 日 13 時 15 分 の ジャ カル タ 発 に 乗っ た 。14 時 5 分 に 羽田 で あ 

る 。 

羽田 は 騒然 と し て いた 。 

先 里 風 香 が 帰国 する うわ さ が 流 れ て いた 。 華美 美鈴 が 昨日 日 本 に 帰国 し た ら 
し い 。 

誰 も 見 た 人 が いな い の だ が 、 う わ さ が 流れ た 。 事 故 で も な い 限 り 、 飛 行 機 の 
会 社 は 乗客 名 薄 を 出さ な い 。 

アメ リカ の 戦車 の 会 社 が アー スバ ッ テ リ ー で 戦車 を つく っ た の だ 。 今 ま で 

は 、 乗 用 車 の バッ テリ ー で ギリ ギリ だ っ た 。 時速 80 キ ロ し か 出 な い 。 

それ が 戦車 を 動か せる こと に な っ た の だ 。 

日 本 の 戦車 の 会 社 は 、 先 里 風 香 が 、 日 本 人 で ある に も か か わら ず 、 ア メリ カ 
の 戦車 の 会 社 に 協力 し た と し て 、 説 明 を 求め て いる の だ 。 

先 里 風 香 は 何 も メ ッ セ ー ジ を 出し て いな いら し い )。 

も し か し た らち 潜水 艦 も 動か せる の で は な いか と 想像 する 人 も いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 自 分 の アー スカ ー が どこ に ある の か わか ら な か っ た 。 ス マ ホ で 
調べ た 。 北 千住 の 自宅 で ある 。 羽 田 に 置い て お け ば よかっ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 タ クシ ー の 中 で ニュ ー ス を 見 て いた 。 自 分 で 選択 で きる 。 

テレ ビ 解 説 者 が 、 ジ ェ ッ ト エ ンジ ン も で きる か も し れ な いと 吉 っ て いる 。 

湯 花 邪魔 は せ 、 な ん と な く 、80 キ ロ し か 出 な い ア ー ス カー に ホッ と し て いる と 
ころ が あっ た 。 先 里 風 香 が 、 顔 を 見 せな いこ と も ホッ と し て いた と ころ が あ 


る 。 

も し 先 里 風 香 が 、 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 に 協力 し て 、 ア ー ス 戦車 を つく っ た 
の だ っ た ら 、 そ れ は 、 少 し ガッ カリ する 出来 事 で ある 。 

人 間 は 、 こ れ ま で も 、 も っ と も っ と を や っ て きた 。 地 球 の 1 0 0 億 人 の 人 を 
何 回 全滅 させ る こと に な る か わか ら な い 爆 弾 だ っ て 、 少 な く は な っ て き て い 
る が 、 消 えて いな い の だ 。 

技術 的 に は 誰 で も が 作れ る か も し れ な い 。 

も う 、 愛 の 大 き さ に か か っ て いる の だ 。 

この 上 に 、 ア ー ス バッ テリ ー が 戦車 を 動か し た と な っ た ら 、 も っ と も っ と に 
な る 可能 性 が ある の だ 。 ま た も や パン ドラ の 箱 を 開け て し まう 可能 性 が あ 


「 こんにちわ びー」 
牧野 由香 が 新宿 南 唱 の スパ イス 湯 花 の 前 で サン プル を 配っ て いた 。 
「 水野 さん は スバ イス 教 室 で 教え て いま す ,」 
「 あ あー わか り ま し た ,」 
「 ミスター ジャ ム は 、 イ ンド ネシア 料理 の 学校 に 入っ た の で すか ? 」 
「 今 日 は 学校 に 行っ て きま し た 」 
2 し: で で すか が? ュ 
「 ス パイ ス の 専門 家 だ けど 料理 が で き な い スパ イス の 専門 家 は お か し いか 
ら 」 
「 それ は そう で すね ,」 
牧野 由理 に は っ きり 吉 わ れる と ガッ カリ する 。 
「 水野 さん は 何時 に 帰っ て くる の で すか ? 」 
「 16 時 で す 」 
「 わ かり まし た 」 
「 ス ケ ジ ュ ー ル を 教え て くだ さい 」 
「 月曜 と 水曜 と 金曜 が 料理 学校 朝 で 午後 か ら 新 宿 で す 」 


「 前 の 日 の 泊まり は ジャ カル タ で すか ? 」 

「 え え 」 

「 月 と 水 と 金曜 の 夜 の 泊まり は 東京 で すか ? 」 

に つま す 。 

「 今 日 は 水曜 だ か ら 東 京 で すか ? 」 

「 水野 さん に お 伝え し ます ,」 

「 お 願い し ます 」 

「 社 内 の みん な に オー プン し て いい で すか ? 」 

「 水野 さん か ら 連 絡 し て くだ さい 」 

「 承知 し まし た 」 

「 お 共 前 れ ま す 」 

「 どう ぞ そ の まま サン プル 配っ て くだ さい ,」 
スパ イス 湯 花 の 社員 も スパ イス yuhana の 社員 も 、 
る 人 は いな い 。 
ミス ター ジャ ム は 呼び や すい い 。 

「 お か えり な さい 」 

「 ス パイ ス 教 室 っ て な に を し て る の で すか ? 」 

「 ス パイ ス の 使い 方 で す 」 

「 料理 で すか ? 」 

「 ア ジア の 料理 教室 の よう な も の で す 」 

「 出れ ば よかっ た 」 

「 ジ ャ カル タ の 料理 教室 に 入っ た ん で すっ て ? 」 


湯 花 邪 無 に 気後れ す 


「 ス パイ ス 学 の 教授 な ん だ けど 料理 で き な い の は お か し い 」 


「 や っ と 気がつき まし た か 」 

湯 花 邪 無 は 驚い て し まっ た 。 

水野 まさ み も お か し いと 思っ て いた の だ 。 
「 ス パイ ス 教 室 は いつ や っ て いる の で すか ? 」 
「 水曜 の 13 時 か ら 2 時間 
「 1 週間 に 1 回 」 
「 来週 の 水曜 日 は 聞き に 行っ て も いい で すか ? 」 
「 ジ ニ に 教 わ れ ば いい の に ,」 


の て な ん です が? ュ 

「 今日 も わた し の スパ イス 教室 の 手 伝 ! し て くれ た 」 
「 日 本 に 留学 中 で 20 歳 」 

「 和 食 を や り た い 」 

「 ア ジア の 料理 得意 で スパ イス 使い の 名 人 」 
「 私 が 知ら な いけ ど 」 

「 アルバイト だ か ら 」 

「 教 えて も らい た いけ ど ,」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は イケ メン で 危な い 」 

「 来週 の 水曜 日 に わた し の スパ イス 教室 に 来 て 」 
「 ス パイ ス 学 の 教授 な ん だ けど 」 

「 科 学 は 科学 だ か らい いじ ゃ な い 」 

「 片 肺 だ な 」 


華美 美 錠 を か くま っ て ほぼ ほしい 


新宿 か ら 電 車 で 北 千住 に 帰っ た 。 

東京 も 人 口 が 減っ た こと も あっ て 、 電 車 は あま り 変 わら な い 。 日 本 の 65 歳 以 
上 の 人 の 割合 は 、60% を 越え て いる 。 8 4 0 0 万 人 の うち 、 5 0 0 0 万 人 が 
65 歳 を 越え て いる 。75 歳 で 働い て いる 人 は 多い 。 女 性 の 70% が 働い て い 
る 。 

た だ 、 収 入 は 多く な い 。 年 金 制度 は か ろう じ て 生 き て いる 。76 歳 か ら 支 給 で 
ある 。 

新型 電車 を 走ら せる 勢い は な い 。 

新宿 か ら 北 千住 も 、 お 年 寄り ば か り で ある 。 た だ けっ こう 座れ る 。 

スパ イス 湯 花 は 、 ス パイ ス だ か ら だ ろう が 、 若 い 女 性 が 集まっ て いる 。 日 本 
で は 珍し い 。 会社 を 辞め る 社員 が 少な い の で 、 年 々 、 平 均 年 齢 は 高まる 。 

「 た だ いま 」 

北 千 住 の マン ショ ン の 電気 が つい て いた 。 

沢 風 ゆ り が 来 て いる の だ 。 

「 お か えり 」 

「 来 る か どう か わか ん な か っ た か ら ご は ん 用 意 し て な い 」 

「 ラ ー メ ン つ くる か ら 」 

「 だ っ た ら や る .」 

シン ク の お 皿 を 見 た 。 

「 誰か 来 た の ? 」 

「 お 願い が ある 」 

「 わた し の 友達 」 

沢 風 ゆ り の 部 屋 か ら 若い 女性 が 出 て きた 。 

「 華美 美 負 」 

湯 花 邪 無 は 、 ひ っ くり 返る くら い に 驚 いた 。 

テレ ビ で 見 慣れ た 顔 で ある 。 


や っ ぱり 日 本 に 帰っ て いた の だ 。 

テレ ビ は 一 時 ダメ に な る と 吉 わ れ て いた の だ が 、 現 在 は 、 ラ イブ 専門 の 映像 
配信 会 社 と し て 世界 で 存在 し て いる 。 東京 や ジャ カル タ や 上 海 は テレ ビ パ 
シフ ィ ッ ク の コン トロ ー ル 下 に ある 。 ジ ャ カル タ で は 、 日 本 の 3 つの テレ ビ 
局 の 番組 が 見 れる 。 い ずれ も ライ ブ 専 門 チ ャ ン ネ ル だ 。 ドラ マ 専 門 チ ャ ン ネ 
ル も 日 本 に は 3 つ あ る 。 イ ンド ネシア に も 3 つの ライ ブフ 専門 チャ ン ネ ル が あ 
る 。 来 月 か ら イ ンド も 入っ て くる 。 イ ンド は ドラ マ 専 門 チ ャ ン ネ ル が 10 も あ 
る 。 

中 国 の ライ ブ 専 門 チ ャ ン ネ ル も オー スト ラリ アラ イブ 専門 チャ ン ネ ル も 日 本 
の ライ ブフ 専門 チャ ン ネ ル も 、 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 の アー ス 戦 車 を 連日 報じ 
て いる 。 

華美 美 負 が 常に 出 て くる の だ が 、 今 回 の アー ス 戦 車 で は 、 華 美美 負 が 出 て こ 
な い 。 

どこ の ライ ブ 専 門 チ ャ ン ネ ル も 、 華 美美 負 の コメ ント が 欲し い の だ 。 

アメ リカ の 戦車 の 会 社 に 協力 し た の か どう か で ある 。 

日 本 の 戦車 の 会 社 は 、 日 本 人 で ある 先 里 風 香 が 、 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 に 協 
力 し た こと に 意見 広告 を 新聞 に し て いる 。 

も う 、 日 本 が どう と か アメ リカ が どう と か の 時 代 で は な い の だ が 、 困 っ た こ 
と に な っ て いる こと に は 変わ り は な い 。 

「 説 明 し て くだ さい 」 

「 親 し い 友 達 」 

「 どう いう わけ だ か が 日 本 に 来 た こ と を 察知 され た 」 

「 何 し に 日 本 に 来 た ん で すか ? 」 

「 説 明 し よう と 思っ た ん だ けど 追わ れ た ? 」 

「 先 里 風 大 に は ほっ て お けっ て 吉 わ れ た ん で すか ? 」 

「 勝手 に 来 た ん だ 」 

「 日 本 の 戦車 の 会 社 に 行っ た ん で すか ? 」 

「 連絡 し た ら 追 われ は じ め た の か ,」 

「 私 だ っ た ら ー あ な た を 人 質 に 先 里 風 香 を 呼び ます けど 」 

「 日 本 の 戦車 の 会 社 に も 協力 を させ ます 」 

「 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 に は 協力 し て な い の で すか ? 」 


「 そ ん な こと は どう で も いい ん だ と 思い ます 」 
「 先 里 風 香 を 監禁 で きれ ば いい 」 
「 そ ん な こと は 先 里 風 呑 さん は 読ん で いた と 思い ます 」 
「 か くま っ て くれ る の か 」 
「 勝手 に この 家 を 使う つの は か まわ な い 」 
「 それ だ け だ ,」 
「 あ り が と う 」 
「 湯 花 邪 無 に は 迷惑 は か け な い 」 
「 家族 は どう な っ て いる の で すか ? 」 
「 知 ら せ て いま せん 」 
「 戦車 の 会 社 も マス コミ も みん な が 探し て いる ん だ 」 
「 私 の スケ ジュ ー ル な ん だ けど 」 
「 ジ ャ カル タ の 料理 学校 に 入学 し た 」 
「 月 水 金 の 午前 中 は ジャ カル タ の 料理 学校 で 午後 は 新宿 で 夜 は ここ で す 」 
「 火 木 士 は 朝 こ こ を 出 て ジャ カル タ で す 」 
「 夜 も ジャ カル タ で す 」 
「 月 曜日 と 水曜 日 と 金曜 の 夜 は に こ な の か 」 
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「 日 曜 は ? 」 
「 モ ロッ コ や ムン バイ 」 
「 わ か っ た ,」 
「 華美 美 負 は わた し の 部 屋 に いる か ら 」 
「 お 金 は ? 」 
「 ス マ ホ と 財布 だ け 持 っ て 出 て 追わ れ た 」 
「 明 日 わた し が 買い 物 に 行く 」 
「 カ ー ド は 使わ な い 方 が いい 」 
湯 花 邪 無 は 、 財 布 か ら 8 万 円 を 渡し た 。 
「 こ れ し か 今 は な いけ ど 」 
「 い いい の?」 
「 か まわ な い 」 
「 あ り が と う 」 


「 ラ ー メ ン つ くる 」 

「 パ スポ ー ト は ? 」 

「 持 っ て ます 」 

「 どこ で 逃げ た ん で すか ? 」 

「 東 京 駅 」 

「 捕 まっ て た ん で すか ? 」 

「 駅 中 の ホテ ル 出 た と こ で 2 人 

「 は だ し で 走っ て 山手 線 」 

「 よく 振り 切れ た な ー」 

「 足 は 速い し 山手 線 が 発車 し ます だ っ た 」 
「 東京 で は も う 探 せな いか も し れ な い 」 
「 わ た し に 公 課 電話 が きた 」 

「 し ば らく ここ を 一 歩も 出 な い 方 が いい 」 
「 先 里 風 香 に 連絡 を し た い だ ろ うけ ど 止 め た 方 が いい 」 
「 あさ は か だ っ た 」 


空 メ ー ル 
7 月 17 日 木曜 日 だ っ た 。 


「 冷蔵 庫 の 金庫 の お 金 も 使 っ て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 メ モ を 残し て アー スカ ー で 羽田 に 向かっ た 。 

日 本 の ライ プチ ャ ン ネ ル の 1 社 が 華美 美鈴 を 追っ て いた 。 

東京 駅 中 の ホテ ル ま で は フィ ッ ト し て いた 。 

多分 、 誰 に も 見 つけ られ な いと 思っ た 。 

8 時 37 分 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 

空港 ロビ ー の ライ ブ テ レ ビ で も アー ス 戦 車 の メカ ニズム を や っ て いた 。 ま だ 
誰 も 見 た こと が な い 。 た だ 、 1 0 0 0 台 の 注文 が ある らし い 。 燃 料 補給 が 必 
要 な い の だ 。 戦 車 と し て は この うえ な いり 。 

この まま で は 、 戦 園 機 も アー スジ ェ ッ ト が で きる の で は な いか と 期待 させ 
る 。 


多分 、 先 里 風 香 は 、 こ の よう な 流れ を 嫌っ た に 違い な い 。 そ れ だ っ た ら 、 石 
油 の 方 が まだ マシ で ある 。 和 石油 は 、 パ ワー に 限り が ある 。 

ジャ カル タ 室 港 か ら カ レッ ト 駅 の スパ イス y u h a n a に 向う アー スカ ー の 
中 で 、 ジ ャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ が 吉 っ て いた 。 ア ー ス バッ テリ ー の レン 
に 生 8EEIEPE 当 生き 
し て いた らし しい)。 

ガス レン ジ の 安全 性 は 素晴らし い 。 

ー ス レン ジ の 普及 は 、 ア フリ カ の 人 々 に 幸運 を も た ら す 。 一気に 生 活 が 近 
代 化 で きる 。 ア フリ カ 諸 国 に は 、 1 0 0 万 台 の アー ス 街 灯 が 設置 され る よう 
だ 。 

次 の 1 0 0 年 で 、 世 界 の 人 口 の 50% は アフ リカ 大 陸 に 住む こと に な る だ ろう 
思う 。 和 経済 は 人 口 で ある 。 日 本 の よう に 8 4 0 0 万 し か いな い の で あれ 
ば 、 も う 和 経済 の 勢い は 二の次 で いい こと に な る 。 そ れ で も NO 1 に な り た が 

る アン バラ ンス が どう に も な ら な い 。 
は E あ う : 
リ ニ は 駅 で サン プル を 配っ て いた 。 

「 後 の 車 が 困っ て ます 」 

湯 花 邪 無 は 軽く 手 を 拳 げ て スパ イス yuhana に 向かっ た 。 

「 こ の 前 食べ た 料理 吾 っ て みて 」 
ジン は いき な りあ いさ つも な く 聞 いて きた 。 

「 わ か ん な い ? 」 

湯 花 邪 無 は 覚え て いな か っ た 。 料理 を 覚え る クセ が な い 。 

「 ツ ト ア ヤム 
「 鶏肉 の スー プ か 」 

「 サ テ 」 

「 肉 だ 」 

「 覚え な いと 料理 で き な い 」 

「 ホ ント に 興味 が ある の ? 」 

「 カ ッ コ つけ た いん だ っ た ら お いし く で き な い 」 

「 よろ いで は な い 」 

「 よろ いっ て な ん だ 」 


「 身体 の 外側 に 貼り 付け た ハク だ ,」 

「 オ レ は 料理 も で きる ん だ ? 」 

「 ソ ト ア ヤム が わか ら な いよ うじ ゃ よろ いか も し れ な い ,」 

「 い じ め て る の か が 」 

「 今晩 また 1 つ 覚 えて 」 

「 楽 し み 」 
19 時 まで 中 国 ス パイ ス を 読ん で いた 。 リ ー マ イ の 論文 で ある 。 
いつ か は スパ イス 上 海 を 出さ な いと いか な い だ ろ うつ 。 イ ンド ネシア スパ イス 
だ け で は 中 国 は 難し い 。 
アー スカ ー で 、 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 見 た 。 華美 美鈴 の 東京 駅 で の 忘れ 
物 を 取り 上 げ て いた 。 写 真 で 公表 し て いた 。 

「 昨 日 朝 出 か けた まま ホテ ル に は 戻っ て いま せん 」 
捜索 願 が 出 な い の で 警察 は 動か な いよ うだ 。 
先 里 風 香 は 動か な い の だ が 、 心 配 だ ろう と 思っ た 。 

「 チ ャ プチ ャ イ 」 

「 野菜 炒 め 」 

「 ナ シ チ ャ ンプ ル 」 

「 韓 国 の ビビ ン バ 」 
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「 い た だ きま す 」 

「 湯 花 邪 無 は 日 本 で は 日 本 食 食 べ て いる の か 」 

の は 

「 何 を 食べ て いる の か が ,」 

「 料理 の 名 前 が わか ら な い の ? 」 

2 の だ 

「 日 本 の スパ イス の 研究 し て いな い の か 」 

「 か らし と か わさび と か 」 

「 プ レッ シャ ー か け な い で くれ 」 

「 大 学 教授 だ か ら 」 

「 混ぜ る の か ,」 

「 最初 に 混ぜ る 


2 時 過ぎ だ っ た 。 

は じ め て 沢 風 ゆ りか ら ス マ ホ メ ー ル が きた 。 

電話 も し た こと が な し !。 

カギ を 預け て ある の だ 。 気 に な る こと は テー ブル の 上 に メモ を 置い て いる 。 
明日 の 夜 は 北 生 住 な の に 。 

「 空 メー ル だ っ た ,」 

何 か あ っ た の だ が 、 動 く こ と は 、 余 計 に 危険 で ある 。 削除 し た 。 


アメ リカ に 電話 し た 


7 月 18 日 だ っ た 。 金 曜日 で ある 。 

ジン は 、 朝 ご は ん を キチ ン と 食べ る 。 

「 こ れ は アボ ン ご は ん に 卵 」 

「 覚 えて 」 

「 一 般 的 な 朝 ご は ん な の か ,」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は ずっ と 食べ て きた ,」 

「 ア ボン ご は ん に 卵 」 

Sa 

「 わ た し 今日 は お 休み だ か ら こ こ に いて 帰る か ら 」 
「 ミスター ジャ ム が 出かけ た ら 寝 ちゃ う 」 

し つう で 

「 今 日 は 料理 教室 だ よね 」 

「 え え 」 

「 それで 新宿 」 

「 え え 」 

「 い っ て らっし ゃ い 」 

湯 花 邪 無 は アー スカ ー で スパ イス yu h a n a に 向かっ た 。 何 も 問題 が な い 
こと を 聞き た い だ け な の だ 。 

「 リ ニ お は よう 」 

リ ニ は 、 お 店 で お 客 さ ん に 応対 し て いた 。 


「 ジ ン は 今日 は お 休み で す 」 
「 わ かり まし た , 

「 今 日 は 料理 教室 で すか ? 」 
「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 で す 」 


「 お茶 煎れ ます 」 
「 す ぐ 出 ます か ら 平 気 で す 」 


湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 入っ て 、 メ モ を 見 た 。 何 も な い 。 

「 ミ スタ ー ユ ハナ は ナイ フ の 名 人 で す ,」 

料理 学校 の 先生 の ミナ は 、 驚 いた よう に 吉 っ た 。 

「 今度 は タマ ネギ を みじん に 切っ て 」 

「 わ た し の を 見 て 

湯 花 邪 無 は 、 こ れ だ っ た ら 何 で も で きる と 思っ た 。 果 物 の 皮 は 得意 で ある 。 
誰 も 知ら な い 。 

ジャ ガイ モ は ナイ フ で 皮 を 剥け る 。 

「 マ イナ イフ を 学校 に 叶 け る の で すか ? 」 

「 家 で や ら な い の か ,」 

「 午後 東京 に 行く 」 

「 ロ ッ カ ー を どう ぞ 」 

ミナ は ロッ カー に 案内 し て くれ て カギ を くれ た 。 

「 そ の ユニ フォ ー ム は 毎日 洗っ た 方 が いい か ら も う 1 着 買っ て 」 

「 エ プロ ン も 」 

「 い くら で すか ? 」 

「 事 務 に 吉 っ た ら す ぐ く れる か ら 」 

「 洗濯 は ここ 」 

「 東 京 に は 就職 ? 」 

「 ち ょ っ と 用 事 で 」 

「 主 夫 も いい けど 働い た 方 が いい けど ,」 

「 考 えま す 」 

湯 花 邪 無 は 11 時 に スパ イス y u h a n a に 帰っ て きた 。 1 度 ス パイ ス y uh 
ana に 行く 。 ジ ン の 顔 を 見 て 状況 を 剤 断 す る 。 ジ ン も リ ニ も 「 順 調 で す 」 


と 日 本 語 で 答え る こと が フツ ウ で ある 。 

「 た だ いま 」 

みん な ミス ター ジャ ム を 見 る と 、 大 き な 声 で アイ サ ツ を する 。 

「 お か えり な さい 」 

不思議 と みん な 揃っ て いる 。 こ ん に ち わ と お か えり な さい は 難し いと は 思う 
の だ 。 

不思議 と 揃っ て いる 。 

「 リ ニ は いま せん か ? 」 

「 お か えり な さい 」 

リ ニ は 冷た い ハ ー ブ 恭 を 煎れ て きた 。 

「 な に か あり ます か ?」 

「 順調 で す 」 

「 これ か ら 新 宿 に 行き ます 」 

「 わかり まし た ,」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 今日 包丁 使い を 褒め られ まし た 」 
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リ ニ は 、 ま さか と いう 顔 を し た 。 

湯 花 邪 無 は 、 メ ー ル を 極力 使わ な い 。 日 本 に 向かう つ 時 も 、 メ ー ル 1 つ で 室 : 
に 行く こと は な い 。 リ アル に 人 を 読ん で 仕事 を し た い の だ 。 生 きた い の か も 
し れ な い 。 

「 牧野 さん こん に ち わ 」 

「 水野 さん いら っ し ゃ いま す 」 

牧野 由香 は 、 サ ンプ ル を お 店 の 前 で 配っ て いた の だ が 、 湯 花 邪 無 と 一 緒 に お 
店 に 入っ て きた 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい ー」 

どう いう わけ だ か 社員 の あい さ つ は 揃っ て し まう 。 こ ん に ち わ と 、 ど うろ 違う 
の か わか ら な い 。 

牧野 由香 は 冷た い ハ ー ブ プティ ー を 煎れ て くれ た 。 

「 ち ょ っ と 相談 が ある 」 


つう を 

「 日 本 の スパ イス の 話 だ けど 」 

「 え え 」 

「 山井 生 江 さ ん だ けど 」 

だ うい う 方 で すか ? 

「 信州 の 大 学 の 大 学院 生 で す 」 

「 来 年 の 4 月 か ら だ っ た ら 東 京 に 移 れ ます 」 

「 研究 テー マ は 日 本 の スパ イス で す 」 

「 褒 文 を 送っ て き て いま す , 

「 会 うこ と は で きま すか ? 」 

「 月 曜 の 13 時 に 来 て いた だ け ま す 」 

湯 花 邪 無 は 、 ず っ と 心配 し て いる 。 沢 風 ゆ りか ら の 空 メ ー ル だ 。 電話 し た い 
の だ が 、 ガ マン を し て いる 。 華美 美鈴 の こと を 気づか れ た く な い の だ 。 
だ U ま デュ 

沢 風 ゆ り が 心配 そう に キッ チン の テー ブル に 座っ て いた 。 

「 華美 美 負 さん は ? 

「 昨 日 下 の 公 則 電 話 か ら ア メリ カ に 電話 し た 」 

「 先 里 風 香 に 心配 し な いよ うに 伝え よう と し た らし いん だ けど 」 
「 伝わっ た ん で すか ? 」 

「 先 里 風 和 は 出 な か っ た 」 

で し よう ね ,」 

「 エレベーター の 監視 カメ ラ に 撮ら れ て る よね 」 

「 あ あ 」 

「 公衆 電話 の と ころ も 」 

「 電話 し た こと も 」 

「 こ の マン ショ ン に いる こと が バレ ちゃ うか も し れ な い 」 

「 先 里 風 呑 さん が 日 本 に 来 な いよ つう に し た か っ た と 思う ん だ けど 」 
「 こ こ か ら 移 る と し て も わた し は 知ら な いし 」 

「 ど うし た らい いか わか り ま せん 」 

「 な ん か あり まし た ?」 

「 ま だ な に も な いけ ど 」 


華美 美 鋼 が 部 屋 か ら 出 て きた 。 
「 ご 迷惑 を お か けし ます 」 

「 わ た し が 人 行方 不明 に な っ て いる こと が 報道 され て いる か ら 」 

「 先 里 風 香 に 知ら せな いと いけ な いと 思っ た ん で すけ ど 」 

「 東京 駅 中 の ホテ ル の 支払 い は どう し て いる の で すか ? 」 

「 支払 っ て いま せん 」 

「 出 頭 し て も 事情 聴取 に な っ て メン ドー に な る の か な ーー」 

「 他 に 器物 損壊 と か あり ます か ? 」 

「 ホ テル に 荷物 を 預かっ て も ら っ て る こと に な る ん だ けど 」 

「 警察 も 探し て いる の ?」 

「 警察 も 擦 し て ! る の だ っ た ら 、 こ こま で 来る ん で し ょ うけ ど 」 

「 ホテ ル か ら 支 払い 要求 が 出 て た ら 困 る 」 

「 ご は ん 食べ て 」 

「 そ こ に 座っ て 」 

「 わ た し た ち は 食 事 し た 」 

「 話 を 聞か せ て くだ さい 」 

「 な ぜ 」 

「 先 里 風 呑 が アメ リカ の 戦車 の 会 社 に 協力 し て いな いこ と に 興味 が ある 」 
「 湯 花 邪 無 を 巻き 込み た く な い 」 

「 い いた だ きま す 」 

「 明 日 1 日 様子 を み ま し ょ う 」 

「 私 は 新宿 に いま す 」 

「 明 後日 ギリ ギリ で 上 海 に 出 ま し ょ う 」 

「 湯 花 邪 無 も 一 緒 に 行く の ? 」 

「 羽田 で ホテ ル に ホテ ル 代 を 華美 美 負 さ ん の カー ド で 振り 込ん で メー ル す 
る 」 

「 出発 の 15 分 前 」 

「 何 も な け れ ば 上 海 に 出 ます 」 

「 上 海 に 出れ ば フロ リ ダ に 行く の は 自由 で し ょ う 」 


バン コク に 行っ て きま す 


7 月 19 日 土曜 日 だ っ た 。 

出かけ る 時 に 、 湯 花 邪 無 と 華美 美 負 は アド レス を 交換 し た 。 
「 最悪 の 時 し か 使わ な いこ と で いい で すか ? 」 

「 沢 風 ゆ り は スポ ー ツ ジム に 行く 」 


「 わ か っ た ,」 

「 宅急便 に も 出 な いで くだ さい 」 

「 わ か っ た ,」 

最も 気がかり な こと は 、 エ レベ ー タ ー 内 で 華美 美 負 が 撮影 され て いる こと で 
ある 。 


監視 カメ ラ に は 捉え られ て いる の だ が 、 誰 か が 気がつい た か どう か で ある 。 
羽田 まで 、 ア ー ス カー で テレ ビ を 聞い て いた 。 い つも アメ リカ の アー ス 戦 車 
を 中 心 に 報道 し て いる 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 聞い て いた 。 

「 捜索 願 が 出 な い の で 警察 も 手 を 出せ な いで いま す 」 

華美 美 鋼 が 東京 駅 中 の ホテ ル に 置き 忘れ て いる も の と 同じ スー ツケ ー ス だ と 
し て 、 写 真 が 公開 され て いる 。 

昨日 と 同じ 内 容 で ある 。 

山手 線 池袋 方 面 に 乗っ た こと は わか っ て いて 、 池 袋 で 見 た と いう 人 も 現れ て 
いる らし い 。 

8 時 37 分 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 

50 分 し か 乗っ て いな い の だ が 、 出 発 前 50 分 の ライ ブチ ャ ン ネ ル も 見 れる 。 
も ちろ ん 、 ド ラマ チャ ン ネ ル も 見 れる 。 

ニュ ー ヨ ー ク ゴジ ラ に 3 メー トル の ピッ チャ ー の 入団 が 決ま っ た よう だ 。 3 
階 建 て の ビル の 屋上 か ら ボ ー ル が 飛ん で くる らし い 。 野球 専門 チャ ン ネ ル も 
サッ カー 専門 チャ ン ネ ル も 見 て みた 。 

サッ カー は 、 地 を 遠 う よう な ゲー ム だ か ら 、 3 メー トル の 人 は 適さ な い 。 1 
メー トル 80 セ ンチ の メキ シコ の フォ ワー ド が バロン ドー ル で ある 。 

アメ リカ の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 見 て みた 。 

1 0 0 億 の 世界 人 口 の 食糧 問題 を や っ て いた 。 


アフ リカ 以外 で は 、 特 に 問題 は な いと 吉 っ て いる 。 中国 も 人 口 減少 状態 で あ 
り 、 食 料 を 輸出 し て いる 。 イ ンド も 圧倒 的 な 世界 1 の 人 口 な の だ が 、 人口 は 
年 々 減少 し て いる 。 米 の 直播 に 成功 し て 大 規模 な 米 作 に 成功 し て いる 。 
アフ リカ だ けが 人 口 増加 と 食糧 問題 に 悩ん で いる 。 

主要 都市 は 、 人 口 増加 は 止ま っ て いる 。 人間 は 、 人 間 ら し く 生 きる こと を 望 
お と 、 あ か ちゃ ん を 生ま な く な る 。 先 里 風 香 の 吉 っ て いる と お り に な っ て い 
る 。 

人 間 ら し く と は 、 頭 脳 の こと だ 。 頭脳 の コン セプト は 、 わ か ら な いこ と を 明 
ら か に する こと だ か ら 、 や り た いこ と が 多く な る 。 

アメ リカ な ど は 人 口 減少 が 深刻 で ある 。 移民 を 受け 入れ て き て いる の だ が 、 
中 南米 か ら の 移民 は メキ シコ が 受け 皿 に な っ て し まっ て いる 。 

2 1 1 4 年 か ら の 1 0 0 年 は アフ リカ の 時 代 だ と 先 里 風 香 は 吉 っ て いる 。 
人 類 始ま っ て 以来 、 一 旦 豊 か に な っ た ら 必 ず 滅 びる 歴史 を 繰り 返し て き て い 
る 。 滅び な いま ま 再 生 し た 都市 や 国家 は な い 。 

ニュ ー ヨ ー ク も 上 海 や 北京 や 東京 や 大 阪 も 同じ 道 を た どっ て いる 。 ジ ャ カル 
タ だ っ て 、 今 は すご い が 、 1 0 0 年 後 は 、 東 京 と 同じ よう に な る 。 
EX お ほ よ うう 

「 今日 わた し バン コク に 行っ て くる 」 

「 な ん で すか ? 」 

「 バ ンコ ク か ら ネ ッ ト 販 売 が 多く な っ た 」 

「 ホ ー ム ペー ジ も な いけ ど 」 

「 ジ ャ カル タ の ホー ムペ ー ジ に 入っ て くる 」 

「 英 語 で 入っ て くる 」 

「 毎 日 2 0 0 件 近く ある 」 

「 ク アラ ルン プー ル と シン ガ ポ ー ル と 同じ よう に 、 宅 配 業者 に 倉庫 を 任せ よ 
つう 己 思う | 

「 あ な た も 会 っ て る ジャ カル タ の 宅配 業者 

「 あ あ 」 

Mk の 」 

「 わ かり まし た .」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は バン コク あん まり 行か な いけ ど ご は ん 食べ に 行っ て 」 


「 わ か っ た 」 
「 早 く 帰 っ て くる か ら 」 

周り を 見 て 、 リ ニ が いな いこ と を 確認 し て 吉 っ た 。 
「 晩 ご は ん つく っ て お く 」 
「 私 は 明日 の 朝 6 時 の 飛行 機 で 東京 に 行き ます 」 
「 わ か っ た 」 


走っ て 車 で 北 千 住 へ 


華美 美鈴 は 用 意 し て いた 。 7 時 45 分 の 羽田 発 上 海 行き に 乗る 。 帽 子 を 深く か 
ぶっ て 背負 い の バ ッ ク を 買う よう に 吉 っ て いた 。 最 悪 の 場合 また 走る こと に 


な る 。 

「 わた し は 後 2 メー トル を 歩く か ら 声 を か け な い で 」 
「 わか っ た 」 

「 わた し が 捕まっ て も その まま 上 海 に 行っ て 」 

「 わか っ た 」 


エレ ベー ター に は 別々 に 乗っ て 駐車 場 で 待っ て いた 。 誰 も いな い 。 
沢 風 ゆ り は 心配 そう に 見 送っ た 。 

7 時 25 分 に 東京 駅 中 の ホテ ル に メー ル し た 。 

「 ホ テル 代 を 支払 いま す 」 

そし て 、 調 べ て お いた ATM か ら 華 美美 鈴 の カー ド で ホテ ル 代 を 振り込ん 
『 

これ で 、 華 美美 負 が 羽田 に いる こと が 知れ る 。 

湯 花 邪 無 は 、 上 海 行 き の チ ケッ ト を カー ド で 買っ た 。 7 時 33 分 だ っ た 。 
何 か お か し いと 思っ た 。 

華美 美 負 が や っ て き て 上 海 行き の チケ ッ ト を 買っ た 。 

「 落 と し まし た けど 」 

「 走 っ て 車 で 北 千 住 へ 」 と 書い た メモ と キー を 渡し た 。 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま セキ ュ リ ティ ー へ 向かっ た 。 時 間 が な い 。 


振り 返る と 、 華 美美 負 が サン ダル を 両手 に 凄い スピ ー ド で 走り は じ め た 。 
追っ て いる の は 2 人 だ っ た が お じ さ ん の よう だ っ た 。 追 いつ ける わけ も な い 
ど 思 っ た だ 。 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま 上 海 に 向かっ た 。 

今度 沢 風 ゆ り に 聞い て みよ うと 思う 。 あ な た た ち は 陸 上 競技 部 だ っ た の か 。 


四面 親 歌 


湯 花 邪 無 は 、 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 見 て いた 。 

「 お 昼 を ご 馳走 し た い 」 と 吉 っ て 、 チ ョ ウシ ハン を 呼び 出し て いた 。 

羽田 で 猛烈 な 勢い で 走る 華美 美 鋼 の 動画 が 凄かっ た 。 最 近 は 、 誰 で も が ライ 
プチ ャ ン ネ ル の カメ ラマ ン に な れる 。 湯 花 邪 無 の アー スカ ー は 出 て こ な か っ 
た 。 華美 美鈴 は 、 警 察 に は 追わ れ て は いな いよ うだ 。 誰 か わか ら な い 集 団 に 
追わ れ て いる 。 

北 千住 の 湯 花 邪 無 の マン ショ ン に 帰り 着い N た か どう か わか ら な い 。 

捕まっ た ら 、 ど こ か へ 監禁 され て いる だ ろう と 思っ た 。 

電話 や メー ル が 来 な いか ら 、 緊 急 事態 に は な っ て いな いか も し れ な い 。 
この 映像 は 、 先 里 風 香 も 見 る 。 安 心 す る か 心配 する か わか ら な い 。 

マス コミ が 、 追 っ た 2 人 を 明か し て くれ る と 助かる の だ が 、 難 し そう だ 。 

「 ア フリ カ の 料理 も カプ サイ シン を 使う つの で すか ? 」 

「 私 は 料理 は 専門 で は な い が 唐 辛子 は 頻繁 に 使う と 思う 」 

「 原 産地 は 中 南米 だ か ら メ キシ コ 料 理 な ど に は 欠か せな い 」 

「 食べ た ら 副 交感 神経 に な っ て 眠っ て し まっ て 危な いか ら カ プ サ イ シン を 和信 
れ て 辛く し て 交感 神経 に し た の か 」 

「 暑 いと か 寒い 地方 は そう だ 」 

「 食べ た ら 眠 っ て し まう か ら 」 

「 眠 っ た ら 凍 え 死ぬ 」 

「 人 間 の 知恵 な の か 」 

「 日 本 で も お 昼 は カレ ー ラ イス が 好ま し い 」 

「 な ぜ だ か 13 時 か ら 会 議 が 多い 


「 眠 く な ら な いか 」 

「 こ ろ る で 3 メー ドル の ピッ チャ ー が ニニ ュー ヨー ク ゴ ジラ に 六 っ だ らし 1 
けど 」 

「 上 海 ド ラゴン に も 3 メー トル の ピッ チャ ー が いる 」 

「 パ シフ ィ ッ クリ ー グ に 入れ た ら 楽 し み だ 」 

「 1 0 0 年 後に は 4 メー トル に な る の か ,」 

「 先 里 風 香 に 聞い て くれ , 

「 こ の まま だ と 、 恐 竜 の よう に な る 」 

「 食糧 事情 が 恐竜 に 似 て いる 」 

「 肉食 人 間 が 増え な いこ と が 幸い し て いる 」 

「 い まで も 1 0 0 億 の 人 が 暮らせ る の は 、 ア ジア の 草食 系 の 人 が 多い か ら 
だ 」 

「 米 や 野菜 を 食べ て いる 」 

「 幸 いな こと に 、 欧 米 の 肉食 中 心 の 人 は 少な く な っ て いる 」 

「 今 後 1 0 0 年 は アフ リカ 中 心 だ と 思う ん だ けど 」 

「 ア フリ カ の 人 も 小麦 粉 や 米粉 や トウ モロ コシ 粉 と 野菜 を 中 心 に する だ ろ 
つう | 

「 アフリカ の 人 が 肉食 だ っ た ら 危 な い 」 

「 食糧 危機 が あっ て 肉食 恐竜 が 仲間 を 襲い は じ め た ん だ ろう つう から, 

「 仲間 を 襲 っ た ら 恐 竜 は ゼロ に な る 」 

「 奇跡 的 だ が 人 間 は ラッ キー だ っ た ,」 

「 肉食 人 間 が 割合 と し て 減っ つて いる の に 人 間 は 4 メー トル に な る か も し れ な 
い の は な ぜ だ 」 

「 食糧 に は 関係 な い 」 

「 大 きく な る こと が 地球 で 1 番 に な る こと だ と 知っ て いる か ら だ 」 

「 そう 先 里 風 香 が 吉 っ て いる 」 

「 どこ まで 行く ん だ 」 

「 2 足 歩 行 だ か ら 限 度 が ある と 思う 」 

「 実際 に 、 出 産 時 の あか ちゃ ん の 体重 は 1 0 0 年 前 か ら 変 わら な い 」 
「3000g か が 」 

「 も う 骨 盤 を 通 包 で き な い 」 


「 体 は 大 きく な っ て いる が 骨盤 の 大 き さ は 大 きく な ら な い 」 

「 だ か ら 大 き な あ か ちゃ ん は 産め な い 」 

「 私 も 2 メー トル で 88 キ ロ あ る が 、 3 キロ で 生ま れ て どう し て 88 キ ロ ま で 
な る ん だ ,」 

「 大 きく な り た いか ら 」 

「 食糧 事情 は 良い し 」 

「 食糧 事情 が ワル ク な っ た ら ま た 小さ く な る の か 」 

「 そ れ は そう だ 」 

「 どこ が 限度 な ん だ 」 

「 そ ん な こと は わか ら な い 」 

「 骨盤 を 大 きく する の で は な いか ,」 

「 骨盤 を 大 きく する の は 頭脳 を 大 きく し た いか ら だ 」 

「 それ を 制限 し て いる 」 

「 た だ 身体 を 大 きく し た いい 欲求 と 頭脳 を 大 きく し た 欲求 の だ どっち が 大 きい か 
だ 」 

「 どっ ち で も 身体 が 大 きく な っ て し まう けど 」 

「 骨盤 と 頭脳 の 大 き さ は 関連 し て いる 」 

「 指 の 大 き さ も だ 」 

「 苑 の よう に 大 人 の 相似 形 で 人 間 は 生ま れ な い 」 

「 頭脳 が 大 きい か ら だ 」 

「 発育 上 早く 発育 させ た い 基 本 部 分 だ け を 大 きく し て 生ま れ て くる 」 

「 骨盤 や 頭脳 の こと か 」 

の 訪 q 

「 今 で も ギリ ギリ だ 」 

「 1 万 年 くら い 前 か ら ギ リ ギ リ だ 」 

「 2 足 歩行 を な ん と か し な いと 骨盤 だ け 大 きく し た ら 早 く 潰 れる 」 

「 4 足 歩行 に 返る の か 」 

「 新 し い 2 足 歩行 」 

「 恐 童 の 2 足 歩行 か 」 

「 恐竜 は だ か ら ゼ ロ に な っ た ,」 

「 や っ ぱり 下 を 使う 方 法 が いい の か 」 


そう だ 

チョ ウシ ハン と 話し て いる と 、24 時 間 話 し て いる か も し れ な い )。 

湯 花 邪 無 に は 心配 事 が ある 。 

上 海 15 時 発 で 羽田 に 戻っ た 。 

羽田 で は 何 も な い 。 湯 花 邪 無 が ウオ ッ チ され て いる よう な 雰囲気 は な い 。 

アー スカ ー を 呼ん だ 。 

北 千 住 の 湯 花 邪 無 の マン ショ ン に いた 。 

無事 か どう か わか ら な い が 、 車 は 北 千 住 に 帰っ て いる 。 

ジテ に 来 つ だ 、 

テレ ビ の ライ ブチ ャ ン ネ ル で は 、 今 朝 の 羽田 で の 華美 美 負 の 疾走 動画 が 流れ 

て いる 。 釣 の よう だ っ た と 解説 され て いる 。 

「 た だ いま ー」 

気 を つけ て いた 。 タ クシ ー を 追っ て いる 車 は な か っ た と 思う 。 

沢 風 ゆ り は まだ イン スト ラク ター の 仕事 を し て いる 。 食事 の 買い 物 が テー プ 

ル に な い 。 

「 湯 花 邪 無 で す 」 

「 湯 花 邪 無 で す 」 

大 き な 声 を キッ チン か ら 出 し た 。 

沢 風 ゆ り の 部 屋 か ら 華美 美鈴 が 出 て きた 。 

「 運転 免許 持っ て た ん だ 」 

「 自動 車 は 見 られ て な いと 思う 」 

「 ゆ り は 仕事 に 戻り まし た 」 

「 警察 が 動い て な いか ら 助 か り ま す 」 

「 成田 も 同じ だ ろう な びー」 

「 ホ テル 代 を 払え た こと は 幸い で し た 」 

「 警察 が 追え な いこ と で すか ? 」 

ここ の エレ ベー ター の 監視 カメ ラ に 華美 さん が 映っ て いる ん だ けど 」 

「 警察 だ っ た ら た どっ て くる か も し れ な い ? 」 
ズ 


え 
「 そうですね,」 
が だ だ いま ーー」 


沢 風 ゆ り が 帰っ て きた 。 
「 よかっ た ね ーー 捕まら な く て ,」 
ト 民 禁 され ぞう 』 
「 先 里 風 呑 さ ん を 呼び 出す ネタ に 使わ れ そ う 」 
「 ここ で は 注意 し な いと いけ な い 」 
「 美 鉛 も ここ か ら 出 な いよ うし な いと いけ な い 」 
So 
ー ボ 豆腐 だ か ら 」 
の 1 
「 午前 中 は 料理 学校 で 午後 は 新宿 で す 」 
「 夜 は ここ な ん だ 」 
「 え え 」 
「 わた し も 手伝う わ 」 
「 な ん か 一 四面 弟 歌 に な り そ う 」 


ー ス 戦車 の すっ ぱ 抜 き 


7 月 21 日 月 曜日 で 海の日 で ある 。 月 曜日 は 、 な に か の 祝日 に な っ て いて 、 週 
休 は 3 日 が フツ ウ で ある 。 
海の日 な ど は 1 0 0 年 前 か ら あ る 。 
湯 花 邪 無 は 、 休 みな ど 自 分 で 設け て いな い 。 3 6 5 日 働い て いる と いえ ば 働 
いて いる し 、 3 6 5 日 休ん で いる か の よう で も ある 。 
湯 花 邪 無 は 秘書 を つけ な い 。 湯 花 邪 無 と 同じ 行動 を する こと は 難し い 。 必 要 
も な い 。 

8 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗る 。 

ー ス カー の テレ ビ で ライ ブチ ャ ン ネ ル を 聞い て いた 。 ま だ 華美 美鈴 の 羽田 
で の 疾走 動画 を 流し て いる 。 
行き 先 が つ か め な いら し い 。 ラ イブ チャ ン ネ ル 3 社 は 、 警 察 に 追っ て 欲し い 
の だ ろう 。 発見 され る 確率 が 高まる 。 ネ タ が 増え る 。 独自 の 捜索 と いっ て も 
難し い 話 だ 。 


警察 も 動く 理由 が な い 。 

32 号 台風 が 発生 し た ら しい 。 赤道 直下 の 海 が ここ 50 年 高温 に な っ て いる 。 

6 月 か ら 台 風 が 発生 する 。 

も う 日 本 に は 、 昔 あっ た よう な 木造 の ひ弱 な 家屋 は な い 。 木造 で も 、 大 き な 
梁 を 使っ た 家屋 に な っ て いる 。 最近 は 、 木 造 の どっ し り し た 家 が 流行 っ て い 
る 。 

湯 花 邪 無 の 住ん な で いる 高層 マン ショ ン か 、 木 造 ど っ し り し た 1 戸建て の 家 の 
両極 端 に な っ て き て いる 。 日 本 の 森林 資源 の 有効 利用 が な され て き て いる 。 
日 本 は 、 地 方 の 過疎 も 進ん で 、 ド ンド ン 森 林 化 し て いる 。 

ここ 10 年 の 風速 66 メ ー ト ル を 越え る 台風 の 連続 で 、 日 本 の 家屋 は 大 きく 変 
わっ た 。 

台風 の ライ ブ 映 像 で 、 ア ー ス 戦車 問題 は 、 話 題 と し て 消え て いく の で は な い 
か と 思っ た 。 

「 みん な お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

どう し て 声 が 揃う つの か わか ら な い 。 

すでに し て スパ イス を 買う お 客 さ ん で 混ん で いた 。 ス パイ ス yuhana の 
スパ イス は 、 高 品質 高級 で リー ズ ナ ブル な 価格 な の だ 。 自分 で 農園 か ら 工 房 
まで 持っ て いる か ら だ 。 

に U 三 あお は よう 」 

「 リ ニニ は 今日 は お 休み の 日 で す 」 

「 わ た し で は 足り ませ ん か ? 」 

ジン の 部 屋 で リ ニ の 名 前 を 呼ぶ の は お か し いい 。 

「 今 日 は 料理 学校 ね 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 で す 」 

「 バ ンコ ク の 契約 書 を メー ル し まし た ,」 

「 見 まし た 」 

「 賛成 か どう か 返事 が な いけ ど 」 

「 ジ ン の や る こと に ダメ は 出さ な い 」 

ジン の 絶対 的 な 味方 だ か ら 」 


「 愛 され て る ? 」 
うだ 
リ ニ が いた ら 発 し な い 吉 葉 も 出 て くる 。 
「 今 日 バン コク に 商品 を 発送 する か ら 」 
「 え え 」 
「 8 月 1 日 か ら タ イ か ら の 注文 は バン コク か ら 出 すか ら 」 
「 ベ トナ ム か ら の 注文 も 増え て いる の で すか ? 」 
「 今 は 送料 負担 だ か ら 高 いか ら 少 な い 」 
「 い つか は や ら な いと いけ な い 」 
「 マ ニラ は どう で すか ? 」 
「 も う 時 間 の 問題 」 
「 ジ ン が 痢 断 し て くだ さい 」 
「 そ の つも り で いる 」 
「 じゃ 料理 学校 に 行き ます 」 
「 わ か っ た 」 
「 今 日 は 新宿 で す 」 
2 が か つう だ 、 
アー スカ ー で 料理 学校 に 向かっ た 。 
近所 の 駐車 場 に 止め て いる 。 
「 ミ スタ ー ユ ハナ は どこ か ら 来 て いる の か 」 
ZN. ド の アー トド ト ュ ョ 
「 電車 で き て いる の か 」 
ーー カー だ 。 
「 駐 車場 は どう し て いる の だ 」 
「 近 く の 駐 車場 だ 」 
「 料理 学校 の 駐車 場 も 平気 だ けど 」 
「 便利 だ か ら か まわ な い 」 
「 ソ ト ア ヤム を つく る か ら 買 い 物 を し て き て 」 
「 み ん な で 一 緒 に 買い 物 を し て き て ,」 
「 ここ か ら 先 は 個人 授業 は し な いか ら 」 
「 時 々 晩 ご は ん 誘っ て くれ た ら 個 人 授業 を する 」 


「 あり が と う 」 
湯 花 邪 無 は 教室 に 向かっ た 。 
女性 が 5 人 に 男性 が 2 人 だ っ た 。 

「 ソ ト ア ヤム の 買い 物 し て き て 」 

「 30 分 で 帰っ て き て 」 
近く の スー パー マー ケッ ト に 歩い て 行く 。 

「 急 に 入っ て きた けど 」 

「 主夫 も で きる よう に と 思っ て 」 

「 失業 し た の か 」 

「 ヒ マ だ 」 

「 あ な た た ち は な ん だ 」 

「 オ レ た ち 2 人 は 夜 レ スト ラン の 厨房 に いる 」 

「 プ ロ な ん だ 」 

「 ま だ 1 ヶ月 し か 経っ て な いか ら こ こ に 入れ られ た 」 

「 女性 た ち は 」 

「 2 人 が 主婦 で 3 人 が オレ た ちと 同じ だ 」 

「 よろし く .」 

「 日 本 人 な の か 」 

だ つ だ 。 

「 な ん で こと ば が 話せ る の か ,」 

「 ジ ャ カル タ が 好き だ 」 
11 時 に は ソト アヤ ム が で きた 。 

「 み ん な で 食べ まし ょ う 」 

「 日 本 に 行く か ら テ イク アウ ト し て いい か 」 
湯 花 邪 無 は 、 食 事 袋 を も ら っ て 自分 の つく っ た ソト アヤ ム を 入れ て 、 ス パイ 
ス yuhana に 向かっ た 。 

「 ジ ン は どこ で すか ? 」 

「 銀行 で す 」 

「 私 が 料理 学校 で つく っ た ソト アヤ ム だ けど 食べ て みて くれ な いか っ て 吉 っ 
て 下さ い !」 

「 新宿 に 行き ます 」 


「 わ か り ま し た ,」 

「 い っ て らっし ゃ い 」 
どう し て 声 が 揃う つの か わか ら な い 。 

NN 

ー ス カー で 空港 に 向かっ て いた 。 
SN コンピ 引料 を すっ ぱ 抜 きま し 
た 」 

「 戦車 の パワ ー の た め に ガソリン 駆動 で きる よう に し て いる 仕様 に な っ て い 
る 」 

「 移 動 は 、 時 速 30 キ ロ で アー スバ ッ テ リ ー で 可能 だ が 、 戦 闘 状態 や 砂地 や 沼 
地 な どの パワ ー を 要する 場所 で は 、 ガ ソリ ン 駆 動 を 使え る よう に な っ て い 
る 」 
テレ ビ で 仕様 書 が 映し 出さ れ た 。 
これ は 凄い \ ニ ュー ス な の だ 。 こ れ だ っ た ら 、 日 本 の 戦車 の 会 社 も 簡単 に で き 
る 。 も う や っ て いる か も し れ な い 。 

日 本 の 戦車 の 会 社 が 慌て た の は 、 ア ー ス バッ テリ ー が 、 よ り 強 力 に な っ た の 
で は な いか と 思っ た か ら な の だ 。 
これ だ っ た ら 、 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 に 先 里 風 香 が 協力 する こと は な い の 
だ 
これ で も う 華 美美 鋼 を 人 質 に する 必要 も な い の で は な いか と 感じ た 。 

「 こ ん に ち わ び ー」 

「 お か えり な さい ー」 
新宿 の スパ イス 湯 花 の みん な も 声 が 揃う つ 。 示 し 合わ せ て いる わけ で は な い の 
だ ろう 。 不思議 で ある 。 
水野 まさ み の 部 屋 に 向かっ た 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム さ ん で す 」 

「 山井 生 江 さん で す 」 

「 こ ん に ち わ び ー」 

「 山 井 さ ん 聞き た いこ と が ある で し ょ ?」 

「 日 本 の スパ イス を 商品 に する つも り が ある の で すか ? 」 

「 ありま す 」 


「 なぜ で すか ? 」 

「 わ ざ び な ど は アジ ア の 料理 に 合わ せ て も 活き る の で は な いか と 思っ て いま 
す 」 

「 も ちろ ん 日 本 で は 欠か せな い ス パイ ス で す が 」 

「 ジ ャ カル タ に スパ イス 工房 が ある の で すか ? 」 

「 ありま す 」 

「 見 せ て ! い た だ ける の で すか ? 」 
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「yuhana の 森 も あり ます 」 

「 農園 で す が ほ と ん ど 森 で す 」 

「 ス パイ ス の ほとん ど は ここ で 育て て いま す 」 

「 わ た し は 八ヶ岳 で わさび 畑 を つく っ て いま す 」 

「 研究 で す 」 

「 わ さび を 畑 か ら や る つも り は あり ます か ? 」 

「 どう し て わさび 畑 を や っ て いる の で すか ? 」 

「 わ さび は 育て る こと が 難し いか ら 」 

「 明 日 ジャ カル タ で すけ ど 8 時 の 便 に 乗っ て くだ さい 」 
「 旅費 は 水野 さん か ら も ら っ て くだ さい 」 

「 償 収 書 で 清算 で いい で すか ? 」 

「 え え 」 

「27 日 の 日 曜日 に ハ ヶ 岳 の わさび 畑 を 見 せ て くだ さい 」 
「 も し 水野 さん も 行け れ ば 」 

「 ジ ニ を 連れ て 行っ て くだ さい 」 

「 和 食 に 興味 が ある か ら 」 

「 新幹線 で 8 時 新宿 発 で 」 

「 1 時 間 で 諏訪 に 着き ます か ら 車 で 待っ て いま す 」 

少し 時 間 は 早かっ た が 湯 花 邪 無 は スパ イス 湯 花 を 出 た 。 
「 お先に 一 」 

「 おつかれ さま で す ,」 

不思議 と こと ば が 揃っ て いる 。 リ ハー サル で も や っ て いる の だ ろう か 。 
アー スカ ー の ライ ブ テ レ ビ を 聞い た 。 ア ー ス 戦車 を 誰が すっ ぱ 抜 いた の か 話 


題 に な っ て いた 。 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 は 、 注 文 が キャ ン セ ル さ れ て 困っ て 
いた 。 

や は り ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー に は 限度 が ある と 思わ せ た 。 
「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい 」 

沢 風 ゆ り と 華美 美鈴 は 2 人 で ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 

「 ご は ん で き て いる か ら 」 

「 シ ャ ワー し て きま す 」 

「 アメ リカ の 戦車 の 会 社 注文 キャ ン セ ル で 困っ て る 」 

「 ウ ソ は 良く な い 」 

「 平坦 な 場所 で は アー スバ ッ テ リ ー で 動く 」 

「 戦車 だ か ら 」 

「 湯 花 さ ん は 今度 いつ 上 海 に 行く の か 」 

「 明 日 ジャ カル タ に 行く 」 

「 明 日 の 朝 も う 1 度 上 ライ させ て くれ な いか 」 

「 日 本 の 戦車 の 会 社 は 先 里 風 香 に 協力 させ る 必要 は な く な っ た 」 
「 日 本 円 で 13 万 円 ある か ら こ れ を 使っ て くだ さい 」 

「 華美 さん の カー ド は 明日 は 使わ な いで 」 

「 8 時 発 の ジャ カル タ で す ,」 

「 私 に は 連れ が いま す 」 

「 女性 で 学生 で 社員 に する つも り で す 」 

「 アース カー の キー を 預け て お きま すか ら 最 悪 の 場合 は この 前 と 同じ よう に 
し て くだ さい 」 

「 ジ ャ カル タ に 行け た ら こ の 日 本 円 で フロ リ ダ に 行っ て くだ さい 」 
「 キ ー は 落し 物 だ と 喜 っ て 私 に くだ さい 」 

「 い いで すか ? 」 

「 了解 し た 」 

「 も う 戦 車 の 会 社 は わた し を 必要 と し な い ,」 

「 気 を 抜い た ら 危 な いか ら 」 

「 ま た 走る 」 

「 走 る こと だ っ た ら 誰 に も 負け な い 」 


釣 の よう に 走っ た 


「 お は よう ご ざい ます ,」 

山井 生 江 は 国際 線 チ ケッ ト 売 場 で 待っ て いた 。 8 時 の 便 は o だ っ た 。 

座席 を 指定 し て 隣 に し た 。 

華美 美 負 は 、 先 に 買っ て セキ ュ リ ティ ー に 行っ て いる は ず で ある 。 

「 困 り ま す ! 」 

大 き な 声 が し た 。 華美 美鈴 の 声 だ っ た 。 

「 困 り ま す ! 」 

サン ダル を 両手 に 持っ て 。 苑 の よう に 走り は じ め た 。 

湯 花 邪 無 と 山井 生 江 は 、 他 人 事 の よう に 眺め て いた 。 ス マ ホ カ メラ が 回 っ て 
いた 。 

つも た ん でしょ う ね , 

湯 花 邪 無 は 返事 が で き な か っ た 。 捕 まっ た の を 振り ほど いた の だ ろう 。 2 人 
の 黒っぽい ズボン に 白 ワ イシ ャ ツ の お じ さ ん ぼ ぽい オト コ は 、 1 0 0 メー トル 
で 諦め た 。 そ れ ほ ど 華 美美 負 は 速い 。 華 美美 鋼 は ノミ の よう で ある 。 1 度 で 
捕まえ な いと 2 度 と 探せ な い 。 

「 イ ンド ネシア は 何 語 を 話す の で すか ? 」 

「 イ ンド ネシア 語 が 多い で す 」 

「 多 いっ て な ん で すか ? 」 

「 鹿 児島 弁 と か 青森 弁 と か の よう で す ,」 

「 昔 の 日 本 みた いな ん だ 」 

「 そ れ で も イン ド ネ シア 語 が 90% に な っ て いま す が 英 語 も 話せ ます 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は イン ド ネ シア 語 が 話せ る の で すか ? 」 

「 え え 」 
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「 イ ンド ネシア の 大 学 を 卒業 し て る か ら 」 

『 ど うし て ?」 

「 放 浪 し て いて 大 学 に 入れ て や る と 吉 わ れ た 」 


「 優秀 だ か ら で は な い 」 

「 他 に や る こと が な か っ た 」 

「 ジ ャ カル タ の 何 が いい の か ,」 

「 経済 で も 勉学 で も 1 番 に な ろう な ん て 思わ な いこ と 」 

「 あり の まま 生き て る 」 

「 ジ ャ カル タ は 発展 し た けど 」 

「 発展 させ よう と 思っ て な いか らい い 」 

「 東京 の な ん で も 1 番 に な り た が る 風習 は スキ で は な い ,」 

「 ミスター ジャ ム は 日 本 か ら 人 逃げ た の で すか ? 」 

「 日 本 は 好き で 愛し て いる 」 

「 今 は 日 本 より 世界 が 好き だ 」 

いき な り だ っ た が 、 ス パイ ス yuhana に 山井 生 江 を 連れ て 行っ た 。 

「 ス パイ ス yuhana を 仕切 っ て いる ジン で す 」 

「 今 度 日 本 の スパ イス を 研究 する こと に な っ た 山井 生 江 さ ん で す 」 

「 よろ し く お 願 いし ます 」 

「 日 本 の スパ イス っ て な に ? 」 

「 代表 的 な も の は わさび で す ,」 

「 最近 は ジャ カル タ で も 使う 人 が いま す ,」 

「 ス パイ ス yuhana の 話 を し ます か ? 」 

「 山 井 さ ん の 興味 は y uh ana の 森 に ある か ら タ ベッ ト に 行き ます 」 

ジン は 、 今 晩 は どう する の か を 聞き た か っ た 。 ま さか タ ベ ッ ト の マン ショ ン 
連れ て 行く こと は な いと は 思う の だ が 、 わ か ら な い 。 

半日 SDD 

「 長野 に 帰り ます 」 

「 明 日 大 学 で 研究 報告 会 が ある の で ,」 

「 わ か っ た 」 

「 タ ベッ ト に 行き ます 」 

「 エ ミル と ガ ダ ラ に 連絡 し て お きま す 」 

「 お 願い し ます 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 山井 生 江 を 待っ て いる 間 に 、 日 本 の ライ ブチ ャ ン 

ネル を 見 た 。 


華美 美 負 が 両 腕 を 抱え られ て いる の を 振り ほど く と ころ か ら 動 画 で 撮ら れ て 
いた 。 2 回 目 の 「 困 り ま す ! 」 か ら だ ろう 。 そ こ か ら は 、 鈍 の よう に 疾走 す 
る 華美 美鈴 が いた 。 釣 が 逃げ て 羊 が 追っ て いる か の よう で あっ た 。 

「 ここ を 仕切 っ て る エミ ル で す 」 

「 日 本 の スパ イス を 研究 する 山井 生 江 さ ん で す 」 

「 仲間 に な る の か 」 

「 よろ し く お 願 いし ます 」 

「 日 本 の スパ イス っ て な ん で すか ? 」 

「 代表 的 な スパ イス は わさび で す 」 

「 な る ほど 」 

「 タ ベッ ト の スパ イス 工房 は y u h a n a の 森 の 植物 を 商品 と し て の スパ イ 
ス に 加工 し て いま す ,」 

「 商品 は 44 種 類 あ り ま す ,」 

「 1 年 に 1 回 集中 し て 生産 し な けれ ば な ら な い ス パイ ス も 多い か ら 、 毎 日 工 
場 の よう に 動 \ て いる わけ で は あり ませ ん 」 

「 案内 し ます 」 

湯 花 邪 無 は 、 ス マ ホ で 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 見 た 。 


は 、 日 本 の アー ス 戦 車 の 関係 者 で は な いか と 吉 う 解説 者 も いた 。 

警察 沙汰 に な っ て いる わけ で は な い の で 、 み ん な の 興味 は ある の だ が 、 ラ イ 
プチ ャ ン ネ ル の 独自 調査 で は 、 事 実 を 追い きれ な い 。 

そし て 、 2 回 も 羽田 で 疾走 し て 逃げ た 華美 美希 は どこ に いる の か 、 占 い に 似 
た 予測 に な っ て いる 。 

「 ガ ダラ が yuhana の 森 の 昼食 を 一 緒 に 用 意 す る けど っ て 吉 っ て る 」 

「 じ ゃ ーyuhana の 森 へ 行き ます 」 

yuhana の 森 は 、 タ ベッ ト な の だ が 、 更 に 郊外 に ある 。 

「 給食 が ある の で すか ? 」 

「 新 宿 も スパ イス yuhana も スパ イス 工房 も y uh ana の 森 も 、 給 食 
を みん な で 一 緒 に 食べ る 」 

「 お 店 は 休む のか,」 

「 お 店 は 交代 で 食べ る 」 


「 外 に 食べ に 行け な い の か ,」 

「 自由 だ けど お いし いか ら み ん な リビン グ で 給食 を 食べ る 」 

「 イ ンド ネシア で は フツ ウ な の か 」 

「 私 の 考え だ 」 

「 長野 に 湯 花 の 森 を つく っ て も 同じ よう に し て いい の か 」 
op リ /= 

「 わ た し に 任せ て くれ る の か ,」 

「 そ こま で まだ 信用 し て いな い 」 

「 ガ ン バ ル 」 

リー マイ が 一 緒 に 行く と 吉 っ て アー スカ ー に 乗っ て きた 。 

「 わ た し は 中 国 ス パイ ス を 研究 し て いる 」 

「 し いい! つか 中 国 に y uh an a の 森 を つく り た い 」 

ガ ダ ラ と ステ ファ ノ が 待っ て いた 。 

ステ ファ ノ が yuhana の 森 を 案内 し た 。 

「 ご は ん で きた ら 知 ら せ る か ら 帰 っ て き て 」 

「 わ か っ た 」 

な に せ サ ッ カ ー 場 が 5 0 0 も ある ほど の 大 き さ で ある 。 ア ー ス カー で 移動 し 
を So ドラ ウツ グ も アース カー で トラ クタ ー な ども アー スチ リー だ 。 
「 お 昼 の 連絡 で ステ ファ ノ と リー マイ と 山井 生 江 が 帰っ て きた 」 
「 ジ ャ カル タ の フツ ウ の お 昼 ご は ん 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 これ は 誰が つく っ て いる の で すか ? 」 

「 交代 だ けど ガ ダ ラ が つく る こと が 多い か も し れ な い 」 

「 野 菜 は すべ て ここ で つく っ て いる か ら ス パイ ス yuhana に も スパ イス 
工房 に も 送っ て いる 」 

「 人参 も つく っ て いる の か ,」 

「 ジ ャ ガイ モ も な ん で も だ 」 

「 米 も つく っ て いる 」 

「 米 は 直播 で や っ て いる 」 

「 小麦 も や っ て いる 」 

「 余 る の で は な いか ,」 


「 社員 に 公平 に 分 け て いる 」 

「 売 っ た り し な い の か 」 

「 曲がっ た キュ ウリ や ナス な ど 困 る し スパ イス 以外 は 売ら な い 」 

「 何人 で や っ て いる の か ,」 

「12 名 だ 」 

「 み な さん 働き 者 の 感じ が する 」 

「 お も し ろ い か ら だ 」 

14 時 30 分 に な っ て リー マイ に 案内 され て いた 

山井 生 江 が 帰っ て きた 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム わ た し 長野 に 帰り ます 」 

「 リ ー マ イ が 送っ て くれ る と 吉 っ て いる ん だ けど 」 

「 エ ミル が 良かっ た ら お 願い し て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は スパ イス y u h a n a に 戻っ た 。 

「 准 蔵 庫 に ソト アヤ ム の 材料 を 買っ て お いた か ら 自 分 で や っ て くだ さい 」 
「 同 じ ナ イフ も 買っ て お いた ,」 

「 ご は ん は 日 本 の 炊飯 器 が いい 」 

「 ジ ン は いな い の か 」 

「20 時 くら い に な る 」 

「 ご は ん を つく っ て 待っ て る 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 は タ ベ ッ ト の マン ショ ン で 時 間 が あっ た 。 日 本 の ライ プチ ャ ン ネ ル 
を 見 た 。 ア メリ カ の 戦車 の 会 社 は 、 ア ー ス 戦車 の 受注 が 半分 キャ ン セ ル に 
な っ た と 発表 し た 。 

世界 の オー トバ イ の 50% が アー スバ パ バッテリー に な っ た と 世界 オー トバ イ 協 会 
が 発表 し た 。 

ジャ カル タ で は 、 オ ー ト カー や オー トバ イク は 、80% く らい で は な か と 湯 花 
邪 無 は 感じ て いる 。 ム リ に 前 に 出 よ うと する 人 が 少な いか ら だ 。 冷蔵 庫 も 大 
容量 の アー スバ ッ テ リ ー 冷 蔵 庫 に 切り 替わっ て いる 。 ジ ャ カル タ で は も うす 
ぐ 全 冷蔵 庫 が 大 容量 アー スバ ッ テ リ ー 冷 蔵 庫 に な る 。 電 気 代 が タダ で ある 。 
湯 花 邪 無 の マン ショ ン の 近所 で は 、 ア ー ス レン ジ の アン ケー ト が 行わ れ て い 
る 。 ガ ス を 使わ な けれ ば 、 ガ ス の パイ プラ イン を 撤去 し た い の だ 。 1 ヶ月 に 


1 度 は 、 ど こ か の 国 で ガス 管 の 爆発 事故 が あっ た 。 老 朽 化 の た め だ 。 
次 代 の た め に 、 安 全 の た め に 、 ア ー ス レン ジ の 普及 を し た い の だ 。 
多分 、 1 年 以内 に ガス 管 は 撤去 され る だ ろう つ 。 


サケ の 揚げ 物 ジ ャ ワカ レー 


「 ダ メ 」 
「 朝 ガ ン バ ル と 疲れ る 」 
「 じゃ ー シ ャ ワー し て 先 に 行き ます 」 
「 残念 そう に 吉 わ な いで 」 
「 明 後日 を 楽し み に し て る 」 
「 わ か っ た 」 
「 ご は ん お に ぎり に し て ある 」 
2 が うつ だ 、 
料理 学校 で ある 。 ス パイ ス yuhana に 寄る 。 今 日 は 早い の で オー プン は 
し て いな い 。 掃除 を し て いる 。 
「 リ ニ お は よう 」 
「 ジ ン は まだ 来 て いま せん 」 
「 平気 で す 」 
「 料理 学校 で すか ? 」 
人 で づつ で す 』 
ニブ ディ イラ コー ビー で ュ 
「 コ ー ヒ ー が いい で す 」 
「 リ ニ 何 か あり ます か ? 」 
「 順調 で す 」 
湯 花 邪 無 の スパ イス の 仕事 は 、 湯 花 邪 無 が いな く て も 動く 。 湯 花 邪 無 は いな 
い の だ が 、 3 6 5 日 働 ! て いる 感じ で は な い が 、 動 いて いる 。 
「 今 日 は サテ アヤ ム を や り ま す 」 
「 日 本 の 焼き 鳥 で す 」 
「 みな さん で 買い 物 に 行っ て くだ さい 」 


「 ス パイ ス が ポイ ント で す 」 

「25 日 は 魚 料理 で す 」 
11 時 に な っ て 、「 み ん な で 食べ て み ま し ょ う 」 と ミナ が 吉 っ た 時 、「 日 本 に 
行く か ら テ クア ウト し て いい か 」 と 湯 花 邪 無 が 吉 っ た 。 

「 ミスター ユ 八 ナ は 結婚 し て いる の か 」 

「 1 人 だ 」 

「 恋人 が 日 本 に いる の か 」 

「 母親 が 日 本 に いる 」 

ミナ は 残念 そう に 料理 を 入れ る ビニ ー ル 袋 を 渡し た 。 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で スパ イス y u h a n a に 帰る 時 、 ラ イブ チャ ン ネ 
ル が 、 ジ ャ カル タ の 中 歯 と 歯 周 病 が ゼロ に な っ た と 言っ て いた 。 
湯 花 邪 無 も 欠か さ ず 使っ て いる が 、 マ ウス バク テリ アチェ ッ カ ー が 、 な ん と 
いっ て も 大 きく 寄 后 し た 。 
マウ スバ ク テ リ アチェ ッ カ ー は 使い 捨て の セン サー で 、 口 に 1 分 くわ えて い 
て 、 パ ソコ ン に 接続 し た 専用 分 析 台 に セッ ト す る と 、 口 中 の バク テリ ア の 種 
類 と 量 が 表示 され る も の だ 。 
マウ スバ ク テ リ アチェ ッ カ ー は 1 0 0 枚 入り を 3 0 0 円 で 売っ て いる 。 分析 
台 は 日 本 円 で 1 0 0 0 円 で ある 。 パ ソコ ン ソ フト は 無料 ダウ ン ロ ー ド で き 
る 。 
歯 の 専門 医 は 、 歯 を 削る こと が 仕事 で は な く て 、 有 効 な 口中 の 菌 バ ラン ス を 
アド バイ ス す る こと が 仕事 に な っ た 。 
も ちろ ん 、 湯 花 邪 無 は 歯ブラシ は 欠か さ な い 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お つか れ さ まで す 」 

「 どう し て 日 本 語 で こう も 揃え られ る の か わか ら な い ,」 
ジン が いな か っ た 。 

「 今 日 の 料理 で すか ? 」 

「 ジ ン に 食べ て くれ っ て 吉 う ん で すか ? 」 

「 な ん で すか ? 」 

「 サ テア ヤム 」 

「 ジ ン は クア ラル ンプ ブール で す 」 


「14 時 に は 帰っ て きま す 」 

「 私 は 新宿 に 行き ます 」 

「 わか り ま し た .」 

「 冷蔵 庫 に 入れ て お きま す ,」 

「 ジ ン の メモ を お 探し で すか ? 」 

「 順調 な の で 何 も な いと 思い ます 」 

「 お昼 は みん な と 一 緒 に 食べ ます か ? 」 
「13 時 に 新宿 に 行か か いと いけ な いか ら 」 
「 間に合い ませ ん 」 


「 じゃ ー 出 ます 」 

リ ニ は 、 湯 花 邪 無 の アー スカ ー ま で 送っ て きた 。 
「 気 を つけ て 」 

三才:』 


羽田 か ら ス パイ ス 湯 花 の アー スカ ー の 中 で 、 ラ イブ テレ ビ を 聞い て いた 。 

アー ス 戦 車 の こと は 、 変 わっ た こと は 何 も な か っ た 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい ーー」 

どう し て 声 が 揃う つの か わか ら な い 。 

「 ス パイ ス 教 室 は どこ で や っ て いる の で すか ? 」 

「 プ レ ゼ ン 室 で す 」 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み の 部 屋 へ 一 旦 行っ た 。 

メモ が 何 も な か っ た 。 順調 な の だ 。 

湯 花 邪 無 は 、 料 理 教室 で 使っ て いる ノー ト を 持っ て 、 プ レ ゼ ン 室 に 向かっ 
た 。 

いま まで 、 ス パイ ス 教 室 な ど や っ て いる こと を 知ら な か っ た 。 水野 まさ み 
も 、 ミ スタ ー ジ ャ ム は 、 料 理 の こと は 興味 が な いと 思っ て いた に 違い な い 。 
何 も 知 ら せ な か っ た 。 

プレ ゼン 室 を そっ と 開け た 。 

ジニ が や っ て きた 。 

「 後 で いい で す 」 

「 聞 いて いる だ け だ か ら 」 


料理 教室 で は な い 。 水野 まさ み の ス パイ ス 使 い を メモ し て 、 帰 っ て 自分 で 調 
理 す る スタ イル だ 。 も ちろ ん 無料 の 教室 だ ろう 。 

サケ の 揚げ 物 の スパ イス カレ ー だ っ た 。 

すでに ジニ が サケ を 揚げ て いた 。 6 種類 の スパ イス と ココ ナツ ミル ク と 野菜 
で カレ ー が 仕込 まれ て いた 。 

「 今 日 の レシ ピ を くだ さい 」 

「 お つく り に な る ん で すか ? 」 

「 や っ て み ま す ,」 

「 ス パイ ス は あり ます か ? 」 

「 ゼ ンプ あり ます 」 

に 二 の で 

ジニ は これ まで の スパ イス 教室 の レシ ピ 集 を エク セル で 送っ て くれ た 。 

湯 花 邪 無 に は 、 自 分 で 料理 を つく っ て みる 時 間 が な い 。 考 えな いと いけ な 
い 。 た ま に は 、 ジ ン に ご は ん を つく っ て あげ られ る と いい と 思っ た 。 

に 填 寺 いま デュ 


0 時 30 分 に 上 海 に 出る 


沢 風 ゆ り と 華美 美 錠 は 料理 を し て いた 。 

「 お か えり な さい 」 

「 や っ ぱり 速かっ た ん だ 」 

「 誰 に も 見 つか っ て な いと 思う 」 

「 冷蔵 庫 の 金庫 の お 金 使っ た か ら 」 

っ 

「 財布 か ら 5 万 円 を 出し て 冷蔵 庫 の 金庫 に 入れ た 」 
「 どう し て まだ わた し が 狙わ れる ん で し ょ う ね 」 
「 ア メリ カ の 戦車 が アー ス 戦 車 じ ゃ な か っ た ら オ レ た ちの 戦車 を アー ス 戦 車 
に し よう 」 

「 欲 が 深い と 思い ます けど 」 

「 儲け の エク スタ シー ある か ら 」 


「 儲け る た め に は な ん で も や る ん で すか ? 」 

「 え え 」 

「 夏野 菜 の 蒸し 上 げ と 肘 さ ん 」 

「 ご は ん は 白 ご 飯 に きん し ょ うば い 」 

「 夏野 菜 の お 味噌 汁 」 

「 い た だ きま す 」 

「 着替え て きま す 」 

湯 花 邪 無 は 、 久 し ぶり に お 酒 を 飲ん だ 。 冷た くし た 日 本 酒 で ある 。 
「 コ ー ヒ ー が い U1? 」 

「 お 願い し ます , 

ゆっ た り し た 時 間 で ある 。 

華美 美鈴 が 狙わ れ て いな けれ ば 、 余裕 の 時 間 で ある 。 
「 湯 花 邪 無 さ ん は 明日 は な ん で すか ? 」 

「 私 は ジャ カル タ に 8 時 の 便 で す 」 

「 明 日 は じっと し て いた 方 が いい で すね 」 

「 え え 」 

「 湯 花 邪 無 に 迷惑 は か か っ て な いで すか 」 

「 な に も な いで す 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 多分 彼ら に 捕まら な か っ た ら 羽 田 は 出る こと が で きる と 思い ます ,」 
24 時 間 監 視 し て る ん で し ょ うか 」 


へ N 
「 多分 」 


「 0 時 30 分 上 海 も あり ます けど 」 

「 明 日 や っ て み ま す か ? 」 

「 湯 花 邪 無 さ ん は どう する の で すか ? 」 

「 上 海 か ら ジ ャ カル タ に 行け ば いい 」 

「 車 の こと が ある か ら 一 緒 じ ゃ な いと 困る か ら 」 

「 華美 さん が 疾走 し な けれ ば な ら な いと いう リス ク が ある ん だ けど 」 
「 それは 得意 で すか ら な ん で も あり ませ ん 」 

「 出 た いで すか ? 」 

「 先 里 風 理 さん に すご く 心 配 を か け て いる か ら 」 


「 よし な さい と 喜 わ れ て いた の に 日 本 に 来 た か ら 」 

「 あさ は か で し た , 

「 ゆ りさ ん どう 思い ます か ? 」 

「 ここ が 安 全 で すけ どど こま で 安全 で いら れる か わか り ま せん か ら 」 
「 じゃ ーー 早く 寝 ま し ょ う 」 

「 11 時 30 分 に アー スカ ー で 出 ま す 」 

「 わ かり まし た , 


3 回 目 の 出 国 ト ライ 


湯 花 邪 無 は 0 時 10 分 に 羽田 の チケ ッ ト 売 場 に いた 。o で ある 。 

華美 美 負 は 5 分 後に や っ て くる 。 車 の キー は 華美 美鈴 が 持っ て いる 。 

セキ ュ リ ティ ー は 昔 と あま り 変 わら な いこ と を や っ て いる の だ が 、 出 国 検査 
は 顔 パ ス で ある 。 湯 花 邪 無 な ど は 、 ど この 空港 で も パス ポー ト と カメ ラ で 自 
動 で 通れ る 。 ギ リ ギ リ で も 大 丈夫 で ある 。 湯 花 邪 無 を 引き 止め る プ ブザー な ど 
鳴ら な い 。 

華美 美 鋼 も 同じ で あろ う 。 先 里 風 香 の 代 理 で 、 世 界 中 に 行っ て いる 。 今回 の 
東京 駅 中 の ホテ ル の 支払 い を し た こと で 、 華 美美 鈴 を 止め る 理由 は な い だ ろ 
ウ 。 

警察 に 追わ れる と 、 何 で も 理由 は つい て し まう の だ ろう が 、 今 回 は 警察 に は 
追わ れ て いな いよ うだ 。 

湯 花 邪 無 は その まま ゲー ト に 向かっ て 、 搭 乗 し た 。 顔 パス な の で 偽名 な ど で 
き な い 。 

最前 列 の ファ ー ス トク ラス に いた 。 5 分 後に 華美 美 鋼 が や っ て きた 。 成功 し 
た の だ 。 

華美 美鈴 は 会 釈 を する わけ で も な く 、 後 の 席 に 向かっ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 上 海 の 空港 で 中 華 の お じ や を 食べ た 。30 分 し て ジャ カル タ 行 き 
に 乗っ た 。 

補 港 か ら ス パイ ス yuhana へ 行く アー スカ ー の 中 で 、 ア ー ス 戦車 の 
三 紀 区 発 探 た 


し か し 、 ど こ に も ニュ ー ス は な か っ た 。 華美 美鈴 が 、 羽 田 か ら 上 海 に 出国 し 
た と いう ニュ ー ス は な か っ た 。 成功 し た と 思っ た 。 今頃 は 、 華 美美 鋼 は 、 フ 
ロリ ダ に 向かっ て いる 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

どう し て 声 が 揃う つの か わか ら な い 。 

「 ジ ン は 今日 も クア ラル ンプ ー ル で す 」 

「 何 か ト ラブ ル で も ? 」 

「 倉庫 を 増やし て いま す 」 

「 マ レー シア の 売上 が 増え て いま す 」 

「 問題 が あめ る わけ で は な い の か 」 

「 順調 で す 」 

「 厨 誇 は どう な っ て いま すか ? 」 

「 まだ お 昼 の 用 意 を は じ め て いま せん 

78 人 の 社員 の 昼食 は 、 み ん な で 交代 に つく っ て いる 。 お か ず は 大 容量 の アー 
ス 冷 蔵 庫 に ある 。 主 菜 を つく る だ け だ 。 そ し て ご は ん を いろ いろ 工夫 し て い 
る 。 人 数 が 多い が ビッ フェ 方 式 だ 。 み ん な 自分 が 好き な も の を よそ っ て く 
る 。 

「 30 分 借り る か ら 」 

「 キ レイ に 使っ て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 は キッ チン か ら 、 サ ケ の 揚げ 物 ジ ャ ワカ レー の レシ ピ を 持っ て 外 に 
出 た 。 
スパ イス は すべ て キッ チン に 揃っ て いる 。 

ご は ん は 炊い て いる 時 間 が な い の で レン ジ ご は ん を 買っ た 。 
サケ の 揚げ 物 の レシ ピ が な い 。 

「 リ ニニ ちょ っ と 時 間 が な いか 」 

「 キ ッ チ ン で すか ?」 

「 サ ケ の 揚げ 物 が で き な い ん だ けど ,」 

「 小麦 煽 と 卵 と パン 粉 を 買っ て きま す 」 

「 私 が 行く か らい いい!1」 

「 ジ ン の 冷蔵 庫 と ラッ ク に 食品 を 買い て くだ さい 」 


「 みん な キレ イ に キッ チン 使う か ら 食品 も わか っ て る か ら 」 
「 卵 1 つ な く な っ て も わか る か ら 」 

「 理解 し た 」 

湯 花 邪 無 に は 、 サ ケ の 揚げ 物 を つく る こと が タイ ヘン だ っ た 。 
掃除 を し て いる と リ ニ が や っ て きた 。 

「 どう だ ? こん な も ん で 」 

ゲッ ド だ 」 

「 どう も あり が と う 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は どう し た の だ 」 

「 料理 人 に な る 」 

リ ニ は あり 得 な いと いう 顔 を し て 湯 花 邪 無 を 見 て いた 。 

まだ 11 時 だ っ た が 、 湯 花 邪 無 は 、 サ ケ の 揚げ 物 と ジャ ワカ レー を 食べ て み 
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二 に 送っ て も ら っ た 、 水 野 ま さ み ス パイ ス 教 室 の レシ ピ 集 を 開い て みた 。 
分 、 1 桁 間違え て スパ イス を 使っ た 気 が し た 。 

幸い な こと に 、 ま だ ジン は 帰っ て いな か っ た 。 

食品 の ポリ 袋 に 移し て 3 重 に し て アー スカ ー に 持っ て いっ た 。 

こう いう と き に 、 ど こ に 棄て た らい い の か 、 湯 花 邪 無 は わか ら な い 。 

ジャ カル タ の ゴミ の 収集 が どう な っ て いる の か わか ら な いい 。 

タ ベ ッ ト の マン ショ ン は 、 す べ て ジン が や っ て いる 。 ゴ ミ が どう な っ て いる 
の か わか ら な い 。 北 千住 の マン ショ ン も 沢 風 ゆ り が や っ て いる 。 

リ ニ が や っ て きた 。 

に だ つう 56 し 定 7 コ 

「 食べ た の で すか ? 」 

「 今日 の お 昼 は キャ ン セ ル で すか ? 」 

「 食べ ます 」 

「 お いし く な か っ た の で すか ? 」 

「 辛 過ぎ た 」 

「 食べ られ な い ? 」 

「 え え 」 


「 どう し た の で すか ? 」 

「 棄て た の で すか ? 」 

「 え え 」 

「 どこ で すか ?」 

「 車 」 

「 車 に 四 い が 着き ます 」 

「 キ ー を 貸し て くだ さい 」 

「 どう する ん だ 」 

「 ス パイ ス yuhana は 業務 用 で 毎晩 ゴミ を 収集 し て も ら っ て いる ん で 
す 」 

リ ニ は アー スカ ー か ら 食 品 の ポリ 袋 持 っ て き て 、 ど こ か へ 持っ て いっ た 。 
「 こ ん な こと は わた し に 吉 っ て くだ さい 」 

「 ジ ン に は 内 緒 に し て お きま すか ら 」 

「 あり が と う 」 

結局 ダメ だ っ た 。 こ ん な ん で スパ イス 学 の 教授 で いい の だ ろう か と 思っ て し 
まっ うっ 。 

「 た だ いま 」 

「 遅 いけ ど 」 

「 な に や っ て ん の ? 」 

「 中 国 ス パイ ス を 調べ て いた 」 

「 中 国 や る の か ,」 

「 研究 中 だ 」 

「 早 く 帰 る ん だ っ た ら 料 理 を 教え よう と 思っ た ん だ けど ,」 

「 今 日 は 牛肉 の ココ ナツ 煮 」 

「 ワ イン 冷た くし て ある 」 

「 あり が と う 」 

の 

「 着替え て きま す 」 

「 用 意 し て る 」 

ジン か ら お 昼 の サケ の 揚げ 物 と ジャ ワカ レー の 失敗 の 話 が 出 な か っ た 。 リ ニ 
は ジン に 内 緒 に し て いる の だ と 思っ た 。 


「 明 日 は どう する の ? 」 

「 料理 学校 に 新宿 だ 」 

「 わ た し は 休み だ か ら ガ ン バ ル 」 

ジン が 休み の 前 は 良く な い 。 湯 花 邪 無 は 睡眠 不足 に な る の だ 。 

さっ き 眠 り に つい た よう だ っ た が 、 7 時 に は 暑く て 目 が 覚め た 。 

ジン は 眠っ て いる 。 

シャ ワー に 起き て キッ チン へ 向かっ た 。 

「 ビー フン ソバ を チン し て 食べ て 」 

夜中 に 起き て つく っ た の だ ろう つか が 。 

お 互い に さっ き 眠 っ た ば か り で ある 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

お 客 さ ん が 荻 く が お か まい な し で ある 。 

コー 必 王 ルー デブ 秒 2」 

Eee 

『 が ボッ ウト ドラ ュ 

「 あ り が と う 」 

湯 花 邪 無 は 、 ス マ ホ で イヤ ホン で 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 聞い た 。 
華美 美 負 の 話 は どこ も 出 て こない 。 多 分 、 フ ロリ ダ に 届い た の だ と 思っ た 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 料理 に 慣れ て な いか ら ス パイ ス の 量 を 失敗 する けど 仕方 
が な いか ら 」 

「 わ た し た ち は 身 体 が 覚え て いる 」 

「 そ こま で いか な いと 難し い 」 

「 あ り が と う 」 

リ ニ は ジン が いな く て も 立派 に や っ て いけ る か も し れ な いと 思っ て し まう 。 
週 に 3 日 も 休 お の だ か ら 、 リ ニ の よう いな 人 が いな か っ た ら 運 営 で き な い 。 
「 ミス ター ユ 八 ナ 今 日 は 勉強 し て きた か 」 

7 月 25 日 金曜 日 で ある 。 魚 料理 だ 。 ナ イフ 使い を 練習 し て きた か で ある 。 
「 忙 し く て 練習 し て いな い 」 

「 今 日 は ケン バン グ の 慮 揚げ バラ ー ド ソー ス だ 」 

「 ケ ン バ ン グ を 1 匹 買 っ て き て 」 


「 み ん な で 1 区 か 」 
「 1 人 1 臣 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は スマ ホ で ケン バン グ を 調べ た 。 サ バ で ある 。 
サバ を どう する の だ ろう 。 3 枚 に お ろ し た けり は し な い だ ろ う 。 
サバ は デカ イ が どう する の だ ろう 。 
誰 も 湯 花 邪 無 を 知ら な い 。 1 人 者 で 失業 者 だ 。 主 夫 の 修行 を し て いる 。 
ワイ ワイ 吉 い な が ら ス ー パ ー に 来 た 。 
湯 花 邪 無 は 買い 物 を し な いか ら わ か ら な い が 、 最 近 の 日 本 の 女性 は サバ を わ 
か ら な い の で は な いか と 思う 。 水族 館 で し か わか ら な い 。 
みん な 調理 し て ある の だ 。 
沢 風 ゆ り が 自分 で 調理 する こと が 臣 き で も ある 。 
魚 コ ー ナ ー に 行く と 、 魚 を その まま 売っ て いる 。 
日 本 で は あり 得 な い 。 サ バ が 小さ い 。 
「 切る の か 」 
「 そ の まま で よい 」 
魚 売場 が 切っ て くれ る よう だ 。 
「 内 臓 だ け 出 し て 」 
「 頭 は どう する の だ 」 
つう は で を 1 
ミナ は サバ の 内 臓 だ け を 取り 出し て みせ た 。 
次 に スパ イス を 使っ て の ソー ス つ くり だ っ た 。 
少し 小さ い サ 條 を 唐 揚 げに し て スパ イス の 効い た ソー ス を か け て 食べ る の 
だ 。 
サバ は 骨 が 硬く て 、 さ す が に 、 胃 ご と 食べ る わけ に は いか な い 。 箸 で より 分 
け て 食べ る 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は お いし く で きた の か ,」 
「 ま あま あ だ ,」 
「 今日 は 東京 で は な い の か ,」 
「 食べ た ら 東 京 に 行く 」 
「 それ は 残念 


湯 花 邪 無 は 急い で スパ イス y u h a n a へ 向かっ た 。 


「 こんにちわ び ー」 

「 お か えり な さい ,」 

「 リ ニ 何 か あり ます か ? 」 

「 順調 で す 」 

「 今日 の 料理 は な ん で すか ? 」 
「 サ 條 の 唐 揚 げ バ ラー ド ソ ー ス 」 
「 持 っ て な いけ ど 」 

「 食べ まし た 」 

「 グ ッ ド ?」 

「 ま あま あか な 」 

に 当選 池 」 

「 新宿 に 行き ます 」 

「 わかり まし た 」 


「 ジ ン が 休み な の は わか っ て いま すか ? 」 


に 軸 の (でも! る .』 


「 リ ニ は アー スカ ー ま で 送っ て きた 」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 、 日 本 の ライ ブチ ャ ン ネ ル を 見 た 。 ア ー ス 戦車 の 


こと は どこ も や っ て いな い 。 多分 、 


「 こ ん に ち わ ー」 
「 こ ん に ち わ ー」 


華美 美 鋼 は 、 フ ロリ ダ に 届い た の だ 。 


湯 花 邪 無 は 水野 まさ み の 部 屋 へ 行っ た 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 今 日 の 料理 は な ん だ っ た の で すか ? 」 


「 サ バ の 揚 げ バ ラー ド ソ ー ス ,」 
「 難 し い 料 理 を や っ た ん だ 」 

「 ま あま あ だ っ た , 

「 な ん か あり ます か ? 」 

「 順調 で す 」 

「 わ さび を 読ん で いま すか ら 」 

「 わ かり まし た , 


「 山井 さん と は 連絡 を と れ て いま すか ? 」 


「 新宿 駅 8 時 の 新幹線 で す 」 

「 ジ ニ も わか っ て いま すか ? 」 

「 え え 」 
湯 花 邪 無 は わさび を 本 格 的 に 研究 し な いと いけ な いと 思っ て いる 。 
18 時 に な っ て 、 湯 花 邪 無 は 電車 で 北 千 住 に 向かっ た 。 
華美 美 負 は 、 上 海 で 、 落 し 物 だ と いっ て 、 湯 花 邪 無 に アー スカ ー の キー を 渡 
し て くれ る は ず だ っ た 。 忘れ て その まま フロ リ ダ に 行っ た の だ ろう 。 そ の う 
ち 郵 便 で 送っ て くれ る だ ろう 。 

し だ 1 ま や 

「 お か えり な さい 」 
沢 風 ゆ り が キッ チン で 待っ て いた 。 

「 華美 さん は フロ リ ダ に 帰れ た ん だ ろう か 」 
沢 風 ゆ り の 目 か ら な み だ が 流れ て きた 。 

「 ど うし た ん で すか ? 」 
華美 美鈴 が 沢 風 ゆり の 部 屋 か ら 出 て きた 。 

に 

「 上海 で 捕まっ て 脅 さ れ て 羽田 

「 犯罪 だ けど 」 

「 ス マ ホ は どう し た ん で すか ? 」 

「 上 海 室 港 で 捨て まし た 」 

「 そ れ は 残念 

「 キ ー は どう し まし た ? 」 

アラ ジ ギ ヤー ュ 

が 』 

「 羽田 で また 走っ た の で すか ? 」 

「 上海 は 逃げ 方 が わか ら な い 」 

「 脅 され た フリ し て 羽田 に 帰っ た の か 」 

「 グ ゲッ ド アイ デア だ っ た か も し れ な い 」 

「 同 じ 飛 行 機 に 乗っ て いた の で すか ? 」 

「 え え 」 

「 ス マ ホ が 残念 だ な ー」 


「 スマ ホ で ゆり が わか る し 湯 花 さん が わか る 」 

「 す ご い 執 念 だ な ー」 

「 仕事 の プロ だ と 思う ? 

「 足 が 遅 いか ら 助 か る けど 」 

「 これ で わか っ た こと は ー ア メリ カ の 戦車 の 会 社 に 関係 な く 先 里 風 香 に 協力 
させ た いこ と だ 」 


「 先 里 風 香 は 、 た と え 華 美 さ ん に 何 が あっ た と し て も 、 日 本 に 来る こと に 応 
じ ま せ ん よ 」 

「 戦車 を 動か す ほ どの パワ ー ア ッ プ の 方 法 を 要求 され て も 、 応 じ ま せ ん よ 」 
「 方 法 が わか っ た ら 人 間 は 際限 が な いか ら 危 な い 」 

「 ご は ん を 食べ まし ょ う 」 

「 で も な に も な く て 良かっ た 」 


先 里 風 香 


の ルッ 


7 月 26 日 土曜 日 で ある 。 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ に 向かっ た 。 

8 時 の 便 に 乗る 。 

「 美鈴 が いな く な っ た 」 

「 控 さ な い で ほし いと いう メモ が あっ た 」 
沢 風 ゆ りか ら の メー ル だ っ た 。 
華美 美 負 は 、 ど うし て も フロ リ ダ に 帰ら な いと いけ な い の だ ろう 。 先 里 風 香 
の 代理 人 を や っ て いる 。 戦 車 だ け で は な い 。 ア フリ カ の 国 は 、 一 気 に 近代 化 
を し て いる 。 ア ー ス バッ テリ ー の 街灯 な ども や っ て いる 。 信号 の アー スバ ッ 
テリ ー 化 も 進め て いる 。 
みん な 華美 美 負 が や っ て いる の だ 。 先 里 風 香 は 表 に 出 な い 。 そ も そ も オ トコ 
か オン ナ か も わか ら な い 。 も 顔 を 見 た こと が な い 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 
も うす ぐ お 店 を オー プン する 

「 明日 の 日 曜 は な に か ある の か 」 

「 山井 生 江 さ ん と 長野 の わさび の 森 に 行き ます 」 

「 今 日 は 新宿 に 帰る の か 」 

「 わ か っ た ,」 

「 わた し は ホー チミ ン に 行く 」 

「 ベトナム も は じ め る の か 」 

「 ジ ャ カル タ の 宅配 の 会 社 が ホー チミ ン に 会 社 を つく っ た の で 見 に 行く 

「 あ あ 」 

「 わ た し に 住 せ て いい の か 」 

「 も ちろ ん 」 

「 8 月 13 日 は 誕生 会 だ か ら 」 


「 どう する ん だ 」 

「 日 本 料理 と お すし を や る 」 

「 マ グロ の 刺身 の ショ ー を や る 」 

「 す ご いな ーー」 

「 お 金 か か る けど みん な 楽し み に し て る 」 

「 も う 知 ら せ て ある の か 」 

「 みん な 家族 が いる か ら 調 整 する 

「 リ ニ は 今日 は 休み の 日 だ か ら 」 

「 わ か っ た 」 
沢 風 ゆ りか ら の メー ル が きた 。 

「 い いっ て きま す ,」 

「 気 を つけ て 」 

「 プ サン 行き の 舶 の 中 に いる 」 

「15 時 に プサン に 着く 」 

「 お 金 が な い 」 

「 タ ー ミ ナル ビル か ら 出 な いよ うに 」 

「 どう する の ? 」 

「 プ サン に 行く 」 

「 公 象 電話 の 前 に いる か ら 伝 える 」 

プサン で カー ド を 使わ な いで 移動 する こと は 難 し い 。 
湯 花 邪 無 は 念 の た め に ジャ カル ター プサン 14 時 を 予約 し た 。 
わさび は 新鮮 が 売り の よう だ 。 ス パイ ス yuhana が 売っ て いる スパ イス 
と は 異な る 。 
スバ イス の よう に 粉末 に する こと は 簡単 に で きる 。 そ れ は それ で スパ イス と 
し て 使え る 。 刺 身 な ど に 使う わさび だ 。 
練り わさび は た くさ ん 売っ て いる 。 
スラ イス わさび だ っ た ら ど うな る の か 考え て みた 。 0 ・ 1 ミリ より も も っ と 

薄く する 。 ス ライ ス し た まま 真空 パッ ク で 販売 する 。 薄 いか ら 箸 で 裂く こと 

CS だ ら う 3 市 呈 に 朱 せ れ 恒 お は 暫定 を (ジグ の だ き の 上 
0・1 ミ リ よ り 薄 く ス ライ ス で きる の だ ろう か 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ムリ ビン グ に ご は ん を 用 意 し て ある 」 


新入 社員 の ラナ ン が 呼び に 来 た 。 
「 一 緒 に 食べ て も いい か 」 
っ op kc 
ラナ ン は 18 歳 で ある 。 
「 ジ ン か ら 電 話 が あっ た ,」 
「 な ん だ っ て ?」 
「 1 人 で 寂し いか ら 一 緒 に 食べ て くれ 」 
「 あ り が と う 」 
ナシ チャ ンプ ブル で ある 。 
ご は ん を 真ん中 に つい で 、 ま わり に お か ず を 好き な よう に 乗せ て 食べ る 。 
お か ず が 10 種 類 く らい 用 意 さ れ て いる 。 
て スー ブ だ 。 
ビッ フェ で ある 。 
「 ジ ン は 14 時 に 帰っ て くる と 吉 っ て いた ,」 
「 私 は 用 事 が ある か ら 14 時 に ジャ カル タ を 出 ま す ,」 
「 ジ ン に 伝え て お く 」 
「 え え 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は カラ オケ は 上 手 な の か 」 
「 下手 だ 」 
「 今 度 一 緒 に 行か な いか 」 
「10 代 の 4 人 で 週 1 で 行っ て いる 」 
「 ジ ン に 填 っ た ら 誘 っ て も か まわ な いと 言っ て いた 」 
「 今 度 行 く と き メ ー ル し て いい か 」 
「 わ か っ た ,」 
湯 花 邪 無 は 14 時 45 分 に は プサン に いた 。 タクシー で 橋 で ある 。 そう 遠 く 
は な いり 。 
湯 花 邪 無 は ター ミナ ルビ ル で 待っ た 。 
15 時 10 分 に な っ て 、 ゾ ロ ゾ ロロ と お 客 さ ん が や っ て きた 。 
届 UNIS BS 高速 舶 で 飛ぶ よう に 海 を 走る 。 
美美 負 は 、 す ご いこ と を 思い つい た 。 
82 いな い 。 現金 が 尽き た の だ 。 


最後 まで 待っ た の だ が 華美 美鈴 は 降り て 来 な か っ た 。 
「 湯 花 邪 無 さ ん あり が と う 」 

「 振 り 向 か な いで その まま 空港 に 行き た い 」 

華美 美鈴 の 声 だ っ た 。 チ ョ ゴリ 姿 を し て いる と 思っ た 。 どこ か ら 見 て も 韓国 
女性 な の だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 、 タ クシ ー で さっ き 来 た プサン 空港 へ 向かっ た 。 ドル を そっ と 
渡し た 。 

タク シー の 中 で は 何 も 話 さなか っ た 。 

湯 花 邪 無 と 華美 美鈴 は 、 連 れ の よう な 雰囲気 で は な か っ た 。 何 も 話さ な い 。 
華美 美 負 は 、 プ サン か ら 仁 川 空港 の チケ ッ ト 買 っ た 。 さ っ き の ア メリ カド ル 
で 買っ た 。 そ れ を 見 て いた 湯 花 邪 無 は 、 同 じ よ うに 仁川 空港 まで の チケ ッ ト 
を 買っ た 。 

湯 花 邪 無 も 華美 美 鋼 も 外国 人 だ が 、 パ スポ ー ト と 上 顔 パ ス で 通れ る 。 

湯 花 邪 無 は チョ ゴリ 姿 の 華美 美 鋼 を 正面 か ら 見 た 。 似 合っ て いる 。 

何 も 話 さ な い 。 仁川 空 港 を 出る まで は 安心 で き な い 。 

華美 美 負 は 、 仁 川 空港 発 17 時 15 分 ニュ ー ヨ ー ク 空港 の チケ ッ ト を 買っ た 。 
湯 花 邪 無 は 後 か ら 見 て いた 。 そ し て 羽田 行き の チケ ッ ト を 買っ た 。 17 時 38 
分 で ある 。 華 美美 負 が 搭乗 する の を 見 届け よう と 思っ た 。 

ニュ ー ヨ ー ク 行き の ゲー ト ま で の 動く 歩道 に 乗っ て いた 。 前 に 華美 美久 が い 
る 。 も う 搭 乗 が は じ ま っ て いる か も し れ な い 。 

後 か ら チ ョ ゴリ の お 年 寄り が や っ て きた 。 

「 助 け て いた だ いて あり が と う 」 

それ だ け 言 っ て 、 湯 花 邪 無 と 華美 美 鋼 を 追い 越し て 行っ た 。 

華美 美鈴 は 立ち 止ま っ て シュ ー ズ を 直し た 。 

「 先 里 風 理 は さっ き フ ロリ ダ か らき て 韓国 に 入国 し て いな い 」 

「 あ り が と う 」 

華美 美南 は 、 そ れ だ け 喜 つと 、 搭 乗 口 に 向かっ た 。 

湯 花 邪 無 は 、17 時 15 分 発 ニ ュー ヨー ク 行 き が 出発 する の を 確認 し て 羽田 行 
き の ゲ ー ト に 向かっ た 。 


アー スラ イ テ ィ ング 3 0 0 0 万 記念 式典 


大 人 ま ュ 

「 お か えり な さい 」 

「 どう な り ま し た ?」 

「 先 里 風 香 に 会 いま し た 」 

「 え ?」 

「10 秒 ぐら い だ っ た けど 」 

「 助 け て くれ て あり が と うっ て 吉 わ れ ま し た 」 
oo が 

「 仙川 空港 か ら 出 て いな か っ た ん で す 」 
「 フ ロリ ダ か ら 来 た の ? 」 

「 そ うら し いで す 」 

「 美 狂 は 知っ て いた の ? 」 

「 知 っ て いた と 思い ます 」 

「 どう や っ て 連絡 と っ た の ? 」 

「 わかり ませ ん 」 

「 昨 日 の 夜 は 何 も な か っ た で し ょ ? 

「 そう で すね ,」 

「 じゃ ー ア メリ カ に 行っ た ん だ 」 

「 私 が 確認 し まし た か ら 」 

「 先 里 風 香 が アイ デア 出し た の ね 」 


へ N 
「 多分 」 


「 新幹線 で 下関 か ら 舶 で プサン っ て フツウ は 気づか な い 」 
「 そ う で すね,」 

「 いろいろ あり が と う 」 

「 湯 花 邪 無 に は 迷惑 か けた 」 

「 こ の こと は 終わ り だ か ら .」 

「 え え 」 

「 肉 じゃ が に ネギ 納豆 」 


「 食べ まし ょ う 」 
同じ ベッ ド で 眠る の は 久しぶり だ っ た 。 華美 美 鋼 が いた の だ 。 沢 風 ゆ り は 
ベッ ドル ー ム に いた 。 
ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ プチ ャ ン ネ ル を 見 て みた 。 

「 ちょ っ と 来 て くだ さい 」 

「 な に 」 
華美 美 鋼 だ っ た 。 早朝 で ある 。 

「 今 日 の アフリカ アー スラ イ テ ィ ング 3 0 0 0 万 記念 式典 に 先 里 風 香 の 代理 
で 出席 し ます ,」 

「 う ち 1 0 0 0 万 は 街灯 で す 」 
アフ リカ 諸国 は 、 一 気 に ア ー ス ライ ティ ング に 変わ っ て し まう 。 欧米 や 日 本 
な どの 昔 の 先進 国 は 、 電 力 供給 の し が ら み が あっ て 、 ア ー ス ライ 
全面 的 に 移行 で き な い で いる 。 日 本 の 電力 供給 会 社 が 、 ア ー ス ラ 
の シス テム を 販売 する 話 も あっ た の だ が 、 自 ら 首 を 絞め る よう な も の だ と い 
つう 議論 に 、 頓 挫 し て し まっ た 。 
中 国 も イン ド も 上 路 踏 し て いる 。 イ ンド ネシア が 積極 的 に アー スラ イ テ ィ ング 
を 取り 入れ て いる 。 3 基 あ っ た 原発 を 止め る 法案 が 通過 し そう で ある 。 

「 日 本 で 行方 不明 に な っ た と の 報道 が あり ます が 、 こ の と お り けり 元気 で す の 
で 、 明 日 カサ プラ ンカ に まい り ま す 」 

「 2 度 も 羽田 を 疾走 し て いる あな た の 動画 が アッ プ さ れ て いる の だ が 」 
華美 美鈴 は 、 質 問 に は 一 切 応 じ ず に 、 引 き 上 げた 。 

「 美 負 の こと は 考え な いで 」 

「 八 イボ ー ル 」 

「 あり が と う 」 
沢 風 ゆ り は 、 ス ポー ツジ ム の イン スト ラク ター で ある 。 火 が つく と 止ま ら な 
し 1。 


湯 花 わ さび の 森 


7 月 27 日 日 曜 で ある 。 


「 ち くわ ーー わさび で 食べ て 」 

「 新宿 何時 ? 」 

0 8 時 」 

「 今晩 は ? 」 

「 ここ に 帰り ます 」 

「 私 が ご は ん や る か も し れ な い 」 

5 ウソ 」 

「 メー ル し ます 」 

「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 電車 で 新宿 に 向かっ た 。 

「 ジ ニ お は よう ,」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 奥 に 行っ て 」 

「 わ さび の こと 少し は 勉強 し まし た 」 

ジニ は 湯 花 邪 無 と 2 人 で 話す 時 は 、 イ ンド ネシア 語 を 使う 。 細 か いと ころ ま 
で 表現 が で きる か ら だ 。 湯 花 邪 無 は 、 イ ンド ネシア 人 で ある か の よう に イン 
ド ネ シア の 吾 葉 を 話す 。 

「 イ ンド ネシア に は こん な スパ イス は な いけ ど 」 

「 イ ンド ネシア の スパ イス は 肉 や 魚 と の 相性 の た め に 発見 され た よう な も の 
だ 」 

「 わ さび は 肉 に は 使わ な い 」 

「 肉 の 刺身 に 使う りこ と も ある けど ,」 

「 わ さび は 調味 料 で は な い 」 

「 イ ンド ネシア で は 使い 方 が 難し い 」 

「 日 本 の 人 は 刺身 を た くさ ん 食べ る し お 茜 漬け も た くさ ん 食べ る 」 

9 時 に は 諏訪 に 着い た 。 

「 お 待ち し て いま し た ,」 

山井 生 江 が 待っ て いた 。 

「 わ た し が 運転 し ます 」 

9 の ペ 力 太 うつ 訪 、 


9 時 30 分 だ っ た 。 


「 こ こ で す 」 


「 赤岳 山荘 の 下流 で す 」 
ジニ は こん な 山 な の か と いう 顔 を し て いる 。 

「 わ た し の 研究 室 で す 」 

「 ブ プレハブ だ っ た 

「 ど う ぞ 」 


中 は 大 学 の 研究 室 の よう だ っ た 。 

「 ここ は 大 学 の 研究 室 な の か 」 

「 私 が 県 か ら 借 り て いる 」 

「 こ こ は 」 

「 私 の 個人 の 建物 だ 」 

「 アルバイト を し て いる 」 

「 借金 が ある 」 

「 何 を し た い の だ 」 

「 お いし いわ さび を つく り た い 」 

「 畑 が ある の か ,」 

「 案内 する 」 

少し 離れ た と ころ に 小さ な 流れ が 段 に な っ て いた 。 
「 次郎 つい る の ? 」 

「 い る 」 

「 葛 で す 」 

「17 歳 で すけ どこ こ で アル バイ ト し て いま す 」 

「 どう いう こと だ 」 

「 わ さび を 売っ て る か ら 」 

「 2 人 で そっ と や っ て る か ら こ れ 以 上 は で き な い 」 
「 わ た し も 大 学 だ し 次 郎 も 高校 だ し 

「 見 せ て くれ な いか 」 

さして 大 きく な い 段 な の だ が 、 手 入れ が 行き 届い て いる 。 真夏 な の に 水 が 冷 
た し !。 

「 こ の 畑 は ? 」 

「 か らし 菜 」 


0 
売っ て は いな いけ ど 研 究 し て る 」 

「 唐辛子 も 栽培 し て いる 」 

「 わ さび は どこ で 商品 に し て いる ん だ 」 

「 茅野 市 内 」 

「 ほ そ ぼ そ と や っ て る ,」 

「 姉 弟 で や っ て る の か ,」 

「 練 っ て 詰め る だ け だ 」 

「 道 の 駅 と か で 売っ て いる 」 

「 お 父さん と お 母さん は ? 」 

「 石川 県 に いる 」 

「 2 人 で 長野 に いる の か ,」 

「 わ た し が 長野 の 大 学 に 入っ た か ら 」 

「 弟 も 同じ 大 学 に 入る こと に な っ て いる 」 

「 お いし いわ さび を どう 間断 し て いる ん だ 」 

「 切 っ て 香り を 号 ぐ と わか る 」 

「 私 は 、0 ・ 1 ミリ くら い に 薄 く ス ライ ス し て 使う と 、 も っ と いろ ん な 料理 

に 使え る の で は な いか と 思っ て いる 」 

「 スラ イス し て カタ チ は その まま で 真空 パッ ク し て 新鮮 を 確保 する 」 

「LUUU か も し れ な い 」 

「 最新 の カッ ター に すれ ば 難し いこ と で は な い 」 

弟 が 口 を 挟ん だ 。 

「 そ ん な 機械 が ある の で すか ? 」 

「 諏訪 に は 精密 機械 は 何で も ある 」 

山井 生 江 と 次 郎 姉 弟 は 、 諏 訪 ま で 送っ て くれ た 。 

「 これ は 私 の ポケ ッ ト マ ネー だ 」 

「 今日 の お 礼 で す 」 

「 自由 に 使っ て くだ さい 」 

1 0 0 万 円 の 封筒 を 持っ て きた 。 多 分 、 こ うだ ろう と 思っ て いた 。 借金 の 1 

部 に は な る と 思っ た 。 

「 来週 の 日 曜日 に も う 1 度 来 て くれ ませ ん か 」 


「 わ さび の スラ イス を 試し て お く か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 さ っ き 採 れ た ば か り の わさび だ けど 、 食 べ て みて くれ ませ ん か 」 

「 あり が と う 」 

ジニ は ずっ と 目 を 輝 か せ て いた 。 

「 包丁 で スラ イス は で き な い か も し れ な い が や っ て みる 」 

「 ホ ント に 生 だ か ら お すし も 違う 味 が する か も し れ な い ,」 

「 お 刺身 も \ い いか も し れ な い 」 

ジニ は 、 興 味 を 示し た 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい ー」 

どう し て みん な が お か えり に な る の か わか ら な い 。 

ES 必 填 ぎ 』 

「 次 郎 と いう 弟 も いて 熱心 だ っ た 」 

「 どう いう ふう に スパ イス 湯 花 の 仲間 に する の で すか ?」 

「 湯 花 わ さび の 森 」 

「yuhana の 森 の よう に で すか ? 」 

「 そ れ と わさび 工房 

ジニ は わさび を 持っ て 厨房 に 向かっ た 。 ス ライ ス し て みる の だ ろう 。 
「 畑 は 県 か ら 借 り る こと が で きる ん だ ろう けど 、 わ さび 工房 も わさび の 森 の 
研究 室 も 建物 を つく ら な いと いけ な い ,」 

「 3 0 0 0 万 円 くら いか か る と 思う けど 準備 し て 欲し い 」 

「 私 が スパ イス 湯 花 に 3 0 0 0 万 円 増資 する 」 

「 わ か り ま し た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 わ さび を 1 本 も ら っ て 北 千住 に 急い だ 。 

「 今 日 は 刺身 を 私 が 買っ て 帰り ます ,」 

沢 風 ゆ り の 返事 は すぐ に な い 。 ス ポー ツジ ム の イン スト ラク ター な の だ 。 
日 本 の 包丁 より も 、 湯 花 邪 無 が 使っ て いる ジャ カル タナ イフ の 方 が 、 薄 く ス 
ライ ス で きる よう な 気 が し て いる 。 早く や っ て みた い の だ 。 

近く の スー パー マー ケッ ト で 、 プ ブリ と 鯛 と イカ の 刺身 を 買っ た 。 ゆ り の た め 
に 刺身 の 盛り 合わ せ を 買っ た 。 


チン する ご は ん も 1 つ 買 っ た 。 

早く や っ て みた い の だ 。 

ご は ん を 温め て 、 ジ ャ カル タナ イフ で わさび を 切っ て みた 。 

切り 口 の 中 間 か ら カ ッ ト す る と 薄く カッ ト で きる 。 キ レイ な 輪 に する こと も 

な い 。 

わさび の 皮 は カッ ト し な いと 食べ に くい 。 

驚い た こと に 、 薄 く 半 月 状 に カッ ト し た わさび は 、 香 り は よい の だ が 辛く な 

か っ た 。 

それ を ナイ フ で 細か く 砕 く よ う に カッ ト す る と 香り も 辛 さ も 絶妙 な の だ 。 

し か し 、 商 品 イ メー ジ の た め に は 、 わ さび の 原形 を 月 さ な い ほう が 好ま し 
カッ ト す る 時 に 、 カ タチ を 壊さ ず に グチ ャ グチ ャ に カッ ト で きる と いい ! 
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そし て 、 1 セン チ で 1 回 分 と し て 、 真 空 パ ッ ク で 6 つく らい に 分 け て お い 

て 、 1 回 使用 毎 に 飲 で カッ ト し て 使う つこ と が 好ま し い 。 な に より も 、 新 鮮 が 

命 で ある 。 

ナイ フ で グチ ャ グチ ャ に カッ ト し た わさび で 鯛 の 刺身 を 食べ て みた 。 絶妙 だ 

思っ た 。 す ご く お い し い 。 ご は ん も お いし い 。 
この こと を 、 ワ ー ド 1 枚 に し て 山井 生 江 と ジニ に メー ル し た 。 


わさび の た た き 


わさび の た た き と ア ジ の た た き 


7 月 28 日 月 曜日 で ある 。 

1 

シャ ワー か ら 出 て きた 湯 花 邪 無 に お 革 漬 け を 用 意 し た 。 

「 昨 日 の わさび の 余り を 使っ た 」 

「 ナ イフ で グチ ャ グチ ャ に し た らい い 感 じ に な っ た 」 

「 お 塩 と ゴマ を 加え た ,」 

「 い いた だ きま す ,」 

湯 花 邪 無 は いい 香り だ と 思っ た 。 食 べた こと が な いわ さび 茜 漬 け だ っ た 。 

「 ア イデ ア を いた だ いて あり が と う 」 

「 次 郎 は さっ そく スラ イス の 機械 の 会 社 に 出かけ て いま す 」 

湯 花 邪 無 は ヴ ャ カル タ に 着い て いた 。 

カサ ブラ ンカ で 日 曜 に あっ た アフ リカ アー スラ イデ ィング 3 0 0 0 万 条 の 記 
念 式典 の ニュ ー ス が 流れ て いた 、 ジ ャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ だ 。 

華美 美 負 が 主役 の よう で ある 。 羽田 で 脱 兎 の ご と く 走 り 抜け た 華美 美 鉛 と は 
別人 の よう で ある 。 湯 花 邪 無 が 仙川 空港 で 会 っ た 男 が 先 里 風 香 で あれ ば 、 か 
な り の お 年 で ある 。 華美 美 負 が いな か っ た ら 困 る 。 先 里 風 香 に は 代理 が 必要 
で ある 。 

アフ リカ で は 、 こ の よう に 歓迎 され る 華美 美 鋼 で ある 。 日 本 で の 対応 に は 、 
あり 得 な い 驚 き を 感じ た だ ろう と 思っ た 。 日 本 の 戦車 の 会 社 な の だ ろう が 、 
先 里 風 香 に 、 ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー ア ッ プ の 協力 を させ る た め に 、 華 美 
美鈴 を 誘拐 し よう と し た の だ 。 証拠 は な い が 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

ジン の 部 屋 に 急い だ 。 

「 今 日 の 料理 は ? 」 

「 何 も 聞 いて いな い 」 


「 八ヶ岳 に 行っ た の で すか ? 」 
「 湯 花 わ さび の 森 を つく り ま す 」 
「 わ さび 工房 も つく り ま す 」 
「 3 0 0 0 万 円 スパ イス 湯 花 が 投資 し ます 」 
「 私 が スパ イス 湯 花 に 3 0 0 0 万 円 出資 し ます 」 
「 グ ゲッ ド 」 
の つ 3 で すず が ? ュ 
「 あ な た は 日 本 人 だ か ら わ さび に 強い 人 に も な っ た 方 が いい と 思う 」 
「 や っ ぱり 人 だ か ら 間 違わ な いで ,」 
「 そ うい う 意 味 で 山井 生 江 を 連れ て きた ん だ けど 」 
「 信用 で きる と 思う 」 
「 先 里 風 香 の 吉 うつ よろ い の 少 な い 人 だ と 思う 」 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 口 か ら 先 里 風 香 の 話 が 出 た こと に 驚い た 。 P C か スマ ホ 
で 、 先 里 風 香 の 『 よ ろ い っ て な ん だ 。』 を 読ん で いた の を 見 た の だ ろう 。 
それ に し て も 、 山 井 生 江 を よろ い の 少 な い 人 と 読ん だ こと に も 驚い た 。 
「 料理 教室 に 行っ て きま す 」 
「 い っ て らっし ゃ い 」 
どう し て 声 が 揃う つう の か わか ら な い 。 
「 み な さん 座っ て くだ さい 」 
「 今 日 は ナシ ゴ レ ン を つく り ま す 」 
「 鶏 内 と タマ ネギ と ニン ジン と ほう れん 草 と 卵 を 買っ て き て くだ さい 」 
「 みん な で 協力 し て 買っ て き て も いい で す ,」 
「 卵 は 1 つ し か 使い ませ ん か ら .」 
湯 花 邪 無 は 、 目 玉 焼 き を つく っ た こと も な い )。 
「 ミスター ユ 八 ナ 、 目 玉 焼 き は 最後 で いい で す 」 
「 わ た し の 教え る 順番 に や っ て くだ さい 」 
ミナ は 、 い き な り 有 目玉 焼き か ら や っ て し まう 湯 花 邪 無 が わか ら な い 。 
「 目 玉 焼 き を や っ た こと が な い の で すか ? 」 
「 次 まで に 名 焼 き を 練習 し て き て くだ さい 」 
「 みな さん 、 鶏 肉 を 細か く 切 り ま す 」 
「 わ た し の 教え る と お り に や っ て くだ さい 」 


ミナ の 教え る と お り に や っ て いる の だ か ら お いし い に 決 まっ て いる 。 
「 ミス ター ユ 八 ナ 、 目 玉 焼 き は わか り ま し た か ?」 

「 え え 」 

「 ナ シゴ レン も グッ ド で し た か ? 」 

「 お いし か っ た ,」 

「 今日 は これ で 終わ り に し ます 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ だ け 残 っ て くだ さい 」 

「 私 は これ か ら 東 京 に 行か な か いと いけ な い 」 

「 東京 に 奥さん が いる の で すか ? 」 

「 し いい! ませ ん が 約束 を し て いる 」 

「 近い うち に 時 間 を 空け て くだ さい 」 

「 19 時 か ら 2 時 間 で す 」 

「 せ っ か くわ た し が お いし いと ころ を 紹介 し よう と 思っ て いる の に ,」 
「 お いし い 料 理 を 食べ れ ば 料理 は 上 手 に な り ま す 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の お いし い 料 理 を いつ も 食べ て いる の だ が 、 お いし く 料 理 
が で きる と は 思え な い 。 

「 わ た し の 名 刺 を 渡し て お きま す 」 

「 ミス ター ユ 八 ナ の 名 刺 を くだ さい 」 

「 持 っ て いま せん 」 

「 と に か く 連 絡 を くだ さい ,」 

「 そ れ で は みな さん 水曜 日 に 」 

湯 花 邪 無 は 、 ミ ナ の 意図 は 承知 し て いる の だ が 、 ジ ン と 沢 風 ゆ り で いっ ぱい 
いっ ぱい で ある 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ー」 

ジン の 部 屋 に 行っ た が ジン は いな か っ た 。 

リ ニ が コー ヒー を 持っ て きた 。 

「 ジ ン は エミ ル の と ころ へ 行き まし た 」 

「 何 か あ る の で すか ? 」 

「 生産 を 増やす 話 だ と 思い ます 」 

「 リ ニ 少 し 時 間 が あり ます か ? 」 


「 な ん で し ょ うか 」 

「 卵焼き は 10 分 で で きま すか ? 」 

「 料理 教室 の 宿 症 で すか ? 」 

うー 

「10 分 で や ら な いと 今日 の 給食 の 担当 が や っ て きま す 」 
湯 花 邪 無 は 、 コ ン ビ ニ に 走っ た 。 

「 今 日 の 給食 の 担当 に ニラ を 少し いた だ きま し た ,」 

「 卵焼き だ けど 」 

「 ニ ラ 玉 が お いし いか ら 」 

湯 花 邪 無 は 、 目 玉 焼 きよ り 卵 焼き の 方 が 簡単 だ と 思っ た 。 
「 こ ん な に お いし いと は 思わ な か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 羽 田 ま で の 飛行 機 の 中 で アー スバ パ バッテリ ー の ニュ ー ス を 見 な 
か っ た 。 

興味 が な く な っ た わけ で は な い が 、 緊 急 事態 は な いと 思っ て いる 。 着実 に 、 
アー スバ パ バッテリー は 普及 する 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい ー」 

牧野 由香 が 冷た い ハ ー ブ 茜 を 持っ て きた 。 

「 水野 さん は 今日 は お 休み で す 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 で す 」 

「 ジ ニ は いま すか ? 」 

「 呼 び ま す 」 

すぐ に ジニ が や っ て きた 。 

「 その 後 何 か や っ て み ま し た か ? 」 

「 ミスター ジャ ム は お 昼 は どう し た の で すか ? 」 

東門 で 

「 い いま みん な リビン グ に いま す 」 

「 13 時 30 分 に な っ た ら わ た し が ミス ター ジャ ム の お 昼 を つく り ま すか ら 見 
て くだ さい 」 

「 新 し い 発見 が あっ た の で すか ? 」 


「 説明 で き な い 」 
「 わ かり まし た 」 
「 わた し は 買い 物 に 行き ます 」 
「 これ を 持っ て いっ て 」 
「 1 万 円 じゃ な く て 千 円 は な いか ,」 
湯 花 邪 無 は 、 財 布 か ら 千 円 を 出し た 。 
日 本 の お 金 の 価値 は 、 こ こ 1 0 0 年 変化 し て いな い 。 ア メリ カ も 日 本 と 同じ 
で ある 。 中国 の 元 が 2 倍 の 価値 に な っ て いる 。 
日 本 の 消費 税 は 28% に な っ て いる 。 プ ライ マリ ー バ ラン ス は と れ て いる の だ 
が 、 累 積 し た 借金 は 1 8 0 0 兆 円 に な っ て いる 。 国 債 の 暴落 を な ん と か 食い 
止め て き て いる こと が 驚異 で も ある 。 
今後 の 1 0 0 年 で 、 日 本 の 人 口 は 4 0 0 0 万 人 に な る と いう 報告 も ある 。 
4 0 0 0 万 人 に な っ て の 1 兆 8 0 0 0 億 円 の 借金 は 、 も う 、 国 債 の 利払い の 
た め に 日 本 の 人 は 働い て いる か の よう に な る 。 
年 金 も 減額 減額 に な っ て いる 。 
13 時 30 分 に ジニ か ら 呼 び 出 し が か か っ た 。 
「 ア ジ を 3 枚 に お ろ せ な いか ,」 
「 そ ん な こと は で き な い 」 
ジニ は イン ド ネ シア 人 な の に 、 キ レイ に アジ を 3 枚 に お ろ し た 。 
まな いた で 色 丁 で 叩い た 。 
の ご こ で 例え だ の だ 、 
「 わ た し は 日 本 料理 が や り た い 」 
ジニ は わさび を 取り 出し て 、 薄 く カ ッ ト し て ナイ フ で 叩い た 。 
「 少 し 山 板 を 入れ る 、 醤 油 と 
「 ご は ん は お 昼 の 給食 の 余り だ けど 」 
「 味噌 汁 も 余り 」 
「 わた し も 一 緒 に 食べ る 」 
0 
湯 花 邪 無 は 、 最 高 に お いし いと 思っ た 。 
1 2 の 
「 そ れ で 香り が いい の か 」 


"そう だ 

湯 花 邪 無 は 、 ア ッ と いう 間 に わ さび の た た き と ア ジ の た た き を 食べ た 。 
写真 を 、 山 井 生 江 に 送っ た 。 

「 わ さび の た た き と ア ジ の た た き で す 」 

「 最高 に お いし い 」 

「 少し 山 机 が 入っ て いる 」 

5 分 も し な いう ち に 山井 生 江 か ら 返 事 が 来 た 。 

の 2 の EZ だ 

「 あり が と う 」 

「 1 0 0 万 円 も 封 和 商 に 入っ て いた 」 

「 プ レ ハ ルプ を 修理 する の か ,」 

「 私 は 3 0 0 0 万 円 スパ イス 湯 花 に 増資 する 」 

「 ス パイ ス 湯 花 は 3 0 0 0 万 円 で わさび の 森 と わさび 工房 を 充実 する 」 
「 山井 生 江 と 次 郎 は 、 学 生 の まま 、 ス パイ ス 湯 花 の グル ー プ の 1 員 に な っ て 
欲し い 」 

「 わ さび の 森 と わさび 工房 は 山井 生 江 に 任せ る 」 

「 社 員 を 採用 し た り し て ほし い 」 

「 わ さび の 料理 は ジニ が 担当 する 」 

「 1 0 0 万 円 は 、 私 の ポケ ッ ト マ ネー だ か ら 山 井 生 江 と 次 郎 の 個人 的 な こ 
に 使っ て 欲し い 」 

「 よく わか っ た 」 

「 あり が と う 」 

18 時 だ っ た 。 

「 今 日 は 私 が アジ を 買っ て 帰る 」 

沢 風 ゆ り に メー ル し た 。 

「 買い 物 に 来 て いる か ら ア ジ を 買う 」 

「 どう いう アジ だ 」 

「 2 匹 」 

「 生 か 」 

っ ウリ (= 

「 3 枚 に お ろ し て お いて 欲し い 」 


「 早く 帰っ て 自分 で や っ て ,」 
湯 花 邪 無 は 、 慌 て て アー スカ ー に 向かっ た 。 
「 お さき に 一 
「 お つか れ さ まで す 」 
お 店 は まだ や っ て いる 。 
「 頭 落と し て 」 
「 は ら わ た 出し て 」 
に 之 つ コ 
「 痛 の 方 に ナイ フ 入 れる 」 
3 
「 背骨 に そっ て 切り 取る 」 
ド 思 MY 切ら て パシ ら で 」 
9 
「 裏 返し て 」 
「 背骨 の 上 に ナイ フ を 入れ て ,」 
「 思い 切っ て バシ っ て ,」 
rp 
「 それ で 3 枚 に な っ た ,」 
「 皮 は どう する ん だ 」 
「 和 剥ぐ 」 
「 端 を 持っ て 」 
「 引 っ 張る 」 
「 誰か の 見 て た の ? 」 
「 スパ イス 湯 花 の 社員 」 
「 上 手 に な っ て る 」 
「 切 っ て 叩く 」 
「 わ さび は ? 」 
沢 風 ゆ り は 冷蔵 庫 か ら わ さび を 取り 出し た 。 
「 どう する の ? 」 
「 ナ イフ で カッ ト し て 叩く 」 
「 わ た し 味噌 汁 つ くる 」 


「 ご は ん は ? 」 

「 で き て る 」 

「 わ け ぎ 買っ て きた か ら カ ッ ト し て 乗せ て 」 
「 5 ミリ くら い に 切 る 」 

「 あな た の 料理 っ て な ん か お か し い 」 

「 な ん で すか ? 」 

「 現地 人 の 料理 

「 どう し て で すか ? 」 

「 そ の ナイ フ の せい か も し れ な い 」 


「 食べ まし ょ う 」 
沢 風 ゆ り は 、 一 日 食べ て 、 い か に も お いし いと いう 顔 を し た 。 
「 最高 」 


わさび と 鶏 と 米 の スー プ 


「 今 日 は ジャ カル タ だ か ら 」 

「 わ か っ て る 」 

「 華美 美 鋼 さ ん か ら 連 絡 は あり ませ ん か ? 」 

「 も う 連 絡 は な いと 思う 」 

「 お か し な 事件 だ っ た 」 

「 ゆ り は どう し て アジ を 3 枚 に お ろ せ る ん だ ? 」 

「 見 真似 」 

「 誰 も で き な い けど 」 

「 ア ジ の た た き は みん な パッ ク で 買う けど ,」 

「 昨 日 の わさび の た た き と ア ジ の た た き の よ うな お いし さ は どこ に も な い 」 
22 だ が 

羽田 まで の アー スカ ー で ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 日 本 の ジェ ッ ト 機 の 会 社 が 
アー スジ ェ ッ ト を 開発 する と 発表 し て いた 。 な ん と いっ て も 、 飛 行 機 の 時 代 
で ある 。 ア ー ス ジェ ッ ト を 開発 し た い 。 

戦車 の 会 社 も アー ス 戦 車 を 開発 し た が っ て いる 。 華 美美 鈴 に と っ て 日 本 は 危 


険 で ある 。 

旅客 機 の こと で は な い 。 戦 闘 機 の こと だ 。 日 本 の 戦闘 機 は 、 世 界 シ ェ ア ー の 
30% を 占め る ほど に な っ た 。 

1 7 0 年 も 前 に 世界 戦争 で 負け て 武器 は つく ら な いし 販売 し な いこ と に な っ 
て いた 。 ど こ で どう な っ た の か 、 2 1 1 4 年 に は 、 優 秀 な 技術 を 生か し て 、 
武器 生産 が 盛ん で ある 。 

先 里 風 香 に よる と 、 武 器 は 物資 だ か ら 価 値 を 生ま な い 。 経済 的 価値 は ゼロ だ 
と 吉 う 。 ゴ ミ の 袋 と 同じ だ と 吉 う の だ 。 

みん な よく わか ら な いい)。 湯 花 邪 無 も よく わか ら な い 。 凄い 技術 で ある 。 

市 場 経済 社会 だ か ら だ と 吉 っ て いる よう だ 。 市場 経済 社会 は 、 生 活 者 と 商品 


が 主役 だ そう だ 。 
生活 者 に 買っ て も ら え な い 武 器 は 、 商 品 と し て の 価値 が ゼロ だ と 吉 っ て い 
る 。 


し か し 、 日 本 の ジェ ッ ト 機 の 会 社 が アー スジ ェ ッ ト を 開発 すれ ば 、 そ の 会 社 
は 、 戦 闘 機 を 、 ど こ か の 国 に 販売 で きる 。 

アー スジ ェ ッ ト は 需要 が ある が 、 フ ツウ の 戦闘 機 は 戦争 が な か っ た ら 価 値 は 
ゼロ で ある 。 

その こと を 吉 っ て いる の か も し れ な し |!。 湯 花 邪 無 は 、 国 の 売買 が よく わか ら 
な い 。 ア ー ス ジェ ッ ト が で きれ ば 、 ど こ か の 国 は 、 国 家 予 算 で 戦闘 機 を 買う 
の だ 。 

日 本 の よう に 、 国 家 予 算 を 減ら サ せな く て ここ まで き て いる と 、 勘 違い し て し 
まつ 。 

借金 し て も 豊か な 暮らし を し た 方 が 得 だ と いう 勘違い だ 。 

これ は 、 日 本 の 1 人 1 人 が 勤勉 で 貯蓄 家 が 多かっ た か ら 成 り 立 っ た 。 

も う 日 本 の 個人 も お 金持ち で は な く な っ て き て いる 。 

も う 日 本 の 人 た ち は 、 国 家 の 借 金 を 支え られ な い 。 こ の まま で は すご くま ず 
いこ と に な る 。 消費 税 を 40% に し な いと いけ な い だ ろ う が 、 そ れ で も 国債 の 
利払い に 消え て し まう か も し れ な い 。 

ー 旦 豊か に な っ た 会 社 や 国家 な どの 集団 の 滅ん で ゆく シナ リオ の 通り に 進行 
し て いる 。 湯 花 邪 無 で は な い 。 先 里 風 香 が 吉 っ て いる 。 

何 か お か し な 方 向 に 進ん で いる の だ 。 借金 で 首 が 回 ら な いか ら 需 要 の 大 きい 


アー スジ ェ ッ ト を 開発 する と いう 論理 だ 。 

戦争 を は じ め る と いう の だ ろう か 。 

先 里 風 香 の 、 武 器 は 価値 が ゼロ だ と いう 考え が 、 湯 花 邪 無 に は 、 わ か ら な い 
で も な い 。 

湯 花 邪 無 は 生活 者 に と っ て の 価値 が 高い 商品 し か 取り 扱う つつ も り は な い 。 
戦争 し な いと 国家 が 潤 わ な い ア ー ス ジェ ッ ト や アー ス 戦 車 の 開発 は 、 湯 花 邪 
無 に は 、 ど う も 納得 が いか な い 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

ジン が 待っ て いた 。 

「 今 日 の 予定 は ? 」 

「yuhana の 森 

「 エ ミル の と こ は ? 」 

「 寄 り ま す 」 

「 ち ょ っ と 待っ て 」 

「 リ ニ お は よう 」 

「 コ ー ヒ ー に し まし た けど 」 

「 あり が と う 」 

「 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 だ と 思い ます 」 

ジン が クー ル 宅 急便 を 持っ て きた 。 

「 ミ スヤ マイ か ら わ さび を 送っ て も ら っ た 」 

「 エ ミル が 待っ て る か ら 」 

「 わ さび で すか ? 」 

「 考 えて みる っ て 土 っ て る 」 

「 わ か っ た 」 

油 と スパ イス と 火 使い の イン ド ネ シア の 料理 に わさび は マッ チ し な い の で は 
な いか と 思っ た 。 

わさび の よう な 微妙 な 味 に 合わ せる こと が で き な い 気 が し て いる 。 

それ で も エミ ル が 興味 ある の だ っ た ら と 思っ た 。 

「 エ ミル お は よう 」 


「 お は よう ご ざい ます ,」 

「 ジ ン か ら 頼 まれ まし た ,」 

「 わ さび ね 」 

「 え え 」 

「 ア イデ ア が ある か ら 」 

「yuhana の 和 森 に 行く けど 」 

「 少 し ステ ファ ノ に 持っ て 行っ て 」 
「yuhana の 和 森 で は 育た な い だ ろ うけ ど 」 
「 帰り に 寄る で し ょ ? 」 

「 え え 」 

「 お 昼 は どこ ? 」 

「yuhana の 森 

かつ だ 

「 い っ て らっし ゃ いい 1」 

「 エ ミル が 何 を し た い の か わか ら な い ,」 

「 ガ ダラ お は よう 」 

「 ス テ フ ァ ノ お は よう 」 

「 見 せ て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 冷 た いわ さび を 取り 出し た 。 
ステ ファ ノ は ナイ フ で カッ ト し て 匂い を 嘆い だ 。 
「 新鮮 な 匂い だ 」 

食べ て みた 。 

「 辛 く は な いけ ど 」 

「 細 胞 を 壊さ な いと 辛味 が で き な い 」 

ステ ファ ノ は ナイ フ で 叩い て 食べ て みた 。 

「 辛い 」 

「 イ ンド ネシア の スパ イス と は 違う が スパ イス だ 」 
「 水 が な いと 育た な い 」 

「yuhana の 和 森 に は 川 が ある が 、 温 か い 水 だ か ら 育 つか どう か わか ら な 
いい 」 

「 植 えて みよ う 」 


「 一 緒 に 行く 」 
「 ミス ター ジャ ム お 昼 は ここ で いい の か 」 
「 お 願い し ます , 
「 わ か っ た 」 
ステ ファ ノ は アー スカ ー で yuhana の 森 の 北の方 に 向かっ た 。 
「 この 流れ で は どう か 」 
「 イ ンド ネシア で 育た な いか も し れ な い 」 
「 温かい からだ 」 
「 そ れ で も か まわ な い 」 
小川 か ら 少し 外れ た 場所 に 床 を つく っ た 。 
育つ と は 思え な い が 植 えて みた 。 
yuhana の 森 は ホッ と する 。 同 じ ジ ャ カル タ な の だ が 、 ま る で 違う 。 
「 ガ ダラ の お 昼 を 余り 食べ な いで 帰っ て くれ 」 
エミ ル か ら 、 湯 花 邪 無 と ガ ダ ラ に メー ル が 来 て いた 。 
エミ ル は 、 な に か を や っ て いる の だ 。 わ さび の こと だ 。 
「 エ ミル た だ いま 」 
の 呈 槍 で 
「 ご は ん は 終わ っ た の で すか ? 」 
「 み ん な 終わ っ た 一 わた し だ け 」 
「 調 理 か ら 見 な いと わか ら な いか ら .」 
キッ チン は も う キ レイ に な っ て いた 。 こ こ で 72 人 の お 昼 を つく っ て いる 。 
「 鶏 を 油 で 焼く 」 
「 3 種類 の スパ イス と 醤油 を 少し 」 
「 水 を 加え て 野菜 を 少し 」 
「 お 塩 が ポイ ント ,」 
「 炊 ! て お いた ご は ん 」 
「 こ こ で わさび を 叩い て 」 
「 出来 上 が り 」 
「 5 分 で で きる .」 
「 半 分 づつ 」 
「 エ ミル は 食べ て みた の ? 」 


「 は じ め て 」 

「 だ か ら わ か ん な い 」 

湯 花 邪 無 は 、 お いし く な いわ けが な いと 思っ て いた 。 レシピ を 見 た ら わ か 
る 。 

「 こ れ は お いし いな ー 日 本 の 人 に も ピッ タリ だ 」 

「 ジ ャ カル タ の オン ナ に も ピッ タリ 」 

湯 花 邪 無 は 、 写 真 と コメ ント を 、 山 井 生 江 と ジニ と ジン に 送っ た 。 
「 わ さび と 鶏 と 米 の スー プ お いし か っ た の ? 」 

「 お いし い 」 

「 あれ スパ イス じゃ な いけ ど 売 っ た らい け な い か な ーー」 

こう いう と ころ は ジン の 方 が 経営 者 ぽい 。 湯 花 邪 無 は 33 歳 だ が 大 学 の 教授 っ 
ぼ ぽい 。 

「 工場 で 外注 する と ロク な こと に な ら な い 」 

「 わ た し が 工房 探す か ら 」 

「 探 し て も いい か 」 

「 通 信販 売 し か し な い 」 

「 スパイス 湯 花 で 売る だ け だ 」 

「LUU?」 

「 いい 工房 が あれ ば 」 

「 品切れ に な る だ ろう けど 増産 し な い 」 

「 食べ て も いな い の に どう し て 品切れ に な る っ て わか る ん だ 」 

「 エ ミル が 素晴らし い 」 

「 私 じゃ な い の か が 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム も 素晴らし い 」 

ジン は さっ さと ベッ ドル ー ム に 向かっ た 。 


わさび の た た き と カ ツ オ の 刺身 


「 ミ スタ ー ジ ャ ム 起 き て 」 
「 ど うし た ん だ 」 


「 急 に 用 事 が で きた 」 

「 な ん だ 」 

「 あな た が 気 に す る こと じゃ な い 」 
まだ 6 時 だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 私 的 な こと を 何 も 知ら な い 。 
両親 の こと も 知ら な い 。 湯 花 邪 無 に 紹介 し よう と も し な い 。 湯 花 邪 無 は 東京 
に 家族 が いる と 思っ て る か も し れ な い 。 
常に 湯 花 邪 無 の そば に いる の だ が 、 両 親 や 家族 が 病気 に だ っ て な る と 思う 。 
ジン は 何 も 吉 わな い 。 

「 バ ナナ と りん ご を 食べ て 行っ て 」 


「 わか っ た 」 
「 リ ニ に は 後 で 連絡 する か ら 」 
「 わか っ た 」 


湯 花 邪 無 は 、 し ば らく ベッ ド に いた が 眠れ る わけ は な く 、 起 き 上 が っ て シャ 
ワー に 向かっ た 。 

アー スカ ー を ゆっ くり 走ら せ た の だ が 、 ス パイ ス yuhana に 8 時 に 着い 
た 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム お は よう ご ざい ます 」 

「 リ ニ は いつ も 早く 来る の か 」 

「 ジ ン が 急用 だ っ た か ら 早 く 来 た 」 

「 今 日 は ジン は お 休み で す 」 

「 わ か っ た 」 

スパ イス yuhana に は 、 就 業 規則 の よう な も の が な い 。 も ちろ ん タイ ム 
カー ド も な い 。 週休 3 日 な の で 勤務 する 日 が シフ ト で 決ま っ て いる 。 

78 名 全員 の シフ ト が ネッ ト 経 由 で 公開 され て いる 。 す べ て の PC は 個人 の 顔 
認証 が キー に な っ て いる 。 い まま で 破 ら れ た こと は な い 。 休み の 時 は 、 PC 
を 自宅 に 持ち 帰る こと が 多い 。 

湯 花 邪 無 も PC を 持ち 歩い て いる 。 湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス 湯 花 も スパ イス 工 
房 も スパ イス の 森 も 見 な けれ ば な ら な い 。 連絡 事項 も すべ て ネッ ト 経 由 の P 
C か ら に な っ て いる 。 

スパ イス yuhana に は 総務 部 長 や 人 事 部 長 が いな い 。 就業 規則 が な いか 


ら 用 事 も 少な い 。 す べ て ジン が や っ て いる 。 会 計 に は 責任 者 が いる 。 
みん な 他 者 に 迷惑 が か か る か ら キ チン と ジン の よう に 連絡 を する 。 
朝 も 遅 九 な ど し な い 。 み ん な に 迷惑 が か か る か ら だ 。 
湯 花 邪 無 が ジン に 吉 っ て いる こと は 、 み ん な の お 母さん に な っ て くれ で あ 
る 。 
この よう お 湯 花 邪 無 の や り 方 は 、 ま だ 特殊 だ と ジン は 吉 う 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム に は みん な を 管理 する 考え が な い 」 
「 会 社 は 働か せ て お 給料 を 払っ て いる の が フツ ウ だ 」 
「 こ の こと は 世界 で も 変わ ら な い 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 特殊 だ 」 
湯 花 邪 無 は 、 仕 事 は 人 人 が し て いる か ら 、 人 を 読む こと が すべ て だ と 思っ て い 
る 。 リ ニ を 採用 する 時 も 慎重 だ っ た 。 
採用 し た ら 、 ジ ン が お 母さん だ か ら 、 リ ニ の 絶対 的 な 味方 に な る 。 も ちろ 
ん 、 湯 花 邪 無 も リ ニ の 絶対 的 な 味方 に な る 。 
山井 生 江 も 慎重 だ っ た 。 み ん な に 会 わせ て 意見 を 聞い た 。 
「 世の中 に ワル イ 人 間 な どい な い 」 
「 人 間 が ワル ク な る の は よろ い を 着 て し まう か ら だ 」 
「 よろ い が 少 な い 人 を 選べ 」 
湯 花 邪 無 が いつ も 吉 っ て いる こと だ が 、 先 里 風 香 の 吉 葉 で ある 。 
ジン に は よろ い が な いり 。 
リ ニ に も よろ い が な い )。 
ジャ カル タ の 人 は 、 一 般 的 に よろ い が 少 な い 。 湯 花 邪 無 が だ まさ れ た こと が 
な い 。 
「 出 か け ま す ,」 
「 い っ て らっし ゃ い 」 
お 客 さ ん も いる か ら 、 料 理学 校 に 行く と は 吉 え な い が 、 み ん な よく わか っ て 
いる 。 湯 花 邪 無 の スケ ジュ ー ル も 公開 され て いる 。 誰 で も が 知っ て いる 。 料 
理学 校 と 書い て ある 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ だ け 卵 焼き を や り ま す 」 
「 卵焼き を や っ た こと が な い 生 徒 は は じ め て で す 」 
「 宿題 を や っ て きま し た か ? 」 


「 お いし い 卵 焼き を つく る か ら み ん な で 食べ て くれ 」 

「 5 分 で や っ て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は スー パー マー ケッ ト で 足 と ニラ を 買っ て お いた 。 

リ ニ に 教わっ た よう に 、 3 種類 の スパ イス と ダシ の 素 と 醤油 と 塩 と 砂糖 を 加 
えて 、 一 気 に 大 き な フ ライ パン で 焼い た 。 

火 が 強 す ぎる と 真っ 黒 に な る 。 

「 計 す ど うだ る うか が か, 

と あ ツ 誠 cy(e 

「 奥さん が いる の か 」 

「 い な い 」 

「 誰 に 教わっ た の だ ,」 

「 ネッ ト だ 」 

料理 学校 の 仲間 も 、 お いし いと 吉 っ た 。 

「 今 日 は ミー アヤ ム を や り ま す ,」 

「 鶏肉 と 野菜 と 乾燥 ラー メン を 買っ て き て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 み ん な と 慣れ て き て いる 。 同 じ 仲 間 に な っ て いる 。 鶏肉 も みん 
な で 買っ て 分 ける よう に な っ て いる 。 それぞれ の 事情 で 料理 を 習っ て いる 。 
湯 花 邪 無 の よう に お 金 に 余裕 が ある わけ で は な い 。 湯 花 邪 無 は 承知 し て い 

る 。 

「 み ん な で 買い 物 し て る ? 」 

「 ゲ グッド アイ デア ね 」 

レス トラ ン の 厨房 に いる 若者 が 買い 物 も 自分 で し て 、 8 人 で 分 け て 、 み ん な 
か ら お 金 を 集め る 。 湯 花 邪 無 は 失業 者 に な っ て いる の で 、 静 か に し て いる 。 
レシ ピ は ソト アヤ ム の よう だ っ た が 、 中 華 ダ シ を 使っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の ミー アヤ ム を 入れ て くだ さい 」 

また 宿題 を 出さ れる 気 が し た 。 


「 ま あま あ ね ,」 
「 ミス ター ユ 八 は 今日 も 東京 へ 行く の か 」 
「 急い で いる 」 


「 恋人 が いる の か 」 
「 い な い 」 


「 失業 中 な の に 旅費 は どう し て いる の だ 」 

「 レ スト ラン で ご は ん を 食べ る より 安い 」 

「 わ た し と の 約束 を 果たす よう に ,」 

夜 1 日 空け る こと だ 。 み ん な の 前 で この よう に 吉 わ れる と 、 約 束 し な いわ け 
に は いか な く な る 。 約束 し た わけ で は な い の だ が 、 約 束 に な っ た か の 雰囲気 
に な っ で し まう 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ー」 

スパ イス yuhana は お 客 さ ん で 混み あっ て いた 。 

「 今 日 の 料理 は な ん だ 」 

ヤセ 泊 」 

「 う まく いっ た の か ,」 

「 食べ させ た か っ た 」 

「 残念 

ジン は 何 か の 書類 を 読ん で いた 。 

ミー アヤ ム が つく れる と いっ て 喜ん で いる 人 と 付き 合っ て は いら れ な いり 。 

「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 だ 」 

「 新宿 に 行く ん だ 」 

「12 時 の 飛行 機 だ 」 

「 お昼 は どう する ん だ ,」 

「 さっき ミ ー ア ヤム を 食べ た 」 

最近 は 、 ア ー ス 戦車 の 話題 は 消え て し まっ た 。 ラ イブ テレ ビ で の 話題 は 、 火 
星 の 研究 室 で ある 。 ま だ 人 は 住ん で は いな い 。 研究 室 に 1 ヶ月 居住 する 程度 
で ある 。 火星 の 探査 が 主たる 任務 で ある 。 火星 か ら の ライ ブ 映 像 が 流れ て い 
る 。 8 0 0 0 メー トル の 谷 の 地層 を 調べ て いる 。 注目 され て いる 生物 は まだ 
発見 され て いな い 。 
誰 も が 興味 津々 で ある 。 
先 里 風 香 に よる と 、 人 間 の 優秀 な 頭脳 の コン セプト は 、 わ か ら な いこ と を 明 
ら か に する こと で あり 、 善 悪 で は な く て 、 わ か ら な いこ と を 追っ て し まう 泊 
性 は 、 人 類 終 述 ま で 続く 。 


だ か ら 、 火 星 の ラ イブ 映像 は 、 み ん な が 見 入っ て し まう 。 

地球 の 人 間 が 1 0 0 億 を 越え て 、 ま すま す 火 星 へ の 移住 計画 が 企画 され て い 
る の だ が 、 次 の 1 0 0 年 で 、 人 口 は 70 億 人 に 逆戻り する 予測 が され いて 、 火 
星 へ の 移住 計画 へ の 説得 力 が 薄れ て き て いる 。 

し か し 、 旅 行 社 は 何 社 も で き て いて 、 火 星 研究 室 の 研究 結果 待ち に な っ て い 
る 。 

まだ 、 放 射線 を 防ぐ こと が で きた の か どう か 、 定 か で は な い 。 火星 研究 室 の 
研究 者 は 、 率 先 し て 人 体 実 験 に 取り 組ん で いる と も 詩 え る 。 

一 方 で 、 火 星 の 生 き 物 が まだ 発見 され て いな い の だ が 、 人 間 が 、 ま た し て 
も 、 惑 星 の 生き 物 を 滅ぼす こと に 手 を 人 筐 し て し まう の で は な いか と いう 議論 
も 盛ん で 、 決 着 な ど つ けら れ な い 。 

地球 の 生き 物 は 、 こ の 1 0 0 年 で 、 種 を 大 きく 減ら し た 。 

この まま で は 、 動 物 園 か 植物 園 以 外 で は 、 昆 虫 以 外 の 生き 物 を 見 る こと は 難 
し く な る の で は な いか と 吉 わ れ て いる 。 

「 圧 赴 いま デュ 

「 お か えり な さい 一 」 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み の 部 屋 に 向かっ た 。 今日 は 、 ス パイ ス 教 室 を や っ て 
いる は ず で ある 。 

「 ス パイ ス 教 室 を は じ め て いま す ,」 

水野 まさ み の メ モ が 置い て あっ た 。 

白身 魚 と 夏野 菜 の ス パイ ス 炒 め と 書い て あっ た 。 

日 本 の 女性 は 、 ア ジア ン テ イ スト が 好き で ある 。 そ も そ も が 、 野 菜 料理 が 多 
いこ と も ある 。 し か し 、 ス パイ ス は 、 肉 や 魚 を 多用 する こと か ら 発 展 し て い 
る 。 野菜 料理 が 多い と は いえ 、 鶏 肉 野菜 炒め の よう に な っ て いる 。 
Ma の 記 | 

ジニ が 湯 花 邪 無 を 後 の 席 に 案内 し た 。 

白身 の 魚の 素焼き を や っ て いた 。 

これ か ら 、 野 菜 と スパ イス で 炒め る の だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 、 料 理 現場 に 慣れ て きた と 感じ る ちよ うに な っ た 。 違和感 が な く 
な っ た 。 

「 今日 は カツ オ で す 」 


沢 風 ゆ り は キッ チン テー ブル に 座っ て 待っ て いた 。 

わさび の た た き と カ ツ オ の 刺身 で ある 。 

「 も うわ さび な い 」 

「 お 店 で 買っ て くれ ,」 

「 売 っ て な い 」 

わさび を その まま 売っ て も 、 ど うし た らい い の か が 誰 も わか ら な い 。 
「 い た だ きま す 」 

「 い た だ きま す .」 

「 香 り が いい けど 」 

「 真空 パッ ク し て お いた 」 

わさび の た た き は 、 ス パイ シー で ある 。 も し か し た ら ス テー キ に も 合う か も 
し れ な いと 思っ て し まう 。 

「 明 日 わた し 休み だ か ら 長 野 に 行っ て くる 」 

「 一緒 に 行け な く て ゴメ ン 」 

「 平気 一 慣れ て る か ら 」 

「 冷蔵 庫 の お 金 使っ て くれ 」 

4 填 療 人 で いく 」 

「 高 原 で の ん びり し た い 」 

「 あ あ 」 

「 高原 の ホテ ル の ベッ ド だ と 思っ て 」 


アー スバ ッ テ リ ー で 動く 機械 


7 月 31 日 だ っ た 。 木 曜日 で ある 。 

沢 風 ゆり は 、 す で に 新宿 に 向かっ て いた 。 

「 力 ギ 忘 れ な いで 」 

「 わ か っ た 」 

「 昨 日 も グッ ド だ っ た 」 

「 私 も だ 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ に 向かっ た 。 8 時 の 便 だ 。 


「 わ た し は 、 明 日 ジャ カル タ に 行く 」 

ー ス ライ ティ ング の こと で 大 統領 と 相談 する 予定 で ある 」 
ジャ カル タ で の アー スカ ー の 中 で ジャ カル タ の ライ ブ プ テ レ ビ を 見 て いて 驚い 
美鈴 が や っ て くる と いう か 、 も う ジ ャ カル タ に 来 て いる の か も し れ な 


人 


い 。 
上 海 で も 2 人 組 に 捕まっ た の だ 。 ジ ャ カル タ だ か ら と いっ て 安心 は で き な 
い 。 
イン ド ネ シア 政府 は 、 ボ ディ ー ガ ー ド を 用 意 す る に 決ま っ て いる 。 か えっ て 
オー プン に し た 方 が 安心 な の か も し れ な い 。 
イン ド ネ シア は 、 原 発 の 廃棄 法案 を 国会 に 提出 する 下 前 で ある 。 ア ー ス 冷蔵 
庫 も 普及 し て いる 。 家庭 用 は 問題 は はい の だ が 、 工 場 の 電気 が アー スバ ッ テ 
リー で は 不足 する と いう 理由 で 、 産 業界 は 、 原 発 の 廃止 法案 に 賛成 し て いな 
い 。 
確か に 、 工 場 は 大 き な 機 械 を 使っ て いる 。 戦 車 の よう な 機械 だ 。 ア ー ス バッ 
テリ ー で は 動か な い 。 
美美 負 は 、 何 ら か の アイ デア を 持っ て 現れ る か どう か で ある 。 
生日 3 
も し か し て アー スバ ッ テ リ ー の パワ ー ア ッ プ を 提案 する か も し れ な い 。 そ し 
た ら 、 ま た アー ス 戦 車 問題 が 浮上 する 。 ア ー ス ジェ ッ ト の 研究 も な され て い 
< 提 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 向かっ た 。 
「 ジ ン は いま すか ? 」 
リ ニ が ジン に 電話 を し た 。 
「 お は よう ご ざい ます 」 
「 急用 で すか ? 」 
「 ス パイ ス 工 房 の 電気 だ けど 」 
ー ス バッ テリ ー に 替え よう と 思う ん だ けど 」 
「 急 に どう し た ん で すか ? 」 


「 みん な が 少し で あっ て も 協力 し な いと いけ な い 」 

「 原発 の こと で すか ? 」 

「 大 き な 電 気 を 使う こと は 良く な い 」 

「 エ ミル に 聞か な いと わか り ま せん 」 

「 ジ ン の 意見 を 聞き た い 」 

「 今 で も 高い 電気 代 を 払っ て いる 」 

「 投資 の お 金 は か か る が 、 電 気 代 が ゼロ に な る の は 賛成 だ 」 

「 エ ミル と 相談 し て き て いい か 」 

「 ス パイ ス yuhana は ミス ター ジャ ム の 会 社 だ 」 

「 あ り が と う 」 

湯 花 邪 無 は 、 仕 事 が つま くい っ て いる こと も あっ て 、 安 穏 と し て いる と 思っ 
た 。 華美 美鈴 は 、 危 険 を 承知 で ジャ カル タ に や っ て くる の だ 。 

湯 花 邪 無 も 、 小 さい が 産業 界 の 1 員 で ある 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 待 っ て いた 」 

エミ ル は 、 ス パイ ス 工 房 の 機械 の 図面 を 並べ て いた 。 そ し て 工房 の 電灯 で あ 


る 。 
「 わ た し の お 父さん の 時 代 か ら 動 !\ て いる 工房 だ か ら み ん な フツ ウ の 電源 で 
動 !\ て いる 」 


「 も うす く 機 械 の 会 社 の 人 が 来る か ら 、 私 も 聞い て みた い 」 

「 エ ミル の 考え を 聞き た い 」 

「 電気 代 が ずっ と 上 が っ て いる 」 

「 こ の まま で は 電気 代 が スパ イス の コス ト を 押し 上 げ て し まう 」 

「 これ を 実行 で きる の は ミス ター ジャ ム し か いな い 」 

湯 花 邪 無 は 、 工 房 内 の 機械 を 見 て 歩い た 。 粉砕 機 も あれ ば 乾燥 機 も ある 。 大 
き な 掃 除 機 も 使っ て いる 。 電灯 も ある 。 

5 0 0 0 万 円 は 下らない だ ろう と 思っ た 。 す べ て 入れ 替え に な る 気 が し た 。 
機械 の 会 社 が 持っ て きた 案 は 意外 な も の だ っ た 。 

「 華美 美鈴 さん か ら 提 案 さ れ た 装置 だ 」 

「 ア ー ス バッ テリ ー の バッ テリ ー 部 分 だ 」 

「 これ を 現在 の 機械 に 取り 付け る と その まま 動く 」 

「 ア ー ス カー の よう に な る 」 


「 パ ワー が 必要 な 圧延 機 の よう な 機械 は 、 機 械 を 小型 化し て 、 分 散 し て 動か 
す よ うに 改造 する し か な い 」 

「 どう し て 急 に こう いう 案 が 出 た の か 」 

「 こ の 機械 の アー スバ パッ テリ ー は 、 今 朝 華 美美 鈴 か ら 提 案 さ れ た 」 

「 特 許 は オー プン され て いる の で イン ド ネ シア の 機械 の 会 社 は 、 全 員 こ れ を 
製造 販売 する 」 

「 こ この 工房 の 機械 は 、 す べ て アー スバ パッ テリ ー で 足り る の で 、10 台 発注 い 
た だ いた ら 、 す べ て 引き 受け る 」 

「 これが 見 積 書 だ 」 

「5 0 0 0 米ドル で いい の か 」 

「 い \! ず れ か は 、 新 し い ア ー ス カー を 装備 し た 機械 を 買っ て くれ 」 

「 全 部 で 5 万 ドル で いい の か 」 

「 電灯 も アー スラ イ テ ィ ング に し て くれ 」 

「 見 積 に 入っ て いる 」 

「 ここ の 工房 は ト 、 こ れ で すべ て が アー スバ ッ テ リ ー に な る の か 」 

Eo リ = 

「 電気 代 が タダ に な る の か 」 

ko 

「 す ご い ラ ッ キ ー だ 」 

「 今 日 の 朝 急 に こう な っ た 」 

「 華 美美 負 な の か 」 

「 機械 用 アー スバ ッ テ リ ー を 生産 する の に 1 ヶ月 か か る 」 

「 9 月 1 日 に 3 台 実 施し て 3 日 で 終え た い 」 

「 湯 花 邪 無 さ ん が 1 番 早 い オ ファ ー だ っ た 」 

「 今日 の 朝 私 た ち も 聞 いて 午後 に 契約 を し て いる ,」 

「 イ ンド ネシア の 政府 は 問題 な いれ のか,」 

「 華美 美 負 さん は イン ド ネ シア 政府 に 招 か れ て いる 」 

「 湯 花 邪 無 さ ん は 、 こ の 情報 を 和 っ て いた の か 」 

「 世界 で は じ め て イン ド ネ シア が や る の に 」 

「 も ちろ ん 情報 な ど な い 」 

「 エ ミル は 何 か あ り ま すか ,」 


「 父 い て 話 を 聞く だ け だ 」 

「 賛成 で すか ? 」 

「 大 賛成 だ 」 

「 電気 代 が 毎月 高く な る か ら 頭 が 痛く な る 」 
「 解放 され そう だ 」 


華美 美久 が スパ イス を 買い に 来 た 


「 サ イン し た の か 」 
じじ た 」 
「 ス パイ ス yuhana の ライ ティ ング も や り た い 」 
「 そ れ は ジン が 電話 すれ ば で きる 」 
「 ア ー ス ライ ティ ング を や っ て いる 会 社 だ 」 
「 マ ンション は で き て いる の に 会 社 が で き て いな い 」 
「 勝手 に や っ て いい か 」 
「 お 願い し ます 
リ ニ が や っ て きた 。 
「 華美 美鈴 さん が スパ イス を 買い に 来 て る 」 
ジン は 、 す ぐに 立ち 上 が っ て お 店 に 向かっ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 そ っ と 立ち 上 が っ て 、 ジ ン の 後 か ら お 店 に 向かっ た 。 
英語 で 話し て いた 。 
「 わ た し は スパ イス yuhana の ファ ン だ ,」 
「 日 本 に 行っ た 時 に 買お うと 思っ て いた が 行け な く な っ た の で ジャ カル タ で 
買う 
「 わ ざわ ざ あ り が と う ご ざ いま す 」 
「 奥 へ どう で すか ? 社長 も いま す 」 
「 忙 し い の で 今度 に し ます ,」 
一 瞬 、 後 に いた 湯 花 邪 無 を 見 た 。 
「 あ り が と う 」 と 日 本 語 で つぶ や いた よう に 見 えた 。 
美美 鈴 が 、 湯 花 邪 無 に お 礼 を 吉 い た い の に 近寄っ て は いけ な い 微 妙 さ を 、 


トーゴ ヾ 
芋 凌 美 下 


ギリ ギリ 表現 し て いる と 思っ た 。 

「 華美 美山 さん が ファ ン だ っ て いう の は じ め て 知っ た 」 

「 そうですね ,」 

「 で も 宣伝 に は 使わ な い 」 

「 そ うし て くだ さい 」 

「 わ た し そろ そろ 」 

「 今 日 も ちら っ た アー スバ ッ テ リ ー を 読ん で 帰り ます 」 

「19 時 に は 帰っ て 」 

「 わか っ た 」 
華美 美 負 は 自分 の 考え を 1 度 も 吉 っ た こと が な い 。 先 里 風 香 も 自分 の 考え を 
吉 っ た 事 が な い 。 記 者 会 見 で 質問 が あっ て も 何 も 吉 わな い 。 

「 華美 美久 さ ん は 原発 に は 反対 な の で すか ? 」 

「 ノー コメ ント で す 」 

それ で いな が ら 、 イ ンド ネシア の 3 つの 原発 の 廃棄 法案 提出 の 前 に は 、 そ の 
支援 策 の よう な も の を 持っ て 、 危 険 を 覚悟 し て 、 ジ ャ カル タ に や っ て くる 。 
「 イ カン バカ ー ル だ か ら 」 

イカ ン バ カ ー ル が な ん で ある の か よく わか ら な い 。 

「 焼き 魚 で すか ? 」 

fi 守 沈 誠 

「 着替え し て くる 」 

シム て 2P ル SI ド 2 

「 後 で 
湯 花 邪 無 は 、 着 替え を する 少し の 時 間 で も 、 華 美美 錠 の こと を 考え て し ま 
う 。 な に か 援助 で きる こと は な いか 考え て し まっ う 。 


開 
天 
つ 
葉 


ソト アヤ ム わ さけ 仕立 て 


思う で 
「 い いた だ きま す 」 
「 鶏 か ゆ 」 


ジン は 、 料 理 の 名 前 な ど 吉 っ た こと が な か っ た 。 吉 っ た と ころ で 、 覚 える は 
ず も な いと 承知 し て いた 。 

湯 花 邪 無 は 、 混 ぜ な が ら 、 ど う や っ て つく っ た の だ ろう と 考え て し まう よう 
に な っ た 自分 を 不思議 に 思 つ 。 

「 わ た し 今日 プノンペン に 行く 」 

「 は じ め る の で すか ? 」 

「 お 客 さ ん に は 送料 負担 し て も ら っ て る けど 街 を 見 て くる 」 

「 あ あ 」 

「 し い \! ず れ や る こと に な る 」 


「 あ あ 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 料理 学校 か 
「 そ うだ , 


「 わ た し まだ 料理 つく っ て も ら っ て な いけ ど 」 

「 まだ まだ 遠い 」 
ジン は 、 湯 花 邪 無 よ り も 早く タ ベ ッ ト の マン ショ ン を 出 た 。 ジ ン と 湯 花 邪 無 
の こと は 、 ス パイ ス yuhana の 社員 も 誰 も 知ら な い 。 一緒 に スパ イス y 
uhana に 出勤 する こと な ど な い 。 
多分 、 ジ ン は 、 リ ニ に 状況 を 聞い て 、 そ の まま ジャ カル タ 空 港 に 向かっ た だ 
の つづ 。 

お | は よう 

「 お は よう ご ざい ます ,」 
お 店 は オー プン 前 で バタ バタ し て いる 。 

ラナ ン が 冷た い ハ ー ブ 茜 を 持っ て きた 。 

「 ジ ン は プノンペン に 行き まし た ,」 

「 リ ニ は スパ イス 工房 で す 」 

「 な に か ある の で すか ? 」 

「 リ ー マ イ か ら 呼 び 出 され て いま す ,」 

「 中 国 ス パイ ス の こと か な ,」 

「 わ か り ま せん 」 

「 誰 に お 奈 を 煎れ る よう に 吉 わ れ た の で すか ? 」 

し ジン で す 」 


「 ミ スタ ー ジ ャ ム と カラ オケ に 行く 約束 し て た 」 
「 8 月 19 日 で いい か 」 
「 何 曜日 で すか ? 」 
「 火曜 日 だ 」 
「 わ か っ た 」 
「 ゼ ッ タ イ で すけ ど 」 
「 忘れ な い 」 
「 メー ル も し ます 」 
「 わ か っ た 」 
「 料理 学校 で すか ? 」 
「 そ うだ 」 
ラナ ン は 、 ア ー ス カー まで 湯 花 邪 無 を 送っ て きた 。 
「 ミスター ユ 八 ナ は よく 続い て いま す 」 
「 主夫 は で きる よう に な っ た の で すか ? 」 
「 ま 着 だ 
「 今 日 は ビー フジ ャ ワカ レー で す 」 
「 レシ ピ を 配り ます ,」 
「 買い 物 に 行っ て くだ さい 」 
8 人 で スー パー マー ケッ ト に 出かけ た 。 
レス トラ ン の 厨房 に いる 若者 が リー ダー で ある 。 
「 オ レ だ け 買 い 物 し て て も 料理 学校 に な ら な いか ら 今 日 は 誰か や っ て くれ 」 
主婦 の 1 人 が 手 を 拳 げ て 肉 売 場 に 向かっ た 。 
「 わ た し は 主婦 で も 料理 し た こと が な い 」 
「 料理 は 誰が し て いる の だ 」 
「 メ イド 」 
「 あ な た は な に を し て いる の だ 」 
「 夜 の 夫 の お 相手 」 
「 料理 学校 に 来る 必要 も な いけ ど 」 
「 ほう り 出 され る と 困る 」 
「 結婚 し て な い の か 」 
「 結 婚 し て る が わた し に 技 が な いと 飽き られ る 」 


35 歳 くら い の 美 人 主婦 で ある 。 

「 この 牛肉 に し て くれ 」 

「 レ スト ラン に 勤め て いる オト コ が 吉 っ た 」 

「 安い 肉 で いい 」 

美人 主婦 は みん な の 顔 を 見 て 店 員 に 告げ た 。 

美人 主婦 は 、 買 い 物 を 8 人 で 分 ける こと に も 時 間 が か か る 。 そ し て みん な か 
ら お金 を 集め る の に も 時 間 が か か る 。 

「 はじ め て いい で すか 2? 」 

「 買い 物 に 時 間 が か か り 過 ぎ で す 」 

「 わ た し の 社会 勉強 も し て いる か ら 」 

美人 主婦 は お も し ろ い こと を 吉 っ た 。 

「 調理 手順 を 配り ます ,」 

湯 花 邪 無 は 遅く な っ た 。 遅く は な っ た が 用 事 が ある わけ で は な い 。 
「 圧 だ いま ご ュ 

「 お か えり な さい ー」 

ラナ ン が 冷た い ル ハー ブ プティ ー を 煎れ て きた 。 

「 ジ ン も リ ニ も いな か っ た ら ラ ナン が 私 の お 共 を 煎れ る の か 」 
「 ジ ン に 吉 わ れ て る 」 

「 今 日 の 料理 は な ん で すか ? 」 

『 避 ーー フジ ャ ワカ レー」 

「 お いし か っ た で すか ? 」 

「 ま あま あか な 」 

「 ス パイ ス の 使い 方 わか っ て きま し た ? 」 

「 少 し は 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 日 本 人 な の に ボス っ ぽ ぱく な いけ ど な ぜ だ 」 
「 難し い 質 問 を する ん だ な 」 

「 ジ ン も リ ニ も いな い 時 じゃ な いと 聞け な い 」 

「 ジ ン が ボス の よう だ 」 

「 ジ ン が ボス と いう より お 母さん だ 」 

「 お 母さん は 子ども の 絶対 的 な 味方 だ か ら 」 

「 ミスター ジャ ム は わた し の 絶対 的 な 味方 じゃ や ない のか ,」 


「 ジ ン が ラナ ン の 絶対 的 な 味方 だ っ た ら 私 も ラナ ン の 絶対 的 な 味方 だ 」 

「 ボ ス は オン ナ が 向い て る の か ,」 

「 私 の 考え だ 」 

「 ミスター ジャ ム は な ん な ん だ 」 

「 責任 者 で 支援 者 だ 」 

「 よく わか ら な い 」 

「 私 は 命 令 し な い 」 

「 日 本 人 は すぐ 命 金 する 」 

「 ミス ター ジャ ム は 変わ っ て る 」 

「 キ ライ な の か ,」 

「 大 好き 」 

先 里 風 香 の 本 を 読む と 、 人 間 の 歴史 始ま っ て 以来 、 ず っ と オト コ 社 会 だ っ 
た 。 人 間 は 集団 で 生活 する 。 その 集団 の ボス は 、 常 に オト コ だ っ た 。 オ トコ 
が 支配 者 だ っ た と 吉 っ て いる 。 

し か し 、 2 1 1 4 年 で は 、 そ うと も 吉 え な い 状 態 で ある 。 

昔 は 、 セ クハ ラ や パワ ハラ と いう 言葉 が 墓 延 し た らし い 。 

今 で は 、 死 語 に 近い 。 男 性 が 女性 に 対し て 、 一 方 的 な 性 的 な 嫌がら せ を 行う 
こと が 多かっ た らし い 。 も ちろ ん 、 女 性 が 男性 に 対し て 性 的 嫌がら せ を する 
こと も あっ た の だ ろ っ つ 。 

セク ハラ と 吉 っ た らし い 。 

今 で は 、 イ ンド ネシア の 大 統領 も アメ リカ の 大 統領 も 女性 で あり 、 性 的 な 嫌 
が ら せ を 行う 人 は いな い 。 そ の よう な 風潮 は な い 。 ジ ャ カル タ で は な い 。 
湯 花 邪 無 は 、 日 本 で は 、 ま だ セク ハ ラ が 死語 に な っ て いる と は 思え な い 。 い 
まだ に 、 日 本 の 総理 大 臣 に 女性 が いな い の だ 。 

パワ ハル ラ は 、 ヒ エラ ルキ ー か ら 生 まれ て いる も の らし い の で 、 集 団 生活 を す 
る 人 間 か ら は 、 パ ワリ ハラ を な くす こと は 難し いと 思わ れ て いた 。 

お か し な も の で 、 大 統領 に 女性 が な っ て し まう と 、 自 然 に 解消 する か の よう 
に 、 パ バ パワ ハラ も 消え て きた 。 

パワ ハラ は 男女 間 の こと で は な く 、 権 力 の 上 位 と 思わ れる 人 か ら 下 位 と 思 
れる 人 へ の 一 方 的 な 嫌がら せ 無 理 難 題 な の だ が 、 上 位 の 人 に 、 多 く の 女 性 が 
つい て し まう と 、 自 然 に 、 パ ワ ハ ラ 八 が 解消 され て きた 。 


1 0 0 年 と いう な が いい 時間 が か か っ た らし い 。 湯 花 邪 無 に は 、 そ も そ も 、 セ 
クハ ラ や パワ ハラ な る 概念 が な い 。 
ラナ ン が 吉 っ て いた 、 日 本 人 な の に ボス っ ぽく な いと いう 吉 い 方 は 、 日 本 で 
は 、 パ ワ ハ ラ が まだ 消え な いこ と を 意味 する 。 
いま だ に 、 小 学生 や 中 学生 や 高校 生 の 娘 を 誘拐 し て 、 最 悪 の ケー ス に な る 場 
合 も ある 。 ど こ で も 、 ま だ ある こと な の だ が 、 日 本 で は 、 な か な か 消え な 
い 。 事 件 と し て 扱わ れる の だ が 、 こ れ は 、 権 力 の 上 位 の 人 か ら 下 位 の 人 へ の 
一 方 的 嫌がら せ で ある 。 
最近 の 先 里 風 香 の 『 パ ワ ハ ラ 』 と いう 電子 書籍 に 書い て あっ た 。 

「 新宿 に 行き ます 」 

「 い っ て らっし ゃ い 」 
今日 は 、 い ろ い ろ あ っ て 遅く な っ て し まっ た 。 12 時 の 羽田 行き に 乗れ な か っ 
妃 。 
13 時 に な っ た 。 
な に か 、 空 港 が さわ つい て いた 。 
チケ ッ ト を 買っ て いる と 、 華 美美 鈴 が 現れ た 。 有 名 人 で ある 。 ど うい うわ け 
だ か 、 こ の 時 間 に ジ ャ カル タ を 出国 する こと を 知っ て いる の だ ろう 。 
その まま 、 出 国 検査 に 向かっ た 。 深 々 と 一 礼 し た 。 湯 花 邪 無 と か ぶっ て し 
まっ た 。 湯 花 邪 無 が 2 人 前 だ っ た 。 
顔 パ ス の 審査 だ 。10 秒 で 終わ る 。 

「 落 と し まし た 」 

「 どう も あり が と う 」 
湯 花 邪 無 は 何 も 落 と し て いな い の だ が 、 華 美美 鉛 が 何 か を 手渡 し た 。 
メモ だ と 思っ た 。 
その まま 胸 の ポケ ッ ト に し まっ た 。 
華美 美 負 は ニュ ー ヨ ー ク の ゲー ト に 向かい 、 湯 花 邪 無 は 羽田 の ゲー ト に 向 
が っ た 。 

「 工 房 を アー スバ ッ テ リ ー に し て くれ て あり が と う 」 

どう し て 華美 美 負 が 知っ て いる の か わか ら な い 。 ス パイ ス 工 房 な ど 、 小 さ な 
工房 で ある 。 

「 こんにちわ びー」 


「 お か えり な さい ー」 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み の 部 屋 に 向かっ た 。 

「 今 日 は 水野 まさ み は お 休み で す 」 

「 そ う で すね,」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

牧野 由香 が 冷た いい コー ヒー を 持っ て きた 。 

「 多分 ジニ が 用 事 が ある と 思い ます 」 

「 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 で す 」 

「 ジ ニ を お 願い し ます ,」 

「 厨房 に 行か れ た 方 が いい か と 思い ます 

湯 花 邪 無 は 、 厨 房 に 向かっ た 。 

「 お か えり な さい ー」 

「 電話 し よう と 思っ た ん で す ,」 

ジニ が 何 か を つく っ て いた 。 わ さび の 香り が する 。 

「 お 昼食 べ て きま し た か ? 」 

「 料理 学校 で 自分 の つく っ た カレ ー だ 」 

「 ソ ト ア ヤム わさび 仕立 て を つく り ま し た 」 

「 食べ ます か ? 」 

「 食べ る 」 

「 座 っ て くだ さい 」 

ジン の つく る ソト アヤ ム を 何 度 も 食べ て いる 。 

それ を わさび で どう する の だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 、 驚 いた 。 

「 す ご く お い し い 」 

「 わ た し も 驚い た ん で す 」 

「 ジ ャ カル タ の みん な も これ だ っ た ら お いし いと 思う 」 
「 な る ほど 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス バッ テリ ー に つい て 調べ た 。 湯 花 邪 無 の 仕事 は 、 ス パイ 
ス の 生産 販売 で や る 。 ア ー ス バッ テリ ー に は 関係 が な い 。 た また まだ っ た 。 
華美 美鈴 が 北 千住 の 湯 花 邪 無 の マン ショ ン に 転がり 込ん だ か ら だ 。 


それ も ある が 、 華 美美 鉛 が 代理 人 を し て いる アー スバ ッ テ リ ー の 開発 者 の 先 
里 風 香 が 香 風 里 先 と いう 名 前 で 電子 書籍 を 書い て いる の だ が 、 た また ま 見 つ 
けた 『 ヒ ッ ト 商 品 』 を 読ん で は まっ た 。 香 風 里 先 は 『 よ ろ い っ て な ん だ 。』 を 
含め て 、 多 く の よ ろ い の 本 を 出し て いる 。 

出版 は 電子 書籍 が 60% を 越え て 、 誰 で も が 小説 家 の 時 代 に な っ た 。 
2 く な っ た の だ 。 

、 情 報 の 発信 者 は 、 権 力 者 だ っ た 。 権 力 を 得る こと は 情報 の 発信 者 と し 
9 る こと で も あっ た 。 テ レビ で も 新聞 で も 雑誌 で も 、 勝 手 に 情報 
の 発信 者 に な っ て は いけ な か っ た 。 為 政 者 の 許可 が 必要 だ っ た 。 

今 は 、 そ うい う も の は な い 。 ラ イブ テレ ビ 局 を 運営 する チカ ラ が あれ ば 誰 で 
も が や れる 。 し か し 、 ノ ウ ハ ルウ が な いと や れ な い 。 し か し 、 小 さ な 地 域 だ け 
で ライ ブ プ テ レ ビ を や っ て いる 会 社 が すご く 多 い 。 イ ンタ ーネット 経由 の ライ 
プ テ レ ビ で ある 。 

日 本 で は 、 時 々 、 過 激 な 桃色 ライ ブ テ レ ビ が 摘発 され た りす る 。 ジ ャ カル タ 
で は な い 。 そ も そ も 岳 発 の 前 に 、 視 聴 者 が 少な く な っ て 運営 が で き な く な 

る 。 

この 1 0 0 年 で 変わ っ た こと の 1 つ は 、 生 活 者 の 自覚 の よう な も の が 向上 し 
た こと だ と 、 香 風 里 先 が 最近 の エッ セイ で 吉 っ て いる 。 

そもそも 1 9 4 5 年 くら いか ら 、 生 活 者 主権 に な っ て いた 。 し か し 、 数 千年 
の 為政者 が いる 社会 か ら 、 急 に あん た が 主役 だ と 吉 わ れ て も と ま ど う 。 1 9 
4 5 年 か ら 1 5 0 年 くら い が 経 過 し て 、 や っ と 、 生 活 者 主権 と いう も の が あ 
た り ま え に な っ て きた 。 

大 統領 を 自分 が 選ぶ 時 に 、 そ れ は 現れ る 。 

大 統領 制 は 、 終 わっ た ら 隣 の お じ さ ん や お ば さん に な る こと で 、 権 力 者 を な 
が く 続 けさ せな い 絶 好 の 制度 で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ と 東京 に 住ん で いる の だ が 、 東 京 は 、 な か な か が 変わ 
り に くい と 思っ て し まう 。 江戸 時 代 の 藩 の 風習 が 抜け な い 。 江 戸 幕府 の 影 の 

為政者 集団 の 存在 も その まま 受け 継い で いる 。 江戸 の 殿様 だ けが 選挙 で 選ば 
れ て いる も の の 、 江 戸 幕府 の 権力 構造 が な か な か 壊れ な い 。 

最近 の 香 風 里 先 の エッ セイ の 中 で 、 こ ん な こと を 吉 っ て いる の だ が 共感 で き 
る 。 


し か し 、 湯 花 邪 無 は 、 あ まり 深く 考え た こと が な い 。 ジ ャ カル タ で も 東京 で 
も 、 ス パイ ス の 仕事 を する こと に 、 支 障 に な る こと は 何 も な い !。 

アー スバ パ バッテリー を 調べ て いる と 、 つ いつ い 先 里 風 香 を 想っ て し まう 。 

だ いた い 、 顔 写真 が 公開 され て いな い 。 湯 花 邪 無 は 仙川 空港 で 先 里 風 香 に 
会 っ た 。 一 瞬 だ っ た 。 華 美美 鋼 と 湯 花 邪 無 を 、 動 く 歩 道 で 、 追 い 越 し て 行っ 
た 。 ヨ ボ ヨ ボ で は な い が か くし ゃ く と し て いる の だ が 、 老 人 で ある 。 

湯 花 邪 無 が 、 そ の 後姿 で も 撮影 し て 公開 すれ ば 、 湯 花 邪 無 そ の も の が 、 一 躍 
有名 人 に な れる か も し れ な い 。 し か し 、 湯 花 邪 無 は 、 そ ん な こと は し な い 。 
「 た だ いま 」 

「 お か えり な さい 」 

「 華美 美 負 さ ん が ジャ カル タ に 来 ま し た 」 

「 テ レビ で 見 まし た 」 

「 ス パイ ス yuhana に スパ イス を 買い に 来 ま し た 」 

「 あな た を 訪ね て ? 」 

「 ス パイ ス yuhana の ファ ン だ と 吉 っ て いた 」 

「 距離 を お か な いと 危険 」 

「 私 に 迷惑 が か か ら な いよ うに 気遣っ て いる 」 

「 会 っ た の ? 」 

「 一 瞬 目 が 合い まし た が 誰 も 気づか な か っ た 」 

「 ジ ャ カル タ 空 港 を 出る 時 も 、 た また ま 一 緒 で し た 」 

「 顔 パ ス の と ころ で これ を 渡さ れ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り に メモ を 見 せ た 。 

「 工 房 を アー スバ ッ テ リ ー に し て くれ て あり が と う 」 

「 これ は な に ,」 

「 ジ ャ カル タ の スパ イス 工房 の 機械 全部 を アー スバ ッ テ リ ー に 変え る 約束 を 
し た ん で す 」 

「 原発 3 基 の 廃棄 法案 の 提出 前 で し ょ ? 」 

「 工場 の 機械 の アー スバ ッ テ リ ー 案 を 持っ て きた 」 

「 パ ワー アッ プ ? 」 

「 そ うじ ゃ な く て 今 の 機械 に 取り 付け る 」 

「 デ カイ 機械 は ? 


「 分 散 す る し か な い 」 
「 戦艦 か ら 魚 軍 艇 に する の ? 」 
湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り の 表現 が お も し ろ い と 思っ た 。 


わさび スラ イス 機 


8 月 2 日 だ っ た 。 土 曜日 で ある 。 
「 明 日 人 ヶ 岳 で し ょ ?」 
「 そう だ 」 
「 わ た し 伊豆 の スポ ー ツ セン ター で 仕事 だ か ら 」 
「 泊まり だ か ら 」 
「 今晩 は どう する の ?」 
「 ジ ャ カル タ で す 」 
「 明 日 の 八ヶ岳 は ? 
「 6 時 30 分 の 便 で 羽田 に 来 ま す 」 
「 あ な た っ て 羽田 に 来る っ て 吉 つ の ね .」 
「 日 本 人 な の に 」 
「 明 日 の 夜 は わた し いな いけ ど 」 
「 食べ て きま す 」 
「 誰か 連れ て 来 な いで 」 
「 料理 の 上 手 な オン ナ 」 
湯 花 邪 無 は 、 い つも の よう に 9 時 20 分 に は スパ イス y u h a n a に 着い た 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
リ ニ が や っ て きた 。 
「 ジ ン は スパ イス 工房 の アー スバ ッ テ リ ー 工 事 の こと で エミ ル の と こ へ 行っ 
て いま す 」 
「 な に か あっ た の か ,」 
「 相 談 だ っ て 吉 っ て いま し た 」 
「 な に か あり ませ ん か ?」 


「 順調 で す 」 

「 今 日 は ここ に いま す 」 

「 わかり まし た ,」 
湯 花 邪 無 は 、 こ こ に いる と いっ て も 、 ス パイ ス yuhana の 仕事 を 何 も 
や っ て は いな い 。 売場 に 立っ て も ジャ マ に な る だ け だ 。 

9 月 1 日 か ら の 大 学 の スパ イス 学 の 講義 の スラ イド を つく る こと に し た 。 
レッ ド ペ ッ パ ー が 、 ど の よう に 自生 し て いて 、 い つ ご ろ に 、 ど この 民族 が 使 
い 始 め た の か 。 そ れ は 何 の た め だ っ た の か 、 そ し て その 科学 的 根拠 は 何 な の 
か 、 薬 効 は どう な の か 、 そ れ が 、 ど の よう に し て 世界 に 広まっ た の か 。 イ ン 
ド ネ シア は どの よう な 重要 な 役割 を 果たし た の か 。 現在 は どう な の か 。 

レッ ド ベ ペッパー だ け で も 、 1 回 の 講義 に な っ て し まう 。 

これ だ っ て 料理 が 入っ て いな い 。 ス パイ ス 学 に は 、 料 理 が 入る べき だ と 、 最 
近 は 思っ て いる 。 し か し 、 と て も 9 月 1 日 に は 間に合わ な い 。 
最近 凝っ て いる わさび を 取り 上 げた い の だ が 、 わ さび だ け で 1 回 分 が 必要 だ 
る ろ る つ 。 

「 た だ いま 」 

「 お か えり 」 
ジン が 夕方 に 帰っ て きた 。 
湯 花 邪 無 は 、 下 接 に ジャ カル タ 空 港 か ら お 客 さ ん を 訪問 し た り ス パイ ス 工 房 
に 行っ た り 料 理学 校 に 行っ た り は し な い 。 必 ず ス パイ ス yuhana に 一 旦 
や っ て くる 。 ジ ン も 同じ よう に し て いる 。 

「 ず っ と ここ な の ? 」 

「 大 学 の 講義 の 構想 を 練っ て いま し た 」 

「 で きた ん だ 」 

「 し U! え 」 

「 9 月 1 日 か ら で し ょ ? 」 

「 え え 」 

「 み ん な を ガッ カリ させ な いで 」 

「 プ レッ シャ ー を か け な い で ,」 

EE 馬 はお どう 7G す か ?」 

「 講義 を 聞い て きた ,」 


「 講 義 っ て な ん で すか ? 」 
「 な ぜ ア ー ス バッ テリ ー な の か 」 
「 どう いう 内 容 で し た ? 」 
「 な ぜ か わか ん な いら し い 」 
「 マ ジッ ク じ ゃ な いん だ か ら 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は わか る の か 」 
「 わからない 」 
「 故障 し た ら ど うす る と か ,」 
「 電気 代 が タダ だ か ら 自 分 が よく わか っ て な いと いけ な い 」 
「 い まま で の よう に 電力 会 社 に 電話 する わけ で は な いか ら 」 
「 理解 で きた の か 」 
「 わ り と 簡単 
「 肝心 な と ころ は わか ら な いけ ど 」 
「 予 定 ど お り 9 月 1 日 か ら 3 日 の 間 に 工 事 を する 」 
「 9 月 度 か ら 計 算 上 は スパ イス の 原価 が 大 幅 に 下がる 
「 電気 代 が ゼロ だ か ら だ 」 
「 投 資 の 減価 償却 が か か る けど 」 
「 任せ て お いて 」 
「 ジ ャ カル タ の 経済 も 潤う 
「 な ん で すか ? 」 
「 一 斉 に 工場 の アー スバ ッ テ リ ー を 使い は じ め る か ら 」 
「 機械 の 会 社 の 株 が 急上昇 し た 」 
「 華美 美 負 が ジャ カル タ に 来 た 時 は よく わか ら な か っ た の に 」 
「 電力 の 会 社 は 困る ん じゃ な いで すか ? 」 
「 ギ リ ギ リ だ っ た か ら ホ ッ と し て る と 思う 」 
湯 花 邪 無 は 研究 者 だ が 、 ジ ン は 経営 者 だ と 思う 。 
湯 花 邪 無 は 遅く な っ た 。 
「 な に し て た の ? 」 
「 レッ ド ペ ッ パ ー を や っ て いた 」 
「 今 日 は イカ ン ゴ レン だ か ら 」 
「 何 度 も 食べ て る けど 名 前 知ら な いで し ょ ? 」 


「 川 魚 」 
「 揚げ 物 な の か 」 
5 なつ コ 
「 お か ず が いっ ぱい 」 
「 着替え て きま す ,」 
「 今 日 は 調子 ワル ク な いよ ね 」 
「 絶好 調 で す 」 
8 月 3 日 だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 6 時 30 分 ジャ カル タ 発 に 乗っ た 。 
睡眠 が 不足 し て いた 。50 分 の フラ イト な の に 完全 に 眠っ て いた 。 
に あお も 
『 ジ 三 ど うし た ? 」 
「 わ た し も 一 緒 に 行か せ て くだ さい 」 
「 水野 まさ みさ ん に 吉 っ て あり ます 」 
「 わかり まし た 」 
「 どこ で すか ? 」 
「 新宿 に 着き ます 」 
「 電車 で すか ? 」 
「 え え 」 
「10 分 し か な いけ ど 」 
「 乗 っ て いて くだ さい 」 
「 平気 で すか ? 」 
「 着 \ い た けど この 電車 で すか ? 」 
op 
山井 生 江 と 次 郎 は 、 新 幹線 の 諏訪 駅 で 待っ て いた 。 
「 この まま 機械 の 会 社 に 行っ て も いい いで すか ? 」 
「 平気 で す 」 
まだ 9 時 に な っ た ば か り で ある 。 
「 機械 の 会 社 は 興味 を も っ て くれ まし た ? 」 
「 わ さび を た た き 状 態 に し な が ら 輸 切り に する こと に 苦労 し まし た ,」 
「 こ ん な 要望 出す 人 は いな い だ ろ つか ら な ーー」 


「 で きた の で すか ? 」 
「 見 て くだ さい 」 
信州 スラ イス と いう 会 社 だ っ た 。 
「 は じ め ま し て 湯 花 邪 無 と 申し ます 」 
「 社員 の ジニ で す 」 
研究 開発 課長 の 天海 豊か ら 名 刺 を 渡さ れ た 。 
「 こ の 研究 は みん な 忙し い の で 私 が 直接 や っ て いま す ,」 
「 私 の 一 存 で 試作 に 取り か か り ま し た が 、 試 作 の 1 部 を 負担 し て いた だ ける 
と 助かり ます ,」 
「 い くら で すか ? 」 
「30 万 円 
「 承知 し まし た 」 
「 8 月末 振 込み で いい で すか ? 」 
「 請 求 書 を いた だ け ま すか ? 」 
「 ス パイ ス 湯 花 の 水野 ます み 宛 て に 送っ て いた だ け ま すか ? 」 
「 見 積 書 も 一 緒 に 」 
「 も し うま くい っ た ら 買 っ て いた だ け ま すか ? 」 
「 も ちろ ん で す ,」 
「 これ は 機械 の 見 積 書 で す 」 
「 どう し て 見 積 書 が で き て いる の で すか ? 」 
「 自信 が あり ます 」 
4 2 2 万 円 の 見 積 書 だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み に メー ル を し た 。 
「 ス ライ ス わ さび 試作 機 の 費用 の 半分 の 30 万 円 を 負担 する こと に し まし た 」 
「 見 積 書 と 請求 書 が 水野 さん 宛て に 行き ます の で よろ し く お 願 いし ます 」 
「 試作 機 に 案内 し ます 」 
天海 研究 室 と 書か れ た 小さ な 部 屋 が あっ た 。 
「 生産 する 方 法 は まだ 考え て いま せん 」 
「 1 つの わさび を た た き の よ うに し な が ら ス ライ ス で きる か どう か や っ て い 
ます 」 
「 見 て て くだ さい 」 


ほん の 小さ な 機械 だ っ た 。 

「 ス ライ ス し まし た けど 表面 上 は スラ イス し た か どう か わか り に くい と 思い 
ます 」 

「 手 で 触る と 切れ て いる こと が わか り ま す ,」 

「 ス ライ ス の 断面 が ジグ ザ グ に な っ て いま す 」 

「 一瞬 の 動き で や っ て いま す の で 人 に は 見 えな いか も し れ ま せん 」 
湯 花 邪 無 は 、 表 面 上 スラ イス し た こと さえ わか り に くい わさび に 触っ て み 
た 。 固め て あっ た 砂 が バラ バラ に な る よう に 崩れ た 。 
少し 日 に 入れ て みた 。 

2 の 6 

「 香 り も いい し 辛 さ も あり ます 」 

「 魚 を 用 意 し て あり ます 」 

天海 豊 は 、 冷 蔵 庫 か ら 刺 身 を 取り 出し た 。 

op | 

スラ イス 前 の わさび に も な いす ご い 香 り が する 。 

「 い いた だ きま す ,」 

わさび の た た き を 刺身 で 食べ て いる か の よう に な っ た 。 
「 次 郎 さ ん も どう ぞ 」 

「 私 た ち は 昨 日 見 学 し まし た 」 

「 お いし いと 思い まし た 」 

「 生 井 さ ん は どう で すか ? 」 

「 わ さび の 特長 を 引き 出せ て いる と 思い ます 」 

どの も で こつ うな っ で る の で すか ? 

「 1 0 0 回 くら いい 次 郎 さ ん と 試作 を し まし た 」 

「 高速 で カッ ト す る 6 枚 の 妨 が ポイ ント で す 」 

「 6 枚 の 妨 の カタ チ も ポイ ント で す 」 

「 私 は お も し ろ い けど 部 下 に は や ら せ ら れ な い 」 

「 な ぜ で すか ? 」 

「 行き 着き そつ も な いか ら 

「 信じ ら れ ま せん 」 

「 スライス 八 ム の 技術 を 使っ て いま す 」 


これ で す 」 
天海 豊 は 、 真 空 パ ッ ク さ れ た スラ イス 八 ム を 持っ て きた 。 

「 八 ム で は 高速 カッ ト で きま せん が 」 

「 わ さび の 場合 は 切り 口 を グチ ャ グチ ャ に し な いと いけ な い の で 更に 難し く 
な り ま す 」 

「 今後 は どう な る の で すか ? 」 

「 6 つ に 分 け て 真空 パッ ク す る 方 法 で す 」 

「 この カッ ト の 工程 の 後に 入れ な いと いけ ませ ん が 」 
陸生 

装 な ど は 手 作 業 で いい か と 思っ て いま す 」 

還 0 0 本 ほど スラ イス し て 手 作 業 の 真空 パッ ク を し て つく っ て あり ま 
す の で お 持ち 帰り くだ さい ,」 

「 真空 パッ ク の 機械 が で きた ら 連 絡 を 差し 上 げ ま す 」 

「 すみません お いし い お 昼 を 食べ させ て くれ る お 店 を 紹介 し て くだ さい ,」 

「 私 が 用 意 し て あり ます 」 

「 す み ま せ ん 一 私 に 譲っ て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 は うれ し か っ た 。 
こん な 難問 に 挑戦 し て くれ る 人 に 出会っ た こと が うれ し か っ た 。 


拉致 


ムン バイ で 拉致 され る 


湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン の 近く の すし 屋 に 寄っ た 。 仲 恨 く し て いる 
わけ で は な い が 、 沢 風 ゆ り と 時 々 来 て いる 。 

「 私 の わさび は これ を 使っ て くれ ませ ん か 」 

「 な に か らい きま すか ? 」 

「 上 で お まかせ 」 

握り な が ら 2 人 で 相談 を し て いた 。 

「 お ろ さ な いん だ 」 

「 この まま 使 つ ん で すか ? 」 

「 お 願い し ます , 

「 か げん が わか り ま せん が 八 マ チ か ら ど う ぞ 」』 

「 同 じ も の を 食べ て みて くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 い まま で 食べ た こと の な いい 香り が し て いる と 思っ た 。 辛 さ は 、 
お ろ し た わさび ほど 強く は な い 。 

「 し U! 香 り が し ます ,」 

「 わ さび が 違う ん で すか ? 」 

「 お いし いで すか ? 」 

「 お いし いで す 」 

8 月 4 日 月 曜 だ っ た 。 

沢 風 ゆ り は いな い 。 

シャ ワー を し て その まま アー スカ ー に 乗っ た 。 羽田 で サン ドイ ッ チ を 摘 も うっ 
と 思っ た 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ の アー スカ ー に は 、 衣 装 と 小さ な トラ ンク を 積ん で 
いる 。 ア ー ス カー に 乗る 時 に 、 ワ イシ ャ ツ と ネクタイ を 外し て 、 ジ ャ カル タ 
シャ ツ に 着替え る 。 


風通し の よい シャ ツ だ 。 ネ クタ イ は し な い !。 

「 いつ も 同じ シャ ツ を 着 な いで くれ 」 

ジン に は よく 吉 わ れる 。 

「 料理 教室 ね 」 

「 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 」 

「 こ れ を 冷蔵 庫 に 入れ て お いて くれ ませ ん か 」 

「 わ さび ? 」 

「 明 日 エミ ル の と ころ へ 持っ て いっ て 意見 を 聞き た い 」 
「 う まく いっ た の ?」 

「 私 は うま くい っ た と 思っ て る 」 

「 わ た し も 使っ て みて いい か 」 

ok 

湯 花 邪 無 は 、 い つも の よう に 料理 学校 へ 向かっ た 。 
「 今日 は カレ ー 春 巻き で す 」 

ミナ は レシ ピ を 配っ た 。 

「 買い 物 に 行っ て くだ さい 」 
今日 も 8 人 全員 が いる 。 

「 今 日 は わた し が 買い 物 する 」 

レス トラ ン に 勤め て いる 1 番 若い 女性 が 手 を 挙げ た 。 
料理 で も 常に 早い 。 機敏 な 女性 で ある 。 
鶏肉 を 買っ た 。 

「 こ れ く らい で いい の か ? 」 

「 ミ ンチ を 買わ な いと いけ な い の で は な いか ,」 

「 料理 学校 に ある か ら 自 分 で や る 」 

5 種類 も の 野菜 を 買っ た 。 

「 手 際 が いい けど 料理 が 好き な の か ,」 

帰り に 、 湯 花 邪 無 は 話し か け て みた 。 

ラ エ ル 19 歳 と 吉 っ た 。 

レス トラ ン に 勤め て いて 6 ヶ月 に な る と 吉 っ て いた 。 下 働き し か し て いな い 
らし いり 。 


「 ミス ター ユ 八 ナ は まだ 仕事 が 見 つか ら な い の か 」 

: を つう だ 

「 お 皿 を 洗う アル バイ ト だ っ た ら あ る けど ,」 

「 あり が た いけ ど 今 の と ころ 平気 だ 」 

ウソ を つい て いる つも り は な い の だ が 、 余 計 な 気遣い を させ る こと は 良く な 
いと 思っ た 。 

「 今日 は みな さん 良く で きま し た ,」 

「 時 間 も 早 く で きま し た 」 

「 と ころ で ミス ター ユナ は レス トラ ン に 行く 日 を 連絡 し て きま せん が 、 ツ 忙 
し い の で すか ? 」 

「 8 月 15 日 は どう だ ろう か ,」 

「 それ で は 19 時 に 待っ て いま す 」 

「 わ かり まし た 」 

帰り 際 に 、「 わ た し も いつ か 空け て くれ 」 と ラ エ ル が そっ と 吉 っ た 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ー」 

早く 帰っ て きた こと に ジン は 驚い た 。 

「 料理 失敗 し た の か ,」 

うま: くだ 

「 な ん か 変わ っ た こと は あり ます か ? 」 

「 順調 だ 」 

「 私 は 新宿 に 行き ます 」 

「12 時 に 乗る の か 」 

だ 

ジン と 話し て いる 時 に 、 来 る は ず の な い メ ー ル が きた 。 

「 ム ン バ イ 空港 日 本 に 連れ て 行か れ そ う 」 

な せ ぜ 華 美美 鉛 が イン ド に 行っ た の か わか ら な い 。 ど うし て 誰 も 守れ な か っ た 
の か わか ら な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で ムン バイ ー 東 京 の 時 刻 表 を 調べ た 。 

11 時 37 分 の 羽田 行き に 違い な い 。 上海 か ら 拉致 され た の と 同じ 方 法 だ ろ 
う 。 脅 され て いる 。 羽田 着 は 13 時 12 分 で ある 。 


多分 スマ ホ は 棄て て いる か ら 連 絡 は と れ な いり 。 

湯 花 邪 無 は 、12 時 発 に 乗れ た 。 羽 田 着 は 13 時 だ 。 どう すれ ば いい の か わか 

ら な い 。 

と に か く 、 湯 花 邪 無 の アー スカ ー の キー を 華美 美鈴 に 渡す こと だ 。 

あの 男 達 は 、 ま さか が 華美 美鈴 が 自分 で アー スカ ー を 運転 し て 逃げ て いる と は 
思い も 及ば な い の だ 。 

出国 検査 前 の 売場 で 時 間 を つく っ た 。12 分 後に 到着 する 。 

2 人 の オト コ に 脇 を 抱え られ て イン ド 風 の 頭巾 を か ぶっ て いる 女性 は 、 華 美 
美 負 で ある 。 湯 花 邪 無 は 、 3 人 を 追い 越し て 、 先 に 顔 写真 パス に 向かっ た 。 
華美 美鈴 が 気がつい て いて くれ る こと を 願っ た 。 4 人 の 後 が 華美 美 負 だ っ 


* バ バック し か 持っ て いな い 。 

欠 が 出 て きた 時 に 、 湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー の キー を 床 に 滑ら せ た 。 
の 男 は 華美 美鈴 に 気 を と られ て いて 気づか な か っ た 。10 メ ー ト ル 前 だ 。 
美美 負 が ヒー ル を 脱い で 2 人 の 男 を 振り ほど いて 走り 始め た 。 そ し て キー 


そこ か ら 先 は 、 1 0 0 メー トル 世界 記録 が 出る の で は な いか と 思わ せる 走り 
で ある 。 

アッ と いう 間 に 華 美美 鋼 は いな く な っ た 。 

下 か ら 4 人 の 男 が 慌て て や っ て きた が 、 す で に 華美 美 鋼 は いな く な っ て い 


守 。 
湯 花 邪 無 は 、 壁 際 か ら 一 部 始終 を 見 て いた 。 
「 た だ し いま びー」 


「 お か えり な さい 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は アー スカ ー は どう し た の だ 」 
「 た ま に は 電車 に 乗っ て みた い 」 
お 店 に いた 牧野 由香 が 聞い た 。 
「 水野 まさ みさ ん は 銀行 に 行っ て いる 」 
「 お 金 が 足り な く な っ た の か な びー」 
「 わ さび 工房 と わさび の 森 の 預金 を つく り に 行っ て いま す 」 
「 な る ほど 」 


に デビ で みか が か?! 
「 冷た い の に し て くだ さい 」 


「 承知 し まし た 」 
湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り に メー ル し た の だ が 返事 が な い 。 気 に な っ て いる の 
だ 。 

「 8 月 11 日 は 誕生 会 だ けど 参加 で きま すか ? 」 

「 参加 し ます ,」 


「 み ん な 喜ぶ と 思い ます 
「 わ た し お 店 に いま すか ら 何 か あっ た ら 呼 ん で くだ さい 」 
「 わ か り ま し た 」 
ジニ が や っ て きた 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム こ れ を 食べ て みて くれ 」 


「 わ さび の た た き う どん 」 
「 お 腹いっぱい な の か 」 
「 大 丈夫 だ 」 
少し の 醤油 と 昆布 ダシ だ と 思っ た 。 
「 ス ライ ス わ さび を 入れ ます ,」 


わさび の 香り が 一 気 に 広 が っ て な ん と も いえ な いう どん に な る 。 
「 こ れ は すご いな 」 

「 ジ ニ は イン ド ネ シア 人 な の に よく 日 本 の 味 が わか る な ー」 

「 わ た し は 和食 を 研究 し て いる 」 

湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ りか ら メ ー ル が な いこ と を 気 に し て いた 。 華美 美鈴 は 無 
事 な ん だ ろう か 。 

「 ジ ニ さ っ き の わ さび うど ん の レシ ピ を メー ル し て くれ ませ ん か 」 
「 ス マ ホ に ,」 

「 帰 っ て つく っ て み ま す 」 

「 少 し 早い けど 帰り ます 」 

「 わ か り ま し た ,」 

「 牧野 由香 さん いま すか ? 」 

「 行き ます 」 

「 少 し 早い けど 帰り ます 」 


「 な に か あっ た ら 電 話 を くだ さい 」 

「 水野 まさ みさ ん に は 帰っ て わさび うど ん つく る と 吉 っ て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の スー パー マー ケッ ト で 生 う どん を 買っ て 昆布 を 買っ 
た 。 

まだ 16 時 だ っ た 。 

「 た だ いま 」 

奥 か ら そ っ と 華美 美鈴 が 出 て きた 。 

「 沢 風 ゆ り は まだ 仕事 を し て いる 」 

「 わ た し が スポ ー ツ ジム に 行っ て カギ を も ら っ て きた 」 

「 いつ も 助け て くれ て あり が と う 」 

「 湯 花 邪 無 の アイ デア に は いつ も 驚く 」 

「 や っ ぱり 誰か に 撮影 され た 」 

「 この 走り 方 は 華美 美 鋼 で は な い の か 」 

「 どう し て 羽田 で また 走っ て いる の だ 」 

動画 の 再生 回 数 が 凄かっ た 。 

「 ま た 先 里 風 香 に 心配 を か け て し まっ た 」 

「 どう し て ムン バイ に 行っ た の で すか ? 」 

「 工 場 の アー スバ ッ テ リ ー の 図面 を 持っ て いっ た 」 

「 どこ か ら 情 報 が 漏れ た の か わか ら な い 」 

「 渡せ た の で すか ? 」 

「 日 帰り だ っ た 」 

「 帰り に 空港 で 拉致 され た の で すか ? 」 
現在 の 経済 大 国 世界 1 は イン ド で ある 。 人口 も 伸び 方 は 止ま っ て いる が 、16 
億 人 も いる 。 経済 は 人 口 で も ある 。 経 済 は 再生 産 と 消費 だ か ら 、 人 口 が 少な 
く な っ て いる 日 本 な ど は 、 イ ンド に 企業 進出 する こと し か 、 成 長 の シー ズ が 
見 えな い 。 これから 1 0 0 年 は アフ リカ の 時 代 で ある 。 
中 国 は 世界 2 位 の 経済 大 国 だ が 人 口 は 10 億 人 を 切っ た 。 人口 増加 に よる 自己 
崩壊 の 危機 は 回 避 で きた の だ が 、 今 後 は 、 高 齢 化 社会 を どう 運営 し て いく か 
に 焦点 が 集まる 。 
中 国 は 、 早 く か ら ア フリ カ に 進出 し て いて 、 あ ら ゆ る 産業 分 野 で 、 中 国 企業 
が トッ プ を 占め て いる 。 


それ で も 、 人 口 の 多い イン ド の 経済 力 に は 敵 わ な い 。 イ ンド の 人 口 は 、 今 後 
1 0 0 年 で 10 億 人 に まで 減る の で は な いか と 吉 わ れ て いる 。 豊か に な る と 、 
人 間 と し て の 存在 が 大 事 に な る 。 欧 米 や 日 本 な どの 先進 諸国 と 同じ 道 を た ど 
る 。 

現在 の イン ド の 最大 の 悩み は 電力 不足 で ある 。 イ ンド ネシア で 先日 発表 し 

た 、 工 場 機械 の アー スバ ッ テ リ ー は 、 イ ンド と し て も 、 す ぐに 実現 させ た い 
事項 で ある 。 

それ な の に 、 華 美美 鋼 が また 拉致 され た 理由 は 、 ア ー ス 戦車 の こと で ある 。 
日 本 の 戦車 の 会 社 で ある 。 どこ に も 証拠 は な い の だ が 、 間 違い は な い 。 誰 も 
訴え な いし 事件 で も な い の で 、 警 察 が 動か な いか ら 、 曖 昧 の まま 、 華 美美 負 
の 羽田 で の 疾走 が 、 何 度 も ネッ ト 上 の 動画 を 賑わし て いる 。 

「 沢 風 ゆ り は 何時 に 帰っ て くる の で すか ? 」 

「19 時 と 吉 っ て いま し た 」 

「 何 も 食 べ て いな いん で し ょ ? 」 

「 え え 」 

「 じゃ ー う どん を 買っ て きた か ら つ くり ます .」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ニ か ら わ さび を 1 本 も ら っ て きた 。 

多分 、 醤 油 を 少し と 塩味 だ 。 そ れ と 昆布 、 と ろ ろ 昆布 も 買っ て た 。 

「 見 て る ん で すか ?」 

「 え え 」 

「 湯 花 邪 無 は 料理 は 何 も し な いと 聞い て いま す 」 

「 少 し 前 まで 何 も し ませ ん で し た ,」 

「 と ろ ろ 昆布 と どっ ちがい いで すか ? 」 

「 と ろ ろ 昆布 」 

「 う どん は 温め た 方 が いい で す 」 

「 や り ま す 」 

華美 美 負 は 鍋 に 水 を 入れ て 沸か し は じ め た 。 

お つゆ を スプ ー ン で すく っ て みた 。 

けっ こう いい 味 が する 。 

「 う どん を 入れ ます 」 

と ろ ろ 昆布 を 乗せ て 、 そ し て 冷蔵 庫 か ら ス ライ ス わ さび を 取り 出し て 上 に 乗 


せ た 。 

に あつ で 

「 い た だ きま す 」 

「 あ あー すご い お い し いで す ,」 

湯 花 邪 無 も お いし いと 思っ た 。 

わさび の 香り が な ん と も 吉 え な い 。 

「 お 共 で す 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 今 度 日 本 を 出る の は タイ ヘン だ けど 」 

「 出 な いと スケ ジュ ー ル が 詰まっ て いま す 」 

「 今 日 と 明日 は 何 も あ り ま せん けど 」 

「 8 月 6 日 が ある ん だ 」 

「 リ オ に 行く こと に な っ て いま す 」 

「 こ の 映像 が 流れ て いる か ら 先 里 風 香 が 心配 し て いる 」 

「 日 本 の 人 の 考え は 何 か お か し い 」 

「 わ た し が 日 本 人 だ か ら と いう 考え が ある 」 

「 湯 花 邪 無 は 国籍 は どっ ちな ん だ 」 

「 日 本 だ 」 

「 で も ジャ カル タ が 拠点 だ 」 

「 上海 に も カサ プラ ンカ に も お 店 を 計画 し て いる 」 

「 日 本 人 だ か ら 特 別に と いう 考え は ある の か 」 

「 な い 」 

「 先 里 風 大 に も わた し に も な い 」 

「 人間 の 1 人 と し て 考え て いる 」 

「 日 本 人 だ か ら 勝 手 に 拉致 する 考え が お か し い 」 

「 も う 日 本 の 警察 に 被害 届 を 出し た 方 が いい の で は な いか 」 
「 わた し が 逃げ 通せ な か っ た ら 先 里 風 香 が や る こと に な っ て いる 」 
「 わ た し 自身 が 事情 聴取 な ど で 警 察 に 追わ れる よう に な っ た ら 、 ス ケ ジ ュ ー 
ル が こなせ な い 」 

「 アース ライ ティ ング な ど で 日 本 政府 か ら 要 請 は な い の で すか ? 」 
「 人 口 減少 し て 日 本 は 電力 が 余っ て いる 」 


「 この 上 アー スラ イ テ ィ ング が 増え た こら 、 そ れ は それ で 困っ た こと に な る 」 

「 制 限 は し て いな いけ ど 」 

「 暗 黙 の プレ ッ シ ャ ー が か か っ て いる 

「 だ か ら わ た し を 日 本 に 呼ぶ こと は 考え られ な い 」 

「 戦車 の 会 社 や アー スジ ェ ッ ト の 会 社 が 先 里 風 香 の 協 力 が ほし い 」 

「 先 里 風 呑 は アメ リカ に いる が 、 ア メリ カ の 戦車 が ジェ ッ ト の 会 社 は 先 里 風 
香 に 協力 を 求め か ない の か 」 

「 断 っ て いる と いつ か で き な い と 吉 っ て いる 」 

「 パ ワー アッ プ が で き な い こと で すか ? 」 

「 ア メリ カ の 会 社 は 表 で 交渉 し よう と する が 日 本 の 会 社 は わた し を 人 質 に し 
て ムリ に 協力 させ よう と する 」 

「 な ぜ だ 」 

「 日 本 人 だ か ら 日 本 の た め に 協力 すべ きだ 」 

「 これ は 犯罪 だ けど 」 

「 わ た し が 帰っ て 来 な か っ た ら 犯 卓 に する こと に な っ て いる 」 

「 そ の 前 に 脅 さ れる 」 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい 」 

「 ビック リ し た 一 で も 助け て くれ た の ね .」 

「 遅 く な っ た か ら お すし 買っ て きた ,」 

「 何 か 食 べた ? 」 

「 私 が わさび の た た き う どん を つく り ま し た 」 

「 な に それ 」 

「 あな た に そん な こと が で きる と は 思え な い 」 

「 あ あー1 つ 残し て お いた か ら や り ま す ,」 

「 わ た し の ? 」 

「 え え 」 

「 お すま し に で きる ? 」 

「 や っ て みな いと わか ら な い 」 
わさび の た た き と と ろ ろ 昆布 の お すま し が で きた 。 

「 あ あー すご く お い し い 」 


「 わ さび が 最高 に 香り が いい 」 

「 あ な た じゃ な いみ た い 」 

沢 風 ゆ り と 華美 美鈴 と 湯 花 邪 無 は 、 これから ど うす る か が 話し 合っ た の だ が 、 
ゲッ ドア イデ ア が 出 な か っ た 。 


新潟 室 港 か ら ロ シア 経由 


「 い い 考 え が 出る まで ここ か ら 出 な い 方 が いい 」 

「 わ た し 代休 だ か ら 今日 は 一 緒 に いる 」 

「 あ な た は ジャ カル タ な の ね .」 

「 ラ ツウ どおり で 」 

「 わ か っ た ,」 

「 リ オ に どう し た ら 行 ける か 考え よう 」 

「 使い 捨て スマ ホ を 買っ て お いて くだ さい 」 

「 わ か っ た ,」 
華美 美 負 は 、 使 い 捨 て スマ ホ し か 使っ て いな い 。 何 度 も スマ ホ を 棄て な けれ 
ば な ら な い 状 態 に 陥っ た か ら だ 。 
華美 美 鋼 は 、 PC も 持ち 歩か な い 。 何 度 も 拉致 され て いる の だ 。 ス マ ホ や P 
C は 最初 に 取り 上 げ ら れる 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 
湯 花 邪 無 の 声 は いつ も 明る い 。 

「 今日 は エミ ル の と こ に 行く の ね 」 

の 56 ま 』 

「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 」 

「13 日 は 8 月 の 誕生 会 だ か ら 」 

「 知 っ て いま す 」 

「 お 昼 は どっ ち ? 」 

「 も う 出 ます 」 


「 エ ミル の と こね 」 

「 ガ ダラ の と こ か も し れ な い 」 

「 ガ ダラ だ っ た ら 社 員 少な いか ら 」 
「 電話 し ます 」 

「 ス パイ ス 工 房 に 行っ て きま す 」 
「 い っ て らっし ゃ い 」 

みん な 練習 し て いる の で は な いか と 思っ て し まっ 。 
「 エ ミル こん に ち わ ー」 

「 こんにちわ びー」 

「 ち ょ っ と これ を 見 て くだ さい 」 

「 わ さび ね 」 

「 商 品 と し て は こう な る ん だ けど 」 
「 意見 を 聞き た い の ? 」 

2 

「 見 せ て 」 

「 こ れ は すご い 技 術 ね 」 
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「 わ さび の 森 に も 行く で し ょ ? 』 

「 え え 」 

「10 分 待っ て て 」 

「 ラ ニ は ご は ん の 用 意 し て る か 」 

「 お 相手 で き な い 」 

「 工房 に 行っ て みる 」 

「 お 昼 は ? 」 

「 ガ ダラ に 電話 し て お く 」 

「 お 願い し ます 

リー マイ が や っ て きた 。 
「yuhana の 森 に 一 緒 に 行く 」 
「 豆板 交 を 試作 し て いま す ,」 

「 何 が ポイ ント で すか ? 」 

レッド ペッ パー」 


「 豆板 准 に ビッ タリ の 赤 唐 辛子 ? 」 


: ぞ うつ です 
「yuhana の 和 森 で 栽培 し て いる の で すか ? 」 
cos 


「 わ さび の 森 を つく る そう だ けど 上 海 に レッ ド ペ ッ パ ー の 森 を つく っ て ほし 
いい 」 

「 リ ー マ イ の 成長 を 待っ て る 」 

「 お金 は ? 」 

「 お 金 は な ん と か な る が 人 が 問題 だ 」 

「 わ た し が お いし い 豆 板 表 を つく れる か ? 」 

「 そ うだ 」 

「 そ し た ら 上 海 に レッ ド ペ ッ パ ー の 森 を つく っ て くれ る の か 」 

7 記 
エミ ル が や っ て きた 。 

「 わ さび と 塩味 な す の て ん ぶら 」 

「 こ ん な の は 日 本 的 か も し れ な い 」 

「 摘 ん で みて 」 
湯 花 邪 無 は 、 ホ ント に 日 本 的 だ と 思っ た 。 
今 の 時 期 、 ジ ン も な す の 料 理 を や っ て くれ る が 、 て ん ぶら は 食べ た こと が な 
い 。 わ さび の 香り が グッ と き て お いし い 。 

「 ガ ダラ こん に ち わ ー,」 

「 ち ょ うど お 昼 だ けど 」 

「 リ ー マ イ も どう ぞ 」 

5 ラチ セッ ジル 

「 先 に 食べ て 」 

「 わかり まし た ,」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は わさび を 持っ て きた の か 」 

『 各 析 だ だ 

「 タ フチ ャ ンプ ル に は ふさ わし く な い 」 

「 どう な っ て る の か ,」 

「 新鮮 の まま 採り た て わさび を 実現 させ た い 」 


「 た だ 細胞 が 壊れ な いと 辛 さ が 出 な い 」 
「 それで スラ イス し た の か 」 
「 スライス の 方 法 も 特別 で す 」 
「 特 別 っ て ? 」 
「 グ チャ グチ ャ に な る 」 
「 な る ほど 」 
ステ ファ ノ は 黙っ て 聞い て いた 。 
「 さ あ 食 べ て 」 
「 い いただき ます ,」 
食事 中 に 沢 風 ゆり か ら 空 メー ル が きた 。 
何 か あ っ た の だ 。 わ か ら な い 。 
ステ ファ ノ は わさび を 檜 えた 水辺 に リー マイ と 湯 花 邪 無 を 連れ て 行っ た 。 
ジャ カル タ で 育て る こと は 難し いか も し れ な い 。 
残念 だ が 。 湯 花 邪 無 に は わさび を 育て る ノウ ハウ が な い 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 レ ッ ド ペッ パー を 見 て くれ 」 
「 レッ ド ペ ッ パ ー に も 種類 が た くさ ん ある の で すか ? 」 
「 わ た し の イメ ー ジ する 豆板 六 に ビッ タリ の レッ ド ペ ッ パ ー を 育て た い 」 
「 それは も う 決 まっ て いる の か 」 
「 ま だ 決ま っ て いな い 」 
「 た くさ ん の 種類 の レッ ド ペ ッ パ ー を 育て て いる 」 
8 月 5 日 で ある 。 も し か する と 、 華 美美 負 は 、 リ オ に 行か な けれ ば な ら な い 
こと で 焦っ て いる の で は な いか と 心配 に な っ た 。 
今朝 は 、 今 日 は じっと し て いよ うと 話し 合っ た ば か り だ 。 
「 ジ ン 、 ち ょ っ と 急用 で 東京 に 行っ て くる 」 
「 も し か し た ら 今 日 は ジャ カル タ に 帰れ な いか も し れ な い 」 
「 また 連絡 する 」 
ジン に は 知ら せ て お いて 、 湯 花 邪 無 は 、yuhana の 森 の 帰り に ジャ カル 
タ 空 港 に 向かっ た 。14 時 30 分 だ っ た 。 
羽田 の アー スカ ー か ら 沢 風 ゆ り に 電話 を し た 。 
「 な に か あっ た ん だ ろう か ,」 
「 新潟 空港 か ら ロ シア に 出 よ うと し て 捕まっ た 」 


「 今 は どこ に いる の か 」 

「 わ か ら な い 」 

「 ス マ ホ は 棄て た の か 」 

「 ス イッ チ が 入っ て な いし 棄て た と 思う 」 

湯 花 邪 無 は 困っ た 。 

新潟 空港 で は 、 い くら 華美 美鈴 が 足 が 速 く て も 、 逃 げ 場 が な い 。 ア ー ス カー 
も な い 。 も し ロシア に 脱出 で き な か っ た ら 、 確 実に 捕まっ て し まう 。 

「 最後 に 連絡 が 来 た の は 何時 で すか ? 」 

「 空 メー ル を 送っ た 時 だ 」 

3 時 間近 く が 経過 し て いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 考 える こと が で き な か っ た 。 想像 する こと すら で き な い 。 情報 
が な いと 、 人 は 、 考 える こと すら で き な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 ラ イブ テレ ビ を 探っ て みた 。 

どこ を 探っ て も 、 華 美美 負 の こと は 出 て こない 。 そ も そ も が 、 ム ン バ イ か ら 
ニュ ー ヨ ー ク に 帰っ た こと に な っ て いる の だ 。 ま さか 日 本 に いる と は 、 誰 も 
思い つか な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン に 情報 を 求め て 帰っ て みた 。 

「 お か えり 

沢 風 ゆ り は 今日 は 休み で 一 緒 に いる は ず だ っ た 。 

「 冷 し 中 華 を 買い に 行っ た 」 

「 何 か 残 し て な いで すか ? 」 

「 ゴ メン と いう メモ だ け 」 

「 そ も そ も ハ ンド バッ ク し か な か っ た ,」 

「 荷物 は ムン バイ 空港 な ん だ ろう か ,」 


へ N 
「 多分 」 


「 東京 に 連れ て くる ん だ ろ つ か, 


へ N 
「 多分 」 


「 新幹線 ね 」 

「 自動 車 か も し れ な い 」 

「 どっ ち に し て も も う 東 京 に 着い て る 」 
「 も う ム リ か も し れ な い 」 


湯 花 邪 無 も 、 も う ム リ か も し れ な いと 思っ て し まう 。 手 掛か り が な い の だ 。 
戦車 の 会 社 を 検索 し て みた 。 
本 社 工 場 が つく ば に あっ た 。 
他 に は 何 も い な い 。 確か に 営業 所 な どい ら な い 。 

「 つ くば に 行く の ? 」 

「 何 も で き な い か も し れ な いけ ど 」 

「 も し か し て 連絡 が ある か も し れ な いか ら こ こ に いて くだ さい 」 

「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 ナ ビ に 戦車 の 会 社 の 住所 を 入れ て アー スカ ー を 走ら せ た 。 

湯 花 邪 無 が 運転 し な く て も 戦車 の 会 社 に 着い て し まう 。 

つく ば と は いえ 外れ た 場所 だ っ た 。 
飛行 機 の 格納 庫 の よう な 建物 が いく つも ある 。 そ し て いか に も 事務 棟 の よう 
な 4 階 建て の ビル が あっ た 。 
多分 、 こ の 4 階 建て の ビル の 中 に いる と 思っ た 。 

1 キロ 手前 の 車 避 け に アー スカ ー を 止め た 。 
何 も 考 える こと が で き な い 。 入 れる は ず が な い 。 
湯 花 邪 無 の アー スカ ー の 前 に 、 掃 除 の 会 社 の 車 が 止ま っ た 。 同 じ 車 避け で あ 
る 。 エ ンジ ン を 止め て し まっ た 。 時 間 を 待っ て いる か の よう だ っ た 。 

5 分 待っ て も 動か な か っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 清 掃 会 社 の 小型 トラ ッ ク の 後 の ド ア を 開け て みた 。 思い も か け 
な いこ と だ っ た が 開い て し まっ た 。 身 体 が 入る だ け の 少し の 隙間 を 開け て 中 
因 六 うた 。 


真っ 暗 だ っ た が 、 洗 剤 の 臭い で 窒息 し そう だ っ た 。 奥 に 入っ た 。 洗剤 の 棚 に 
隠れ る こと が で きた 。 も う 10 分 ここ で 待っ た ら 諦 め よ うと 思っ た 時 、 車 が 動 


き は じ め た 。 

息 が で き な い ほど の 臭い な の だ が 、 こ こま で きた ら 息 を 止め て も ガマ ン す る 
し か な い 。 

すぐ に 車 は 止ま っ た 。 多 分 調べ られ る 。 

洗剤 の 棚 の 奥 に 隠れ た 。 後 の ドア が 開い て 、 中 を 覗い て いる 。 す ご い 臭 いな 
の で ガマ ン で き な い だ ろう 。 

その まま バタ ン と ドア を 閉め た 。 


車 は また 走り は じ め た 。 し ば らく し て 止ま っ た 。 後 の ドア が 開い て 2 人 の 男 
が モッ プ と 電動 た わし の よう な も の を 車 か ら 降 ろ し て 、 ド ア を 開け た まま 運 
び は じ め た 。 

湯 花 邪 無 は 、 素 早く 降り て 、 2 人 が 見 えな く な る と 、 走 っ て 、 2 人 の 後 を 

追っ た 。 

エレ ベー ター ホー ル に 掃除 具 を 置い て 、 引 き 返 し て きた 。 湯 花 邪 無 は 、 ト イ 
レ に 入っ た 。 見 られ て な い は ず で ある 。 トイ レ に 干し て あっ た 清掃 員 の 上 着 
と 帽子 だ け を 着 て 、 エ エレベーター ホー ル に 行っ た 。 2 人 は すぐ に 返っ て く 

る 。 

湯 花 邪 無 は 、 一 瞬 に 各階 の 名 前 を 見 た 。 戦 略 室 が 4 階 に あっ た 。 そ の まま そ 
ば の 階段 を 昇っ た 。 

4 階 ま で 誰 に も 会 わな か っ た 。 丘 常 階段 に し か 使っ て いな い の だ ろう 。 そ ん 
な つく り の 階段 だ っ た 。 

化粧 品 の 会 社 で は な い 。 戦 車 の 会 社 で ある 。 人 が 多い わけ で は な い 。 人 は 、 
飛行 機 の 格納 庫 の よう な 建物 に いる に 違い な い 。 

4 階 の トイ レ に 入っ た 。 

誰 に も 会 わな い 。 

鈴 巾 を 持っ て 、 床 を 拭き な が ら 部 屋 を 確認 し た 。 窓 ガラ ス で は な く て 壁 に ド 
ア が ある だ け で ある 。 

電灯 が つい て いる の か も わか ら な い 。 

12 部 屋 あ る 。 様子 が わか ら な いま ま ト イレ に 返っ て きた 。 エ レベ ー タ ー が 4 
階 で 止ま っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 清 掃 中 の 立て 札 を 入り 日 に 移動 させ た 。 

「 フ ロリ ダ に 電話 させ ろ 」 

「 手 荒 な こと を する と メン ドー に な る 」 

「 時 間 が 経て ば 諦め る 」 

湯 花 邪 無 は 、 ど の 部 屋 に 入る か そっ と 覗い て 見 た 。 奥 か ら 3 番目 の 部 屋 だ っ 
た 。 カ ギ を 開け て いた 。 き っ と ここ に 華美 美 負 が 軟禁 され て いる と 思っ た 。 
あの 2 人 の 会 話 か ら 想像 で きる 。 

20 分 待っ た 。 ど うし た らい い の か イメ ー ジ すら わか な い 。 ガ チ っ と ドア が 開 
いた 。 湯 花 邪 無 は 、 清 掃 中 の 立て 札 を し まっ た 。 そ し て 、 清掃 具 の ドア を 開 


け て 中 に 入っ た 。 

2 人 が トイ レ に 来 て くれ る の を 願っ た 。 

「 あ ん な 脅し を し な いで くれ ,」 

「 新潟 空港 の 華美 美鈴 を 公開 する と 先 里 風 香 が 気 
小走り に 奥 か ら 3 番目 の 部 屋 に 飛び 込ん だ 。 


が つく か も し れ な い 」 


: PE 
美美 負 が 大 き な 目 を 見 開い た 。 
計量 の の 有人 拓 連 に 


図 が 丸め て 立て か け て あっ た 。 や っ と 湯 花 邪 無 が 入れ る 。 


「 晩 ご は ん で す が 何 が いい で すか ? 」 
「 ご 希望 が あれ ば 何で も 」 
「 何 かしゃ べ っ て くだ さい 」 
「 じゃ ー お すし に し ます か ら 」 
「 ト イレ に 行き た く な っ た ら こ の 階 の 端 に あり ます 」 
「 後 で ベッ ド を 持っ て まい り ま す 」 
湯 花 邪 無 は 、 帽 子 を か ぶっ た 事 は 良かっ た 
どう せ 監 視 カ メラ が 動い て いる 。 湯 花 邪 無 を 知ら れ た ら メ ンド ー だ 。 帆 子 を 
深く か ぶっ て 、 地 図 の 棚 か ら 出 た 。 ドア を 開け て みた 。 
「 ト イレ に 行き た く な っ た ら こ の 階 の 端 に あり ます 」 と 喜 っ て いた 。 
華美 美 負 は 出入 り で きる こと に な る 。 
何 か 仕掛 けが ある 。 
「 廊下 の 端 に セン サー が あっ て 階段 も エレ ベー ター も ロッ ク さ れ ま す 」 
「 さ っ き 試 し て み ま し た 」 
「 私 は どう し て 入っ て これ た の か わか り ま せん 」 
「 2 人 が 来る か ら セ ン サ ー を 外し た の か も し れ ま せん 」 
こう し て 2 人 が 話し て いる こと も どこ か で 見 られ て いる か も し れ な い 。 
思い 切っ て や る し か な い 。 
「 ロ ッ ク が か か っ た 時 音 が し た の で すか ? 」 
「 エレベータ の 電源 が 落ち まし た か ら 」 
「 時 間 が な いか ら 行 きま す ,」 
「 失敗 し た ら 逃 げ て また 来 ま す 」 
湯 花 邪 無 は 、 床 に 腹 ば い に な っ て 、 進 ん で エレ ベー ター ホー ル に 出 た 。 


思っ た 。 手袋 も グッ ド だ っ た 。 


それ を 見 て 華美 美 鋼 も 腹 ば い に な っ て エレ ベー ター ホー ル に 出 た 。 

「 階 段 を 1 階 ま で 走り ます ,」 

湯 花 邪 無 は 、 必 死に 階段 を 駆け 下り た 。 華 美美 鋼 が 湯 花 邪 無 を 追い 越し て 
走っ た 。 も う 止 まる こと は で き な い 。 

「 清掃 車 の 中 に 」 

湯 花 邪 無 と 華美 美 負 は 、 ま だ 終わ っ て いな いら し いり 清掃 車 の 後 の ド ア か ら 車 
居 火 つた 。 

「 臭い が すご いか ら 息 を 少し に し て 」 

「 ガ マン し て くだ さい 」 

洗剤 の 棚 の 陰 で 湯 花 邪 無 は 華美 美 負 を シッ カリ 抱い て いた 。 

「 1 時 間 で も ガマ ン し て くだ さい 」 

華美 美鈴 の 呼吸 が 苦し く な っ た の が わか っ た 。30 分 か それ 以上 じっと し て い 
た 。 呼吸 が 苦し い 。 

「 4 階 は 掃除 し な く て いい らし い 」 

「 明 日 3 階 を や ろう ,」 

バケ ツ や 清掃 道具 を 車 に 無造作 に 積み 込ん だ 。 

そし て 多分 門 まで 来 た 。 

後 の ド ア が 開い て 警備 の 人 が 中 を 覗い て きた 。 す ご い 上 臭い な の だ 。 
すぐ に バタ ン と ドア を 閉め た 。 

し ば らく 走っ て 車 は 止ま っ た 。 不 安 だ っ た 。 

外 に 出 て タバ コ を 吸い な が ら コ ー ヒ ー を 飲ん で いる の だ と わか っ た 。 
真っ 暗 の 中 、 気 を 失い そう な 華美 美 負 を うな が し て ドア に 近づい た 。 バ ケツ 
が ある 。 幸 い に ポ リバ ケツ だ っ た 。 

車 の 前 の 方 か ら 声 が する 。 

湯 花 邪 無 は 、 そ っ と ドア を 開け て 、 少 し の 隙間 か ら 車 を 降り た 。 

華美 美 鋼 は 八 ダ シ だ っ た 。 バッ ク を 背負 っ て いた 。 

ラッ キー な こと に 、 湯 花 邪 無 が 車 を 買い た 車 避 け の 場所 だ っ た 。 

2 人 は 、 な に や ら テ レビ ドラ マ の 話し を し て いた 。 

右 の 縁石 に 腰 を か け て 話し て いた 。 

華美 美 負 が 、 い き な り 湯 花 邪 無 に 大 を 求め て きた 。 

「 お礼 だ か ら 」 


「 ま だ これ か ら だ けど , 
湯 花 邪 無 は 、 そ っ と 車 の ドア を 閉め た 。 
清掃 車 と アー スカ ー は 対向 し て いる 。 自分 の アー スカ ー に 乗れ な い 。 
湯 花 邪 無 は 、 そ の まま 後ずさり を し て 木 の 陰 に 隠れ た 。 
清掃 車 の 2 人 は 、 何 事 も な か っ た か の よう に 、 グ イ っ と 左 に ハン ド を 切っ て 
走り 去っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 自 分 の アー スカ ー に 急い だ 。 
湯 花 邪 無 は ヘトヘト だ っ た 。 ナ ビ に 北 千住 の マン ショ ン を 入れ て 、 運 転 を お 
願い し た 。 

「 あ な た っ て な ん な の ? 」 

「 え ?」 

「 あん な と こ に 入り 込む お 人 な ん か いな い 」 

「 今 日 は 動か な いと 約束 し た ら 動 か な いで くだ さい 」 

が か つた だ 
華美 美 負 は 、 安 心 し た 顔 で 目 を 閉じ て いた 。 眠 れる わけ は な い の だ が 、 有 眠っ 
た か も し れ な い 。 

「 今 日 は 東京 に いま す 」 

「 ジ ン に メー ル し た ,」 

「 た だ いま ー」 
現れ た 華美 美 負 を 見 て 沢 風 ゆり は 驚い た 。 

「 どう し た の ? 」 

「 湯 花 邪 無 が 戦車 の 会 社 の 4 階 に 来 て 助け て くれ た 」 

「 逃 げた の ? 」 

「 戦車 の 会 社 な の に 厳重 だ っ た ん じゃ な い の ? 」 

「 厳重 だ っ た 」 

に ラ 選 で る 』 

「 わ た し も わか ん な い 」 

「 ム チャ だ と 思う 」 

「 こ の 帽子 と 上 着 は 見 つか ら な いよ うに し な いと いけ な い 」 

「 ゴ ミ の 袋 に 入れ る 」 

「 ゆ り ゴ メン 」 


「 わ た し シャ ワー し な いと 和 異 い 」 

「 帰 る か どう か わか ん な いけ ど 着 替え 買っ て お いた ,」 
「 シ ャ ワー し て き て ,」 

「 ご は ん や っ て る か ら .」 

「 マ ー ボ ナス 」 

「 あ な た バレ た の ? 」 

「 わか ら な い 」 

「 監視 カメ ラ に も バッ チリ だ よね ,」 


へ N 
「 多分 」 


「 帽子 か ぶっ て た か ら わ か り に くい か 」 
「 手 袋 し て た ? 」 

「 え え 」 

「 あ な た が バレ ちゃ うと メン ドー に な る 」 
「 そ う で すね.」 

「 で も よく 逃げ られ た 」 

「 感心 する 」 


華美 美 錠 を 逃亡 させ た 男 


8 月 6 日 だ っ た 。 

まだ 華美 美鈴 が 起き て こない 時 間 に 、 湯 花 邪 無 は ば は ん を 食べ て いた 。 
「 大丈夫? 」 

「 平気 で す 」 

「 わた し も 仕事 だ か ら 」 

「 何事 も な いか の よう に し な いと いけ な い ,」 
「 わ か っ て る 」 

「 ス マ ホ を 買っ て お いて くだ さい 」 

「 わ か っ た 」 

「 商 大 庫 の お 金 使っ て くだ さい 」 

「 使 っ て る 」 


湯 花 邪 無 は 、 羽 田 ま で の アー スカ ー の 中 で 、 ラ イブ テレ ビ を 見 た 。 ど この ラ 
イブ テレ ビ も 、 ア ー ス バッ テリ ー の ニュ ー ス を や っ て いな か っ た 。 

つく ば の 戦車 の 会 社 で は 、 華 美美 鈴 を 探し て いる だ ろう 。 そ し て 、 無 斉 に 
も 、 戦 車 の 会 社 に 侵入 し て 華美 美 負 を 逃亡 させ た 男 を 捜索 し て いる だ ろう 。 
「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

ジン が 心配 し て いる か も し れ な い 。 

「 ジ ン お は よう 」 

「 大 丈夫 ? な に か あっ た ? 」 


「 平 気 だ 」 
リ ニ が 冷た い ハ ー ブ 恭 を 持っ て きた 。 
リ ニ お は よう 。 


「 行 方 不明 に な っ た けど 」 

「 今日 は 予定 通り だ 」 

「 ミスター ジャ ム は 夏休み は な い の か 」 

「 私 は あま り 仕 事 を し て な いか ら 」 

「 リ ニ は 夏休み は どう し た ん だ ? 」 

「 シ ン ガ ポー ル で 遊ん で きた 」 

「 それは よかっ た 」 

「 料理 教室 ね 」 

[うだ 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で ライ ブ テ レ ビ を 調べ た 。 ア ー ス バッ テリ ー に 関す 
る も の は な に も な か っ た 。 戦 車 の 会 社 の 動き は ゼン ゼン わか ら な い 。 華美 美 
負 が 新潟 か ら ロ シア に 出る こと を 見 張っ た 集団 で ある 。 あ な どる こと は で き 
な い 。 

「 今 日 は ガ ド ガ ド で す 」 
ミナ は レシ ピ を 8 人 に 配っ た 。 

「 野 菜 は 茹で る だ け だ けど ソー ス が ポイ ント で す 」 

「 買い 物 を し て き て くだ さい ,」 

「 ピーナツ も 忘れ な いで 」 

「 今 日 は わた し が 買い 物 を する 」 


な ん で も メイ ド に や っ て も ら っ て いる 主婦 で は な く 、 も う 1 人 の 主婦 が 手 を 

挙げ た 。 

「 今 日 は 簡単 だ か ら ラ ッ キ ー」 

ご く フ ツウ の 主婦 だ ろう と 思え 

ジャ カル タ で は 、 ee 週 に 4 日 働く だ け で あり 、 自 由 

も きく 。 3 歳 ま で の 子ども の 子育て を し て いる と 、 出 勤 時 間 が 10 時 で ある 。 

ジャ カル タ だ け で も な い 。 シ ン ガ ポー ル も クア ラル ンプ ー ル も ホー チミ ン も 

同じ で ある 。 み ん な が 働い て みん な で 豊か に な っ て いる 。 

湯 花 邪 無 の 行っ て いる 料理 学校 で 、 5 人 の 女性 の うち 2 人 が 専業 主婦 な ど 

は 、 珍 し いこ と で ある 。 

日 本 の 働い て いる 女性 の 割合 は 68% で ある 。 た くさ ん の 女性 が 働い て いる 

が 、 先 里 風 香 に よる と 、 日 本 の 風習 の セク ハラ や パワ ハラ が 、 女 性 の 社会 進 

出 を 妨げ た と 吉 っ て いる 。 日 本 の 場合 は 、 女 性 の 専業 主婦 の 割合 が 多かっ た 

時 代 に 、 す で に 世界 2 位 の 経済 大 国 に な っ て し まっ た こと が 、 ま ず か っ た 。 

オト コ が 外 で 働い て 、 オ ン ナ は 家庭 を 守る こと で 、 経 済 邊 が で きる と 勘 違 

いし て し まっ た 。 

経済 は 、 再 生産 と 消費 で ある 。 す べ て の 人 が 、 再 生産 と 消費 に 参加 し な い 

と 、 経 済 は 膨 ら ま な い 。 案の定 、 経 済 は 膨 ら ま な く な っ た 。 

日 本 が 豊か に な る 前 の ヨー ロッ パ で は 、 イ ンド や イン ド ネ シア な どの アジ ア 

か ら の 収入 で 豊か に 暮らし た 時 代 が あっ た 。 そ れ で いい と 思っ て し まっ た こ 
と が まず か っ た 。 

経済 は 再生 産 と 消費 で ある 。 働い てい ない 人 が 多い と 、 再 生産 が で き な い 。 

再生 産 が な いと 消費 する 人 が いな いと いう 悪循環 に な る 。 

みん な が 働く 前 に 豊か に な る と 、 軟弱 な 豊か さ に 陥っ て し まう 。 働 か な く て 

財産 で 生き る 人 が 多く な る か ら だ 。 了 欧米 や 日 本 で は 、 働 か な い 豊 か さ を 改 善 

する こと が で き な か っ た 。 

現在 の ジャ カル タ な ど は 、 全 員 働 く こ と で 豊か さ を 築い て き て いる 。 グッド 

で は な いか と 思う 。 

働か な い 豊 か な 人 と 働く 貧し い 人 に 分 か れる こと が 、 今 の ジャ カル タ に は な 

し 1。 

先 里 風 香 の 吉 っ て いる こと に 、 湯 花 邪 無 は 賛同 する 。 


「 ポ イン ト は ソー ス だ か ら よ く 聞 いて くだ さい 」 

「 ミ キサ ー で ピー ナツ を 粉々 に し て くだ さい 」 

「 ピ ビー ナツ ソー ス の レシ ピ を 配り ます ,」 

「 酢 や 塩 な ど は 教室 で 用 意 し まし た 」 

「 レッ ド ペ ッ パ ー は 好み に 合わ せ て くだ さい 」 

「 すべて ミキ サー で ソー ス を つく っ て くだ さい 」 

「 ミキ サー は 8 台 用 意 し て あり ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 ミ キサ ー を 使う つの は は じ め て で ある 。 ジ ン は 何 度 も 使っ て いる 
の だ ろう が 、 気 に し た こと も な い 。 ど こ に ある の か も 知ら な い 。 
思っ た より お いし く で きた 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 、 8 月 15 日 は 空け て あり ます か ? 」 
みん な の 前 で いつ も 確認 され る の は よく な い 。 
急用 を 思い つけ な く な る 。 

「 た だ いま びー」 

「 お か えり な さい 」 

「 こ こま で 続く と は 思わ な か っ た 」 

「 お も し ろく な っ た の ? 」 

「『「 そ こま で は いっ て いな い 」 

「 今 日 は な ん だ っ た の ? 」 

「 ガ ドガ ド 」 

EN ツジ ツー ス ね 

『 区 ーー ナツ ジー ス を つく っ た の ?」 

「 え え 」 

「 お いし か っ た ? 」 

「 ま あま あ で す 」 

「 い つも まあ まあ ね ,」 

「 新宿 に 行き ます 」 

「 わ か っ た 」 

「 な に か あり ませ ん か ? 」 

「 順調 で す 」 

「 わかり まし た 」 


湯 花 邪 無 は 気 に な っ て いる の だ 。 

つく ば の 戦車 の 会 社 が 湯 花 邪 無 を つき と め た ら 、 た だ で は 済ま な いと 思う か 
ら だ 。 メ ン ツ だ っ て すご いも の だ 。 天 守 導 に 侵入 され て 人 質 と 一 緒 に 逃げ ら 
れ た よう な も の だ 。 

し か し 、 湯 花 邪 無 の 近く で は 、 何 も 起き な い 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい 」 

水野 まさ み の 部屋 に 急い だ 。 

牧野 由理 が や っ て きた 。 

「 ス パイ ス 教 室 を や っ て いま す 」 

「 何 か あ り ま せん か ?」 

「 順調 で す 」 

特別 に 何 も な いら し い 。 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み の スパ イス 教室 に 向かっ た 。 

牛山 ポ テト ほう れん 草 の ア ジア 風 炒め 物 と 書い て あっ た 。 ス パイ ス 湯 花 の ス 
パイ ス を ガッ チリ 使う の だ ろう 。 

「 レ シ ピ で す 」 

「 あり が と う 」 

ジニ が 席 に 案内 し て くれ た 。 

「 熱心 に 聞い て た けど 」 

「 お いし そう だ っ た 」 

「 ア ジア 風 は 野菜 が 多い か ら 人 気 が あ る 」 

「 横 に 大 きい 人 は いな いけ ど 」 

「 ダ イエ ッ ト 教 室 じ ゃ な いか ら 」 

ジャ カル タ に は 、 お すし 屋 さ ん が 4 8 0 軒 も ある 。 み ん な ファ ー ス ト フ ー ド 
的 な お すし 屋 で ある 。 魚 が 豊富 で ある こと も ある 。 世界 中 で ファ ー ス ト フ ー 
ド 的 お すし 屋 が 流行 っ て いる 。 も ちろ ん 、 健 康志 向 を 反映 し て いる 。 同 じ よ 
うに 、 世 界 中 で 、 ア ジア 料理 が 流行 っ て いる 。 野菜 と 少し の 魚や 肉 の 料理 の 
だ 。 

女性 で も 1 8 0 セン チ の 人 が ザラ に いる 。 ほ っ て お く と 、 セ イ ウ チ の よう に 
な っ て し まう 。 み ん な ガン バ っ て いる の だ 。 湯 花 邪 無 だ っ て 2 0 0 セン チ あ 


る 。 湯 花 邪 無 は 、 ほ と ん ど が ジャ カル タ 料 理 を 食べ て いる 。 野菜 が 中 心 な の 
だ 。 体重 が 重い と 思っ た こと が な い 。 

ファ ー ス ト フ ー ド を 席巻 し て いた ハン バー ガー ショ ッ プ は 、 野 菜 バ ー ガ ー を 
販売 の 主力 に お いて いる 。 

世界 の 人 口 は 1 0 0 億 人 に な っ た の だ が 、 野 菜 中 心 の 食 生活 に 移行 し て 、 吉 
われ て いた 水 戦争 や 肉 戦争 な ど を 心配 する こと は な く な っ た 。 

も と も と 人 間 は 、 歯 の カタ チ を 考え て みて も 、 肉 を 食い ちぎ る よう な サメ の 
よう な 歯 を し て いな い 。 奥歯 な む ど は 、 穀 物 を すり 潰す こと に 有利 な カタ チ を 
し て いる 。 

ー 時 期 の 、 あ た か も 肉食 が 強 さ の 象徴 で や る か の よう な 風潮 は 、 陰 を 潜 
だ 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり 」 

沢 風 ゆり は 晩 ご は ん を つく っ て いた 。 

奥 か ら 華 美美 負 が そっ と 顔 を 出し た 。 

「 疲 れ て いま せん か ?」 

「 平気 で す 」 

「 リオ に は 行け そう つも あり ませ ん ね 」 

「 延期 に な り ま し た ,」 

「 そ う で すか ?」 

「 スマ ホ 買っ て き て 渡し た 」 

「 華 美美 負 さ ん が いな いか ら だ ,」 

「 それは わか り ま せん 」 

「 ア ー ス ライ ティ ング の こと で すか ? 」 

「 ア マゾ ン に 電線 を 張っ て た ん で すけ ど 」 

「 ア ー ス バッ テリ ー が いい な ー」 

「 プ ラジ ル は 国土 が 広い か ら 」 

「 ア ー ス バッ テリ ー が 適し て いま す ,」 

「 う で すね 」 

「 わ た し が 自由 に な ら な いと 困る ん で すけ ど 」 

「 先 里 風 香 は 元気 で す 」 


「 リ オ を 中 止 し た と 吉 っ て いま す ,」 

「 メー ル で すか ? 」 

「 話 せま せん けど 2 人 だ け の 連絡 の 方 法 が あり ます 」 

湯 花 邪 無 は 、 な る ほど と 思っ た 。 

先 里 風 香 と 華美 美 負 は 、 常 に 危険 な 状態 で ある 。 従来 の 電力 に 依存 し て いる 
人 た ち は 、 存 在 を 消さ れる か も し れ な い 巡 怖 に 襲わ れる 。 先 里 風 呑 と 華美 美 
欠 さ えい な けれ ば と 考え が ち で ある 。 

人 類 の た め に グッ ド お な 方法 で あっ て も 、 歓 迎 さ れる ば か り で は な い 。 

一 方 で 、 ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー ア ッ プ に つい て は 、 多 く の 分 野 で 研究 が 
な され て いる 。 特 に 兵器 の 分 野 で は 、 開 発 競争 に な っ て いる 。 ア ー ス 戦車 
は 、 そ の 典型 で ある 。 ア ー ス ジェ ッ ト も 研究 中 で ある 。 

先 里 風 香 も 華美 美 負 も 。 そ の どれ に も 組 し て いな い 。 

先 里 風 香 と 華美 無 鈴 が 日 本 人 で ある こと か ら 、 日 本 の 中 の 一 部 か ら は 、 間 難 
を 受け て いる 。 

それ で も アー スバ ッ テ リ ー の 普及 を 止め る こと は で き な い と 、 湯 花 邪 無 は 
思っ て いる 。 

特に 、 次 の 1 0 0 年 で 世界 を リー ド す る まで に な る と 先 幸 風 香 が 吉 っ て いる 
アフ リカ 諸国 は 、 一 気 に に アー スパ バッ テリ ー に 移行 し て いる 。 し が ら み が な 
い の だ 。 

イン ド ネ シア な どの 、 現 在世 界 を 引っ 張っ て いる アジ ア の 諸国 も 、 し が ら み 
は ある も の の 、 各 国 で 戦っ て いる 状況 で ある 。 ブ プラ ジル も 国内 が 揺れ て い 
る 。 

欧米 や 日 本 や 中 国 や イン ド な ど は 、 し が ら み が 大 きく て 、 揺 れ て いる 状態 で 
は な く て 、 混 乱 が 続い て いる 。 

先 里 風 香 は 、 フ ロリ ダ の ワー ルド バッ テリ ー の 世話 に な っ て いる 。 

も し アメ リカ が 、 ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー ア ッ プ を 要請 し て きた ら 、 多 
分 、 ア メリ カ に も 住ま なく な る だ ろう と 予想 され る 。 

先 里 風 香 と 華美 美 狂 に と っ て 1 番 危険 な 国 は 、 国 籍 を 持つ 日 本 で ある 。 

先 里 風 理 の エッ セイ に よる と 、 人 に は 、 優秀 な 頭脳 が ある か ら 、 そ の 優秀 な 
頭脳 は 、 わ か ら な いこ と を 明らか に し た が る か ら 、 大 量 破壊 兵器 が 、 わ か ら 
な いこ と の 1 つ に な っ て し まえ ば 、 人 は 、 そ の わか ら な いこ と を 明らか に し 


た が る と 吉 っ て いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 アース バッ テリ ー が 、 世 界 中 の 技術 者 に よっ て 、 ア ー ス ジェ ッ 
ト や アー ス 発 電 所 や アー ス 爆 弾 な ど に 開発 の 道 を 拓く か どう かわ から な い !。 
先 里 風 香 が 、 そ の カギ を も っ て いる か どう か も わか ら な し!)。 

この よう に し て 大 量 破壊 兵器 が 2 0 0 年 前 に 開発 され て し まっ て 、 日 本 で 使 
われ た 歴史 を 、 よ く 承 知 し て いる 。 

も し 先 里 風 香 が 、 ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー ア ッ プ の カギ を 握っ て いた と し 
て も 、 一 切 明 ら か に する こと は な い の だ ろう と 思っ て いる 。 

その 大 事 な 人 が 華美 美 負 で ある 。 キ ー を 握っ て いる 。 


プラ イベ ー ト ジェ ッ ト 


8 月 7 日 だ っ た 。 木 曜日 で ある 。 

この まま で は まず い の だ が アイ デア が な い 。 湯 花 邪 無 と 沢 風 ゆり が 疑わ れ は 
じ め た ら 困 っ た こと に な る 。 フ ツウ どおり の 生活 を し な いと いけ な い 。 
アー スカ ー で ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

日 本 の ライ ブ プ テ レ ビ は 、 台 風 の 被害 で タイ ヘン で ある 。 ア ー ス バッ テリ ー の 
三 思 スズ ほな いり 

ここ 10 年 、 8 月 に な る と 、 風 速 606 メ ー ト ル の 台風 が や っ て くる 。 南 の 海 の 
温度 が 高い の だ 。 地 震 が 何 度 も や っ て き て 津波 に 有 襲 われ て いる 。 日 本 列島 
は 、 太 平 洋 の 悪魔 を 受け 止め る よう な カタ チ を し て いる 。 地 球 に は 人 間 が 1 
0 0 億 も 住ん で いる の だ 。 人間 は エネ ルギー を た くさ ん 使う 。 地 球 が 温か く 
な る の は あたり まえ の こと だ 。 
台風 が また 来 て いる 。 ジ ャ カル タ か ら 帰 れ な いか も し れ な い !。 
羽田 も 暴風 壁 を 作っ て いる 。 着陸 する と 暴風 壁 の 中 に 入っ て ゲー ト に 入る 。 
風速 60 メ ー ト ル で は 、 飛 行 機 も 傷む 可能 性 が ある 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

リ ニ が や っ て きた 。 

「 ミスター ジャ ム は 休日 は な い の か ,」 


「 ジ ン は 休み で すか ? 」 
「 フ ツウ の 休み 」 
「 わかり まし た ,」 
「 台風 が 来 て る けど 」 
「 ジ ャ カル タ は 平気 だ けど 」 
「 羽田 が タイ ヘン 」 
「 そ うだ ね 」 
「 わ た し お 店 に いま すか ら 何 か あり まし た ら 呼 ん で くだ さい 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 ラ イブ テレ ビ で 、 ア ー ス バッ テリ ー の 情報 を 探っ た 、 
な に も いな い )。 
の 
美美 負 が 、 リ オ に 行か な いと 、 プ ラジ ル の アー スカ ー の 普及 が 遅れ る か も 
重明 
華美 美 負 が 新潟 か ら ロ シア に 渡 ろ うと し た 理由 も わか る 。 危険 を 覚悟 し て の 
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淡 城 空港 に 生徒 を 迎え に 行く 
沢 風 ゆ りか ら お か し な スマ ホメ ー ル が 来 た 。 
こん な こと は あり 得 な い 。 
「 生徒 は 何時 に 着く の で すか ? 」 
「 7 日 の 6 時 」 
湯 花 邪 無 は 台風 を 調べ た 。 
台風 は 今日 東京 直撃 だ っ た 。23 時 ご ろだ 。 
湯 花 邪 無 は 、 す べ て を 計算 し て 頭 に 叩き 込ん だ 。 
「 お 薦め の 豆板 醤 の 試作 が で き て いた ら マ ー ボ 豆腐 の お 昼 を 食べ に 行き た い 
の で す が 」 
湯 花 邪 無 は 、 リ ー マ イ に メー ル を し た 。 
「 今 の と ころ の ベス ト の 豆板 玲 が ある 」 
「 お 昼 を つく っ て 待っ て いる 」 
ー ボ 豆腐 ドン プリ が いい けど 」 


「 お いし く な く て も 文句 吾 わ な いと 約束 し て 」 
「 承知 し た 」 

「 リ ニ い ます か ? 」 

ラナ ン が や っ て きた 。 

「 リ ニ は お 昼 の 買い 物 で す 」 

「 ス パイ ス 工 房 の リー マイ の と ころ に 行き ます 」 
「 わ か っ た 」 

「 カ ラオ ケ は 19 日 だ けど いい の か 」 

「 空け て ある 」 

「 歌 は 歌え る の か 」 

「 オ ンチ だ 」 

「 みん な ガッ カリ する か ら 練 習 し て くれ 」 
「 中 学生 の 少女 ば か り の 歌 で 私 は 歌え な い 」 
「 昔 の 歌 で も いい か ら 途 中 で 止ま ら な いよ うに 練習 し て くれ 」 
「 昔 の 歌っ て な ん だ ,」 

「 必 ドイ ッ ド トビ ピー と が 

「 1 5 0 年 前 の 音楽 だ 」 

「 い いも の は いい 」 

「 歌 えな い 」 

「 ちょ っ と 待っ て くれ 」 

ラナ ン は スマ ホ を 持っ て きた 。 

「 レット イ ッ ト ピ ビー を 送っ て も いい か 」 

「 わ か っ た 」 

「 練習 し て 最後 まで 止ま ら ず に 歌っ て 」 

「 私 を 助け て くれ る の か 」 

「 誰 に も 吉 わ な い 」 

「 飛行 機 で 練習 し て くれ 」 

「 わ か っ た 」 

「 じ ゃ ー リ ー マ イ の と ころ に 行っ て くる 」 
「 気 を つけ て 」 

お 昼 に な っ て いた 。 


ー ボ 豆腐 ドン プリ を つく っ て いる の だ ろう か 。 
「 こ ん に ち わ び ー」 
「 こ ん に ち わ び ー」 
「 ラ ニ こ ん に ち わ び ー」 
「 エミ ル は 今日 は 休み で す ,」 
「 リ ー マ イ に 話 が あっ て 来 た ん だ けど 」 
「 厨房 に いま す ,」 
「 みん な 食事 を し て いま す ,」 
「 厨房 は 空い! て いま す ,」 
「 わ か っ た 」 
エミ ル も ジン も 休み な の だ が 、 会 社 は 順調 に 動く 。 み ん な 指示 を 仰い だ り し 
な いか ら だ 。 
「 リ ー マ イ ゴメ ン 」 
「 み ん な こん に ち わ 」 
「 リ ビン グル ー ム で は みん な 食事 を し て いた 」 
「 そ この 瓶 の 左 か ら 3 番目 を 使っ た 」 
「 今 1 番 気に入っ て いる レッ ド ペ ベ ペッパー だ 」 
「 レッ ド ペ ッ パ ー 次 第 で 豆板 准 は 変わ る の か 」 
を うだ 」 
「 そ こ に 座っ て くれ 」 
「 で きた か ら そ の ご は ん を 好き な だ け よ そっ て くれ 」 
「 わ か っ た 」 
ジュ ウジ ュ ウ の マー ボ 豆 腐 を ご は ん に 乗せ た 。 
「 わた し も 食べ て みる 」 
「 ご は ん を 少し に し て くれ ,」 
RI どん ぶり に 少し の ご は ん を よそ っ て リー マイ に 渡し た 。 
この 香り が な ん と も 吉 え な い 」 
リー マイ が 吉 っ て いる よう に は 、 湯 花 邪 無 は 吉 え な い 。 そ も そ も 、 豆 板 次 で 
マー ボ 豆 腐 の 味 が 変わ る な ど と は 思っ て も いな か っ た 。 
R 定 宏 ま デコ 
「 今 日 は 何 も な い の ?」 


「 あ る 」 

「 泊まら な い の ? 」 

「 2 時 の 関空 を 予約 し た 」 

「 羽田 は 台風 だ けど 」 

「 関 室 か ら リ ニヤ ー 新 幹線 に 乗る 」 

「 そ うま で し て 東京 に 用 事 が ある の か 」 

「 ご は ん を 食べ て 抱き た い 」 

「 眠 り た いん で し ょ ?」 

「 1 時 に 出る の ?」 

「 え え 」 

「 ご は ん で き て る か ら ど う ぞ 」 

「 ス ムル だ か ら .」 

湯 花 邪 無 は 、 ス ムル と 吉 わ れ て も よく わか ら な し |。 

「 邊 内 の トマ ト 煮 だ か ら 覚 えて 」 

「 あ あ 」 

「 そ の まま で いしい! か ら 座 っ て 」 

ジン は 、 湯 花 邪 無 に 何 か が あっ た こと は わか る の だ が 、 詳 し いこ と を 聞こ う 
と し な い 。 結婚 し て いな いか ら な の だ ろう と 湯 花 邪 無 は 感じ て いる 。 
「 1 時 だ けど 」 

「 今 眠っ た ば か り だ けど 」 

「 4 時 間 眠 っ た 」 

「 シ ャ ワー し な いで その まま 出 た 方 が いい 」 

「 わ か っ た ,」 

「 連 絡 す る 」 

湯 花 邪 無 は 、 関 室 に 降り る こと は ほぼ な い 。 

関空 か ら 乗 り 継 ぎの よう に 、 新 宿 行 き の リ ニヤ ー 新 幹線 が 出 て いる 。30 分 で 
新宿 に 行け る 。 4 時 に 北 千住 の マン ショ ン に 着き た い の だ 。 

台風 は 関西 に は 関係 が な か っ た 。 そし て 3 時 に は 、 宮 城 沖 に 抜け て いた 。 
R 二 志 人 まま 

去 関 で 華美 美 負 と 沢 風 ゆり と 鉢 合 せ し た 。 

「 私 が 運転 し て いく 」 


「 わ た し が 行く つも り だ っ た ,」 

「 どう や っ て 帰っ て きた の か ,」 

「 帰っ て 話す か ら 」 

「 そ の た め に 帰っ た 」 

「 あり が と う 」 

「 も し ダメ だ っ た ら ま た ここ に 帰す か ら 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 ど う 調 べ て も 、 茨 城 空 港 か ら 上 海 と 北京 に し か 便 が な か っ た 。 
それ で も 日 本 か ら 出 れ ば な ん と か な る 。 

新潟 空港 で も 捕まっ た の だ 、 つ くば に 近い 茨城 空港 で 見 張っ て いな い は ず は 
な い 。 

華美 美 狼 は 、 ず っ と 眠っ て いる よう だ っ た 。 

これ が 、 先 里 風 香 と 華美 美 負 の 秘密 の 連絡 の 結果 で ある こと は 、 想 像 で き 

る 。 

5 時 30 分 だ っ た 。 

呈 で 人 待つ で 

「 そこ の 建物 の 陰 で 15 分 待っ て 」 

華美 美鈴 は 、 ま た 眠っ て いる か の よう に 目 を つ お むっ て いた 、 こ の まま で は セ 
キュ リティ ー を 通れ な い 。 出 国 検査 の 背 パ ス を 通れ な い 。 上 海 行き で ある 。 
6 時 発 で ある 。 

「 も う 10 分 待っ て 」 

眠っ て いる か の よう な 華美 美 負 が 時 計 を 見 て 吉 っ た 。 

「 も う 乗 れ な いけ ど 」 

華美 美鈴 は 返事 を し な か っ た 。 

5 時 55 分 だ っ た 。 

も う 上 海 行き は 、 テ イク オフ の 準備 に 入っ て いる だ ろう 。 引 き 返 す の だ ろう 
か 。 今日 の 最終 便 で ある 。 

「 空港 に 入っ て を の ゲー ト に 行っ て 」 

門 の 前 で 華美 美 縮 は 降り た 。 

「 少 し 待っ て くだ さい 」 

華美 美 錠 は 、 門 の 横 の 建物 に 入っ た 。 


空港 の 建物 の 外れ で ある 。 

3 分 し て 華美 美鈴 が 出 て き て 車 に 乗っ た 。 

「 門 が 開く か ら 左 に 走っ て 」 

湯 花 邪 無 は 、 吉 われ た と お り 左 に 走っ た 。 

小さ な ジェ ッ ト 機 が 見 えて きた 。 

「 わ た し は これ に 乗る か ら 湯 花 邪 無 は さっ き の 門 に 引き 返し て 北 千住 に 帰っ 
て 」 

「 プ ライ ベー ト ジ ェ ッ ト を 手配 し た の か 」 

「 先 里 風 香 が 手配 し た 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ェ ッ ト 機 の 近く に 止め た 。 

「 わ た し が テイ クオ フ す る の を 見 な いで 行っ て 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま ジェ ッ ト 機 の 階段 を 昇っ て いっ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 急 で で も な く 、 ま た さっ き 入 っ て きた 門 に 向かっ た 。 そ の まま 
止ま る 事 も な く 、 北 千住 まで アー スカ ー を 走ら せ た 。 


モス クワ は 大 丈夫 か 


8 月 8 日 で ある 。 金曜 日 に な っ て いた 。 

「 た だ いま 」 

沢 風 ゆ り は 、 ホ ッ と し た よう に 、 人 玄関 で 崩れ 落ち た 。 

「 今度 こそ 捕まる ん じゃ な いか と 思っ た 」 

「 プ ライ ベー ト ジ ェ ッ ト が 着 て いた 」 

「 上海 行 き が テイ クオ フ し た すぐ 後 に 出 た か ら う まく いっ た の か も し れ な 
し 1」 

「 ま さか な ん だ 」 


へ N 
「 多分 」 


「 今 日 は どう する の ? 」 
「 フ ツウ どおり に し な いと まず い 」 
「 ジ ャ カル タ の 料理 教室 ね 」 


「 え え 」 

「 わた し は 仕事 に 行く か ら 」 

「 シ ャ ワー し た ら 出 ます 」 

「 8 時 の 便 に 乗れ な いね 」 

「 急ぎ ます 」 

「 ご は ん は ? 」 

「 途 中 で 食べ ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 そ れ で も ギリ ギリ で 8 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 
フツ ウ ど お り に し な いと いけ な いと 思っ た 。 
ジャ カル タ の 空港 か ら ス パイ ス y u h a n a ま で の アー スカ ー の 中 で 、 
ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ ビ で 、 華 美美 鈴 が 囲み 取材 を 受け て いた 。 
「 今 か ら リ オ に 行き ます 」 

「 プ ラジ ル の アー スラ イ テ ィ ング が 更に 普及 する こと を 願っ て いま す ,」 
予定 が 1 日 ズレ た こと な ども 質問 に な っ た の だ が 、 華 美美 鈴 は 、 何 も 語ら ず 
出国 検査 に 消え た 。 

プラ イベ ー ト ジェ ッ ト が 着い て 、 着 替え て 、 そ の まま 、 ラ イブ テレ ビ に リ 
リー ス し た の だ ろう 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 急い だ 。 

「 お は よう 」 

「 コー ヒー 煎れ て お いた 」 

「 あり が と う 」 

「 今 日 は な に も な い の ? 」 

「 ま っ た く 何 も な い 」 

「 料理 教室 に 行っ て 新宿 ? 」 

559 だ 』 

「 わ か っ た 」 

リ ニ が 入っ て きた 。 

「 マニ ラ に 行く 時 間 だ けど 」 

「 リ ニ と 一 緒 に マニ ラ に 行っ て くる 」 


「 は じ め る ん で すか ? 」 

「 街 の 様子 を 見 て くる ,」 

「 わか っ た 」 

ナン ペン に も 行こ うと 思っ てる 、 

「 あ あ 」 

「 い っ て きま す 」 

「 い っ て らっし ゃ い 」 

「 ミスター ジャム も ガン バ っ て ,」 

「 あり が と う 」 
ジン は 、 い つも の 時 間 に 湯 花 邪 無 が 現れ る こと を 願っ た の だ と 思っ た 。 
「 出かけ ます ,」 

「 い っ て らっし ゃ いま せ 」 

どう し て みん な 声 が 揃う つの か わか ら な い 。 

「 ミスター ユ 八 ナ 、 8 月 15 日 を 楽し み に し て いる 」 
みん な の 前 で 、 何 度 も 何 度 も 吉 わ れる と 、 キ ャ ン セ ル す る と 悪人 に な っ て し 
まい そう で ある 。 

「 今 日 は グ ド ウ ツ で す ,」 

「 レ シ ピ を 配り ます か ら 買 い 物 を し て き て くだ さい 」 

「 黒 砂糖 が ポイ ント で す 」 

「 今 は 教室 に も あり ませ ん の で 買っ て き て くだ さい ,」 

「 今 日 は わた し が 買い 物 し ます 」 

夜 レ スト ラン の 厨房 に 勤め て いる 若い 女性 が 手 を 挙げ た 。 
8 人 が 1 度 も 休む こと も な く 料 理 教室 に 通っ て いる 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ が 最初 に 来 な く な る と 思っ て た ん だ けど 」 
夜 レ スト ラン に 勤め て いる 若い オト コ が 吉 っ た 。 

「 まだ 失業 中 な の か 」 

7 に ョ 

「 オ レ と 同じ 仕事 だ っ た ら 紹介 で きる か ら 」 

「 あ り が とう 」 

「 で も 今 は 料理 を 少し は で きる よう に な り た いか ら 」 

「 暮らし て いけ る の か が 」 


「 前 の 貯金 が 少し ば か りあ る 」 

ぞう が 」 

「 黒 砂糖 の 使い 方 が わか り ま し た か ? 」 

湯 花 邪 無 は 、 自 分 の つく っ た 料理 が 、 今 日 は お いし いと 思っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 、 8 月 15 日 で す よ ? 」 

こう 頻繁 に 宣 吉 され た の で は 、 逃 げ る こと は で き な く な る 。 

だ だ いま ご ュ 

「 お か えり ー」 

ラナ ン が や っ て きた 。 

「 新宿 に 行く の か 」 

「 そ うだ 」 

「 こ の 前 の イエ スタ デイ を 歌っ て みて くれ 」 

「 イ エス タデ イ は 聞い て いな い 」 

「 じゃ ー イ エス タデ イ を 送る 」 

「 レ ッ ト イ ッ ト ピ ビー だけ で いい けど 」 

「 も し 上 手 だ っ た ら ま だ 聞か せ て くれ に な る か ら 」 

「 下手 だ か ら 心 配 な い 」 

「 準備 を し て お いて くれ ,」 

「 レ ッ ト イ ッ ト ビ ー を 聞か せ て くれ 」 

「 ま だ 覚え て いな い 」 

「 ジ ン や リ ニ が いた ら 歌 な ん か 教え られ な い 」 

「 あ り が た い が 次 に し て も ら っ て いい か ,」 

「 飛行 機 で 練習 し て くれ 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 空 港 ま で 、 ア ー ス カー で プラ ジル の ライ ブ テ レ ビ を 
聞い て いた 。 

ブラ ジル も 、 イ ンド や 中 国 の よう に 、 ア ー ス ライ ティ ング を 上 中 路 し て いる 国 
だ っ た 。 し か し 、 學 存 の 電力 会 社 の 反対 を 押し 切っ て 、 ア ー ス ライ ティ ング 
70% 計 画 を 実行 に 移す よう で ある 。 

これ に よっ て 、 電 線 で の 電力 の 自然 消費 が 大 幅 に 少な く な る 。 

国土 の 広い 国 は タイ ヘン で ある 。 ロ シア も カナ ダ も 中 国 も イン ド も アメ リカ 


も 、 電 力 に 苦し ん で いる 。 

「 こ ん に ち わ ー」 

「 こんにちわ びー」 

湯 花 邪 無 は 、 も し か し て 湯 花 邪 無 が 華美 美鈴 の 逃亡 を 助け て いる オト コ だ 
と 、 特 定 さ れる か も し れ な いと 心配 し て いる 。 

湯 花 邪 無 の アー スカ ー を 使っ て いた の で 、 ど こ か で ナン バー を 撮ら れ て いる 
か も し れ な い 。 

「 な に も あり ませ ん か 」 

「 順調 で す 」 

いつ も の よう に 、 に こ や か に 語 す 水野 まさ み を 見 て いる と 、 安 心 す る 。 

「 今 日 は 何 の 料 理 で し た ? 」 

「 グ ゲド ウツ 」 

「 ち ょ っ と 難し い 料 理 ね 」 

「 お いし く で きま し た か ? 」 

「 ま あま あ で し た 」 

「 明 日 ソウ ル に 行っ て 来 よ うと 思い ます 」 

「 や る の で すか ? 」 

「 ソ ウル は ジン が や っ た 方 が いい と 思う 」 

韓国 と 北朝 鮮 は 、 1 3 0 年 前 に 戦争 し た きり 同じ 民族 な の に 2 つの 国家 に 
な っ て いる 。 統 一 で きる チャ ンス は いく つも あっ た の に 、 ほ ん の 革 細 な こ 
で 踏み 切れ な いで いる 。 

韓国 と 日 本 の 関係 も 、 2 0 0 年 前 に 、 日 本 が 自国 の 領土 と し て 宣 吉 し て 以 
来 、 良 い 関 係 を 築け な いで いる 。 

ソウ ル か ら ス パイ ス 湯 花 の 通信 販売 の 電話 が ある し 商品 を 新宿 か ら 出 し て い 
る の だ が 、 送 料 を お 客 さ ん に 負担 し て いた だ いて いる 。 

いつ か は ソウ ル に 出 な いと いけ な い の だ が 、 東 京 よ た り も 、 ジ ャ カル タ か ら 行 
く 方 が 好ま し いと みん な 思っ て いる 。 

韓国 の 人 口 は 4 0 0 0 万 人 に 達し そう で ある 。 日 本 と よく 似 た 人 口 減少 傾向 
を た どっ て いる 。 

先 里 風 香 の エ ッ セ イ に は 、 豊か に な る た め の 競 争 社会 が 形成 され る と 、 必 然 
的 に 出生 率 は 下がっ て し まう と 書い て あっ た 。 体制 が 問題 な の だ ろう 。 


エリ ー ト で ある こと と 豊か に 暮らす こと が 一 致し て いる の だ 。 エ リー ト を 育 
て る た め に は お 金 が か か る 。 子 ども が 多く て は 、 エ リー ト を 育て られ な い !。 
単純 な 構図 な の だ ろう 。 こ の 風習 は 簡単 に は 竹 すこ と が 難し い 。 

「 8 月 11 日 の 誕生 会 は 何 を する の で すか ? 」 

「 八 ワイ 料理 を みん な で 食べ ます 」 

「 フ ラダ ンス を 鑑賞 し ます 」 

「 みん な で ワイ キキ に 行き た いん だ けど そこ まで お 金 が な いか ら 」 

「 わ か り ま し た ,」 

「 空け て ある ん だ よね 」 

「 え え 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 売上 げ が どう な っ て いる の か 聞か な いけ どい い の か 」 
「 パ ブリック ホル ダ を 見 て いる 」 

「 興味 が な い の か 」 

「 料理 を お いし く 食 べ て いた だ いて いる か どう か に 興味 が ある 」 

「 そ れ に し て は 料理 が ゼン ゼン だ っ た 」 

「 私 が 未 発達 だ か ら だ 」 

「 パ プリ ッ ク ホ ル ダ の お 客 さ ま か ら の 声 を 読ん で いる の か 」 

「 飛行 機 の 中 で 楽し く 読ん で いる 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ の 大 学 で の 講義 を 考え よう と 思っ た 。 

初回 の 講義 は 、 も し スパ イス が 発見 され な か っ た ら と いう テー マ に し よう と 
思 つ た 。 

思っ た と いう より 、 漠 然 と 毎日 考え て いた 。 

スパ イス は 、 冷 蔵 庫 の な い 時 代 に 、 魚 や 肉 を 塩漬け で 保存 し な けれ ば な ら な 
か っ た 時 代 に 、 調 理 に よっ て 、 匂 い を 拡散 させ た り 、 防 腐 的 役割 を させ た 

り 、 お いし そう な 香り を 添付 し た りす る た め に 、 熱 帯 地 方 の アジ ア の 人 々 が 
開発 し た も の だ 。 

ヨー ロッ 人 パパ 先進 国 で は 、 そ の よう な 熱帯 的 な 食物 は な く 、 ア ジア か ら ヨ ー 

ロッ パ に 伝わっ た 時 に は 、 黄 金 に 等 し い 価値 が あっ た 。 肉 料理 に スパ イス を 
使え る か どう か は 、 生 活 の グレ ー ド を 表す こと に な っ た 。 
ヨー ロッ パ の 国々 は 、 こ の スパ イス 買 易 に よっ て 大 き な 財 を 築い た が 、 生 産 
国 が 潤う こと は な か っ た 。 コ ロン プス な どの 大 航海 時 代 を 拓 い た 一 つの 理由 


で も あっ た 。 

こん な 誰 で も が 知っ て いる 一 般 的 な スパ イス の 歴史 か ら 入 っ て いこ うと 思っ 
だ 。 

現代 で は 、 買 易 も 簡単 に な っ た し 、 な に より も 冷蔵 庫 の 普及 で 、 魚 や 肉類 の 
長期 保存 が 可能 に な っ て 、 ス パイ ス の 役割 は 、 香 辛 料 と し て の 役割 が 主 に 
な っ た 。 

18 時 に な っ た 。 

「 お さき に , 

「 おつかれ さま で し た ,」 

スパ イス 湯 花 の 社員 は シフ ト で 働い て いる 。 お 店 で ある 。22 時 まで や っ て い 
る 。 

「 た だ いま 」 

「 お か えり な さい 」 

「 何 も な いか ら 安 心して 」 

沢 風 ゆ り に は 読ま れ て いる 。 

「 あな た が や っ て る こと は 華美 美鈴 と 同じ 匂い が する 」 

「 危険 な 匂い 」 

沢 風 ゆり は 、 パ エリ ア を つく っ て いる の だ と 思っ た 。 

スパ イス を 入れ な が ら 、 普 段 口 に し な いこ と を 吉 っ た 。 

「 シ ャ ワー し て きま す 」 

その 人 夜 は 、 沢 風 ゆ り は 、 湯 花 邪 無 の ベッ ド に 潜り 込ん で こ な か っ た 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう 」 

「 今日 は ジャ カル タ ね 」 

「 え え 」 

「 お 味噌 汁 貞 に し た 」 

「 ネ ギ 納 豆 」 

「 日曜 は どう する の ?」 

「 空 いて る 」 

「 那覇 空港 で 待っ て て いい 3? 」 

「 那覇 の 海 」 


「 8 時 で いい 2? 朝 の 8 時 」 
「 わかり まし た 」 
「 冷蔵 庫 の お 金 で スイ ム ス ー ツ 買っ て も いい ?」 
の 
「 月 曜日 那覇 か ら ジ ャ カル タ に 行け る ? 」 
「 え え 」 
「 那 覇 に 泊まっ て も いい ? 」 
「 え え 」 
湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り が 少し 変わ っ た と 思っ た 。 
北 千 住 か ら 羽 田 ま で の アー スカ ー で 、 ニ ュー ヨー ク の ライ ブ テ レ ビ を 聞い て 
いた 。 
「 モスクワ の アー スラ イ テ ィ ング 展示 会 に 出席 し ます ,」 
補 港 で ある 。 モ スク ワ の 今日 と いう こと に な る 。 
華美 美 鋼 が ムン バイ か ら 拉 致 さ れ た こと は 誰 も 知ら な い 。 
モス クワ だ っ て 、 そ ん な に 遠い わけ で は な い 。 そ れ に し て も 、 リ オ か ら 帰 っ 
た ば か りな の に 忙し い 。 政 治 的 に 利用 され て いる の で は な いか と 思え な くも 
な い 。 
プラ イベ ー ト ジェ ッ ト を 飛ば し て いる の だ ろう か 。 1 番 安全 で ある 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
「 ジ ン は 朝 か ら シ ン ガ ポー ル で す ,」 
「 何 か あ っ た の で すか ? 」 
「 ターメリック が 3 日 品切れ する の で お わび に 行っ た 」 
「 どう し た の で すか ? 」 
「 売れ 過ぎ で す 」 
「 エ ミル が すぐ に 対応 し て 3 日 で 済ん だ 」 
「 シ ン ガ ポー ル の どこ か の お 店 で すか ? 」 
「 お 店 は 大 量 に 仕入れ る こと が ある か ら 怖 い 」 
「 安 くし て な いん で し ょ ?」 
「 生活 者 価格 し か な い 」 
「 それ で も yuhana を 使っ て くれ る の で すか ? 」 


「 だから ジン が 謝り に 行っ た 」 

「 な る ほど 

「 ジ ン か ら 何 も 吉 わ れ て いま せん 」 

「 私 の こと で すか ? 」 

「 コ ー ヒ ー が いい か お 茶 が いい か 」 

「 ホ ッ ト コ ー ヒ ー」 
湯 花 邪 無 は 、 昔 の 自分 の 文 を 読み 長 し て いる 。 レッ ド ベ ペッ パー だ 。 赤 唐 辛子 
の 原産 は 、 中 南米 で 、 コ ロン ブス が 持ち 帰っ た 。 
当時 の ヨー ロッ パ で は 、 コ ショ ウ が 黄金 に 匹 散 する 価値 を 持っ て いて 、 コ ロ 
ンプ ブス の 航海 の 目的 も 、 黄 金 と コシ ョ ウ に あっ た 。 た また ま ア メリ カ 大 陸 で 
あっ た た め に コシ ョ ウ に は 行き 着け な か っ た が 、 レ ッ ド ペッ パー に 行き 着い 
だ 

レッ ド ベ ペッ パー は 、 ビ タ ミ ン 豊富 な 野菜 と し て も 使え る こと か ら 、 ヨ ー ロ ッ 
作 で 大 流行 し た 。 
その 後 、 レ ッ ド ペッ パー は 、 ア ジア に 伝わっ た 。 そ れ に し て も 、 朝 鮮 料 理 の 
唐辛子 の 利用 は 半端 で は な い 。 今日 で も 、 す ご い 量 が 使わ れ て いる 。 

「 も し も し 」 
湯 花 邪 無 は リー マイ に 電話 を し た 。 

「 ミスター ジャ ム な ん で すか ? 」 

「 今 は ヒマ な の か ,」 

「 ヒマ で は な い が 電 話 は で きる 」 

「 唐辛子 の 森 は 候補 地 は ある の で すか ? 」 

「 四 川 だ 」 

「 成都 で すか ? 」 

「 昆明 が よい 」 

「 な ぜ だ 」 

「 そら 豆 も 大 事 だ 」 

「 な ぜ だ 」 

「 そら豆 を 発酵 させ て 豆板 を つく る か ら だ 」 

「 唐辛子 が 中 国 に 入っ て くる まで は サン ショ ウ で や っ て いた 」 

「 マ ー ボ 豆腐 で すか ? 」 


「 唐辛子 は 新しい 」 
「 し か し 、 マ ー ボ 豆腐 は 唐辛子 が 似合っ て いる 」 
「 準 備 し て も いい の か 」 
「 わ さび の 森 が うま くい っ た ら 唐 辛子 の 森 を つく る 」 
「 契 約 は する な ? 」 
「 探 し て お け ? 」 
に 7 だ 
「 豆板 六 で 勝負 する の か ,」 
「 レ ッ ド ペッ パー で も 勝負 する 」 
湯 花 邪 無 は 、 つ く づ く オ ン ナ の 時 代 だ と 思っ て し まう 。 
組織 を 運営 する の は 女性 が 向い て いる 。 お 母さん が で きる か ら だ 。 会 社 で あ 
れ ば 、 社 員 の 絶対 的 味方 に な っ て や れる 。 
オト コ は そう は いか な い 。 
絶対 的 味方 に な る 立場 が な い 。 父親 と 母親 の 違い で ある 。 
「 た だ いま 」 
夕方 に な っ て ジン が 帰っ て きた 。 
「 聞 いた ? 
「 聞 きま した,」 
「 謝 っ て お 昼 を ご 馳走 し た 」 
「 夜 も っ て 吉 わ れ た けど 断っ た 」 
「 習慣 に な っ た らい け な い 」 
「 今 日 は 何 も な い の ?」 
だ ラ ツ 請 で す 」 
「 明 日 は 早く 那覇 に 行き ます 」 
「 わ か っ た 」 
ジン は 理由 を 聞か な い 。 も し か し て 、 湯 花 邪 無 が 、 東 京 で 家庭 を 持っ て いる 
か も し れ な いと 思っ て いる 。 
それ で も いい と 思っ て いる こと は 間違い な し!。 
「 牛山 の サテ だ か ら 」 
「 知 っ て いま す ,」 
「 そ うじ ゃ な く て 料理 を 覚え て 」 


「 い いた だ きま す 」 

「 ご は ん 白 だ か ら 」 

湯 花 邪 無 は 、 6 種類 くら い テ ー ブ ル に 並ん で いる 小さ な 料理 が わか ら な い 。 
個 煮 の よう だ が ジン は 教え よう と し な い 。 

「 明 日 何時 に 出る の ? 

「 7 時 の 那覇 行き 」 

「 じゃ ーー6 時 ね 」 

「 え え 」 

「 ゆっ くり し よう 」 

ジャ カル タ は 、 東 京 よ り も 時 間 の 流れ が 遅い の だ が 、 経済 規 模 は ジャ カル タ 
の 方 が 大 きく な っ た 。 

の ん びり で も 人 の 数 が 多い の だ 。 


カサ ブラ ンカ 


あな た の た め に な ら な い 


「 5 時 30 分 だ けど 」 

「 あ り が と う 」 

沢 風 ゆ り が 那覇 で 待っ て いる 。 

その 待ち 合わ せ に 間に合う よう に ジン が 起こ し て くれ る の だ 。 し か も 日 曜 で 
ある 。 

カミ サマ が お 仕置 き を し な けれ ば よい が と 思っ て し まう 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 空 港 に 向かう アー スカ ー で 、 モ スク ワ の ライ ブ テ レ 
ビ を 見 た 。 

シベ リア で 華美 美 負 が アー スラ イ テ ィ ング を 新た に 設置 し た 村 で 、 に こ や か 
に 笑っ て いる 動画 が 流れ て いる 。 

いま の と ころ 無事 の よう だ っ た 。 

湯 花 邪 無 に は 、 華 美美 鈴 の よう な 、 身 の 危険 を 承知 し て いて も 、 あ る こと に 
向かっ て 行動 で きる よう な 、 勇気 も な けれ ば 、 あ る こと も な い 。 

た し か に 、 ス パイ ス に つい て は 、 一 生 を 費やし て も よい と は 思っ て いる 。 

し か し 、 ス パイ ス を や っ て て 身 の 危 険 を 感じ る こと な ど あ り 得 な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 運 転 を アー スカ ー に 任せ て 、 香 風 里 先 の 『 人 と 集団 を 滅ぼす も 
の 』 を ダウ ン ロ ー ド し た 。 

ジャ カル タ か ら 那 覇 の 35 分 、 湯 花 邪 無 は 、『 人 と 集団 を 滅ぼす も の 』 を 読 

り /m 

お か し な 本 だ 。 

人 に は 、 遺 伝 子 的 自分 と 優秀 な 頭脳 的 自分 の 2 人 が いて 、 遺 伝 子 的 自分 は 、 
子 陰 を 残す こと し か が 目的 が な い 。 優秀 な 頭脳 的 自分 は 、 唯 一 人 間にあっ て 、 
わか ら な いこ と を 解き 明か すこ と が コン セプト らし い 。 

優秀 な 頭脳 は 、 優 秀 過ぎ ざ て 、 い ずれ 自分 自身 を 滅ぼし て し まう か ら 、 見 え ざ 
る 悪魔 と 愛 を 、 抑 止 力 と し て 提 え た 。 そ れ は カミ サマ で は な いか と 吉 っ て い 
る 。 


見 え ざ る 悪魔 は 、 優 秀 な 頭脳 を 滅ぼす た め だ け に 存在 し て 、 愛 は 、 優 秀 な 頭 
脳 を 生き 残ら せる た め だ け に 存在 する 。 

人 間 と は 、 遺 伝 子 的 自分 と 優秀 な 頭脳 的 自分 と 、 見 え ざる 悪魔 と 愛 で で き て 
いる と 吉 っ て いる 。 

まだ よく 理解 し て いな い が 、 先 里 風 香 と 華美 美 負 は 、 愛 に 溢れ た 人 の よう に 
思え る し 、 ア ー ス 戦車 や アー スジ ェ ッ ト の 会 社 は 優秀 な 頭脳 その も の の よう 
に 思え る 。 

アー スバ パ バッ テリ ー を パワ ー ア ッ プ させ た いり 。 

それ は まず い の で 、 見 え ざ る 悪魔 で アー ス 戦 車 の 会 社 を 滅ぼす か 、 愛 の チカ 
ラ で 、 ア ー ス 戦車 の 会 社 を 抑止 する か 。 

この 『 人 と 集団 を 滅ぼす も の 』 を 書い た の は 、 香 風 里 先 で ある 。 先 里 風 香 

は 、 人 間 を 滅ぼす も の を 承知 し て いる 。 エ ネル ギー で 滅ぼす と ころ を 、 ア ー 
スバ パッ テ リ ー で 抑止 し よう と し て いる 。 

し か し 、 そ の アー スバ パ バッテリ ー を パワ ー ア ッ プ させ て 、 ま た 人 間 を 滅ぼす 方 
向 に 向かお うと する 。 

現実 的 に 、 ア ー ス バッ テリ ー を パワ ー ア ッ プ させ る こと が で きる の か どう 

か 、 湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 

2 0 0 年 前 に も あっ た 。 優秀 な 頭脳 を 抑 止 し な いま ま 、 愛 の チカ ラ が 負け て 
し まっ て 、 原 子 力 の チカ ラ を パワ ー ア ッ プ し て と ん で も な いこ と に な っ た 。 

それ は 、 2 0 0 年 後 の 今 で も 引き ずっ て いる 。 

優秀 な 頭脳 は 優秀 だ 。 後 先 の こと な ど 考 えな い 。 わ か ら な いこ と が あっ た ら 
明らか に し た い の だ 。 ど こま で パワ ー ア ッ プ で きる か 知り た く な っ た ら 、 ホ 
ント に で き て し まう の だ 。 

現に 、 爆 弾 が 地下 に 眠っ て いる 。 地 下 に 封じ 込め た と し て も 、 優 秀 な 頭脳 

は 、 と ん で も な いこ と を 考え て し まっ うつ 。 

アー スバ パッ テリ ー だ っ て 、 同 じ こ と に な る か も し れ な い 。 

「 うれし い 一 先 に 着 て た ん だ 」 

2 ウリ 

「 台 風 は 大 丈夫 ? 」 

「 今日 は 大 丈夫 そう だ 」 

「 官 野 湾 の ホテ ル 予 約 し て ある 」 


「 あ あ 」 

「 車 も 予約 し て ある 」 

「 お 金 払っ て な いか ら お 願い 」 

「 わ か っ た 」 

「 ホテ ル か ら 浜 に 出 ら れる か ら 」 

「 アー スカ ー 借 り に 行く 」 

「 わ か っ た 」 

日 曜 で 浜 は 混ん で いた 。 

「 浜 も 予約 制 な ん で すか ? 」 

「 ホ テル 代 に 一 緒 に な っ て る 」 

「 な る ほど 」 

「 パラ ソル の 下 」 

「 こ こ が い し!1」 

「 す ご いね ー 沖 縄 の 海 

「 あな た の 水着 気に入っ た ? 」 

「 え え 」 

「 身体 が カッ ツッコ い いか ら な ーー 何で も 似合う か も 」 

「 わ た し も カッ コ い いで し ょ ?」 

「 と りあ え ず 海 ね 」 
沢 風 ゆ り は 走っ て 海 に 飛び 込ん だ 。 
スポ ー ツ ジム の イン スト ラク ター で ある 。 そ の まま ガン ガン 沖 に 向かっ て 涼 
ぎ は じ め る 。 

「 あな た の 泳ぐ で の は じ め て 見 た 」 

「 私 だ っ て は じ め て だ 」 

「 バ ッ ク で 泳ぐ の ね 」 

「 バック し か 泳げ な い 」 

「 お か し い 」 

「 そ こ か ら 出 た らい け な い ん だ よ 」 

「 サ メ が いる の か 」 

員 っ co 


「 な ん か 一 最高 ね 」 


「 え え 」 

その 夜 の ご は ん も お いし か っ た 。 沖縄 料理 を 食べ た 。 

ベッ ド も 楽し か っ た 。 

8 月 11 日 だ っ た 。 

「 わ た し も 8 時 に 乗る か ら 」 

「 仕事 だ か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 今晩 は 北 千 住 ね 」 

「 え え 」 

「 ご は ん つく っ て 待っ て る か ら 」 

「 え え 」 

「 楽 し か っ た 一 あり が と う 」 

「 私 も 楽し か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 空 港 か ら ス パイ ス yuhana ま で 、 ラ イブ テレ ビ 
の 易 だ 。 三 ョ デ ョ ヨー クタ だ 

「 次 の 日 曜 の カサ ブラ ンカ の イベ ント に 参加 し ます 」 

ニュ ー ヨ ー ク の 空港 で 、 華 美美 負 が 囲ま れ て 記者 に 話し て いた 。 

まだ 1 週間 も 先 の こと で ある 。 

華美 美 鋼 は 、 常 に 神出鬼没 の 感 が あめ る 。 そ れ な の に 、 1 週間 後 の 予 定 を 話す 
こと は フツ ウ で は な い 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 
スパ イス yuhana は 36 5 日 営業 を し て いる 。 通信 販売 が 主力 で ある 。 
休ま な い 。 み ん な で シェ アー し て シフ ト で 働い て いる 。 販 売 目標 な ど な い の 
で 、 ガ リガ リ し て は いな い 。 ど ちら か と いう と 、 ス パイ ス 工 房 が 追わ れ て い 
る 。 生産 を 増やす よう に ジン に 吉 わ れる 。 湯 花 邪 無 は 何 も 吉 わな い 。 

「 ジ ン は ホー チミ ン に 行き まし た 」 

「 や る ん で すか ?」 

「 街 を 見 て 来る そう で す 」 

「 わかり まし た ,」 

に 世 テ イコ 


「 お 願い し ます , 

最近 ジン は 、 あ っ ちこ っ ち 出 歩い て いる 。 ホ ー チ ミン か ら 注 文 が 多い の だ 。 
みん な 働き 者 だ 。 お も し ろ い か ら 働 いて いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ マ を し な いよ うに 応援 し て いる 。 

誰 も いな く な っ た ジン の 部 屋 で 、 湯 花 邪 無 は 、 ニ ュー ヨー ク の ライ ブ テ レ ビ 
を 見 て いた 。 

アメ リカ の 旅行 会 社 と 住宅 建設 の 会 社 が コラ ボ で 、 火 星 に 別荘 を 建設 し て い 
る 映像 を 流し て いた 。 

別荘 と いっ て も 、 ド ー ム が あっ て 、 そ の 中 に 14 の 部 屋 が ある だ け だ 。 マ ン 

ショ ン の よう で ある 。 

外 は 見 れる の だ が 外 に 出る こと は で き な い 。 

研究 用 の 施設 は あっ た の だ が 、 商 品 と し て の 家屋 が は じ め て 火星 に 現れ た の 
ae 

これ が 普及 する か どう か わか ら な い 。 多分 、 ホ テル は 出来 る の で は な いか と 
喜 わ れ て いる 。 

湯 花 邪 無 に は 手 が 出 な い 。 あま り に も 高価 な の だ 。 こ の 火星 の 住宅 の 電源 は 
な ん な の か 興味 が ある 。 火星 で も アー スバ ッ テ リ ー が 使え る の だ ろう か 。 

「 ミスター ジャ ム お 客 さ ん だ けど 」 

「 どなた で すか ? 」 

「 日 本 の し ょ うし ゃ の 人 で す ,」 

「 ジ ン に 会 っ て も ら っ て くだ さい ,」 

「 わかり まし た 」 

日 本 の 会 社 は 、 湯 花 邪 無 が 日 本 人 で ある こと を 調べ て 、 協 力 す る よう に 有 要求 
し て くる 。 

そこ が 湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 凄 い 技 を 持っ て いれ ば 、 日 本 人 で あろ うつ が イ ンド ネシア 人 で あ 
ろう が 、 ど っ ち で も いい の だ 。 イ ンド ネシア 人 も 日 本 で イン ド ネ シア 人 に 協 
力 を 要求 する の だ ろう か 。 

よく わか ら な い 。 

「 ミスター ジャ ム 、 し ょ うし ゃ の 人 が 上 が り ま し た 」 

慌て た リ ニ の 大 き な 声 が 聞こ えた 。 


2 人 の 大 男 が 入っ て きた 。 
「 あ な た の た め に な ら な い 」 


「 静か に させ て くれ 」 
この 2 人 は 、 華 美美 錠 を 羽田 で 追い か けた 2 人 だ と 思っ た 。 
と うと うこ こま で や っ て きた の だ 。 


「 湯 花 邪 無 だ が 何 か 用 事 で すか ? 」 
「 リ ニー 平気 だ 」 
「 お 恭 は いら な い 」 
「 わ か っ た ,」 
大 き な 男 2 人 は 、 ス ー ツ を 着 て いた 。 
「 私 の た め に な ら な いっ て いつ の は な ん だ 」 
「 こ の 写真 で わか る 」 
「 つ くば の 監視 カメ ラ だ 」 
や っ ぱり だ っ た 。 
華美 美 負 を 助け た 時 に 撮影 され た も の だ 。 
「 湯 花 邪 無 の アー スカ ー だ 」 
「 これ は 私 の アー スカ ー だ 」 
「 華美 美鈴 を 日 本 に 呼ん で も らい た い 」 
「 私 は つく ば に は いな か っ た ,」 
「 あ な た た ち は 何 者 な ん だ 」 
「 知 ら な く て も いい 」 
「 脅迫 罪 で 訴え る 」 
「 ここ に 入る 時 の 監視 カメ ラ が ある 」 
「 あ な た 達 が 誰か わか る 」 
「 オ レ た ち は 雑 魚 だ が あな た に は 会 社 の 社長 と いう 地位 が ある 」 
「 傷つく の は 湯 花 邪 無 だ 」 
「 華美 美鈴 な ど 知ら な い 」 
「 この 写真 は どう だ 」 
つく ば の 戦車 の 会 社 の 廊下 で ある 。 
「 作業 服 が よく 似合う 」 
「 こ こ か ら 華 美美 負 に 電話 し て くれ 」 


「 華美 美 負 な ど 知ら な い 」 

「 北 千住 の マン ショ ン に か くま っ て た の か が 」 

「 華美 美久 な ど 知ら な い 」 

「 こ っ ち に も メン ツ が ある 」 

湯 花 邪 無 は 警察 に 電話 し た 。 

「 ス パイ ス yuhana だ けど 」 

「 2 人 の 男 に わけ の わか ら な いこ と で 脅 さ れ て いる 」 
「 来 て 欲し い 」 

「 本社 だ 」 

2 人 の 男 は 中 然 と し て いた 。 

こう いう シナ リオ で は な か っ た の だ ろう 。 

や っ と 華美 美鈴 の 逃走 を 助け た 男 を 特定 し た の だ 。 


逮捕 する の か 


湯 花 邪 無 は 2 人 の 後 を 追っ た 。 

「 リ ニ 警 察 が 来る か ら よ ろ し く た の む 」 

「 どう すれ ば いい の だ 」 

「 間違い だ っ た 」 

「 ゴ メン な さい すれ ば いい の か ,」 

「『 ぞ うだ 

不思議 な こと に 、 2 人 は その まま 空港 に 向かっ た 。 
湯 花 邪 無 に し て みれ ば 、 常 に 華美 美 鋼 を 拉致 し て いる 男 を や っ と 見 つけ た の 
だ 。 脅 迫 さ れ て は いる が 、 チ ャ ンス で も ある 。 

「 も し も し 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は じ め る けど 」 

「 今 日 は 申し 訳 な い 休 み だ 」 

「 そ れ は ダメ だ 」 

「 それで も いけ な いか ら 電 話し た 」 

「 急い で る か ら 切 る 」 


「 8 月 15 日 を 忘れ る な 」 
「 わ か っ て いる ,」 
9 時 40 分 の 羽田 行き に 乗り そう だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 ギ リ ギ リ に 搭乗 し た 。 し か も ファ ー ス トク ラス に 乗っ た 。 
2 人 が 搭乗 する の を 見 て いた 。 
2 人 が 誰か 知り た い の だ 。 
羽田 で 真っ 先 に 降り て 2 人 を 見 て いた 。 2 人 の 男 は 、 湯 花 邪 無 が 追っ て いる 
こと な ど 思 いも 及ば な いと 思っ た 。 
2 人 が 入っ て いっ た の は 、 警 察 庁 だ っ た 。 予想 外 だ っ た 。 
華美 美 負 を 拉致 し た の は 日 本 の 警察 だ っ た の か 。 そ れ と も 、 あ の 2 人 の 拉致 
する 男 は 別人 な の だ ろう か 。 
湯 花 邪 無 の 頭 は 混乱 し た 。 
「 お 願い が あり ます 」 
「 今 入っ た 2 人 の 方 に 話 が あり ます 」 
「 私 は 湯 花 邪 無 と 申し ます 」 
「 私 の パス ポー ト で す ,」 
「 9 時 に 2 人 の 方 が ジャ カル タ の 私 の オフ ィ ス に 来 た の で す 」 
「 お か し な こと を 喜 っ た の で 後 を つけ て きま し た 」 
「 も う 1 度 2 人 の 人 と 話し た い の で す が ,」 
湯 花 邪 無 は 30 分 待っ た 。 
ee だ の 
「 私 は すご く 混 乱 し て いる 」 
「 私 が 知っ て いる と ころ に よる と 、 華 美美 負 は 何 度 も 羽田 で 拉致 され て い 


る 」 

「 こ れ は 犯 固 だ 」 

「 私 た ち 2 人 は その 拉致 犯 を 追っ て いる 」 
「 そ れ が な ぜ 私 な の だ 」 

「 情報 が あっ た 」 


「 意味 が わか ら な い 」 
「 つ くば の 戦車 の 会 社 か ら 拉致 し た 」 
「 つ くば の 戦車 の 会 社 が 拉致 し た の で は な い の か が ,」 


「 どう し て 華美 美鈴 を 日 本 に 呼べ と 吉 っ た の だ 」 

「 誰 が 拉致 の 犯人 か 知っ て いる か ら だ 」 

「 華美 美鈴 を 日 本 に 呼ん だ ら ま た 戦車 の 会 社 に 拉致 され る 」 

「 な ぜ 私 が 呼ん だ ら 華 美美 負 は 日 本 に 来る の か 」 

「 湯 花 邪 無 に 弱み を 握ら れ て いる 」 

「 私 は 華美 美久 に 会 っ た こと が な い 」 

「 あな た た ち に 拉致 犯 を 探す よう に 頼ん だ の は 誰 で すか ,」 

「 それは 話せ な い 」 

「 私 は 、 あ な た た ち 2 人 が 、 羽 田 で 華美 美鈴 を 拉致 し よう と し た 犯人 だ と 
思っ た 」 

「 オ レ た ち は 鍛 えて いる 」 

「 華美 美 錠 に 走り 負け な い 」 

「 あ な た た ち は す ご いし 勘違い を し て いる 」 

「 戦車 の 会 社 に 行っ た の か 」 

「 行 っ た 時 に この 写真 を も ら っ た 」 

「 ここ か ら 華 美美 負 を 拉致 し た 犯人 だ と 吉 わ れ た 」 

「 車 の 写真 どう し た の だ 」 

「 警察 は 湯 花 邪 無 を 特定 し よう と 思っ た ら 簡 単 だ 」 

「 あ な た た ち は 、 日 本 で 華美 美 負 が 拉致 され た 犯人 を 逮捕 すれ ば それ で いい 
の か 」 

「 退 捕 で き な い 」 

「 事 件 に な っ て いな い 」 

「 私 は 巻き 込ま れ て 心 外 だ 」 

「 オ レ た ち も わ か ら な か っ た こと が あっ た ,」 

「 湯 花 邪 無 が 犯人 だ と 確信 し た こと か 」 

「 華美 美鈴 が 1 番 よく 知っ て いる の だ ろう が 」 

「 湯 花 邪 無 が 華美 美鈴 に 連絡 し な い の だ っ た ら こ っ ちか ら 連 絡 す る 」 

「 どう する の か ,」 

「 拉致 の 犯人 は 湯 花 邪 無 か 」 

「 そ の 結果 を 知ら せ て くれ な いか 」 

「 名 刺 が 欲し い 」 


「 有 村 聡 だ 」 
「 真野 裕也 だ 」 


スパ イス 湯 花 誕生 会 


「 リ ニ 、 今 東京 に いま す ,」 
「 料理 学校 は どう し た の だ 」 
「 休 ん だ 」 
「 じゃ 一 新宿 に \ い る の か ,」 
oko 7< 導 
「 ジ ン が 帰っ た ら 伝え て お く 」 
「 お 願い し ます , 
湯 花 邪 無 は 疲れ た 。 
2 人 を 追っ て き て 良かっ た と 思っ た 。 あ の 2 人 が 羽田 で 華美 美鈴 を 拉致 し よ 
うと し た オト コ だ と 思い 込ん で いた 。 何者 か 知り た く て 追っ て きた 。 
と ころ が 警察 の 人 間 だ っ た 。 
「 あ な た の た め に な ら な い 」 と 吉 わ れ た 時 に は 身 が 縮ん だ 。 
「 こんにちわ びー」 
「 こ ん に ち わ び ー」 
水野 まさ み も お 店 に いた 。 
すご く 混 雑 し て いた 。 
「 上 に いま す 」 
「 何 か あ り ます か ? 」 
「 順調 で す 」 
「 わ か り ま し た ,」 
牧野 由理 が や っ て きた 。 
ト 滞 デー ビッ ュ 
「 そ れ も あ る けど ,」 
「 べ コ ペコ で すか ? 」 
: ラ か な 。 


「 み ん な ご は ん 終わ っ た と ころ で すけ ど 聞 いて きま す ,」 

湯 花 邪 無 は 、 ニ ュー ヨー ク の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 ア ー ス バッ テリ ー の 
ニュ ー ス は 何 も な か っ た 。 

「 お 昼 の 残り が ある けど 食べ ます か ? 」 

「 お 願い し ます 」 

牧野 由香 が 、 肘 肉 と ほう れん 草 の 炒 めも の を 持っ て きた 。 

「 ご は ん な いか ら コ ン ビ ニ お に ぎり 」 

「 どう も あり が と う 」 

「 冷た い お 革 に し た か ら 」 

「 あり が と う 」 

「 下 に いる か ら 何 か あっ た ら 呼 ん で くだ さい 」 

「 お 客 さ ん が 多い の で すか ? 」 

の です 

「 今 日 は 誕生 会 で す が わ か っ て ます か ? 」 

「 水野 まさ み と 一 緒 に 行き ます 」 

「 誰 が 手配 し て いる の で すか ? 」 

「 わ た し 」 

「 あ あー 楽し そう だ ,」 

「 どこ も 行か な いで 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 有 村 聡 と 真野 裕也 を は じ め て 知っ た 。 華美 美鈴 を 何 度 も 拉致 し 
よう と し た 2 人 は 誰 な の だ ろう 。 明らか に 戦車 の 会 社 の 人 間 か 戦車 の 会 社 に 
雇 わ れ て いる 。 

いま の まま で は 、 い つか 、 有 村 聡 と 真野 裕也 の よう に 、「 あな た の た め に な 
ら な い 」 と 吉 い そう だ 。 そ うい う 意 味 で は 、 湯 花 邪 無 に は 弱み が ある 。 スパ 
イス 湯 花 の 社員 た ち も ス パイ ス yuhana の 社員 も 、 湯 花 邪 無 が いな く 
な っ た ら 路 頭 に 迷う 。 毎 日 の こと に 湯 花 邪 無 は 必要 な い の だ が 、 存 在 に 意味 
が ある 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 に は 知ら れ た が 、 有 村 聡 と 真野 裕也 は スパ イス 湯 花 を 攻め 
る こと な ど な い 。 し か し 、 華 美美 鈴 を 拉 致 し て いる 2 人 に 知ら れ た ら 、 何 を 
する か わか ら な い )。 


あま り 時 間 が な い 気 が し て くる 。 

の そろ 出かけ る けど 」 

「 わ か っ た ,」 

「 私 は 今日 は 何 か や る の か 」 

「 楽 し め ば い い 」 

「 あ な た は そこ に いて くれ れ ば いい 」 

「 わ か っ た ,」 

八 ワ イア ン の ダン ス が あっ て 、 ハ ワイ の 料理 が た くさ ん で ある 。 

みん な で ハ ワ イ の 歌 を 歌っ て 人 ハワイ の ダン ス を 踊っ た 。 

そし て 8 月 の 誕生 の 社員 に プレ ゼン ト が 用 意 さ れ て いた 。 

プレ ゼン ト が 何で ある の か 、 湯 花 邪 無 は 知ら な い 。 水野 まさ み と 牧野 由香 が 
決め て いる 。 

直せ! は ま 

「 お か えり リ りー, 

「 今日 は お いし いも の 食べ た ん で し ょ ?」 

「 話 し まし た っ け ? 」 

「 カ レン ダー に 書い て ある 」 

「 あ あ 」 

「 お 酒 は ? 」 

「 運転 し て も ら っ て 帰り まし た 」 

「 座 に ? 」 

「 代行 さん 」 

「 賢い 」 

「 な に か あっ た ? 」 

湯 花 邪 無 は 、 有 村 聡 と 真野 裕 出 の こと を 沢 風 ゆり に 話さ な か っ た 。 話 さ な い 
つも り だ っ た わけ で も な い 。「 な に か あっ た ? 」 と 聞か れ た 時 に 、 瞬 間 的 

に 、 話 さ な い と 決め た 気 が す る 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 北 千住 の マン ショ ン も 知っ て いる 。 当然 の こと な が 

ら 、 こ この マン ショ ン の エレ ベー ター の 監視 カメ ラ も 見 て いる は ず で ある 。 
華美 美 負 が 、 こ の エレ ベー ター に 乗っ て いる の も 知っ て いる 。 

湯 花 邪 無 は 、「 華 美美 鋼 な ど 知 ら な い 」 と 吉 っ て いる の だ が 、 何 か ら 何 まで 


承知 し て いる に 違い な い |。 

た だ 助かっ て いる の は 、 華 美美 錠 の 拉致 犯 を 特定 し た い だ け な の だ 。 
有 村 聡 と 真野 裕也 は 。 拉 致 犯 が 湯 花 邪 無 と 思っ て いた 。 裏 を と り に ジャ カル 
タタ ま 来 た だ 

「 明 日 新宿 な の ? 」 

「 え え 」 

「13 日 ジャ カル タ の 誕生 会 だ か ら ? 

「 え え 

「 明 日 の 晩 も ここ な の ね 」 

「 え え 」 

「 明 日 わた し 出張 だ か らい な いか ら 」 

「 何 か 買 っ て 帰り ます 」 

「 お 願い 」 

沢 風 ゆ り は 、 そ の 夜 も 、 湯 花 邪 無 の ベッ ド に 潜り 込ん だ 。 
「 お は よう 」 

「 早い の か ,」 

「 出張 だ か ら 」 

「 気 を つけ て 」 

湯 花 邪 無 は 、 ど こ へ 行く の か も 聞か な い 。 

「 今晩 \ い な いん だ か ら ね ? 」 

「 わ か っ て ます 」 

「 お 先 に 」 

「 気 を つけ て 」 

何かしら 会 話 が 少な い 気 が し て いる 。 湯 花 邪 無 が 、 有 村 聡 と 真野 裕也 の こと 
を 話さ な いせ いか も し れ な い 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 昨 日 は あり が と う ご ざ いま し た 」 

こん な あい さ つ を され た の は は じ め て だ っ た 。 

「 水野 まさ み は 長 野 に 行き まし た ,」 

「 な に か あっ た の で すか ? 」 


「 会 社 で きる か ら 」 

「 わ かり ま し た 」 

「 牧野 由香 は 昨日 の ホテ ル に 行き まし た 」 

「 昨 日 は あり が と う ご ざ いま し た ,」 

ジニ が コー ヒー を 煎れ て くれ た 。 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 だ と 聞い て いる ,」 

有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 新 宿 に は 来 な か っ た よう だ 。 

10 時 だ っ た 。 

「 も し も し 」 

「 有 村 聡 で す 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 湯 花 邪 無 が 拉致 の 犯人 で は な いか と 思っ て 接触 し た ら 華 美美 鈴 の こと は 何 
も 知ら な いと 吉 っ て いる が 本 当 か と 聞い た 」 

「 華 美美 負 と 話し た の か 」 

「 ホ ー ム ペー ジ に メー ル し た 」 

「 湯 花 邪 無 の 名 前 を 出し た か ら だ と 思う が 返事 が きた 」 

「 わた し を 拉致 し た 男 は 湯 花 邪 無 で は な い 」 

eS れれ だ 人 け だ だ つ だ 」 

「 北 千住 の マン ショ ン は 拉致 し て か くま っ た 場所 で は な く て 助け 出し て か く 
まっ た 場所 だ と 論 識 し た 」 

「 これ は 事件 で は な い の で 情報 と し て 伝え る 」 

「 承知 し た 」 

「 本 当 の 拉致 犯人 を 特定 し た ら 知 ら せ て 欲し い 」 

「 知 ら せ る か どう か わか ら な い が 拉 致 犯 は 探す 」 

「 事 件 で は な い の で 逮捕 は し な い 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 の 、「 華美 美鈴 な ど 知 ら な い 」 と いう ウソ は 、 見 抜か れ て いる 。 
湯 花 邪 無 が 、 何 を 怖がっ て いる の が 知っ て いる 。 華美 美鈴 が 何 を 大 事 に し て 
いる か も わか っ た の だ と 思っ た 。 湯 花 邪 無 と 沢 風 ゆ り に 迷惑 を か けた く な い 
の だ 。 


香 風 里 先 の 『 人 と 集団 を 滅ぼす も の 』 の 続き を 読ん だ 。 

何 か が 書い て ある は ず で ある 。 

は っ きり わか ら な い が 、 ア ー ス バッ テリ ー は 、 社 会 の 見 え ざ る 悪魔 に 挑戦 し 
て いる か の よう だ と 思っ た 。 

見 え ざ る 悪魔 は 、 人 や 集団 を 滅ぼす た め だ け に 存在 し て いる らし い 。 理由 
は 、 優 秀 な 頭脳 が 優秀 過ぎ る か ら だ 。 ほ っ て お いた ら 、 優 秀 な 頭脳 は 、 自 ら 
を 滅ぼし て し まう 。 現 に 、 地 球 を 爆破 で きる ほど の 爆弾 が 地下 に 集め られ て 
いる と は いえ 、 存 在 し て いる の だ 。 

パン ドラ の 箱 に みん な で 収め た に 過ぎ な い 。 い つ 何 時 、 ま た も や 誰か が パン 
ドラ の 箱 を 開け な いと は 限ら な い 。 

遺伝 子 技術 で も 何 度 も 危う い 局 面 が あっ た 。 

20 年 前 に 、 毅 人 犯 が 、 自 分 の コピ ー を 20 人 も つく っ て し まっ た こと な ど 
は 、 防 ぎ よ う が な か っ た 。 脅 され て し まえ ば 、 人 は 弱い 。 た だ 、 技 術 だ け は 
進ん で し まう 。 

遺伝 子 技術 の 方 は 、 パ ンド ラ の 箱 に も 入っ て いな い 。 今 後 1 0 0 年 で も 、 思 
いも よら な U い 出来 事 が 起こ っ て し まう 可能 性 が ある 。 

先 里 風 香 の アー スバ パッ テリ ー も 、 同 じ よ うな 問題 を 含ん で いる 。 

アー スバ ッ テ リ ー は 、 化 石 燃料 を 燃やし て エネ ルギー を 得る 時 代 に 、 地 球 に 
良く な い が 仕方 が な い 時 代 に 別れ を 告げ よう と し て いる 。 

人 類 の た め に は 、 地 球 の た め に は 、 こ れ 以 上 の も の は な い 。 

見 え ざ る 悪魔 が 、 従 来 の 、 何 か を 犠牲 に し て エネ ルギー を 得 続け て 、 そ の う 
ち 、 人 と 集団 が 滅ん で し まう シナ リオ を 選ん で いた と すれ ば 、 ア ー ス バッ テ 
リー は 、 見 え ざ る 悪魔 へ の 挑戦 者 で ある 。 

し か し 、 重 要 な こと が ある 。 

も し アー スバ パ バッテリ ー の パワ ー ア ッ プ 技術 が 完成 し た ら 、 ア ー ス バッ テリ ー 
は 、 ま た し て も 、 人 と 集団 を 滅ぼす も の 、 地 球 を 滅ぼす か も し れ な い モ ノ に 
な っ て し まう 可能 性 が ある の だ 。 

先 里 風 香 は 、 挑 戦 者 を や っ て いる の だ ろう 。 自分 で よく 認識 し て いる 。 挑戦 
者 は 滅ん で し まう の だ 。 生き残れ な い 。 見 え ざ る 悪魔 に 訂 さ れる 。 

アー スバ ッ テ リ ー が 、 人 や 地球 に グッ ド な も の で あっ て も 、 了 区 得 権 者 が 、 世 
界 に は 、 た くさ ん いる の だ 。 


先 里 風 香 が 姿 を 現さ な いこ と が 理解 で きる 。 

華美 美鈴 も 、 も う 覚 悟 は で き て いる の だ ろう 。 

見 え ざ る 悪魔 は 、 挑 戦 者 が 怖い か ら 、 挑 戦 者 を 襲う の だ が 、 挑 戦 者 の 協力 者 
も 襲う つの だ 。 

先 里 風 香 と 華美 美鈴 は よく 承知 し て いる 。 

湯 花 邪 無 を 協力 者 と し て 見 え ざ る 悪魔 に 和 和 られ た く な い の だ 。 

し か し 、 次 第 に 、 見 え ざ る 悪魔 が 迫っ て いる と 、 湯 花 邪 無 は 思っ て し まう 。 
湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス 湯 花 と ス パイ ス y uh ana を 巻き 込み た く な い 。 こ 
れ だ け は 、 な ん と し て も 防 が な いと いけ な い 。 

「 ミス ター ジャ ム 、 お 昼 を 用 意 し て いる が いい の か ,」 

「 あ り が と う 」 

「 ナ ス と 鶏 の カレ ー 煮 で す 」 

「 わかり まし た , 

「 も う 12 時 で す 」 

「 わ か り ま し た , 

多 詞 活 う た 。 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の スー パー マー ケッ ト に いた 。 せ っ か く 1 人 だ か ら 自 分 
で ご は ん を つく ろう と 思っ た 。 

若 玩 の サテ を や っ て みよ うと 思っ た 。 ス パイ ス は 44 種 揃っ て いる 。 

ナシ ゴ レ も つく っ て みよ うと 思っ た 。 

湯 花 邪 無 の 夜 は 、 ジ ン か 沢 風 ゆ り が 常に ! る 。 1 人 で いる こと は な い 。 最近 
の だ ちら だ 。 

た ま に 1 人 で いる と 、 落 ち 着 ける と いう か 寂し いと いう か 、 不 思 議 な 感覚 で 
ある 。 

料理 も 、 ま あま あ 食 べら れる 。 


ジャ カル タ の 誕生 会 


8 月 13 日 だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 い つも の よう に 8 時 発 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 


「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

何事 も な い 水 曜日 だ 。 

「 今日 は ジャ カル タ の 誕生 会 だ か ら 新宿 へ は いけ な い 」 

「 承知 し て いる 」 

水野 まさ み に は メー ル を し た 。 

「 し ば らく 」 

ジン が し ば らく と 吉 う ほど 会 っ て な い の だ ろう か 。 

「 冷た い お 共 を 用 意 し た 」 

「 あり が と う 」 

「 今 日 は ジャ カル タ の 誕生 会 だ か ら 」 

「 わ か っ て いま す ,」 

「 出 か け な い の か 」 

「 料理 学校 だ けど 」 

「 出かけ る 」 

湯 花 邪 無 は 、 先 里 風 呑 の アー スバ ッ テ リ ー を めぐ る も ろ も ろ の 出来 事 を 書き 
出し て お こう と 思っ た 。 

まず 1 番目 は 、 湯 花 邪 無 が 巻き 込ま れ て いる こと だ 。 ア ー ス バッ テリ ー の パ 
ワー アッ プ で ある 。 感 覚 的 に 、 ア ー ス バッ テリ ー を パワ ー ア ッ プ で きれ ば 、 

優位 な 武器 を 開発 で きる 。 

多分 、 世 界 中 で 開発 が な され て いる の だ ろう が 、 開 発 が 成功 し て も 、 公 表 は 
され な い だ ろ う 。 

自分 で 開発 で き な い な ら ば 、 そ も そ も の アー スバ ッ テ リ ー の 開発 者 で ある 先 
里 風 香 に 開発 し て も ら お うと 画策 する 人 も 現れ る 。 

つく ば の 戦車 の 会 社 は 、 先 里 風 香 が 日 本 人 で ある こと か ら 、 協 力 を する こと 
が 当然 で ちる と いう 態度 で 迫っ た と 思わ れる 。 

うま く 協 力 を 得る こと が で き な い た め に 、 先 里 風 香 の 代理 人 で ある 華美 美鈴 
を 拉致 し て 、 先 里 風 香 に 協力 を 迫 ろ うつ と し た 。 

この よう な 、 ア ー ス バッ テリ ー の パワ ー ア ッ プ に つい て は 、 多 く の 人 が 画策 
し て いる と 考え られ る 。 

先 里 風 香 と 華美 美 負 に は 、 ア ー ス 戦車 だ け で は な く て 、 ア ー ス ジェ ッ ト な ど 


の 軍事 的 な 用 途 や 、 工 場 を まる ご と 動か せる ほど の アー スバ ッ テ リ ー の 開発 
な ど へ の 要請 が な され て いる と 考え る の が 妥当 だ ろう 。 

断っ て いる の だ ろう が 、 断 る と 、 華 美美 催 の 拉 致 の よう な 不正 な 手段 に 出 て 
し まつ 。 

アー スバ パ バッテリー を めぐ る も ろ も ろ の 出来 事 の 2 番目 は 、 ア ー ス バッ テリ ー 
は 、 化 石 燃料 や 原子 力 な どの エネ ルギー の よう に 、 人 や 地球 に 何 も 害 を も た 
ら さ な いこ と に 関す る こと だ 。 

アー スバ パ バッテリー は 、 ア ー ス カー で も 80 キ ロ し か 速度 が 出 な い ほ どの パワ ー 
で ある 。 と て も 羽田 - ジ ャ カル タ を 50 分 で 飛ん で し まう よう な パワ ー は な 
い 。 

し か し 、 日 に 日 に 、 世 界 は 、 ア ー ス バッ テリ ー へ の 道 を 進ん で いる 。 

それ だ け で も 、 先 里 風 香 と 華美 美 負 は 、 危 険 で ある 。 

現に 。 湯 花 邪 無 の スパ イス 工房 は 、 9 月 1 日 に 、 完 全 ア ー ス バッ テリ ー 化 に 
な ら で そま う 。 

電力 の 会 社 か ら 電 気 を 買わ な い の だ 。 

あま り に も 敵 が 多い 。 敵 と は 、 先 里 風 香 に よる 見 え ざ る 悪魔 の こと だ 。 
華美 美 負 は 、 ア ー ス 戦車 だ け で も 、 と ん で も な し 出来事 に な っ て いる の だ 。 
も っ と 多く の 危険 な 出来 事 が 起こ っ て いる の だ ろう と 想像 で きる 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 明後日 だ けど 」 

「 空け て ある 」 

会 つ 度 に ミナ は 確認 を する 。 

みん な の 前 で あろ うと 2 人 の 時 で あろ うと お か まい な し で ある 。 

みん な 苦笑 する し か な い 。 

「 今 日 は サン バル を つく り ま す 」 

「 こ こ に レシ ピ が あり ます 」 

「 買い 物 を し て き て くだ さい ,」 

サン バル は 調味 ソー ス で ある 。 

唐辛子 や 塩 や ショ ウ ガ な ど 10 種 類 く らい の 材料 を 粉々 に し て 混ぜ て ソー ス に 
する 。 

野菜 炒め で も 何で も 、 イ ンド ネシア 料理 に 使え る 。 

「 臼 は ある の か 」 


「 今 は 便利 な も の が ある 」 
「 ミ キサ ー を 使う の か 」 
「 ミ キサ ー を 使っ た ら ジ ュー ス に な る 」 
「 な ん だ 」 
「 じゃ ー 今 日 は ミス ター ユナ に 買い 物 を お 願い し ます ,」 
「 臼 だ けど 」 
「 便利 な も の を 用 意 し て お きま す 」 
「 オ レ は 仕事 で つく ら さ れ て る か ら や っ て も いい 」 
夜 の レス トラ ン に 勤め て いる 若い オト コ が 吉 っ た 。 
「 買い 物 は 私 が や る か ら ど う や っ て 混ぜ る の か 教え て 欲し い 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 ス マ ホ で 計算 し て 、 み ん な か ら お 金 を 集め た 。 
「 便利 な 機械 が 出 払 っ て いる か ら 、 み な さん 色 本 で 叩い て くだ さい 」 
「 わ た し が や る か ら 見 て いて くだ さい 」 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ わた し の 材料 を くだ さい 」 
常に 、 ミ ナ の 分 を 買っ て いる 。 9 人 分 買っ て いる の だ 。 
ミナ は 、 唐 辛子 を 包丁 で 叩い て 小さ くし て ボウ ル に 入れ た 。 適当 に 叩い て い 
る よう に 見 えた 。 ト マト や ショ ウ ガ も 、 カ ッ ト し て いて 小さ くし た 。 
「 見 て な いで や っ て くだ さい 」 
「 塩 を 忘れ な いよ うに 」 
レス トラ ン で 夜 働い て いる 5 人 は 、 手 馴れ た も の だ っ た が 、 3 人 は けっ こう 
タイ ベン だ うっ た, 
「 味 を 確か め る か ら 目 玉 焼 き を つく っ て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 は 、 日 本 で 目玉 焼き に ソー ス か 醤油 を か け て 食べ る の と 似 て いる と 
思っ た 。 
「 みん さん 味 が 違い ます 」 
スズ ター 陸 八 直 は どう で し た か ?。、 
「 タ ー メ リッ ク を 入れ て カレ ー 風 味 に し て も いい か も し れ な い 」 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は どう し て ター メリ ッ ク な ど 知 っ て いる の か 」 
「 最近 勉強 し て いる 」 
「 家 に 帰っ て 自分 で 試し て くだ さい 」 


湯 花 邪 無 は まず いと 思っ た 。 

ミナ と 一 緒 に し ゃ べら な い 方 が いい と 思っ た 。 
: 圧 症 凡 ま ご 」 

「 お か えり な さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 急い だ 。 

「 お か えり な さい 」 

「 こ れ を つく っ た ん だ けど 」 

「 サ ン バ ル ね ,」 

「 味 を みて くれ な いか ,」 

多分 、 ジ ン は 、 厨 房 に 器 を 取り に 行っ た 。 
料理 学校 か ら は 、 ビ ニー ル バ ッ ク に 入れ て 帰っ て いる 。 
「 な か な か の 味 を し て いる 」 

「 ジ ン は これ を つく っ て いる の か 」 

「 冷蔵 庫 に 入っ て いる 」 

「 こ れ が な いと 料理 が メン ドー だ 」 

「 お 昼 だ か ら こ れ を 使っ て 食べ て みれ ば いい 」 
「 今 日 の ご は ん は な ん だ 」 

「 白 ご は ん に 野菜 炒め 」 

「 白 ご は ん を サン バル で 炒め る と 味 が わか る 」 
「 や っ て あげ る 」 

「 自 分 で や っ て みた い 」 

2 な 

リビン グ に 行く と 、 み ん な 食事 を し て いた 。 厨房 は 室 1! て いた 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム ど うし た の だ 」 

「 料理 学校 で サン バル を 教わっ た 」 

「 白い ご は ん を 炒め た い 」 

「 自 分 で や り た い 」 

「 フ ライ パン は そこ に ある ,」 

「 小 さい の は な い の か ,」 

「 下 の 棚 に ある 

「 油 は どう する の だ ,」 


「 油 は いら な い 」 

「 フ ライ パン を 温め て サン バル を 入れ て ご は ん を 入れ て 炒め る 」 

「 わ か っ た ,」 

ジン は 、 向 こう で お 昼 を 食べ て いた 。 

みん な ミス ター ジャ ム の こん な 姿 を 見 た こと が な い 。 何 が は じ ま っ た の か が 興 
味 津 々 で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 こ ん な 味 が する の か と 思っ た 。 い つも ジン の 料理 で 食べ て いる 
は ず な の だ が 、 自 分 で ここ まで や る と 、 新 た な 荻 き が ある 。 

「 ジ ン 、 ち ょ っ と 食べ て みて くれ 」 

「 ガ ス を 消し て きた の か 」 

「 フ ライ パン も 洗っ て きた 」 

「 ス パイ ス yuhana も アー スバ ッ テ リ ー に し な いと いけ な い 」 

「 お いし い 」 

湯 花 邪 無 も サン バル 炒め ご は ん を 食べ て みた 。 意 外 と お いし か っ た 。 

[ 守 炊 ダー ジ ヤ ム 、 そ ぞろぞろ る 行く けど 

ジャ カル タ の ホテ ル で ある 。 

ジン が 手配 し て いる 。 

「 リ ニ も 手伝い に 行っ て いる 」 

みん な で バス で 行く か ら 乗 っ て くれ 。 

湯 花 邪 無 は 、 ラ ナン に 促さ れ て バス に 向かっ た 。 ア ルコ ー ル は 出 な い の だ 
が 、 ま た 仕事 の 場所 に 返す の が ベタ ー だ と 湯 花 邪 無 は 考え て いる か ら だ 。 
お すし と 日 本 料理 刺身 と マグ ロ の 解体 ショ ー で ある 。 

今回 か ら yuhana の 森 の みん な も 誕生 会 に 加わ っ た 。 

「 ガ ダラ こん ば ん わ ー」 

「 ス テ フ ァ ノ こ ん ば ん わび ー」 

「 招 いて いた だ いて あり が と う 」 

「 今 日 は ゆっ くり し て お いし いも の を 食べ まし ょ う 」 

まだ 16 時 30 分 で ある 。 

まぐ ろ の 解体 ショ ー に は みん な 荻 い た 。 

マグ ロロ は 、 一 時 は 個体 数 が 少な く な っ て 、 絶 滅 危 恨 種 に 指定 され た が 、 繁殖 
方 法 が 確立 され て 、 フ ツウ に 食べ られ る よう に な っ た 。 


人 鯨 は ずっ と 個体 数 が 守ら れ て いる 。 食べる こと は も う 難 し い 。 

うな ぎ は 、 人 工 の 通化 場 で し が 発見 する こと が で き な く な っ て いる 。 

ちな み に 、 ラ イオ ン や 絢 な ども 1 0 0 年 前 の 個体 数 を 維持 し て いる 。 や は 
り 、 肉 食 系 の 欧米 の 人 の 草食 化 が 大 きい 。 ア フリ カ の 草食 化 も 大 きい 。 

1 0 0 年 前 の 肉食 中 心 の 社会 で ある と 、 人口 が 1 0 0 億 に 達し た 現在 で は 、 
人 間 は 、 他 の 生き 物 の 個体 数 を 、 極 端 に 減ら し た の で は な いか と 吉 わ れ て い 
る 。 

圧 十 いま や 

ジン は な か な か 帰っ て こ な か っ た 。 

「 後 始末 が タイ ヘン 」 

「 お つか れ さ ま 」 

「 ご は ん 食べ られ る ? 」 

「 今 日 の マグ ロ の 残り を いた だ いて きた か ら .」 

「 マ グロ の サテ に する 」 

「 お いし そう だ 」 

「 明 日 も モジ ャ カルタ ? 」 

「 え え 」 

「 明 日 も マグ ロ の サテ だ けど 

「 わ かり まし た .」 

「 みん な 喜ん で た 」 

ジン は うれ し そう に 洗濯 を は じ め た 。 

明日 も 湯 花 邪 無 が いる か ら だ 。 

8 月 14 日 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 、 カ サブ ラン カ の ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 
誰 に も 話し て な い が 、17 日 の 日 曜日 に 、 カ サブ プラ ンカ に 行く 予定 な の だ 。 カ 
サ プ ラ ン カ に は 、 ジ ャ カル タ 、 東 京 に 続く 3 番目 の スパ イス 湯 花 を つく る 予 
定 な の だ 。 

ジン は 、 湯 花 邪 無 が カサ ブラ ンカ に 日 曜 に 行っ て いる の を 知っ て いる 。 

し か し 、17 日 に カサ ブラ ンカ に 行く こと を ジン に 話し て いな い 。 仕事 で は な 
い 。 プ ライ ベー ト な の だ 。 

どう し て プラ イベ ー ト に し て いる か 、 自 分 に も よく わか ら な い 。 


明らか に 華美 美 負 が 17 日 に カサ ブラ ンカ に いる か ら だ 。 1 週間 も 前 に 華美 美 
負 が 湯 花 邪 無 に 伝え た と 思っ て いる 。 表 で 伝え た 。 隠密 行動 を する 華美 美 負 
が 1 週間 も 前 に カサ プラ ンカ に 行く と テレ ビ の 前 で 吉 っ た か ら だ 。 理由 が わ 
か ら な い )。 

湯 花 邪 無 が カサ ブラ ンカ に 3 番目 の お 店 を 計画 し て いる こと な ど 話 し た こと 
が な い 。 華 美美 負 と は 、 ほ と ん ど 何 も 話 を し た こと が な い 。 つ くば の 戦車 の 
会 社 か ら 助け 出し た 時 も 、 ア ー ス カー の 中 で 、 華 美美 負 は ずっ と 眠っ て い 
た 。 

助け 出し た 瞬間 に 華美 美 般 は 、 湯 花 邪 無 に 大 を 求め て きた 。 

それ っ きり で ある 。 

華美 美鈴 は 、 カサ プラ ンカ に は 、 ま だ いな いよ うだ っ た 。 

カサ ブラ ンカ の イベ ント を 調べ て みた 。 

モロ ッ コ の 人 口 は 1 億 人 に 達し て いる 。 日 本 の 8 4 0 0 万 人 より も 多い 。 

F AR 通り の ホテ ル で アー スラ イ テ ィ ング の 推進 イベ ント が 行わ れる 。 人口 
が 1 億 人 も いる と エネ ルギー が 不足 する 。 原油 価格 の 高騰 が 経済 の 足 を 引っ 
張っ て いる 。 幸 いな こと に 、 モ ロッ コ 料 理 は 豊富 な 海産 物 と 野菜 が 中 心 で あ 
り 、 急 速 な 人 口 増加 を 自国 の 食材 で 補っ て いる 。 エ ネル ギー だ けが 自国 で は 
どう に も 出来 な い 状 態 な の だ 。 モ ロッ コ の 先行 き を 不安 視 する 専門 家 も 多 
も 

5 基 あ る 原発 を 停止 で まな いで いる 。 

モロ ッ コ に と っ て の アー スバ パ バッテリー は 救世 主 の よう で も ある 。 

モロ ッ コ 国内 で も アー スバ ッ テ リ ー に 挑 抗 す る 人 々 も 多く いる 。 特 に 安全 性 
を 突い て いる 。 し か し 、 イ ンド や 中 国 の よう な 大 き な し が ら み は な い 。 
カサ ブラ ンカ で は 、 華 美美 鈴 は 歓迎 され る 。 

「 お は よう ,」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 昨 日 は あり が と う ご ざ いま し た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 な ん と 返事 を し た らい い の か わか ら な いり 。 

軽く 右手 を 少し 挙げ る こと し か で き な い 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ムコ ー ヒ ー が いい か 」 

9 が 5 


リ ニ が コー ヒー を 煎れ て くれ た 。 

「 ジ ン は クア ラル ンプ ー ル に 行っ た 」 

「 何 か あ っ た の で すか ? 」 

「 視 庫 が 足り な く な っ て 大 き な 倉 庫 に 変わ る か ら 見 に 行っ た 」 

「 わか っ た 」 

ジン は 仕事 の こと は ほとん ど 湯 花 邪 無 に 話さ な い 。 今朝 も 何 も 話 さなか っ 
だ 。 

「 リ ニ 何 か あり ます か ? 」 

「 順調 だ 」 

「 ス テ フ ァ ノ の と ころ に 行っ て くる ,」 

「 お 昼 は どこ で 食べ る の か , 

「yuhana の 森 に な る と 思う 」 

湯 花 邪 無 は ステ ファ ノ と 話 が あっ た 。 モ ロッ コ の yuhana の 森 の こと 
だ 。 モ ロッ コ で 3 番目 の お 店 を 開く こと は 、 モ ロッ コ で スパ イス の 生産 も し 
た い の だ 。 

「 ラ バト の 北 の オ リー プ 畑 の 近く だ と 思う 」 

「 ステファノ 、 誰 か 連れ て 行っ て くれ な いか 」 

「 そ れ だ っ た ら モ ロッ コ 人 の アイ チャ が いる 」 

「 どう し て モロ ッ コ 人 が いる の だ 」 

「 モ ロッ コ 料 理 も スパ イス を た くさ ん 使う 」 

「 イ ンド ネシア で 修行 する の が よい 」 

「 ア イチ ャ に 会 わせ て くれ な いか 」 

「 和 森 に いる か ら 一 緒 に 行こ う 」 

「 いつ から ここ に いる の か が 」 

「 1 年 に な る 」 

「 修行 は どう な の か 」 

「 セ ンス は いい 」 

「 実 家 が オリ ー プ 畑 を や っ て いる 

「 どう し て スパ イス な ん だ 」 

「 本 人 が 興味 が ある 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア イチ ャ に は じ め て 会 っ た 気 が し た 。 ジ ャ カル タ の 女性 も カサ 


プラ ンカ の 女性 も 、 共 通し て 、 シ ャ イ な の だ 。 ジ ャ カル タ の 女性 は 経済 成長 
が 著しい イン ド ネ シア を 引っ 張っ て いる の だ が 、 表 向き は 控え 目 な の だ 。 
アイ チャ と 会 っ て は いる の だ が 、 自 分 で あい さ つ に 来る わけ で も な い の で 、 
湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 

ジン に 吉 わ れる 。 

「 も っ と みん な の 中 に 入ら な いと いけ な い 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン が 実質 社長 だ か ら 、 ジ ャ マ を し な いよ うに し て いる 。 

「 ア イチ ャ 吉 葉 は 大 丈夫 で すか ? 」 

「 英語 が 通じ る か ら わ か ら な か っ た ら 英 語 に する 」 

「 カ サブ プラ ンカ の スパ イス は どう な ん で すか ? 」 

「 ス パイ ス 専 門 店 が た くさ ん ある 」 

「 今度 ステ ファ ノ と 一 緒 に スパ イス を 育て る こと が で きる か 見 に 行っ て くれ 
ます か 2? 」 

「 つ うれ し い 」 


ミナ と の 食事 


8 月 15 日 だ っ た 。 

「 料理 学校 の パー ティ ー が ある か ら 新 宿 に は 行け な い 」 
水野 まさ み に メ ー ル を し て お いた 。 

夜 料理 学校 の 先生 の ミナ と 食事 を する こと に な っ て いる 。 
「 先 に 出 て 」 

「 わ た し 遅れ て 行く 」 

「 今晩 は どこ な の ? 」 

UN: 

「 つ うれしい,」 

「 日 曜 は ? 」 

「 東京 で す 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン に ウソ を つい た こと が な い 。 どう し て ウソ を つい て いる の 
か 、 自 分 に も わか ら な いり 。 


日 曜 は 、 湯 花 邪 無 は カサ ブラ ンカ に 行く の だ 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
リ ニ が や っ て きた 。 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
「 ジ ン は まだ 来 て いま せん 」 
「 料理 学校 で すか ? 」 
「 す ぐに 行き ます が 何 か あ り ま すか ? 」 
「 順調 で す 」 
「 お茶 は ?」 
「 す ぐ 出 か け ま す 」 
リ ニ は 、 ア ー ス カー まで 湯 花 邪 無 を 送っ て きた 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 楽しみ に し て いま し た ,」 
「 忘れ て いな いで し ょ ?」 
「 19 時 に ここ に 来 ま す 」 
「 守 スズ ダ ー ユ ルナ チ の アー ズ カ ー で 来 て : 
「 わかり まし た 」 
ミナ は 、 8 人 の 前 で 、 ま ず そ の 話 を する 。 
「 今 日 は ピサ ゴ レン で す 」 
「 レ シ ピ を 配り ます か ら 買 い 物 を し て き て くだ さい 」 
「 今 日 は わた し が 買い 物 し ます 」 
レス トラ ン の 厨房 に いる 若い 女性 が 手 を 挙げ た 。 
「 ピサ ゴ レ ン っ て な ん で すか ? 」 
デコ 
「 ババ ナナ の デザ ー ト , 
「 揚げ る の か ,」 
「 そ うだ 」 
「 人 バナ ナ は その まま 食べ た 方 が お いし い の で は な いか ,」 
「 そう いう 意見 も ある 
湯 花 邪 無 は 、 少 し づつ 慣れ て き て いる 。 
「 た だ いま ー」 


「 お か えり な さい 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 走っ た 。 

「 お か えり な さい 」 

「 ジ ン こ れ を 食べ て みて くれ 」 

「 な に を や っ た の ? 」 

に 用 大 当 レ シュ 

「 あ あ 」 

ジン は 、 ビ ニー ル 袋 の ピサ ゴ レ ン を 食べ て みた 。 

「 ああ ー ま だ 温か い 」 

「 グ ッ ド ね 」 

湯 花 邪 無 は 満足 だ っ た 。 

ピサ ゴ レ ン を お いし くつ くっ た と し て も 料理 上 手 だ と は 誰 も 吉 わ な い 。 誰 で 
も つく れる 。 し か し 、 湯 花 邪 無 に は 、 す ご いこ と な の だ 。 
「 今 日 は ミナ と レス トラ ン で 食事 を する 」 

1 に Jp ab 9 

「 料理 学校 の 先生 だ 」 

「 な ん で ?」 

「 イ ンド ネシア 料理 を 教え て くれ て いる 」 

「 わ た し じゃ ダメ な の ? 」 

「 先生 だ 」 

「 ア プロ ー チ され て いる の ? 」 

の 7 記 ュ 

「 早く 帰っ て き て 」 

「 わ か っ て る 」 

「 な ん で も な い 」 

湯 花 邪 無 は 、 何 で も ジン に は 話し て きた 。 し か し 、 日 曜 の カサ プラ ンカ だ け 
は 話さ な いで いる 。 湯 花 邪 無 に も よく わか ら な い )。 

19 時 に な っ て 湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 料理 学校 に 向かっ た 。 
「 ホ テル 街 の モニ ュ メ ント に 行っ て 」 

昔 か ら ジ ャ カル タ の セン ター に な っ て いる 。 

「 ミスター ジャ ム は 就職 で きた の か ,」 


「 ま だ だ 』 

「 ジ ャ カル タ で 何 を し て いる ん だ 」 

「 主夫 業 の 修行 を し て いる 」 

「 パ ー ト ナー も いな い の に 」 

二宮 

「 生活 費 は どう し て る ん だ 」 

「 貯金 が 少し ある 」 

「 こ の アー スカ ー は いい 車 だ けど 」 

「 友達 の 車 だ 」 

「 オ ン ナ が た くさ ん いそ うだ けど 」 

「 い な い 」 

「 右 の ホテ ル の レス トラ ン に 予約 し て ある 」 

「 わ か っ た ,」 

テー ブル に た くさ ん の 料理 が 並ん で 、 コ ー ス で 次 か ら 次 に 出 て くる 。 
ミナ は 、 そ の すべ て の 料理 に つい て 解説 を し た 。 
「 ド レス が 素敵 だ 」 

「 聞 いて な い の か ,」 

「 聞 いて いる 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 何者 な ん だ 」 

「 こ ん な 1 流 の レス トラ ン に 来 て も サマ に な っ て いる 」 
「 テ ー ブ ル マナ ー も いい !」 

「 料理 は 何 も で き な い 」 

「 ミ ナ ち ょ っ と 外し て も いい か 」 

「 ト イレ な の か 」 

hp リ (= 

じ 選 る ぞ 」 

イン ド ネ シア 料理 は 食べ きれ る も の で は な い !。 
「 ミ ナ で 予約 し て ある テー ブル だ けど 」 

「 会 計 を お 願い し た い 」 

湯 花 邪 無 は 、 華 美美 鈴 の 事件 以来 、 常 に 現金 を 持っ て いる 。 
現金 足 が つ か な く て いい 。 


それ か ら も ミナ の 解説 は 続い た 。 
「 ミ ナ も う 9 時 だ けど 
「 ま だ 早い 」 
「 明 日 も ある か ら 」 
「 ま た 来る 事 を 約束 する ん だ っ た ら 帰 る 」 
「 約束 する 
ミナ は 高校 生 の よう に 立ち 上 が っ た 。 
そし て 会 計 に 向かっ た 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ これ な な ん だ 」 
「 怒 ら な いで くれ 」 
「 私 は 教わっ て いる 身 だ 」 
「 私 が お 礼 す る の が あたり まえ だ 」 
「 仕 事 も し て な い 人 な の に ,」 
「 貯金 が 少々 ある 」 
ミナ は 怒っ て 帰り そう だ っ た 。 
「 いろいろ 教え て くれ て あり が と う 」 
F つ で も KU ぐ 』 
「 ミ スタ ユ ハ ナ は 何者 な ん だ 」 
「 主夫 の 修行 を し て いる 」 
湯 花 邪 無 は 、 タ ナ ア バ ン の チ グ リ 川治 い の マ ンション に 、 ミ ナ を 送っ た 。 
「 お 恭 で も どう だ 」 
「 遅 いか ら 帰 る 」 
「 ま た お いし い 料 理 を 教え て くれ ,」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 タ ベッ ト の マン ショ ン に 向かっ た 。 
「 た だ いま 」 


「 早い 」 
湯 花 邪 無 は 、 朝 が 早い 。 北 千住 か ら カ レッ ト 駅 まで 9 時 に 出勤 する 。 羽 田 一 


ジャ カル タ が 50 分 と し て も 、 朝 が 早く な いと 難し い 。 夜 は 、10 時 まで に は 
マン ショ ン に 帰る よう つ に し て いる 。 
ジン が 「 早 い 」 と 言っ た の は 、 お か し い )。 


「 送 っ て 行っ た の ? 」 

宅 う だ 

「 ミ ナ さ ん ね .」 

「 覚 えな いで いし 1」 

「 気 に な る か ら ス マ ホ ホ で 調べ た 」 
「 良く な い 」 

「 ご は ん は ? 」 

「 食べ られ な いよ ね 」 

「 シ ャ ワー し て くる 」 

「 わ た し 1 人 で 食べ る 」 

「 シ ャ ワー し て き て 」 

「 わ か っ た 」 

ジン は 、 そ の 夜 も 湯 花 邪 無 の ベッ ド に 潜り 込ん で きた 。 
「 どこ で ご は ん 食べ た の か ,」 

「 ホ テル の レス トラ ン 」 

「 ホ テル は 予約 し て な か っ た の か 」 
「 な い 」 

「 そ の まま ジン は 襲っ て きた ,」 


カサ ブラ ンカ 


8 月 16 日 で ある 。 土曜 日 で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス y u h a n a ま で の 車 の 中 で 、 カ サ プ ラ ン カ の ライ ブ 
テレ ビ を 見 た 。 

華美 美 鋼 が や っ て くる は ず な の だ が 、 ニ ュー ス に は な っ て いな か っ た 。 

も し か し た らら キャンセ ル に な っ た か も し れ な い 。 湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 
と に か く 、 日 曜 の 朝 早 く ジ ャ カル タ を 出 て カサ ブラ ンカ に 行く 予定 で ある 。 
「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

ラナ ン が や っ て きた 。 


「 ミスター ジャ ム 、19 日 だ けど 」 

「 飛行 機 で 練習 し て いる 」 

レト イッ トピ ー と イエ スタ デイ だ 

「 1 5 0 年 も 前 の 音楽 だ 」 

「 ジ ャ カル タ の 若者 に 流行 っ て いる 」 

keyAUN 

「 ち ょ っ と 歌っ て みて くれ ,」 

「 恥 ず か し い ,」 

「 ホン ト に 歌え る の か 」 

「 歌 つて みな いと わか ら な い 」 

「 だ か ら 聴 いて あげ る か ら 」 

「 飛行 機 で 練習 する 

「 途 中 で スト ッ プ し た ら 恥 ず か し い 」 

「 誰が 恥ず か し い の だ 」 

2 の sl の 

「 な ぜ だ 」 

「 わ た し が ミス ター ジャ ム の 歌 を 聴き た いか ら っ て 集め た 」 
「 ラ ナン に 恥 を か か せな いよ うに 練習 する 」 

「 コ ー ヒ ー で いい の か 」 

「 お 願い し ます 」 

「 リ ニ は どう し た の だ 」 

『 ジ ン は まだ で す 」 

「 リ ニ は お 休み で す 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア イチ ャ に 会 い に 行こ うと 思っ た 。 明 日 内 緒 で カサ ブラ ンカ に 
行く か ら だ 。 

ジン が 来 て か ら に し よう と 思っ た 。 

カサ プラ ンカ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

アー スバ ッ テ リ ー の ニュ ー ス は な か っ た 。 明 日 の アー スラ イ テ ィ ング の イベ 
ント の 準備 は 出来 て いる の だ ろう か 。 

カサ ブラ ンカ アー スラ イ テ ィ ング で スマ 小 を 検索 し て みた 。 
イベ ント の 内 容 が 出 て いる 。 華 美美 錠 も 参加 し て いる 。 参加 し て いる と いう 


か 華美 美鈴 が いる か ら イ ベン ト に な る 。 

10 時 か ら で あ る 。F AR 通り の 街灯 が すべ て アー スラ イ テ ィ ング に な る 。 そ 
の 点灯 式 で も ある 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう 」 

「 わ た し プノンペン に 行っ て くる 」 

「 プ ノン ペン も は じ め る の で すか ? 」 

「 街 を 見 て くる 」 

「 わ かり まし た 」 

「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 

「 わかり まし た 」 

「 ミスター ジャ ム は どこ で お 昼 を 食べ る の か 」 

5 ja 

「 今 日 は 外出 し な い の か 」 

「 お 昼 か ら y uhana の 森 に 行く 」 

9 か うら た だ 

湯 花 邪 無 は 、 9 月 1 日 の 1 回 目 の 講義 の 原稿 を 仕上 げ な いと いけ な いと 思っ 
て いた 。 

湯 花 邪 無 は 、 レ ッ ド ペッ パー が 興味 が あっ て 話し や すい の だ が 、 イ ンド ネ シ 
ア で は 、 ス パイ ス の 王様 で ある コシ ョ ウ の 生産 が 多い 。 昔 は 、 ジ ャ カル タ で 
は コシ ョ ウ し か な か っ た 。 レッド ペッ パー が 伝わっ て き て 、 イ ンド ネシア で 
も 生産 量 が 多く な っ て いる の だ が 、 圧 倒 的 に 、 コ ショ ウ の 方 が 多い 
最初 の 講義 と し て 、 原 産 国 が 中 南米 の レッ ド ペ ッ パ ー を 取り 上 げ る こと は ど 
ん な も の か と 思っ た 。 

スパ イス の 歴史 を 大 雑 把 に 取り 上 げ て も 、 学 生 に プラ ス に は な ら な い 。 自分 
で 本 を 読め ば よい 。 ネ ッ ト 情 報 で も た くさ ん ある 

1 回 目 の 講義 を レッ ド ベ ペッ パー に し よう と 思っ て いた の だ が 、 コ ショ ウ に す 
る こと に し た 。 

コシ ョ ウ の 原産 国 は イン ド ネ シア と 吉 っ て も よい 。 現在 で も 生産 量 が 1 番 で 
ある 。 


イン ド ネ シア 料理 も レッ ド ペ ッ パ ー を 使う 料理 は 多く は な い 。 
コシ ョ ウ が 樹木 か ら コ ショ ウ に な る まで を 克明 に 写真 に する こと に し た 。 y 
uhana の 森 で すべ て 写真 が で きる 。 
湯 花 邪 無 は 、 お お ま か な シ ナリ オ を 書い て 、 リ ビン グ に 向かっ た 。 

「 ミ ー ゴ レン 風 焼き そば だ けど 」 

「 お いし そう だ ,」 
お 昼 を スパ イス yuhana で 食べ て 、 す ぐに yuhana の 森 に 向かっ 
た 。 

「 ステファノ に お 願い が ある ん だ けど ,」 

「 な ん で し ょ うか 」 

「 今日 半日 アイ チャ を 助手 に 貸し て くれ な いか 」 

「 何 を する ん で す ?」 

「 9 月 1 日 か ら 大 学 の 講義 が は じ ま る ん だ けど 」 

「 1 回 目 に コシ ョ ウ を 取り 上 げ よ うと 思う 

「 写真 で コシ ョ ウ の 木 か ら 実 か ら 商 品 まで 解説 し た いと 思っ て いる ん だ け 
ど 」 

「 も ちろ ん コシ ョ ウ の 歴史 ま も だ し コシ ョ ウ の 成分 分 析 も や る 」 

「 コ ショ ウ の 科学 に つい て は も う で き て る か ら 」 

「 学生 た ち に 具体 的 に コシ ョ ウ の 木 か ら スパ イス の コシ ョ ウ に な る か を 今日 
写真 に 撮り た い ,」 

「 カ メラ を 持っ て きた ,」 

に ば どう で 

「 そ の 写真 だ っ た ら 私 も た くさ ん 持っ て る か ら 使 っ て くれ 」 

アイ チャ が や っ て きた 。 

「 ステファノ か ら 聞 いた の か 」 

「 何で も 吉 っ て くれ .」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム の スラ イド を わた し も 欲し い 」 

「 9 月 1 日 に 会 社 の パブ リッ ク ホ ル ダ に 公開 する か ら ダ ウン ロー ド し て く 
れ 」 

「 あ り が と う 」 

「 ま ず コ ショ ウ の 木 と 実 の 写真 を 探 そ う 」 


「 撮 っ て きた 方 が 早い けど ,」 
湯 花 邪 無 は 、 ア イチ ャ に 吉 わ れ て 畑 に 向かっ た 。 
「 ア イチ ャ は カサ プラ ンカ の 人 で は な い の か 」 
「 ラ バト の 人 だ ,」 
「 カ サブ プラン カ に は 行っ た こと が ある の か 」 
「 何 度 も 遊び に 行っ た こと が ある 
「 ミスター ジャ ム は 写真 は 得意 な の か 」 
「 カ メラ は いい の 持っ て いる が セン ス は な い 」 
「 わ た し に 撮ら せ て くれ な いか 」 
「 得意 な の か ,」 
「 中 学校 で 入選 し た こと が ある 」 
「 そ し た ら 頼 む 」 
17 時 に な っ た 。 
「 も し も し 」 
ジン で ゼ ず が? 』 
「 仕事 が 終わ っ た か ら こ の まま 帰り ます ,」 
「 何 か あ り ま すか ? 」 
「 順調 」 
湯 花 邪 無 は 、 9 月 1 日 の 講義 の スラ イド を 、 ほ ぼ ば すべ て つく っ た と 思っ た 。 
1 0 0 枚 は ある の で 、 こ れ を 50 枚 に し な く て は な ら な い 。 ス ライ ド が 多 過ぎ 
る と 、 学 生 が 湯 花 邪 無 の 方 を 向い て くれ な い 。 
「 ア イチ ャ あり が と う 」 
「 アイ チャ の 写真 を 使っ た 」 
「 会 社 の 宣伝 に な り そ う な スラ イド だ が 、 こ れ で いく 」 
「 助 け に な っ て うれ し い 」 
「 ス テ フ ァ ノ も あり が と う 」 
ジン より も 湯 花 邪 無 の 方 が 早かっ た 。 
「 た だ いま 」 
「 お か えり 」 
「 ル ン ビ ア つ くる か ら 」 
「 ち ょ っ と 待っ て て 」 


「 着替え て くる 」 

湯 花 邪 無 は 、 ス ライ ド 1 0 0 枚 を 少な くす る 作業 を し て いた 。 
「 な に や っ て ん の ?」 

「 9 月 1 日 の 大 学 の 講義 の スラ イド を つく っ て いる 」 

「 な に や る の ?」 

「 コ ショ ウ 」 

「 見 せ て も ら え る ? 」 

「 9 月 1 日 に 社内 の パブ リッ ク ホ ル ダ に 公開 する か ら 」 

「 みん な 勉強 に な る 」 

翌日 だ っ た 。 8 月 17 日 だ 。 

湯 花 邪 無 は 、7 時 ジャ カル タ 発 カサ プラ ンカ 行き に 乗っ た 。 
「 今日 は 日 本 な の ? 」 

だ 2 

「 新宿 ? 」 

「 ち ょ っ と 私 用 が ある 」 

ジン に は ウソ を つい た こと が な い 。 疑 いも し な い ジ ン を 見 て いる と ワル イ と 
思 


と うし て カサ プラ ンカ と 吉 え な い の か 不思議 で ある 。 

9 時 30 分 に は 、 カ サブ プラ ンカ の ホテ ル の 前 の イベ ント 会 場 に いた 。 点 灯 式 
だ 。F AR 通り の すべ て の 街灯 が アー スラ イ テ ィ ング に な る の だ 。 
湯 花 邪 無 も 2 メー トル ある の だ が 、 カ サブ ラン カ の 街中 で は 目立た な い 。 2 
メー トル 20 セ ンチ くら い の 人 が ザラ に いる 。 

で きる だ け 前 に いた か っ た 。 

アメ リカ 人 らし い 女 性 が カメ ラ を 抱え て 近づい て きた 。 

「 失礼 し ます 」 

湯 花 邪 無 の 場所 が 撮影 の 絶好 の 場所 の よう だ 。 

カメ ラマ ン の 腕章 を つけ た アメ リカ 人 らし い 女 性 は 、 2 台 目 の カメ ラ を 後に 
出 し た 。 

メモ の よう な も の が あっ た 。 

oo な っ 

湯 花 邪 無 は 、 そ の メモ を 受け 取っ た 。 


1 8 7 9 と 書か れ て あっ た 。 

部 屋 の 番号 に 違い な い 。 

これ は 罠 な の か が 華美 美南 な の か わか ら な い 。 

10 時 に な っ て 市 長 が 出 て き て 、 こ れ か ら の カサ ブ プラ ンカ の アー スバ パッ テリ ー 
の 普及 を 約束 し て いた 。 大 画面 で 大 統領 の メッ セー ジ が 流さ れ た 。 こ れ は イ 
ベン ト な の だ 。 も う ア ー ス バッ テリ ー を 普及 させ る し か エネ ルギー を 確保 す 
る こと が 難し い の だ 。 

そし て 、 華 美美 鈴 が 現れ て 、 街 灯 の アー スラ イ テ ィ ング の スイ ッ チ を 押す の 
だ 。 

大 観 吾 は 、 華 美美 負 が 目当て で ある 。 時 代 の ヒー ロー な の だ 。 救世 主 で あ 
る 。 し か し 、 こ こ 1 0 0 年 の 學 得 権 者 が た くさ ん いる 。 常 に 救世 主 は 危険 で 
ある 。 そ れ も 大 観 吾 は よく わか っ て いる 。 

それ に も か か わら ず 、 こ うし て 人 前 に 出る 華美 美鈴 を 素晴らし いと 思っ て い 
る の だ 。 

アメ リカ 人 らし い カ メラ マン らし い 女 性 は 、 湯 花 邪 無 の 前 に いる 。 そ し て 、 
華美 美 鋼 が スイ ッ チ を 押し て 、 街 灯 に いっ せい に 灯 が と も っ た 。 
歓声 が 上 が っ た 。 

湯 花 邪 無 の 後 か ら 手 が 伸び て きた 。 

前 の アメ リカ 人 らし い 女 性 の カメ ラマ ン の 衣 越 し だ っ た 。 

ビス トル の 銃口 が 華美 美 負 を 向い て いた 。 

華美 美 鉛 が 気がつい た 。 

湯 花 邪 無 は 、 瞬 間 に 伸 び て い た 手 を 両手 で 跳ね 上 げた 。 同 時 に 乾い た 発射 音 
に な っ た 。 

S P だ ろう 、 華 美美 欠 の 前 に 並ん だ 。 

湯 花 邪 無 は 振り 向い た 。 

男 が 脱 兎 の よう に 人 を か き 分 け て いた 。 

4 人 の 男 が 追っ て 抑え て し まっ た 。 

華美 美鈴 の 前 に いた アメ リカ 人 らし い 女 性 カメ ラマ ン が 、「 こ こ に 急い で 」 
と 吉 っ た 。 

湯 花 邪 無 が 報道 に 捕まる 。 警察 に 捕まる か も し れ な い 。 

湯 花 邪 無 は 、 み ん な が ピス トル の 男 に 向かっ て いる 時 に 、 そ っ と 抜け 出 た 。 


多分 、 ど こ か ら か 撮影 され て いる だ ろう か ら 、 湯 花 邪 無 が ビス トル の 男 の 腕 
を 押し 上 げた こと は 知ら れ て し まう だ ろう 。 
最 影 され た 映像 が 報道 に 流れ る か どう か で ある 。 
流れ れ ば 、 華 美美 鈴 を 救っ た 男 に な っ て し まう だ ろう 。 
今 の と ころ 、 華 美美 鋼 と 湯 花 邪 無 の 接点 を 知っ て いる の は 、 沢 風 ゆ り と 真野 
裕也 と 有 村 聡 で ある 。 
も し この 映像 が 報道 に 流れ た ら 、 世 界 中 の 人 が 知っ て し まう こと に な る 。 
湯 花 邪 無 が 、 完 全 に 巻き 込ま れる こと に な る 。 表 で 巻き 込ま れる の だ 。 現在 
の まま 、 誰 に も 知ら れず に 巻き 込ま れ て いた い 。 そ れ が 湯 花 邪 無 の 希望 で あ 
る 。 

分 くら い 、 観 宮 に ま ぎ ざれ て いた 。 
そし て 駐車 場 か ら ホ テル に 入っ た 。 
まだ 外 は 騒然 と し て いた 。 ス マ ホ で も 、 ネ ッ ト で ニュ ー ス が 流れ て いた 。 エ 
レベ ー タ ー で 確認 し た 。 た だ 、 疹 銃 は 発射 され た の だ が 、 男 が ミス し て 外し 
誠 選 定 民 な なつ で いた だ 。 
18 階 の 79 部 屋 だ 。 
18 階 に は 、 和 警備 の 男 が 2 人 と フロ アー の 責任 者 の よう な 男 が いた 。 
「 この 階 に は 入れ ませ ん 」 
湯 花 邪 無 は 、 1 8 7 9 の メモ を 見 せ た 。 
フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう な 男 は 、 ど こ か に 電話 を し た 。 
「 バック を 見 せ て くれ , 
「 手 を 拳 げ て 」 
身体 検査 を され た 。 
「 つい て き て くれ 」 
右 に 曲がっ て か な り 歩 いて 、 1 8 7 9 の 部 屋 に な っ た 。 
「 こ の 男 で いい の か 」 
部 屋 の 前 で 、 フ ロア ー マ ネ ー ジ ャ ー の よう な 男 が 電話 で 聞い て いた 。 誰 と 庄 
し て いる の か わか ら な いし!。 
雪 ドア が 開い た 。 

美美 鈴 が 顔 を 出し た 。 
時 


5 も あり が と う 」 
負 は 、 フ ロア マネ ー ジ ャ ー の よう な 男 に お 礼 を 吉 っ た 。 
いう つも り で は な か っ た 」 
「 も う 1 度 着 いた か っ た 」 
「 と ん で も な いこ と に な っ た 」 
「 も し 湯 花 邪 無 が あめ そこ に いな か っ た ら わ た し は 撃た れ て いた 」 
「 何 度 助 けら れ て いる か わか ら な い 」 
華美 美鈴 は 、 一 方 的 に し ゃ べ っ て いた 。 
「 どう ぞ 座 っ て くだ さい 」 
立派 な 部 屋 だ っ た 。 
少し 前 に 拳銃 で 撃た れ た の だ 。 そ の 直後 に 、 男 を 部 屋 に 招き 入れ る 華美 美 負 
を フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう な 男 は わか ら な い だ ろ うつ 。 
「 来 て いた だ いて あり が と う 」 
「 来 る と 思っ て いた の か 」 
「 儲 じ て い た 」 
「 沢 風 ゆ り が 怒る 」 
「 こ こ に いる こと は 誰 も 知ら な い 」 
「 湯 花 邪 無 の 安全 の た め に は 今日 カサ プラ ンカ に いな いこ と に し な いと まず 
いい 」 
「 あの 表 の 3 人 と カメ ラマ ン の 女性 は ? 」 
「 み ん な わた し が 頼ん だ 」 
「 今日 の よう な こと が 以前 に も あっ て あの 4 人 が 助け て くれ た 」 
「 羽田 や ムン バイ や プサン や 新潟 や つく ば の こと を みん な 知っ て いる 」 
「 な ぜ 日 本 に 4 人 で 来 な か っ た の だ 」 
「 日 本 だ か ら と 思っ た わた し が 甘かっ た 」 
「 も う 湯 花 邪 無 に 居 う チャ ンス が な く な っ た 」 
「 も うこ ん な こと は し な い 」 
「 1 週間 も 前 に 行く 先 を 明か す 事 は な い 」 
「 湯 花 邪 無 を 危険 に さら すこ と は し な い 」 
「 多 分 愛し て いる 」 
「 先 里 風 香 に よる と 、 愛 は 人 が 動く 押し ボタ ン だ 」 


う 
華美 美 
つの 


「 湯 花 邪 無 も 動 !\ て くれ た 」 

「 す ご くう れ し い 」 

「 も う 行 っ て 」 

「 あ ん まり あな た が な が くい る と あの 4 人 が わた し を 守れ な く な る 」 
「 も う 人 逢え な いか も し れ な いか ら キ ス し て ほし い ,」 

「 お 願い 」 


『 fasterbigger1 』 


げん じ あ きら 


『fasterbigger2』 も 読ん で いた だ きた い 


げん じ あ きら 
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著者 げん じ あ きら 
た 本 書 は (株 ) ボイジャー の Romancer で 作成 され まし た 。 


